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はじめにはじめにはじめにはじめに

ここでは、マニュアルの対象読者、構成、表記規則などについて説明します。また、Oracle
の関連ドキュメントも紹介します。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle Application Server インスタンスのインストール、保守および
アップグレードを担当する Oracle Application Server システム管理者を対象としています。
このマニュアルの読者は、次の項目についてよく理解していることを前提としています。

� Oracle Application Server システムの管理と構成

� アップグレードするシステムの構成と予期される動作

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次の章と付録から構成されています。 

第第第第 1 章「章「章「章「Oracle Application Server アップグレードの概要」アップグレードの概要」アップグレードの概要」アップグレードの概要」

この章では、このマニュアルで使用される用語について説明し、中間層および
Infrastructure の各インストール・タイプのアップグレード処理、有効なアップグレード・
パスなどについて説明します。

第第第第 2 章「アップグレード計画」章「アップグレード計画」章「アップグレード計画」章「アップグレード計画」

この章では、アップグレード計画のガイドラインについて説明します。Oracle Application 
Server のリリース間の互換性、アップグレード方針の立案、アップグレード・タスク、シス
テム停止時間およびアップグレード時のシステムの可用性について取り上げます。

第第第第 3 章「中間層のアップグレード」章「中間層のアップグレード」章「中間層のアップグレード」章「中間層のアップグレード」

この章では、Oracle Application Server Upgrade Assistant を起動および使用する方法、アッ
プグレードを完了する手順について説明します。

第第第第 4 章「章「章「章「Metadata Repository のアップグレード」のアップグレード」のアップグレード」のアップグレード」

この章では、Metadata Repository をアップグレードする方法について説明します。
Metadata Repository のアップグレードの準備方法、さらに各コンポーネント・スキーマの
アップグレード・スクリプトの実行方法についても説明します。

第第第第 5 章「章「章「章「Identity Management サービスのアップグレード」サービスのアップグレード」サービスのアップグレード」サービスのアップグレード」

この章では、Identity Management サービス（Oracle Application Server Single Sign-On お
よび Oracle Internet Directory）をアップグレードする方法について説明します。

付録付録付録付録 A「コンポーネントのアップグレード処理リファレンス」「コンポーネントのアップグレード処理リファレンス」「コンポーネントのアップグレード処理リファレンス」「コンポーネントのアップグレード処理リファレンス」

この付録では、OracleAS Upgrade Assistant によって実行される処理、および該当する場合
はコンポーネント・スキーマについて説明します。また、各処理に関連するアップグレー
ド・アイテム（ファイルまたはスキーマ）を一覧で示します。
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付録付録付録付録 B「ファイル・リファレンス」「ファイル・リファレンス」「ファイル・リファレンス」「ファイル・リファレンス」

この付録では、Oracle Application Server のアップグレードによって影響を受けるすべての
ファイルを一覧で示します。また、Oracle ホームからファイルへのパスが記載されていま
す。さらに、ファイルの処理が手動によるものか、あるいは OracleAS Upgrade Assistant に
より実行されるのかを示します。各ファイルについての簡単な説明も記載されています。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、次の Oracle ドキュメントを参照してください。これらのドキュメントには、アッ
プグレードの実行時に役立つ情報が示されています。

� 『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』

� 『Oracle Application Server 10g インストレーション・ガイド』

� 『Oracle Application Server Discoverer 構成ガイド』

� 『Oracle Application Server Wireless 開発者ガイド』

� 『Oracle Application Server Single Sign-On 管理者ガイド』

� 『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』

� 『Distributed Configuration Management リファレンス・ガイド』

� 『Oracle Application Server 10g リリース・ノート』

� 『Oracle9i データベース管理者ガイド』

� 『Oracle Application Server Portal エラー・メッセージ・ガイド』

� 『Oracle Application Server Portal 構成ガイド』

� 『Oracle Application Server Portal ユーザーズ・ガイド』

� 『Oracle Application Server Web Cache 管理者ガイド』

表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルで使用される表記規則は、次のとおりです。

規則規則規則規則 意味意味意味意味

    .
    .
    .

例内の垂直の省略記号は、例に直接関連しない情報が省略されていること
を示します。

. . . 文またはコマンド内の水平の省略記号は、例に直接関連しない文またはコ
マンドの一部が省略されていることを示します。
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固定幅フォント ファイル名、パス名、コマンド名、コード、URL

固定幅フォントの固定幅フォントの固定幅フォントの固定幅フォントの
太字太字太字太字

ユーザーの入力 

固定幅フォントの
イタリック

テキストまたはコード内の変数 

<source_MT_OH> リリース 2（9.0.2）またはリリース 2（9.0.3）中間層の Oracle ホームへの

フルパス

<destination_
MT_OH>

10g（9.0.4） 中間層の Oracle ホームへのフルパス 

<source_Infra_
OH>

リリース 2（9.0.2）Infrastructure の Oracle ホームへのフルパス

<destination_
Infra_OH>

10g（9.0.4）Infrastructure（Identity Management または Metadata 
Repository）の Oracle ホームへのフルパス 

<repCA_CD> Repository Configuration Assistant CD のルート・ディレクトリへのフル

パス 

規則規則規則規則 意味意味意味意味
xvi



Oracle Application Server アップグレードの
1

Oracle Application Server アップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレードの

概要概要概要概要

この章では、中間層および Infrastructure の各インストール・タイプを Oracle9i Application 
Server リリース 2（9.0.2）またはリリース 2（9.0.3）（ソース Oracle ホームまたはソース・
インスタンス）から Oracle Application Server 10g（9.0.4）（アップグレード先 Oracle ホー
ムまたはアップグレード先インスタンス）にアップグレードする手順について説明します。
中間層は、クライアント層からのリクエストを処理する Application Server インスタンスか
ら構成され、データベースのデータに対してアクセスまたは変更を行ってリクエストを完了
します。Infrastructure は、通常は別のコンピュータにインストールされ、中間層の 1 つ以
上の Application Server インスタンスに対して一元的なセキュリティ、集中管理サービスお
よびメタデータ・リポジトリを提供します。

この章の主な項は、次のとおりです。

1-2 ページの 1.1 項「Oracle Application Server のアップグレード処理」

1-3 ページ の 1.2 項「中間層のアップグレード処理」

1-4 ページの 1.3 項「Infrastructure のアップグレード処理」

1-6 ページの 1.4 項「OracleAS Upgrade Assistant のアップグレード・パス」

1-9 ページの 1.5 項「OracleAS Portal リポジトリのアップグレード・パス」

1-9 ページの 1.6 項「アップグレード後の Windows コンポーネント・サービスについての注
意」
概要 1-1



Oracle Application Server のアップグレード処理
1.1 Oracle Application Server のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
この項では、分散 Oracle Application Server 環境のアップグレード処理について説明しま
す。分散環境では、複数の中間層が複数の Oracle ホームにわたって 1 つの Infrastructure に
アクセスします。中間層および Infrastructure のそれぞれのアップグレード処理について、
この章で詳細に説明します。

1.1.1 分散環境のアップグレード分散環境のアップグレード分散環境のアップグレード分散環境のアップグレード
分散 Oracle Application Server 環境は、1 つ以上の中間層と 1 つの Infrastructure から構成さ
れ、複数の Oracle ホームに分散されます。このような環境をアップグレードするには、各
中間層をアップグレードし、その後 Infrastructure をアップグレードします。

1. アップグレードの前に、中間層および Infrastructure がリリース 2（9.0.2）またはリリー
ス 2（9.0.3）であることを確認します。

2. 1 つの中間層を 10g（9.0.4）にアップグレードし、そのままリリース 2（9.0.2）
Infrastructure を使用します。

3. 残りの中間層を 10g（9.0.4）にアップグレードし、そのままリリース 2（9.0.2）
Infrastructure を使用します。

4. リリース 2（9.0.2）Infrastructure を 10g（9.0.4）にアップグレードします。

図図図図 1-1 分散分散分散分散 Oracle Application Server 環境のアップグレード環境のアップグレード環境のアップグレード環境のアップグレード

注意注意注意注意 : Infrastructure 自体は、Metadata Repository および Identity 
Management の 2 つから構成されます（正しいアップグレードの順序につ
いては、2-2 ページの 2.1 項「Oracle Application Server の互換性」を参
照）。図 1-1 は、分散環境のアップグレード処理を示しますが、わかりやす
くするために Infrastructure を単一ユニットで表しています。Identity 
Management および Metadata Repository のアップグレードは、どちらか
を先に行うこともできますが、Metadata Repository のアップグレードよ
り先に中間層のアップグレードを行う必要があります。

9.0.2 
Infrastructure

1 2

9.0.2 
Infrastructure

3

9.0.4 
Infrastructure

4

9.0.2 
Infrastructure
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中間層のアップグレード処理
1.1.2 非分散環境のアップグレード非分散環境のアップグレード非分散環境のアップグレード非分散環境のアップグレード
非分散 Oracle Application Server 環境（単一の Oracle ホームの環境）のアップグレードで
は、中間層のアップグレードが必要です。

1.2 中間層のアップグレード処理中間層のアップグレード処理中間層のアップグレード処理中間層のアップグレード処理
中間層のアップグレード処理を図 1-2 に示します。中間層のアップグレード手順は、次のと
おりです。

1. リリース 2（9.0.2）またはリリース 2（9.0.3）中間層が、アプリケーションおよび構成
データを含むコンピュータにインストールされていることを確認します。

2. ソース・インストールと同じインストール・タイプの 10g（9.0.4）中間層を、同じコン
ピュータ上の新規 Oracle ホームにインストールします。

3. Oracle Application ServerとともにインストールされるツールであるOracleAS Upgrade 
Assistant を実行します。これにより、中間層コンポーネントのほとんどのアップグレー
ド・タスクが自動的に行われます。ソースの中間層インストールのアプリケーションお
よび構成データが 10g（9.0.4）インストールにコピーされます。アップグレードを完了
するために手動タスクが必要な構成もあります。

4. （オプション）ソース・インストールを廃棄します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 中間層のアップグレード手順については、第 3 章「中間層の
アップグレード」を参照してください。

注意注意注意注意 : 10g（9.0.4）中間層インストールでは、一部のポート番号が、リ
リース 2（9.0.2）または（9.0.3）中間層と同じものが使用されます。両方
の中間層を使用する場合、ポート競合を回避するためにどちらかの中間層
のポート番号を割り当て直す必要があります。影響を受けるコンポーネン
トは、Oracle Enterprise Manager、Oracle HTTP Server および Oracle 
Application Server Web Cache です。
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Infrastructure のアップグレード処理
図図図図 1-2 中間層のアップグレード中間層のアップグレード中間層のアップグレード中間層のアップグレード

1.3 Infrastructure のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Oracle Application Server Infrastructure は、1 つ以上の Application Server インスタンスに
対して一元的なセキュリティと集中管理サービスおよびメタデータ・リポジトリを提供しま
す。これは、Application Server インスタンスとは別の（通常は別のコンピュータの）
Oracle ホームにインストールされます。

Infrastructure の構成要素は、次のとおりです。

� Identity Management — Oracle Application Server Single Sign-On、Oracle Internet 
Directory、Oracle Delegated Administration Services、Oracle Directory Integration and 
Provisioning、Oracle Application Server Certificate Authority 

� Metadata Repository — 製品メタデータ・スキーマ（OracleAS Portal、Oracle 
Application Server Wireless などの中間層コンポーネントが使用）、Identity 
Management スキーマ（Identity Management コンポーネントが使用）、管理スキーマ

（DCM などのコンポーネントが使用）

Oracle Application Server Infrastructure は、Identity Management（Oracle Internet 
Directory、Oracle Application Server Single Sign-On）および Metadata Repository（基礎と
なるデータベース内の複数のスキーマで構成）から構成されます。

Infrastructure のアップグレードには Oracle Application Server Upgrade Assistant を使用し
ません。

Infrastructure のアップグレードのフェーズは、次のとおりです。各フェーズで、その構成
が動作可能です。Infrastructure は、手順 2 および 3 に示す混成状態で動作します。また、
手順 3 と 4 は順番を逆に実行できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Infrastructure のインストール・タイプについては、『Oracle 
Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

1 2 3 4
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Infrastructure のアップグレード処理
1. リリース 2（9.0.2）の Oracle Application Server Infrastructure には、デフォルトでリ
リース 9.0.1.3 のデータベースが含まれます。

2. パッチを適用してデータベースをリリース 9.0.1.5 にアップグレードします。

3. Metadata Repository（Oracle Internet Directory および Oracle Application Server Single 
Sign-On 用のスキーマ以外のスキーマ）を 10g（9.0.4）にアップグレードします。

4. Identity Management を 10g（9.0.4）にアップグレードします。

図図図図 1-3 Infrastructure のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

図図図図 1-4 別の別の別の別の Infrastructure のアップグレード（手順のアップグレード（手順のアップグレード（手順のアップグレード（手順 3 とととと 4 の順番が逆）の順番が逆）の順番が逆）の順番が逆）

1

Identity
Management

9.0.2

2 3 4

Identity
Management

9.0.4

Identity
Management

9.0.2

Identity
Management

9.0.2

Metadata
Repository

9.0.2

Metadata
Repository

9.0.2

Metadata
Repository

9.0.4

Metadata
Repository

9.0.4

1

Identity
Management

9.0.2

2 3 4

Identity
Management

9.0.4

Identity
Management

9.0.4

Identity
Management

9.0.2

Metadata
Repository

9.0.2

Metadata
Repository

9.0.2

Metadata
Repository

9.0.2

Metadata
Repository

9.0.4
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OracleAS Upgrade Assistant のアップグレード・パス
1.4 OracleAS Upgrade Assistant のアップグレード・パスのアップグレード・パスのアップグレード・パスのアップグレード・パス
この項では、中間層のアップグレード・パスおよび要件について説明し、各インストール・
タイプでアップグレードされるコンポーネントを示します。他のアップグレード・パスおよ
び例外のケースについても説明します。

中間層のアップグレード・パス中間層のアップグレード・パス中間層のアップグレード・パス中間層のアップグレード・パス

次のリリース同士では、OracleAS Upgrade Assistant を使用して、同じコンピュータの
Oracle ホーム間で中間層をアップグレードできます。

� リリース 2（9.0.2） から 10g（9.0.4）

� リリース 2（9.0.3） から 10g（9.0.4）

OracleAS Upgrade Assistant には、これ以外のリリースの Oracle ホームのオプションは表示
されません。

10g（9.0.4）中間層は、リリース 2（9.0.2）中間層と同じ Metadata Repository および Oracle 
Internet Directory に関連付ける必要があります。

OracleAS Upgrade Assistant によってアップグレードされる中間層コンポーネントによってアップグレードされる中間層コンポーネントによってアップグレードされる中間層コンポーネントによってアップグレードされる中間層コンポーネント

OracleAS Upgrade Assistant は、各インストール・タイプの次のコンポーネントをアップグ
レードします。

表表表表 1-1 OracleAS Upgrade Assistant によってアップグレードされるコンポーネント（処理順）によってアップグレードされるコンポーネント（処理順）によってアップグレードされるコンポーネント（処理順）によってアップグレードされるコンポーネント（処理順）

OracleAS Upgrade Assistant にににに
よってアップグレードされるコンよってアップグレードされるコンよってアップグレードされるコンよってアップグレードされるコン
ポーネントポーネントポーネントポーネント

「「「「J2EE and Web Cache」」」」
インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ

「「「「Portal and Wireless」」」」
インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ

「「「「Business Intelligence and 
Forms」インストール・タイプ」インストール・タイプ」インストール・タイプ」インストール・タイプ

Oracle Process Management and 
Notification Server

○ ○ ○

Instance Configuration
（iasschema.xml）

○ ○ ○

Oracle Application Server 
Containers for J2EE

○ ○ ○

Oracle HTTP Server ○ ○ ○

Oracle Application Server Web 
Cache

○ ○ ○

mod_plsql ○ ○ ○

Oracle Enterprise Manager 
(targets.xml) 

○ ○ ○

Oracle Application Server Web 
Services UDDI レジストリ

- ○ ○

Oracle Ultra Search - ○ ○
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OracleAS Upgrade Assistant のアップグレード・パス
ソースおよびアップグレード先のインストール・タイプの要件ソースおよびアップグレード先のインストール・タイプの要件ソースおよびアップグレード先のインストール・タイプの要件ソースおよびアップグレード先のインストール・タイプの要件

OracleAS Upgrade Assistant は、同じインストール・タイプの Oracle Application Server イ
ンスタンス間でのみアップグレードを実行できます。たとえば、リリース 2（9.0.2）の

「J2EE and Web Cache」イストールの場合、10g（9.0.4）の「J2EE and Web Cache」にアップ
グレードします。

Unified Messaging は Oracle Application Server 10g（9.0.4）の一部ではないため、リリース
2（9.0.2）の UNIX システムから「Unified Messaging」インストール・タイプをアップグ
レードする場合は特殊なケースとなります。「Unified Messaging」インストール・タイプを
アップグレードすると、OracleAS Upgrade Assistant は、その構成を 10g（9.0.4）の

「Business Intelligence and Forms」インストール・タイプに適用します。

「Unified Messaging」インストールのアップグレード・パスを判断する場合は、Oracle 
Collaboration Suite のドキュメントを確認してください。

他のアップグレード・パス他のアップグレード・パス他のアップグレード・パス他のアップグレード・パス

OracleAS Upgrade Assistant が対応しないアップグレード要件のアプリケーションまたは構
成要素の場合、次に示す他のアップグレード・パスのいずれかを使用します。

� スタンドアロン・タイプの Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）イン
スタンス（Oracle Technology Network から ZIP 形式でダウンロードできる OC4J）に
デプロイされているアプリケーションの場合、手動で再デプロイおよび再構成する必要
があります。

Oracle Application Server Portal
（中間層）

- ○ ○

Oracle Application Server Wireless - ○ ○

Oracle Application Server Forms 
Services

- - ○

Oracle Application Server 
Discoverer

- - ○

Oracle Application Server Reports 
Services

- - ○

表表表表 1-1 OracleAS Upgrade Assistant によってアップグレードされるコンポーネント（処理順）によってアップグレードされるコンポーネント（処理順）によってアップグレードされるコンポーネント（処理順）によってアップグレードされるコンポーネント（処理順）（続き）（続き）（続き）（続き）

OracleAS Upgrade Assistant にににに
よってアップグレードされるコンよってアップグレードされるコンよってアップグレードされるコンよってアップグレードされるコン
ポーネントポーネントポーネントポーネント

「「「「J2EE and Web Cache」」」」
インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ

「「「「Portal and Wireless」」」」
インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ

「「「「Business Intelligence and 
Forms」インストール・タイプ」インストール・タイプ」インストール・タイプ」インストール・タイプ
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OracleAS Upgrade Assistant のアップグレード・パス
� OracleAS Web Cache リリース 2（9.0.2 または 9.0.3）のスタンドアロン・インスタンス
を Oracle Application Server 10g（9.0.4）にアップグレードするには、OracleAS 
Upgrade Assistant を起動する前に 3-7 ページの 3.4 項「スタンドアロン OracleAS Web 
Cache インスタンスのアップグレード」に説明されている手順を実行してください。

� リリース 1 からリリース 2 にアップグレードするには、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の
『Oracle9i Application Server R1.0.2.2.x から R9.0.2 への移行』の指示に従います。 

� リリース 1（1.0.2.2）から 10g（9.0.4）にアップグレードするには、最初にリリース 1
（1.0.2.2）をリリース 2（9.0.2）にアップグレードし、次にリリース 2（9.0.2）を 10g
（9.0.4）にアップグレードする必要があります。

� Oracle Application Server Discoverer をリリース 1（1.0.2.2）から 10g（9.0.4）にアップ
グレードするには、Oracle Application Server ドキュメント・ライブラリの『Oracle 
Application Server Discoverer 構成ガイド』の指示に従います。 

� JServ を使用するアプリケーションのアップグレードは、このマニュアルでは説明しま
せん。Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の『Oracle9i Application Server R1.0.2.2.x から
R9.0.2 への移行』にある JServ から OC4J への移行の説明が、それらのアプリケーショ
ンを Oracle Application Server 10g（9.0.4）の Oracle Application Server Containers for 
J2EE サーブレット環境に適合させる際に役立ちます。

中間層インストール・タイプの拡張中間層インストール・タイプの拡張中間層インストール・タイプの拡張中間層インストール・タイプの拡張

中間層のインストール・タイプは、より広範なものに拡張してより多くのコンポーネントを
含めることができます。たとえば、「J2EE and Web Cache」中間層から「Portal and 
Wireless」中間層に拡張できます。

アップグレードとともに中間層を拡張する手順は、次のとおりです。

1. 既存の中間層をリリース 2（9.0.2）またはリリース 2（9.0.3）から 10g（9.0.4）にアップ
グレードします。

2. アップグレードした中間層を拡張します。

注意注意注意注意 : スタンドアロンの OC4J アプリケーションは、Oracle Application 
Server Oracle ホームに構成しません。スタンドアロン・アプリケーション
は、10g（9.0.4） Oracle ホームの管理 OC4J インスタンスに再デプロイしま
す。3-6 ページの 3.3 項「スタンドアロン OC4J インスタンスのアップグ
レード」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 中間層インストールの拡張については、『Oracle Application 
Server 10g インストレーション・ガイド』を参照してください。
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アップグレード後の Windows コンポーネント・サービスについての注意
1.5 OracleAS Portal リポジトリのアップグレード・パスリポジトリのアップグレード・パスリポジトリのアップグレード・パスリポジトリのアップグレード・パス
Oracle9iAS Portal リポジトリは、リリース 9.0.2.0、9.0.2.2、9.0.2.3、9.0.2.6 のいずれからも
このマニュアルの手順に従ってアップグレードできます。その他のリリースのアップグレー
ド方法については、次の Portal Center のアップグレードのページを参照してください。

http://portalcenter.oracle.com/upgrades

1.6 アップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後の Windows コンポーネント・サービスにコンポーネント・サービスにコンポーネント・サービスにコンポーネント・サービスに
ついての注意ついての注意ついての注意ついての注意

Oracle Application Server 10g（9.0.4）と以前のリリースの Oracle Application Server との主
な違いは、10g （9.0.4）でサービスの数が大幅に削減されたことです。Oracle Application 
Server 10g（9.0.4）にアップグレードした後のサービスはわずかです。

これは、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）および（9.0.3）では、Oracle Process Management 
and Notification Server（OPMN）で管理されていなかったコンポーネントが Windows サー
ビスとして実行されていたことが理由です。

たとえば、Infrastructure を使用している Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）のシステムでは、
次の Windows サービスが存在します。

� Oracle<902 Oracle Home>PagingServer

� Oracle<902 Oracle Home>WebCache

� Oracle<902 Oracle Home>WebCacheAdmin

� Oracle<902 Oracle Home>WebCacheMon

� Oracle<902 Oracle Home>InternetDirectory_iasdb

たとえば、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の Business Intelligence and Forms 構成では、次
の Windows サービスが存在します。

� Oracle<902 Oracle Home>Discoverer

� Oracle<902 Oracle Home>WebCache

� Oracle<902 Oracle Home>WebCacheAdmin

� Oracle<902 Oracle Home>WebCacheMon

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 中間層インストールの拡張手順については、『Oracle 
Application Server 10g インストレーション・ガイド』を参照してくださ
い。
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アップグレード後の Windows コンポーネント・サービスについての注意
Oracle Application Server 10g（9.0.4）のシステムでは、コンポーネントが OPMN で管理さ
れ、次のサービスで制御されるため、前述の Windows サービスは存在しません。

� Oracle<904 Oracle Home>ProcessManager

また、Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control の Windows サービスの名
前は、以前のリリースと新しいリリースでは異なります。

Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）および（9.0.3）では、サービスは次のとおりです。

� Oracle<902 Oracle Home>EMWebsite

� Oracle<902 Oracle Home>Agent

Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、サービスは次のとおりです。

� Oracle<904 Oracle Home>ASControl
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アップグレード
2

アップグレード計画アップグレード計画アップグレード計画アップグレード計画

この章では、アップグレード計画のガイドラインについて説明します。この章の項は、次の
とおりです。

2-2 ページの 2.1 項「Oracle Application Server の互換性」

2-5 ページの 2.2 項「アップグレード方針の決定」
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Oracle Application Server の互換性
2.1 Oracle Application Server の互換性の互換性の互換性の互換性
第 1 章で説明したように、分散 Oracle Application Server 構成は、1 つ以上の中間層と 1 つ
の Infrastructure から構成されます。Infrastructure は Identity Management と Metadata 
Repository から構成され、そのいずれもリリース 2（9.0.2）または 10g（9.0.4）にできます。

アップグレード処理では、これらの構成要素間の互換性が規定されています。1-4 ページの
1.3 項「Infrastructure のアップグレード処理」に、サポートされているハイブリッド構成に
関する説明があります。この構成において Infrastructure は、10g（9.0.4）およびリリース 2

（9.0.2）の Metadata Repository 構成要素および Identity Management 構成要素と組み合され
ます。サポートされない構成要素同士の組合せがあることに注意してください。

この項では、主な互換性ルールを明らかにし、それに基づいてサポートされる構成およびサ
ポートされない構成の例を示します。この項の内容および構成間の可能性のある遷移状態を
理解することにより、Oracle Application Server のアップグレードを的確に計画できます。

2.1.1 互換性ルール互換性ルール互換性ルール互換性ルール
Oracle Application Server の互換性は、次のルールに基づきます。

� 10g（9.0.4）中間層は、10g（9.0.4）の Metadata Repository と相互運用が可能 

� 10g（9.0.4）中間層は、10g（9.0.4）の Identity Management と相互運用が可能

� 10g（9.0.4）中間層は、リリース 2（9.0.2）の Metadata Repository と相互運用が可能

� 10g（9.0.4）中間層は、リリース 2（9.0.2）の Identity Management と相互運用が可能

� すべてのリリースのルールはプラットフォームには依存しません。互換性の関係に影響
することなく、2 つ以上のリリースの構成要素が複数オペレーティング・システムに存
在できます。

� 10g（9.0.4）の Metadata Repository は、リリース 2（9.0.2）およびリリース 2（9.0.3）中
間層と相互運用できません。

� クラスタでは、同じリリースのインスタンスのみがホスティングされます。

2.1.2 Oracle Application Server 構成の例構成の例構成の例構成の例
この項では、互換性ルールに基づいて、サポートされる構成およびサポートされない構成の
例を示します。

2.1.2.1 1 つの中間層とつの中間層とつの中間層とつの中間層と 1 つのつのつのつの Infrastructure
表 2-1 では、異なるリリースの中間層と Infrastructure 構成要素が組み合される構成をリス
トし、それぞれのサポート状況を示します。
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Oracle Application Server の互換性
2.1.2.2 複数の中間層と複数の中間層と複数の中間層と複数の中間層と 1 つのつのつのつの Infrastructure
複数の中間層と 1 つの Infrastructure の互換性は、1 つの中間層と 1 つの Infrastructure の場
合に類似しています。10g（9.0.4）の Metadata Repository がリリース 2（9.0.2）およびリ
リース 2（9.0.3）中間層と動作しないことが、互換性に関する決定的要因です。つまり、こ
の構成における非互換性の問題の主な原因となります。

2.1.2.3 マルチプラットフォーム・インストールマルチプラットフォーム・インストールマルチプラットフォーム・インストールマルチプラットフォーム・インストール
ある構成要素のオペレーティング・システムは、他のプラットフォームの構成要素に対する
互換性の関係に影響しません。いずれの分散構成も、様々なプラットフォーム上で稼働しま
す。たとえば、Linux システム上の 10g（9.0.4）中間層から、Windows システム上のリリー
ス 2（9.0.2）の Identity Management および Metadata Repository にアクセスできます。あ
るいは、Windows システム上の 10g（9.0.4）中間層から、Solaris システム上の 10g（9.0.4）
の Identity Management およびリリース 2（9.0.2）の Metadata Repository にアクセスでき
ます。

表表表表 2-1 1 つの中間層とつの中間層とつの中間層とつの中間層と 1 つのつのつのつの Infrastructure の互換性の互換性の互換性の互換性

構成構成構成構成
中間層のリ中間層のリ中間層のリ中間層のリ
リースリースリースリース

Metadata Repository1

のリリースのリリースのリリースのリリース

1 Oracle Internet Directory および Oracle Application Server Single Sign-On のスキーマを除きます。す
なわち、Integration Platform、OracleAS Certificate and Authentication、Oracle Ultra Search、
Oracle Application Server Syndication Server、Oracle Application Server Web Services、Oracle 
Application Server Portal、Oracle Application Server Wireless および Web クリッピングのスキーマで
構成されます。

Identity Management2

のリリースのリリースのリリースのリリース

2 Identity Management は、Oracle Internet Directory と Oracle Application Server Single Sign-On のバ
イナリおよびスキーマで構成されます。

サポートサポートサポートサポート

A 9.0.2 または
9.0.3

9.0.2 9.0.2 ○

B 9.0.2 または
9.0.3

9.0.2 9.0.4 ○

C 9.0.2 または
9.0.3

9.0.4 9.0.2 -

D 9.0.2 または
9.0.3

9.0.4 9.0.4 -

E 9.0.4 9.0.2 9.0.2 ○

F 9.0.4 9.0.2 9.0.4 ○

G 9.0.4 9.0.4 9.0.2 ○

H 9.0.4 9.0.4 9.0.4 ○
アップグレード計画 2-3



Oracle Application Server の互換性
2.1.3 構成間の遷移構成間の遷移構成間の遷移構成間の遷移
この項では、アップグレード時における構成間の遷移を示します。図 2-1 は、その遷移を表
しています。表 2-2、表 2-3 および表 2-4 は、リリースとアップグレードの実行順序を示しま
す。

図図図図 2-1 構成間のサポートされている遷移構成間のサポートされている遷移構成間のサポートされている遷移構成間のサポートされている遷移

表表表表 2-2 A からのからのからのからの E、、、、G、、、、H への遷移への遷移への遷移への遷移1

1 アップグレードは、中間層、Metadata Repository、Identity Management の順に実
行します。

構成構成構成構成 中間層のリリース中間層のリリース中間層のリリース中間層のリリース

Metadata 
Repository のののの
リリースリリースリリースリリース

Identity 
Management のののの
リリースリリースリリースリリース

A 9.0.2 または 9.0.3 9.0.2 9.0.2

E 9.0.4 9.0.2 9.0.2

G 9.0.4 9.0.4 9.0.2

H 9.0.4 9.0.4 9.0.4

MT
9.0.2

MR
9.0.2

IM
9.0.2

MT
9.0.4

MR
9.0.2

IM
9.0.2

MT
9.0.4

MR
9.0.4

IM
9.0.2

MT
9.0.2

MR
9.0.2

IM
9.0.4

MT
9.0.4

MR
9.0.2

IM
9.0.4

MT
9.0.4

MR
9.0.4

IM
9.0.4

F

G

B

A H

E
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アップグレード方針の決定
2.2 アップグレード方針の決定アップグレード方針の決定アップグレード方針の決定アップグレード方針の決定
この項では、Oracle Application Server のアップグレードを開始する際に役立つ情報を提供
します。項目は、次のとおりです。

2-6 ページの 2.2.1 項「アップグレード処理の概要」

2-10 ページの 2.2.2 項「システム停止時間の計画」

2-12 ページの 2.2.3 項「アップグレード時のシステムの可用性」

2-14 ページの 2.2.4 項「バックアップの作成」

表表表表 2-3 A からのからのからのからの E、、、、F、、、、H への遷移への遷移への遷移への遷移1

1 アップグレードは、中間層、Identity Management、Metadata Repository の順に実
行します。

構成構成構成構成 中間層のリリース中間層のリリース中間層のリリース中間層のリリース

Identity 
Management のののの
リリースリリースリリースリリース

Metadata 
Repository のののの
リリースリリースリリースリリース

A 9.0.2 または 9.0.3 9.0.2 9.0.2

E 9.0.4 9.0.2 9.0.2

F 9.0.4 9.0.4 9.0.2

H 9.0.4 9.0.4 9.0.4

表表表表 2-4 A からのからのからのからの B、、、、F、、、、H への遷移への遷移への遷移への遷移1

1 アップグレードは、Identity Management、中間層、Metadata Repository の順に実
行します。

構成構成構成構成

Identity 
Management のののの
リリースリリースリリースリリース 中間層のリリース中間層のリリース中間層のリリース中間層のリリース

Metadata 
Repository のののの
リリースリリースリリースリリース

A 9.0.2 9.0.2 または 9.0.3 9.0.2

B 9.0.4 9.0.2 または 9.0.3 9.0.2

F 9.0.4 9.0.4 9.0.2

H 9.0.4 9.0.4 9.0.4
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アップグレード方針の決定
2.2.1 アップグレード処理の概要アップグレード処理の概要アップグレード処理の概要アップグレード処理の概要
この項では、アップグレード処理全体を説明し、さらに Upgrade Assistant またはスクリプ
トによって自動的に実行される部分および手動で実行する部分を明らかにします。項目は、
次のとおりです。

2-6 ページの 2.2.1.1 項「アップグレード・タスク」

2-8 ページの 2.2.1.2 項「Oracle Application Server Upgrade Assistant によってアップグレー
ドされる中間層コンポーネント」

2-9 ページの 2.2.1.3 項「スクリプトによってアップグレードされる Infrastructure スキーマ」

2-9 ページの 2.2.1.4 項「手動アップグレード・タスク」

2.2.1.1 アップグレード・タスクアップグレード・タスクアップグレード・タスクアップグレード・タスク
 表 2-5「Oracle Application Server のアップグレード・タスク」は、アップグレード処理全
体のタスク・リストです。構成によっては適用されない手順もあります。たとえば、手順 6
および手順 8 ～ 11 は、Infrastructure を使用しない構成には適用されません。

表表表表 2-5 Oracle Application Server のアップグレード・タスクのアップグレード・タスクのアップグレード・タスクのアップグレード・タスク

手順手順手順手順 タスクタスクタスクタスク 指示指示指示指示

1 Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層をインストールします。この

中間層は、アップグレードするリリース 2（9.0.2）中間層と同じ Metadata 
Repository および Oracle Internet Directory を使用する必要があります。

『Oracle Application Server 10g
インストレーション・ガイド』

2 ソース中間層インスタンスを停止します。 3-4 ページの 3.1.2 項「Oracle 
Application Server インスタン

スの停止」

3 Infrastructure が実行されており、アクセス可能であることを確認します。 3-11 ページの 3.5.2 項

「Infrastructure の起動」

4 OracleAS Upgrade Assistant を実行します。 3-9 ページの 3.5 項「OracleAS 
Upgrade Assistant の使用方法」

5 中間層のアップグレードの完了に必要な手動による手順を実行します。 3-28 ページの 3.8 項「アップグ

レードの完了」
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アップグレード方針の決定
6 同じ Infrastructure に関連付けられている各中間層で、手順 1、2、3、4 お

よび 5 を繰り返します。

『Oracle Application Server 10g
インストレーション・ガイド』

3-4 ページの 3.1.2 項「Oracle 
Application Server インスタン

スの停止」

3-11 ページの 3.5.2 項

「Infrastructure の起動」

3-9 ページの 3.5 項「OracleAS 
Upgrade Assistant の使用方法」

3-28 ページの 3.8 項「アップグ

レードの完了」

7 パッチを適用してデータベースをリリース 9.0.1.5 にアップグレードしま

す。

4-3 ページの 4.2 項「Metadata 
Repository のアップグレードの

準備」

8 Oracle Application Server 10g（9.0.4） Infrastructure をインストールまたは

アップグレードします。

5-2 ページの 5.1 項「Identity 
Management のアップグレー

ド」

9 スクリプトを実行して、Metadata Repository Container、Integration 
Platform、OracleAS Certificate and Authentication、Syndication Server、
Web クリッピング、Oracle Ultra Search および Oracle Application Server 
Web Services 用の Infrastructure データベース・スキーマをアップグレー

ドします。

4-12 ページの 4.4 項「Metadata 
Repository のアップグレード・

スクリプトの実行」

10 Portal リポジトリをアップグレードします。 4-30 ページの 4.5 項「OracleAS 
Portal リポジトリのアップグ

レード」

11 Infrastructure のアップグレードで発生した Oracle Application Server 
Single Sign-On および Oracle Internet Directory のアップグレードを完了

するために、必要に応じて手動タスクを実行します。

5-46 ページの 5.4 項

「Infrastructure のアップグレー

ド後のタスク」

12 必要に応じてスクリプトを実行して、カスタマ・データベースのスキーマ
をアップグレードします。

4-61 ページの 4.6 項「カスタ

マ・データベースにおけるス
キーマのアップグレード」

13 10g（9.0.4） Infrastructure の機能を受け入れるように中間層コンポーネン

トを変更します。

4-62 ページの 4.7 項「UDDI ア
プリケーションの 10g（9.0.4）
の機能のアクティブ化」

表表表表 2-5 Oracle Application Server のアップグレード・タスクのアップグレード・タスクのアップグレード・タスクのアップグレード・タスク（続き）（続き）（続き）（続き）

手順手順手順手順 タスクタスクタスクタスク 指示指示指示指示
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アップグレード方針の決定
2.2.1.2 Oracle Application Server Upgrade Assistant によってアップグレーによってアップグレーによってアップグレーによってアップグレー
ドされる中間層コンポーネントドされる中間層コンポーネントドされる中間層コンポーネントドされる中間層コンポーネント
OracleAS Upgrade Assistant は、次の中間層コンポーネントの構成をアップグレードしま
す。

OracleAS Upgrade Assistant によって実行されるすべてのアップグレード処理は、付録 A
「コンポーネントのアップグレード処理リファレンス」の次の項で説明します。

� A-3 ページの A.1.1 項「Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）の
アップグレード処理」

� A-4 ページの A.1.2 項「インスタンス構成データのアップグレード処理」

� A-4 ページの A.1.3 項「Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップ
グレード処理」

� A-5 ページの A.1.4 項「Oracle HTTP Server のアップグレード処理」

� A-8 ページの A.1.5 項「Oracle Application Server Web Cache のアップグレード処理」

� A-9 ページの A.1.6 項「mod_plsql のアップグレード処理」

� A-10 ページの A.1.7 項「Oracle Enterprise Manager のアップグレード処理」

� A-10 ページの A.1.8 項「Oracle Application Server Web Services の UDDI レジストリの
アップグレード処理」

� A-11 ページの A.1.9 項「Oracle Ultra Search のアップグレード処理」 

� A-11 ページの A.1.10 項「OracleAS Portal 中間層のアップグレード処理」

� A-12 ページの A.1.11 項「Oracle Application Server Wireless のアップグレード処理」 

� A-14 ページの A.1.12 項「Oracle Application Server Forms Services のアップグレード処
理」

� A-15 ページの A.1.13 項「Oracle Application Server Discoverer のアップグレード処理」

� A-16 ページの A.1.14 項「Oracle Application Server Reports Services のアップグレード
処理」

注意注意注意注意 : Oracle9iAS Clickstream Intelligence は、10g（9.0.4）に含まれない
ため、そのアップグレードについてはこのマニュアルでは説明しません。
2-8 Oracle Appllication Server 10g（9.0.4）アップグレード 10g（9.0.4） for Microsoft Windows



アップグレード方針の決定
2.2.1.3 スクリプトによってアップグレードされるスクリプトによってアップグレードされるスクリプトによってアップグレードされるスクリプトによってアップグレードされる Infrastructure スキーマスキーマスキーマスキーマ
一部のコンポーネントでは、製品メタデータおよびユーザー・データを含むスキーマが
Infrastructure データベースにあります。このスキーマは、インストーラまたは Oracle 
Application Server Repository Creation Assistant CD で提供されるスクリプトによってアッ
プグレードされます。これらのアップグレードに関連する処理は手動によるものもありま
す。

Repository Creation Assistant CD のスキーマ・アップグレード・スクリプトにより実行され
るすべての処理は、付録 A「コンポーネントのアップグレード処理リファレンス」の次の項
で説明します。

� A-17 ページの A.2.1 項「Identity Management のアップグレード処理」

� A-18 ページの A.2.2 項「Metadata Repository Container スキーマのアップグレード処
理」

� A-19 ページの A.2.3 項「ProcessConnect のアップグレード処理」

� A-19 ページの A.2.4 項「Oracle Application Server Certificate Authority のアップグレー
ド処理」

� A-19 ページの A.2.5 項「Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード処理」

� A-20 ページの A.2.6 項「OracleAS Portal スキーマのアップグレード処理」

� A-21 ページの A.2.7 項「Oracle Application Server Syndication Server スキーマのアップ
グレード処理」

� A-22 ページの A.2.8 項「Oracle Application Server Web Services の UDDI レジストリ・
スキーマのアップグレード処理」

� A-23 ページの A.2.9 項「Web クリッピングのアップグレード処理」

� A-23 ページの A.2.10 項「Oracle Application Server Wireless スキーマのアップグレード
処理」

2.2.1.4 手動アップグレード・タスク手動アップグレード・タスク手動アップグレード・タスク手動アップグレード・タスク
このマニュアルの次の項目で、手動タスクについて説明します。

中間層の手動アップグレード・タスク中間層の手動アップグレード・タスク中間層の手動アップグレード・タスク中間層の手動アップグレード・タスク

3-29 ページの 3.8.1 項「Oracle HTTP Server のアップグレードの完了」

3-30 ページの 3.8.2 項「Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップグ
レードの完了」

3-39 ページの 3.8.3 項「OracleAS Web Cache クラスタのアップグレード」

3-41 ページの 3.8.4 項「OracleAS Portal 中間層のアップグレードの完了」
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3-52 ページの 3.8.5 項「Oracle Application Server Discoverer Viewer のアップグレードの完
了」

3-54 ページの 3.8.6 項「Oracle Application Server Reports Services のアップグレードの完了」

3-55 ページの 3.8.7 項「Oracle Application Server Wireless のアップグレードの完了」

3-59 ページの 3.8.8 項「Oracle Application Server Forms Services のアップグレードの完了」

3-61 ページの 3.8.9 項「tnsnames.ora ファイルのアップグレード」

3-62 ページの 3.9 項「Oracle Application Server InterConnect のアップグレード」（このコン
ポーネントには、自動アップグレードはありません）

Infrastructure の手動アップグレード・タスクの手動アップグレード・タスクの手動アップグレード・タスクの手動アップグレード・タスク

4-40 ページの 4.5.8 項「OracleAS Portal リポジトリのアップグレードの完了」

5-46 ページの 5.4.1 項「Oracle Internet Directory のアップグレードの完了」

5-50 ページの 5.4.2 項「Oracle Application Server Single Sign-On のアップグレードの完了」

5-54 ページの 5.4.3 項「Oracle Application Server Wireless のアップグレードの完了」

2.2.2 システム停止時間の計画システム停止時間の計画システム停止時間の計画システム停止時間の計画
この項では、Oracle Application Server のアップグレードの計画で明らかにしておきたい次
の点に関する情報を提供します。

� アップグレードやトラブルシューティングに割り当てる時間の長さ

� 停止時間を発生しやすいシステムの部分

� 停止時間が発生する場合

2.2.2.1 アップグレードに必要な時間アップグレードに必要な時間アップグレードに必要な時間アップグレードに必要な時間 
停止時間を考慮する際は、アップグレードの準備作業およびアップグレード処理にかかる時
間が重要となります。この項では、基本的な構成のアップグレードの予測時間を示します。
この予測時間にはトラブルシューティングの時間は含まれておらず、エラーが発生しない
アップグレードを想定しています。
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アップグレード方針の決定
表表表表 2-6 中間層アップグレードの予測時間中間層アップグレードの予測時間中間層アップグレードの予測時間中間層アップグレードの予測時間

操作操作操作操作
J2EE and Web 
Cache Portal and Wireless

Business 
Intelligence and 
Forms

10g（9.0.4）中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール : 10g（9.0.4）中間層は、

リリース 2（9.0.2）またはリリース 2（9.0.3）中間層と同じ

コンピュータにインストールする必要があります。

30 分 60 分1

1Oracle Application Server Wireless をリリース 2（9.0.2）の Metadata Repository に対して構成する最初の 10g（9.0.4）のイン

スタンスによって、そのリポジトリのスキーマがアップグレードされます。このため、この操作にかかる時間が非常に長くな
る場合があります。Oracle Application Server Wireless が複数の中間層で実行されている場合、この操作を実行する前にその

すべての中間層で Oracle Application Server Wireless を停止する必要があります。詳細は、A-12 ページの付録 A.1.11「Oracle 
Application Server Wireless のアップグレード処理」を参照してください。

90 分 1

アップグレード前アップグレード前アップグレード前アップグレード前 : ソースおよびアップグレード先のインス

タンスを停止する必要があります。インスタンスのバック
アップはオプションであるため、この予測時間には含まれ
ていません。

20 分 20 分 20 分

OracleAS Upgrade Assistant の実行の実行の実行の実行 : 実行時間は、ソース

の構成によって異なります。たとえば、デプロイされた
J2EE アプリケーションの数およびサイズが時間に大きく影

響します。この予測時間は、基本的な構成を想定していま
す。

20 分 30 分 40 分

アップグレード後アップグレード後アップグレード後アップグレード後 : アップグレードされたインスタンスの起

動および基本的な検証テストの実行が含まれます。

20 分 30 分 40 分

合計合計合計合計 1 時間 45 分 2 時間 35 分 3 時間 25 分

表表表表 2-7 Infrastructure アップグレードの予測時間アップグレードの予測時間アップグレードの予測時間アップグレードの予測時間

操作操作操作操作
Metadata 
Repository

Identity 
Management Infrastructure 全体全体全体全体1

データベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップ : データベースのバックアップ

は、ユーザーが指定したプロシージャによって実行します。

1 時間 該当なし 該当なし

Oracle ホームのバックアップホームのバックアップホームのバックアップホームのバックアップ : Infrastructure Oracle ホーム

をバックアップします。

該当なし 1 時間 1 時間

データベースのパッチデータベースのパッチデータベースのパッチデータベースのパッチ : Metadata Repository を含むデータ

ベースがリリース 9.0.1.3 である場合、パッチを適用してリ

リース 9.0.1.5 にアップグレードする必要があります。

2 時間 2 時間 2 時間

Metadata Repository Container のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード : 
Metadata Repository Container のアップグレード・スクリ

プトは、Repository Configuration Assistant CD-ROM から

実行します。2

5 分 5 分 5 分
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2.2.3 アップグレード時のシステムの可用性アップグレード時のシステムの可用性アップグレード時のシステムの可用性アップグレード時のシステムの可用性
この項では、2 つの中間層インスタンスが 1 つの Infrastructure インスタンスを使用する場
合のアップグレード処理に必要な手順の概要を説明します。このアップグレード処理は、高
可用性を目的としています。図 2-2 に示すように、システム全体で停止時間が発生するのは
手順 6 のみです（システムが Infrastructure に依存する場合）。

アップグレード処理時のシステムの状態は、次のように進行します。

1. リリース 2（9.0.2）のシステムはフル稼働で、クライアントは 2 つの中間層を介して接
続します。

2. 最初の中間層をアップグレードの準備のために停止します。クライアントは最初の中間
層を介して接続できなくなりますが、2 番目の中間層を介して引き続き接続できます。

コンポーネント・スキーマおよびコンポーネント・スキーマおよびコンポーネント・スキーマおよびコンポーネント・スキーマおよび OracleAS Portal のアップのアップのアップのアップ

グレードグレードグレードグレード : Metadata Repository のコンポーネント・スキー

マおよび OracleAS Portal をスクリプトによってアップグ

レードします。

2 時間 該当なし 3 時間

Metadata Repository Container のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後 : アッ

プグレードされたスキーマに依存する中間層コンポーネン
トを再起動します。

30 分 該当なし 30 分

Installer の準備の準備の準備の準備 : リリース 2（9.0.2）Infrastructure ソフト

ウェアを適切な状態（インスタンスの停止、データベース
の起動、データベース・リスナーの停止、Oracle Internet 
Directory の起動など）にします。

該当なし 20 分 20 分

インストールインストールインストールインストール : Oracle Universal Installer をアップグレー

ド・モードで実行して、10g（9.0.4）Infrastructure を新規

Oracle ホームにインストールし、インストール後のすべて

の構成ツールを実行します。

該当なし 45 分 45 分

Identity Management のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後 : 必要に応じて、

Oracle Application Server Single Sign-On DAD のアップグ

レードなどのアップグレード後のタスクを行います。

該当なし 1 時間 1 時間

合計合計合計合計 5 時間 35 分 5 時間 10 分 8 時間 40 分

1 Metadata Repository および Identity Management のアップグレード時間は、共通タスクの実行が 1 回のみでよいため、各部
分を個々にアップグレードする場合にかかる時間の合計より短くなります。

2 この予測時間はすべてのスクリプトの実行に基づいていますが、Metadata Repository のすべてのコンポーネントをアップ
グレードする必要はありません。したがって、アップグレードするコンポーネントが少なければ、この操作の時間は短くな
ります。

表表表表 2-7 Infrastructure アップグレードの予測時間アップグレードの予測時間アップグレードの予測時間アップグレードの予測時間（続き）（続き）（続き）（続き）

操作操作操作操作
Metadata 
Repository

Identity 
Management Infrastructure 全体全体全体全体1
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3. 最初の中間層を 10g（9.0.4）にアップグレードします。（1-3 ページの 1.2 項「中間層の
アップグレード処理」を参照してください。）これで、クライアントが 2 つの中間層を
介して接続できるようになります。

4. 2 番目の中間層をアップグレードの準備のために停止します。クライアントは 2 番目の
中間層を介して接続できなくなりますが、最初の中間層を介して引き続き接続できま
す。

5. 2 番目の中間層を 10g（9.0.4）にアップグレードします。これで、クライアントが 2 つ
の中間層を介して接続できるようになります。

6. Infrastructure をアップグレードの準備のために停止します。Infrastructure に依存する
アプリケーションが使用できなくなります。

7. Infrastructure を 10g（9.0.4）にアップグレードします。（1-4 ページの 1.3 項
「Infrastructure のアップグレード処理」を参照してください。）これで、クライアント
が完全にアップグレードされたシステムに接続できるようになります。

注意注意注意注意 : わかりやすくするために図に示されている中間層は 2 つのみです
が、実際にはもっと多くの中間層が存在する場合があります。使用されて
いる中間層が多ければ、アップグレード時の停止時間によるシステム許容
量の低下は抑えられます。中間層が 2 つの場合、1 つがアップグレードの
ために停止されるとシステム許容量は 50% 低下します。中間層が 4 つの
場合、1 つがアップグレードのために停止されるとシステム許容量の低下
は 25% のみです。

図の「クライアント」は、ロード・バランサを指す場合もあります。ユー
ザーは中間層の停止時間を意識する必要はありません。

Oracle Application Server Wireless を実行する中間層の場合、このアップ
グレード処理に例外があります。A-13 ページの付録 A.1.11.1「Oracle 
Application Server Wireless 中間層および Wireless スキーマのアップグ
レード」を参照してください。 
アップグレード計画 2-13



アップグレード方針の決定
図図図図 2-2 アップグレード時のシステムの可用性アップグレード時のシステムの可用性アップグレード時のシステムの可用性アップグレード時のシステムの可用性

2.2.4 バックアップの作成バックアップの作成バックアップの作成バックアップの作成
アップグレード処理は、10g（9.0.4）インストールのみを変更します。ソース・インスタン
スは常に変更されません。アップグレード前の状態（新規インストールの状態）にリストア
できるように、10g（9.0.4）の Oracle ホームのバックアップを作成してください。アップグ
レードの結果がうまくいかなかった場合には、バックアップからリストアする方が、インス
タンス全体を再インストールするよりも効率的な場合があります。次のバックアップは有用
です。

� 特定コンポーネントのディレクトリ。B-7 ページの表 B-2「アップグレード・データを含
むファイル（パス順）」を参照してください。

� Oracle ホーム全体。このバックアップには、Oracle Application Server Backup and 
Recovery ツールおよびドキュメントを使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Backup and Recovery ツールの使用方法については、『Oracle 
Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

9.0.2
Infrastructure

1

9.0.2
Infrastructure

2

9.0.2
Infrastructure

3

9.0.2
Infrastructure

4

9.0.2
Infrastructure

5

9.0.2
Infrastructure

6

9.0.4
Infrastructure

7
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中間層のアップグレード中間層のアップグレード中間層のアップグレード中間層のアップグレード

この章では、Oracle Application Server インストールの中間層のアップグレード方法につい
て説明します。正常にアップグレードするためにシステムを準備する方法、さらに Oracle 
Application Server Upgrade Assistant を起動および使用する方法について説明します。
OracleAS Upgrade Assistant の処理の終了後に個々のコンポーネントで実行する必要がある
手動タスクについても詳述します。OracleAS Upgrade Assistant によってアップグレードさ
れないコンポーネントやコンポーネント部分については、完全に手動で行うアップグレード
手順が必要です。この手順はすべて、インストールの各中間層で実行します。

この章の主な項は、次のとおりです。

3-3 ページの 3.1 項「アップグレードの準備 : すべてのコンポーネントに共通の要件」

3-5 ページの 3.2 項「アップグレードの準備 : 特定コンポーネントの要件」

3-6 ページの 3.3 項「スタンドアロン OC4J インスタンスのアップグレード」

3-7 ページの 3.4 項「スタンドアロン OracleAS Web Cache インスタンスのアップグレード」

3-9 ページの 3.5 項「OracleAS Upgrade Assistant の使用方法」

3-21 ページの 3.6 項「エラーの解決」

3-28 ページの 3.7 項「OracleAS Upgrade Assistant の再起動」

3-28 ページの 3.8 項「アップグレードの完了」

3-62 ページの 3.9 項「Oracle Application Server InterConnect のアップグレード」

注意注意注意注意 : アップグレード処理で変更されるのは、10g（9.0.4）の Oracle
ホームのみです。そのため、ソース Oracle ホームを使用して元に戻すこ
とができます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 中間層のアップグレード処理に関する全体的な概要は、1-3
ページの 1.2 項「中間層のアップグレード処理」を参照してください。
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3-65 ページの 3.10 項「アップグレード後のポート値と portlist.ini ファイル」

3-65 ページの 3.11 項「Application Server クラスタのアップグレード」

3-67 ページの 3.12 項「アップグレードされた中間層インスタンスの起動」

3-71 ページの 3.14 項「アップグレード後のソース Oracle ホームに関する考慮事項」
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アップグレードの準備 : すべてのコンポーネントに共通の要件
3.1 アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備 : すべてのコンポーネントに共通の要件すべてのコンポーネントに共通の要件すべてのコンポーネントに共通の要件すべてのコンポーネントに共通の要件
この項では、アップグレードのために実行する必要がある 10g（9.0.4）中間層インストール
を準備する手順について説明します。

3-71 ページの 3.1.1 項「Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層のインストールの要
件」

3-4 ページの 3.1.2 項「Oracle Application Server インスタンスの停止」

3-5 ページの 3.1.3 項「Infrastructure を使用する中間層のアップグレードの準備」

3.1.1 Oracle Application Server 10g（（（（9.0.4））））中間層のインストールの要件中間層のインストールの要件中間層のインストールの要件中間層のインストールの要件
Infrastructure を使用する中間層をアップグレードする場合、インストール前の要件があり
ます。Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層のインストールの前に、要件が満たされ
ていることを確認してください。要件を満たさない場合、10g（9.0.4）インストールはリ
リース 2（9.0.2）Infrastructure では機能しません。特に、リリース 2（9.0.2）Infrastructure
を使用するには、リリース 2（9.0.2）の Oracle Internet Directory のエントリを更新する必要
があります。

次の要件に従って、Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層をインストールします。

� Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層は、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）または
（9.0.3）の中間層と同じコンピュータにある必要があります。

� Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層は、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）または
（9.0.3）の中間層をインストールした同じオペレーティング・システム・ユーザーがイ
ンストールする必要があります。

� Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層は、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）または
（9.0.3）の中間層とは別の Oracle ホームにある必要があります。

� Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層は、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）または
（9.0.3）の中間層と同じインストール・タイプである必要があります。（例外として、

Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の「Unified Messaging」インストール・タイプをアップ
グレードするには、Oracle Application Server 10g（9.0.4）の「Business Intelligence 
and Forms」インストール・タイプをインストールします。）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : エントリの更新方法は、『Oracle Application Server 10g イン
ストレーション・ガイド』の「9.0.2 の Oracle Internet Directory のエント
リの更新」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  互換性の要件の詳細は、『Oracle Application Server 10g イン
ストレーション・ガイド』の第 3 章「以前のリリースとの互換性」を参照
してください。
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� Identity Management を使用する場合、Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層
は、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）または（9.0.3）の中間層と同じ Identity 
Management を使用する必要があります。

� Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層は、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）または
（9.0.3）の中間層と同じ Metadata Repository を使用する必要があります。（Metadata 

Repository は常に Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）です。） 

� ソースとアップグレード先の両方の Oracle ホームで構成されるコンポーネントのみが
アップグレードされます。例外として、OracleAS Portal は、アップグレード先インス
タンスで構成されている場合にアップグレードされます。ただし、OracleAS Upgrade 
Assistant を実行するまで、OracleAS Portal コンポーネントは Oracle Application 
Server 10g（9.0.4）インスタンスで完全に構成されないことに注意してください。つま
り、中間層のアップグレード処理が完了するまで、Oracle9iAS Portal にはリリース 2

（9.0.2）中間層によってのみアクセスする必要があります。

他のソフトウェアとの互換性および関連のインストール要件については、次のマニュアルを
参照してください。

3.1.2 Oracle Application Server インスタンスの停止インスタンスの停止インスタンスの停止インスタンスの停止
次に示すコマンドによって、ソースおよびアップグレード先の Oracle ホームのすべてのプ
ロセスを停止します。

� ソース Oracle ホーム

1. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control を停止します。

<source_MT_OH>¥bin¥emctl stop

2. OPMN およびそれによって管理されるプロセスを次のコマンドで停止します。

<source_MT_OH>¥opmn¥bin¥opmnctl stopall

3. OracleAS Web Cache を次のコマンドで停止します。

<source_MT_OH>¥bin¥webcachectl stop

4. ソース Oracle ホームで実行中のその他のすべてのプロセスを停止します。

� アップグレード先 Oracle ホーム

1. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control を次のコマンドで停止し
ます。

<destination_MT_OH>¥bin¥emctl stop iasconsole

2. OPMN およびそれによって管理されるプロセスを次のコマンドで停止します。

<destination_MT_OH>¥opmn¥bin¥opmnctl stopall

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 10g インストレーション・ガイド』
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3. アップグレード先中間層の Oracle ホームで実行中のその他のすべてのプロセスを
停止します。

3.1.3 Infrastructure を使用する中間層のアップグレードの準備を使用する中間層のアップグレードの準備を使用する中間層のアップグレードの準備を使用する中間層のアップグレードの準備
Infrastructure を使用する中間層をアップグレードする前に、Infrastructure を起動してアク
セス可能にする必要があります。Infrastructure が停止されている場合、特定のアップグ
レード処理に失敗します（Oracle Application Server Containers for J2EE、OracleAS Portal
および Oracle Application Server Wireless）。

3.2 アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備 : 特定コンポーネントの要件特定コンポーネントの要件特定コンポーネントの要件特定コンポーネントの要件
この項では、中間層の特定コンポーネントに対して実行する必要があるアップグレード前の
手順の概要を説明します。

3-5 ページの 3.2.1 項「Oracle Application Server Wireless 中間層のアップグレードの準備」

3-6 ページの 3.2.2 項「オプション : 大規模な OC4J のアップグレードに備える JVM メモリー
の増加」

3.2.1 Oracle Application Server Wireless 中間層のアップグレードの準備中間層のアップグレードの準備中間層のアップグレードの準備中間層のアップグレードの準備
1 つ以上の Oracle Application Server Wireless 中間層をアップグレードする場合、OracleAS 
Upgrade Assistant を起動する前に次の手順を実行する必要があります。

1. Oracle Application Server Wireless を実行するように構成されている Oracle 
Collaboration Suit 中間層など、ファームのすべての Oracle Application Server Wireless
中間層を停止します。

2. リリース 2（9.0.2）の Oracle Application Server Wireless 中間層のすべてを、パッチ適
用により Oracle Application Server Wireless 9.0.2.8.0 以上としてください。パッチ・
セットの番号は 2831134 です。 

3. Infrastructure で Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）スキーマのバックアップを作
成します。このスキーマは、Oracle Application Server 10g（9.0.4） Wireless の中間層の
インストール時にアップグレードされるので、バックアップが必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : A-13 ページの付録 A.1.11.1「Oracle Application Server Wireless
中間層および Wireless スキーマのアップグレード」 を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : パッチを適用する手順については、『Oracle Application Server 
10g インストレーション・ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : バックアップを作成する手順については、『Oracle Application 
Server 10g インストレーション・ガイド』を参照してください。
中間層のアップグレード 3-5



スタンドアロン OC4J インスタンスのアップグレード
3.2.2 オプションオプションオプションオプション : 大規模な大規模な大規模な大規模な OC4J のアップグレードに備えるのアップグレードに備えるのアップグレードに備えるのアップグレードに備える JVM メモリーメモリーメモリーメモリー
の増加の増加の増加の増加

多数のアプリケーションまたは OC4J インスタンスをアップグレードする場合、OC4J アッ
プグレードの抽出フェーズのためにメモリーを増やすと効果的です。アップグレード処理の
抽出フェーズでは、新しい Java プロセスが開始されます（つまり新しい JVM が起動されま
す）。その最小および最大のメモリーを構成できます。これを行うには、
<destination_MT_OH>¥upgrade¥Oc4jPlugin.cfgファイルの JavaVMプロパティを
構成します。

例例例例 3-1 Oc4jPlugin.cfg ファイルのファイルのファイルのファイルの JavaVM プロパティプロパティプロパティプロパティ

<JavaVM>
    <JVMproperties property="Xms256m"/>
    <JVMproperties property="Xmx512m"/>
</JavaVM>

例 3-1 にはデフォルト値の最小 256MB および最大 512MB が示されていますが、複数の
OC4J インスタンスおよび多数の大規模なアプリケーションをアップグレードするには、上
限を 1024MB にすると効果的です。

3.3 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J インスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレード
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）またはリリース 2（9.0.3）のスタンドアロン OC4J インスタ
ンス（例 : Oracle Technology Network から ZIP 形式でダウンロードできる OC4J で作成さ
れたインスタンス）は、手動でアップグレードします。このようなインスタンスは、
OracleAS Upgrade Assistant ではアップグレードできません。そのアプリケーションは、
Oracle Application Server 10g（9.0.4）の Oracle ホームに再デプロイする必要があります。

1. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control を使用して、10g（9.0.4）の
Oracle ホームでアプリケーションをホスティングする OC4J インスタンスを作成しま
す。

2. OC4J インスタンスをスタンドアロン・インスタンスに対する一意のシステム・プロパ
ティまたは環境変数で構成します。

3. スタンドアロン・インスタンスにおける java -jarコマンドラインのすべてのコマン
ドライン引数の場所を特定します。Oracle Application Server では、Oracle Process 
Manager and Notification サブシステムが OC4J の起動および停止を担当します。

4. すべてのコマンドライン引数を <destination_MT_OH>¥pmn¥conf¥opmn.xmlに移
します。

5. スタンドアロン・インスタンスのプロパティ・ファイルで指定されているプロパティを
<destination_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xmlに移します。
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6. リリース 2（9.0.2）またはリリース 2（9.0.3）のスタンドアロン・アプリケーション
（EAR ファイル）を Oracle Application Server 10g（9.0.4）の Oracle ホームに再デプロ
イします。

3.4 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OracleAS Web Cache インスタンスのアップインスタンスのアップインスタンスのアップインスタンスのアップ
グレードグレードグレードグレード

OracleAS Web Cache リリース 2（9.0.2 または 9.0.3）のスタンドアロン・インスタンスを
Oracle Application Server 10g（9.0.4）にアップグレードする場合、OracleAS Upgrade 
Assistant は使用しません。かわりに、この項で説明する手順を実行します。（スタンドアロ
ン・インスタンスは、この製品のみを含んでいたキットからインストールされたインスタン
スであり、Oracle Application Server インストールの一部としてはインストールされていま
せん。）

OracleAS Web Cache Upgrade Tool（WebcacheMigtool）を使用します。この Upgrade 
Tool は、次のファンクションを実行し、アップグレード処理を監査する方法を提供します。

� ソース Oracle ホームから webcache.xmlファイルのバックアップ・コピーが作成され
ます。バックアップ・ファイルの名前は webcache.xml.preUpgradeです。

Upgrade Tool を 2 回以上実行すると、元の設定が失われることに注意してください。こ
れを回避するには、開始前に別のバックアップを作成します。

� Upgrade Tool を実行しているディレクトリ内のファイル wxupgrade.logに、アップグ
レードのすべてのアクティビティが記録されます。

OracleAS Web Cache をアップグレードするには、次の手順に従います。

1. webcachectl実行可能ファイルを使用して、以前のスタンドアロン・バージョンの
OracleAS Web Cache を停止します。 

webcachectl実行可能ファイルは、ORACLE_HOME¥bin ディレクトリにあります。

特定のバージョンの webcachectl実行可能ファイルを使用する場合は、次のコマンド
を入力して、OracleAS Web Cache を停止します。

%ORACLE_HOME%¥bin¥webcachectl stop

2. opmnctlコマンドを使用して、新しくインストールされたバージョンを停止します。

opmnctl stopproc ias-component=WebCache

注意注意注意注意 : 以前の Oracle Application Server のインストールでインストール
された OracleAS Web Cache のインスタンスをアップグレードするには、
Oracle Application Server の一部である Upgrade Assistant を使用してく
ださい。
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3. ORACLE_HOME 環境変数を 10g（9.0.4）の Oracle ホームに設定します。

4. コマンド・プロンプトで、カレント・ディレクトリを次のディレクトリに変更します。

%ORACLE_HOME%¥upgrade

5. 次のコマンドを実行します。（これは、単一行であることに注意してください。）

%ORACLE_HOME%¥jdk¥bin¥java -classpath "lib¥webcacheua.jar;lib¥ua.jar; 
%ORACLE_HOME%¥lib¥xmlparserv2.jar;%ORACLE_HOME%¥lib¥dms.jar" 
oracle¥ias¥upgrade¥config¥webcache¥WebcacheMigtool -s <source_OH> -d 
<destination_OH>

次の 2 つの引数を指定する必要があります。

� -s <source_OH>: リリース 2（9.0.2）または（9.0.3）の Oracle ホームのフルパス
を示します。

� -d <destination_OH>: 10g（9.0.4）の Oracle ホームのフルパスを示します。

このコマンドには、同一バージョンでのアップグレード、または異なるホスト間での
アップグレードを可能にするオプションの引数があります。これらの引数は、ソースの
キャッシュがキャッシュ・クラスタの一部である場合にのみ必要です。この場合、構成
ファイルには複数のキャッシュのエントリが含まれており、これらの引数を 1 つ以上使
用して、ソース・キャッシュを指定する必要があります。

� -o <sourcefile_OH>: ソースの構成ファイルで特定のキャッシュの Oracle ホー
ムを指定します。通常、この値は -sで指定した <source_OH>と同一です。ただ
し、同一のバージョンにアップグレードする場合（構成をテスト・キャッシュから
本番のキャッシュに移行する場合など）は、このオプションを使用します。

移行する場合、ソースの構成ファイルおよび DTD ファイル（任意でエラー・ファ
イルと Wallet ファイル）を一時ディレクトリにコピーする必要があります。その
後、一時ディレクトリを <source_OH>として使用し、このオプションを使用して
ソースの構成ファイルで使用されている Oracle ホームの値を指定して、Upgrade 
Tool を実行します。

� -h <sourcefile_HOSTNAME>: ソースの構成ファイルで特定のキャッシュのホス
ト名を指定します。通常、この値はローカル・ホストと同一です。ただし、ソース
およびアップグレード先のインストールが異なるホスト上にある場合は、-oおよ
び -hオプションの両方を使用する必要があります。

別のホストに移行する場合、ソースの構成ファイルおよび DTD ファイル（任意で
エラー・ファイルと Wallet ファイル）を移行先のホストの一時ディレクトリにコ
ピーする必要があります。その後、一時ディレクトリを <source_OH>として使用
し、-oおよび -hオプションを使用して、Upgrade Tool を実行します。
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6. 次のコマンドを使用して、アップグレードされた OracleAS Web Cache を再起動します。

opmnctl startproc ias-component=WebCache

このコマンドにより、管理サーバー・プロセス、キャッシュ・サーバー・プロセスおよ
び（使用可能な場合は）自動再起動プロセスが開始されます。

3.5 OracleAS Upgrade Assistant の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
この項では、OracleAS Upgrade Assistant に関して、アップグレードを実行するための
Graphical User Interface（GUI）またはコマンドライン・バージョンの使用方法、およびロ
ギング動作を指定するために構成可能なプロパティについて説明します。項目は、次のとお
りです。

3-9 ページの 3.5.1 項「OracleAS Upgrade Assistant のロギング動作の指定」

3-11 ページの 3.5.2 項「Infrastructure の起動」

3-11 ページの 3.5.3 項「OracleAS Upgrade Assistant によるアップグレードの実行
（Graphical User Interface（GUI）バージョン）」

3-18 ページの 3.5.4 項「OracleAS Upgrade Assistant によるアップグレードの実行（コマン
ドライン・バージョン）」

3.5.1 OracleAS Upgrade Assistant のロギング動作の指定のロギング動作の指定のロギング動作の指定のロギング動作の指定
OracleAS Upgrade Assistant のロギング動作を構成するには、
<destination_MT_OH>¥upgrade¥iasua.propertiesファイルのプロパティを設定し
ます。ロギング・プロパティおよびその用途は、次のとおりです。

� log.level — このプロパティを使用して、OracleAS Upgrade Assistant およびすべてのコ
ンポーネント・プラグインのロギング・レベルを指定します。たとえば、
log.level=NOTIFICATIONは、OracleAS Upgrade Assistant によってアップグレー
ドされるすべてのコンポーネントのロギング・レベルを「通知」に設定します。（デ
フォルト値は NOTIFICATION です。）

� <plug-in name>.log.level — このプロパティを使用して、特定のコンポーネント・プラ
グインのロギング・レベルを指定します。これは、特定コンポーネントのアップグレー
ドで log.level プロパティを上書きするために使用します。たとえば、
OC4J.log.level=TRACEは、OracleAS Upgrade Assistant のロギング・レベルが「通
知」に設定されている場合でも、Oracle Application Server Containers for J2EE のアッ
プグレードのロギング・レベルを「トレース」に設定します。（デフォルト値は
NOTIFICATION です。）

注意注意注意注意 : ポート競合が発生するため、以前のバージョンの OracleAS Web 
Cache は起動しないでください。
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� log.append — このプロパティを使用して、ログ・エントリを既存のログ・ファイルに
追加するか、新規ログ・ファイルを作成するかを指定します。たとえば、
log.append=TRUEは、ログ・エントリを既存のログ・ファイルに追加します。（デ
フォルト値は TRUE です。） 

注意注意注意注意 : プロパティ名は、大 / 小文字が区別されます。プロパティ値は、
大 / 小文字が区別されません。

表表表表 3-1 OracleAS Upgrade Assistant のロギング・プロパティのロギング・プロパティのロギング・プロパティのロギング・プロパティ

プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名 説明説明説明説明 有効な値有効な値有効な値有効な値

log.level OracleAS Upgrade Assistant お
よびすべてのコンポーネント・
プラグインのロギング・レベル
の指定。

WARNING

NOTIFICATION（デフォルト値）

ERROR

TRACE

DEBUG

OFF

INTERNAL_ERROR

<plug-in name>.log.level 特定コンポーネント・プラグイ
ンのロギング・レベルの指定。
特定コンポーネントのアップグ
レードで log.level プロパティを

上書きするために使用。

<plug-in name> に指定可能な値

は、OPMN、InstanceConfig、
OHS、OC4J、WebCache、
modplsql、EM、UDDI、
UltraSearch、Portal、Wireless、
Forms、Discoverer および

Reports。

WARNING

NOTIFICATION（デフォルト値）

ERROR

TRACE

DEBUG

OFF

INTERNAL_ERROR

log.append ログ・エントリを既存のログ・
ファイルに追加するか、新規ロ
グ・ファイルを作成するかの指
定。

TRUE（デフォルト値）

FALSE
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3.5.2 Infrastructure の起動の起動の起動の起動
Infrastructure を使用している場合、OracleAS Upgrade Assistant が正常に動作するためには
Infrastructure を起動する必要があります。

3.5.3 OracleAS Upgrade Assistant によるアップグレードの実行（によるアップグレードの実行（によるアップグレードの実行（によるアップグレードの実行（Graphical 
User Interface（（（（GUI）バージョン））バージョン））バージョン））バージョン）

この項では、アップグレードを実行するための OracleAS Upgrade Assistant の使用方法を手
順を追って説明します。

1. 次のコマンドで OracleAS Upgrade Assistant を起動します。

<destination_MT_OH>¥upgrade¥iasua.bat

図 3-1 に示す「ようこそ」画面が表示されます。

2. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

図図図図 3-1 OracleAS Upgrade Assistant の「ようこそ」画面の「ようこそ」画面の「ようこそ」画面の「ようこそ」画面

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Infrastructure を起動する手順は、『Oracle Application Server 
10g 管理者ガイド』の第 3 章「Infrastructure の起動」を参照してください。
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図 3-2 に示す「Oracle ホーム」画面が表示されます。ソース Oracle ホームのドロップ
ダウン・リストに、現在のコンピュータ上の Oracle 製品のインベントリにあるリリー
ス 2（9.0.2）およびリリース 2（9.0.3）の Oracle ホームの名前が示されます。アップグ
レード先 Oracle ホームは、OracleAS Upgrade Assistant が実行されている 10g（9.0.4）
の Oracle ホームです。

3. ドロップダウン・リストからソース Oracle ホームを選択します。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックし
ます。

図図図図 3-2 OracleAS Upgrade Assistant の「の「の「の「Oracle ホーム」画面ホーム」画面ホーム」画面ホーム」画面

図 3-3 に示す「アップグレード前の要件」画面が表示されます。

4. すべての要件を満たしていることを確認し、それぞれのチェックボックスを選択しま
す。

すべてのチェックボックスが選択されている場合のみ、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」ボタンがアクティブに
なります。
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図図図図 3-3 OracleAS Upgrade Assistant の「アップグレード前の要件」画面の「アップグレード前の要件」画面の「アップグレード前の要件」画面の「アップグレード前の要件」画面

5. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

図 3-4 に示す「コンポーネントの調査」ダイアログ・ボックスが表示されます。
OracleAS Upgrade Assistant がソース Oracle ホームの各コンポーネントを調査し、アッ
プグレードが必要かどうかを判断します。各コンポーネントの「ステータス」列に、次
のいずれかが示されます。

表表表表 3-2 OracleAS Upgrade Assistant コンポーネント調査ステータスコンポーネント調査ステータスコンポーネント調査ステータスコンポーネント調査ステータス

ステータスステータスステータスステータス 意味意味意味意味

進行中 OracleAS Upgrade Assistant がコンポーネントのアップグレード・

アイテムを調査しています。

保留中 OracleAS Upgrade Assistant が現在のコンポーネントの調査を終了

したら調査されます。

成功 コンポーネントのすべてのアップグレード・アイテムがアップグ
レードで有効です。

失敗 不明またはアップグレード基準に満たないアップグレード・アイテ
ムがコンポーネントにあります。OracleAS Upgrade Assistant はコ

ンポーネントをアップグレードできません。
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図図図図 3-4 OracleAS Upgrade Assistant の「コンポーネントの調査」ダイアログ・ボックスの「コンポーネントの調査」ダイアログ・ボックスの「コンポーネントの調査」ダイアログ・ボックスの「コンポーネントの調査」ダイアログ・ボックス

1 つ以上のコンポーネントが失敗した場合、図 3-5 に示す調査の失敗を警告するダイア
ログ・ボックスが表示されます。手順 6 に進みます。

すべてのコンポーネントが成功した場合、図 3-6 に示す「サマリー」画面が表示されま
す。手順 7 に進みます。
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図図図図 3-5 OracleAS Upgrade Assistant の調査の失敗を警告するダイアログ・ボックスの調査の失敗を警告するダイアログ・ボックスの調査の失敗を警告するダイアログ・ボックスの調査の失敗を警告するダイアログ・ボックス

6. 次のいずれかを行います。

� 3-21 ページの 3.6 項「エラーの解決」の指示に従って、調査が失敗した原因をすべ
て解決します。その後「再試行」「再試行」「再試行」「再試行」オプションを選択して、「「「「OK」」」」をクリックしま
す。

� 「不完全なアップグレードのまま継続」「不完全なアップグレードのまま継続」「不完全なアップグレードのまま継続」「不完全なアップグレードのまま継続」オプションを選択して、「「「「OK」」」」をクリック
します。

� 「別のソース「別のソース「別のソース「別のソース Oracle ホームを指定してください」ホームを指定してください」ホームを指定してください」ホームを指定してください」オプションを選択して「「「「OK」」」」を
クリックし、手順 3 に戻ります。

� 「アップグレード処理を取り消してください」「アップグレード処理を取り消してください」「アップグレード処理を取り消してください」「アップグレード処理を取り消してください」オプションを選択して、「「「「OK」」」」をク
リックします。OracleAS Upgrade Assistant が停止します。

不完全なアップグレードのまま継続した場合、図 3-6 に示す「サマリー」画面が表
示されます。
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7. スクロールしてコンポーネントを表示し、プラス記号（+）をクリックするとコンポー
ネントのアップグレード・アイテムが展開されます。コンポーネントを確認し、「終了」「終了」「終了」「終了」
をクリックします。

図図図図 3-6 OracleAS Upgrade Assistant の「サマリー」画面の「サマリー」画面の「サマリー」画面の「サマリー」画面

注意注意注意注意 : 「サマリー」画面は、アップグレード処理を開始する前の最後の画
面です。「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックする前に、前の画面で選択した内容が正しい
こと、およびリストされているアップグレード・アイテムのアップグレー
ドの準備ができていることを確認してください。詳細は、3-3 ページの 3.1
項「アップグレードの準備 : すべてのコンポーネントに共通の要件」を参
照してください。
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図 3-7 に示すアップグレード中の画面が表示されます。各コンポーネントの「ステータ
ス」列に、次のいずれかが示されます。

図図図図 3-7 OracleAS Upgrade Assistant のアップグレード中の画面のアップグレード中の画面のアップグレード中の画面のアップグレード中の画面

アップグレードが完了すると、「アップグレードに失敗しました」または「アップグ
レードに成功しました」画面（図 3-8）が表示されます。

8. 次のいずれかを行います。

� 「「「「OK」」」」をクリックして「アップグレードに失敗しました」画面を閉じ、コンポーネ
ントがアップグレードされなかった原因を解決します。OracleAS Upgrade 
Assistant を再起動します。

表表表表 3-3 OracleAS Upgrade Assistant のアップグレード・ステータスのアップグレード・ステータスのアップグレード・ステータスのアップグレード・ステータス

ステータスステータスステータスステータス 意味意味意味意味

進行中 OracleAS Upgrade Assistant がコンポーネントのアップグレード・

アイテムをアップグレードしています。

保留中 OracleAS Upgrade Assistant が現在のコンポーネントのアップグ

レードを終了したらアップグレードされます。

成功 コンポーネントが正常にアップグレードされました。

失敗 OracleAS Upgrade Assistant はコンポーネントをアップグレードで

きませんでした。
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� 「「「「OK」」」」をクリックして「アップグレードに成功しました」画面を閉じます。

図図図図 3-8 OracleAS Upgrade Assistant の「アップグレードに成功しました」画面の「アップグレードに成功しました」画面の「アップグレードに成功しました」画面の「アップグレードに成功しました」画面

「アップグレードに成功しました」画面に、アップグレード・ログ・ファイルの場所、
および各種のコンポーネントで実行する必要があるアップグレード後のタスクが一覧で
示されます。

3.5.4 OracleAS Upgrade Assistant によるアップグレードの実行（コマンドラによるアップグレードの実行（コマンドラによるアップグレードの実行（コマンドラによるアップグレードの実行（コマンドラ
イン・バージョン）イン・バージョン）イン・バージョン）イン・バージョン） 

この項では、アップグレードを実行するための OracleAS Upgrade Assistant コマンドライ
ン・バージョンの起動および使用方法を説明します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : エラーを解決する方法および OracleAS Upgrade Assistant を
再起動する方法については、3-21 ページの 3.6 項「エラーの解決」および
3-28 ページの 3.7 項「OracleAS Upgrade Assistant の再起動」を参照して
ください。
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1. 次のコマンドで OracleAS Upgrade Assistant を起動します。

<destination_MT_OH>¥upgrade¥iasua.bat -sourcehome 
<source_MT_OH>

アップグレード前のすべての要件を示すプロンプトが表示され、要件が満たされて
いることを確認するように要求されます。

Validating Oracle homes

Validating component plug-ins

Initializing component plug-ins

Pre-upgrade requirements:

The destination Oracle home has not been modified since it was 
installed

The source and destination OracleAS instances are not running

注意注意注意注意 : OracleAS Upgrade Assistant によるコンポーネントの調査は、コ
マンドライン・バージョンと GUI バージョンで異なります。

コマンドライン・バージョンでコンポーネントの調査が失敗した場合、
アップグレードは実行されません。

GUI バージョンでコンポーネントの調査が失敗した場合、再試行、不完全
なアップグレードのまま継続、別の Oracle ホームの指定、アップグレー
ドの取消しのいずれかを選択できます。

注意注意注意注意 : OracleAS Upgrade Assistant のコマンドライン・バージョンを起
動するには、引数 -sourcehomeが必要です（この引数を付けずに
iasua.batを実行すると、GUI バージョンが起動されます）。コマンドラ
イン・バージョンを起動する際に、次のオプションの引数も使用できま
す。

-verbose（アップグレード中に詳細情報を画面に出力します。）

-noprompt（アップグレード中のプロンプトおよびユーザー確認をオフ
にします。デフォルトでは、プロンプトおよびユーザー確認はオンです。）
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The source and destination Oracle Enterprise Manager processes 
are not running

Verify that each of the pre-upgrade requirements above have 
been met.

Have the pre-upgrade requirements been met?[No]Yes

2. リストされているすべての要件が満たされていることを確認します。次に、プロン
プトで「はい」と答えるために [Y]キーを押して続行します。

次のようなメッセージが表示されます（メッセージは、Oracle ホームにあるコン
ポーネントによって異なります）。

Examining component "Oracle Process Manager and Notification 
Server (OPMN)"

Examining component "Instance Configuration"

Examining component "Oracle Application Server Containers for 
J2EE (OC4J)"

Examining component "Oracle HTTP Server"

Examining component "OracleAS Web Cache"

Examining component "Oracle mod_plsql"

Examining component "Oracle Enterprise Manager"

Upgrading component "Oracle Process Manager and Notification 
Server (OPMN)"

Upgrading component "Instance Configuration"

Upgrading component "Oracle Application Server Containers for 
J2EE (OC4J)"

Upgrading component "Oracle HTTP Server"

Upgrading component "OracleAS Web Cache"

Upgrading component "Oracle mod_plsql"

Upgrading component "Oracle Enterprise Manager"

The command completed successfully

3. 手順 2 の後にエラー・メッセージが表示されたら、3-21 ページの 3.6 項「エラーの
解決」の説明に従ってエラーを修正します。その後、Upgrade Assistant を再起動
してアップグレード処理を再び実行します。
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3.6 エラーの解決エラーの解決エラーの解決エラーの解決
アップグレード処理のいずれかの段階でエラーが発生した場合、その原因を解決してから
アップグレードを再試行する必要があります。

3.6.1 一般的エラーの解決一般的エラーの解決一般的エラーの解決一般的エラーの解決
特定の条件のもとでは、OracleAS Upgrade Assistant はアップグレードを実行できません。
たとえば、複数のプロセスが複数の Oracle ホームで実行されている場合、Infrastructure
サービスが使用不可の場合、大規模な OC4J アプリケーションのアップグレードに対してメ
モリーが不十分な場合にはアップグレードを実行できません。

この項では、それぞれの条件とその原因を明らかにし、解決方法を説明します。

3.6.1.1 ソースソースソースソース Oracle ホームがホームがホームがホームが OracleAS Upgrade Assistant で示されないで示されないで示されないで示されない
OracleAS Upgrade Assistant の実行時に「Oracle ホーム」画面のドロップダウン・リストに
表示されるべきソース Oracle ホームが表示されない場合の条件として、インストール・タ
イプが誤っている、複数の Oracle ホームが異なるコンピュータにある、Oracle ホームが
Oracle 製品のインベントリで識別されないのいずれかが考えられます。それぞれの解決方法
は、次のとおりです。

誤ったインストール・タイプ誤ったインストール・タイプ誤ったインストール・タイプ誤ったインストール・タイプ

ソース中間層インスタンスがアップグレード先中間層インスタンスのインストール・タイプ
と異なる場合、ソース Oracle ホームは表示されません。この場合、次のいずれかを実行し
ます。

� 1-8 ページの「中間層インストール・タイプの拡張」の説明に従って、インストール・
タイプを拡張します。

� アップグレード先中間層をソース中間層と同じインストール・タイプで再インストール
します。

異なるコンピュータの複数の異なるコンピュータの複数の異なるコンピュータの複数の異なるコンピュータの複数の Oracle ホームホームホームホーム

ソース中間層インスタンスがアップグレード先中間層インスタンスと異なるコンピュータに
インストールされている場合も、ソース中間層が選択肢として表示されません。この場合、
アップグレード先中間層インスタンスを、アップグレードされるソース・インスタンスと同
じコンピュータにインストールする必要があります。

3.6.1.2 OPMN、、、、OC4J またはまたはまたはまたは Oracle HTTP Server のアップグレード時にのアップグレード時にのアップグレード時にのアップグレード時に
アップグレードが失敗するアップグレードが失敗するアップグレードが失敗するアップグレードが失敗する
OPMN、OC4J または Oracle HTTP Server のアップグレード時にアップグレードが失敗する
場合、原因としてソースおよびインストール先の両方のインスタンス、またはいずれかのイ
ンスタンスで OPMN がまだ実行されていることが考えられます。OracleAS Upgrade 
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Assistant を起動する前に、OPMN を停止する必要があります。3-4 ページの 3.1.2 項
「Oracle Application Server インスタンスの停止」の指示に従います。

3.6.1.3 OC4J 調査フェーズまたはその他のフェーズでアップグレードが調査フェーズまたはその他のフェーズでアップグレードが調査フェーズまたはその他のフェーズでアップグレードが調査フェーズまたはその他のフェーズでアップグレードが
失敗する失敗する失敗する失敗する
OC4J 調査フェーズまたはその他のフェーズでアップグレードが失敗する場合、原因として
Infrastructure が使用不可であることが考えられます。OracleAS Upgrade Assistant は特定の
操作で Infrastructure サービスを必要とするので、OracleAS Upgrade Assistant を起動する
前に Infrastructure を起動する必要があります。3-11 ページの 3.5.2 項「Infrastructure の起
動」の指示に従います。

3.6.1.4 大規模な大規模な大規模な大規模な OC4J のアップグレード時にアップグレードが失敗するのアップグレード時にアップグレードが失敗するのアップグレード時にアップグレードが失敗するのアップグレード時にアップグレードが失敗する
多数の OC4J アプリケーションまたは大規模な OC4J アプリケーションのアップグレード時
にアップグレードが失敗する場合、メモリー不足の可能性があります。このような場合の
アップグレード操作には、メモリーを増やします。3-6 ページの 3.2.2 項「オプション : 大規
模な OC4J のアップグレードに備える JVM メモリーの増加」の指示に従います。

3.6.2 ログ・ファイルの調査ログ・ファイルの調査ログ・ファイルの調査ログ・ファイルの調査
<destination_MT_OH>¥upgrade¥log¥iasua.logファイルおよび表 3-4「OracleAS 
Upgrade Assistant のエラー・メッセージ」を調べると、調査およびアップグレードの失敗
の原因を特定できます。

3.6.2.1 調査失敗のリカバリ調査失敗のリカバリ調査失敗のリカバリ調査失敗のリカバリ
調査失敗の原因を特定する手順は、次のとおりです。

1. OracleAS Upgrade Assistant ダイアログまたはコマンドライン出力に表示された失敗し
たコンポーネントの名前をメモします。

2. <destination_MT_OH>¥upgrade¥log¥iasua.logを開きます。

3. メッセージ Starting to examine component_nameを探します。

4. メッセージ Starting...とメッセージ Finished examining component_name 
with status: Failureの間のメッセージを調べます。

注意注意注意注意 : OracleAS Upgrade Assistant ロギング機能は、デフォルトでエン
トリを追加するので、ファイルの最後の箇所のメッセージを探します。
<destination_MT_OH>¥upgrade¥iasua.propertiesで
log.append=FALSEと設定すると、エントリは追加されずに上書きされ
ます。
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3.6.2.2 アップグレード失敗のリカバリアップグレード失敗のリカバリアップグレード失敗のリカバリアップグレード失敗のリカバリ
アップグレード失敗の原因を特定する手順は、次のとおりです。

1. OracleAS Upgrade Assistant ダイアログまたはコマンドライン出力に表示された失敗し
たコンポーネントの名前をメモします。

2. <destination_MT_OH>¥upgrade¥log¥iasua.logを開きます。

3. メッセージ Starting to upgrade component_nameを探します。

4. メッセージ Starting...とメッセージ Finished upgrading component_name 
with status: Failureの間のメッセージを調べます。

表表表表 3-4 OracleAS Upgrade Assistant のエラー・メッセージのエラー・メッセージのエラー・メッセージのエラー・メッセージ 

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント メッセージメッセージメッセージメッセージ 考えられる原因および解決方法考えられる原因および解決方法考えられる原因および解決方法考えられる原因および解決方法

すべて Unable to upgrade file filename. ファイルがソース Oracle ホームにないか、

ファイルをコピーするための十分な権限があ
りません。ソース Oracle ホームおよびアッ

プグレード先 Oracle ホームのファイルに対

する権限を調べ、必要に応じて調整します。

Instance 
Configuration

INVALID_XML_CONFIG_FILE iasschema.xmlファイルが破損していま

す。破損していないファイルを用意します。

Instance 
Configuration

IOException ソースまたはアップグレード先の Oracle
ホームで、iasschema.xmlファイルにアク

セスできません。両方の場所でこのファイル
にアクセスできるようにします。

Oracle Application 
Server Containers for 
J2EE

J2eeDeploymentException アプリケーション EAR ファイルが、100% 
J2EE 準拠ではありません。

validateEarFileユーティリティを使用し

て非準拠の特性を識別し、修正します。この
ユーティリティの使用方法は、3-26 ページの

3.6.3.2.1 項「J2EE 準拠に対する EAR ファイ

ルの検証」を参照してください。

Oracle Application 
Server Forms Services

Save files operation failed. コピー操作に失敗しました。一部のファイル
が、<source_MT_OH>（registry.dat および

ftrace.cfg）からそのままコピーされていま

す。そのファイルがすべて存在し、権限およ
びディスク領域がコピー操作に対して十分で
あることを確認します。

Oracle Application 
Server Forms Services

Invalid section in the 
<formsweb.cfg> <default.env> 
file. 

<source_MT_OH>の指定されたファイルに

無効なエントリがあります。そのファイルを
調べ、エラーを検出して修正します。
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Oracle Application 
Server Forms Services

Invalid or missing configuration 
file. 

<source_MT_OH>に無効な構成ファイルが

あります。そのファイルを調べ、エラーを検
出して修正します。

Oracle Application 
Server Forms Services

Invalid or missing Forms 
configuration file <file name>. 

Upgrade Assistant が、formsweb.cfgファ

イルに指定されている構成ファイル（*htm
および *envファイル）、または

oc4j_bi_forms.propertiesに指定され

ているユーザー定義の FormsServlet 構成

ファイルを検出できません。エントリに指定
されているファイルが有効であり、指定され
た場所に存在することを確認します。

Oracle Application 
Server Forms Services

Forms is not configured in the 
Source Oracle Home <version 
number>, Forms upgrade cannot 
proceed. 

Forms Services がソースの Oracle 
Application Server 中間層インストールに構

成されていない場合、Upgrade Assistant は
Oracle Application Server Forms Services を
アップグレードしません。Oracle 
Application Server Forms Services がソース

Oracle ホームに構成されていなければアップ

グレードは必要ないので、このメッセージは
無視します。

Oracle Application 
Server Forms Services

Forms is not configured in the 
Destination Oracle Home <version 
number>, Forms upgrade cannot 
proceed. 

Forms Services がアップグレード先中間層イ

ンストールに構成されていない場合、
Upgrade Assistant は Oracle Application 
Server Forms Services をアップグレードしま

せん。アップグレード先 Oracle ホームで

Oracle Application Server Forms Services を
構成します。

Oracle HTTP Server
（mod_plsql）

java.io.FileNotFoundException...
Apache¥modplsql¥conf¥dads.conf

または

java.io.FileNotFoundException...
Apache¥modplsql¥conf¥cache.conf

ファイルが見つかりません。指定された場所
にファイルを用意します。

表表表表 3-4 OracleAS Upgrade Assistant のエラー・メッセージのエラー・メッセージのエラー・メッセージのエラー・メッセージ （続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント メッセージメッセージメッセージメッセージ 考えられる原因および解決方法考えられる原因および解決方法考えられる原因および解決方法考えられる原因および解決方法
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Oracle Application 
Server Web Services 
UDDI レジストリ

iAS/Upgrade/UddiPlugin 
Destination configuration file is 
not found at: 

 path 

Look for backup at 

path

Unable to upgrade file 

または

iAS/Upgrade/UddiPlugin 
Destination configuration file is 
not found at: 

 path

and its backup is not found at 

path

Upgrading cannot proceed 

10g（9.0.4）の Oracle ホームに

uddiserver.configファイルまたは

uddiserver.config.backupファイルが

ありません。

同梱の 10g（9.0.4） uddiserver.configの

コピーを <destination_MT_OH>
¥ds¥uddi¥ config¥に配置します。

Oracle Application 
Server Web Services 
UDDI レジストリ

iAS/Upgrade/UddiPlugin Missing 
URL prefix definition for UDDI. 

uddiserver.configファイルに、プロパ

ティ
oracle.uddi.server.db.urlPrefixの

定義が含まれていません。

<destination_MT_OH>
¥ds¥uddi¥config¥uddiserver.config
ファイルの uddiserver.db.urlPrefix値

を定義します。

Oracle Application 
Server Wireless

Could not copy file. 

または

Could not create directory. 

ディスクが一杯であるか、ファイルをコピー
するための十分な権限がありません。使用可
能なディスク領域、およびディレクトリ
<destination_MT_OH>¥wireless¥ 
server¥classesに対するアクセス権を調

べ、必要に応じて調整します。

表表表表 3-4 OracleAS Upgrade Assistant のエラー・メッセージのエラー・メッセージのエラー・メッセージのエラー・メッセージ （続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント メッセージメッセージメッセージメッセージ 考えられる原因および解決方法考えられる原因および解決方法考えられる原因および解決方法考えられる原因および解決方法
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3.6.3 Oracle Application Server Containers for J2EE のアップグレードおよびデのアップグレードおよびデのアップグレードおよびデのアップグレードおよびデ
プロイの失敗の原因プロイの失敗の原因プロイの失敗の原因プロイの失敗の原因

この項では、Oracle Application Server Containers for J2EE のアップグレードの失敗の原因
について説明します。

3.6.3.1 構成変更の要件構成変更の要件構成変更の要件構成変更の要件
アップグレード後に構成が正しく実行されない場合、OC4J アプリケーション・ファイルに
対する構成変更が Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control 以外の方法で
行われた可能性があります。OracleAS Upgrade Assistant によって実行される OC4J アップ
グレードでは、Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control によって行われた
変更のみがアップグレードされます。手動で編集したファイルは管理対象の構成の範囲外に
なる場合があり、その編集内容がアップグレードで保持されない可能性があります。

Distributed Configuration Management の dcmctlユーティリティを使用して構成変更を行
う場合、そのコマンドの正しい使用方法についての指示および詳細な説明は『Distributed 
Configuration Management リファレンス・ガイド』を参照してください。

3.6.3.2 アプリケーションのデプロイおよびアプリケーションのデプロイおよびアプリケーションのデプロイおよびアプリケーションのデプロイおよび J2EE 準拠の要件準拠の要件準拠の要件準拠の要件
OC4J のデプロイでは J2EE 準拠ルールが規定されているため、J2EE に完全に準拠していな
いアプリケーションは OracleAS Upgrade Assistant によってアップグレードされない場合が
あります。OracleAS Upgrade Assistant は、単にソース Oracle ホームのファイルを読み取っ
てアップグレード先 Oracle ホームにデプロイするだけであるため、デプロイが失敗した場
合、アプリケーションが J2EE 準拠でない可能性があります。OracleAS Upgrade Assistant
は、なんらかの原因でアプリケーションをデプロイできないと、
<destination_MT_OH>¥upgrade¥log¥iasua.logに例外を記録します。明示的に J2EE
準拠の問題として示されない例外も、J2EE 準拠の問題が失敗の原因である場合があります。
J2EE および EJB の仕様やアプリケーションに使用されている EJB 機能に関する知識は、デ
プロイの失敗の防止およびトラブルシューティングに役立ちます（10g（9.0.4）はリリース 2

（9.0.2）より後のバージョンの EJB 仕様をサポートします）。

J2EE アプリケーションの開発は標準化され移植可能ですが、XML 構成ファイルは異なりま
す。OC4J アプリケーションをデプロイするには、複数の XML ファイルを構成する必要があ
る場合があり、アプリケーションが使用するサービスによって必要な構成が異なります。た
とえば、アプリケーションがデータベースを使用する場合は、data-sources.xmlファイ
ルの DataSource オブジェクトを構成します。

3.6.3.2.1 J2EE 準拠に対する準拠に対する準拠に対する準拠に対する EAR ファイルの検証ファイルの検証ファイルの検証ファイルの検証  dcmctlユーティリティは、J2EE 準拠を検
証するコマンドを提供します。1 つの入力（EAR ファイルの名前）を受け取って、そのファ
イルの準拠していない特性をリストします。構文は次のとおりです。

<destination_MT_OH>¥dcm¥bin¥dcmctl validateEarFile -f  <full path 
and filename for ear file>

EAR ファイルのフルパスを指定する必要があります。
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プロキシ・サーバーを使用してインターネットに接続する場合、検証ルーチンがたとえば
Sun 社のサイトの DTD にアクセスできるようにプロキシ設定を構成します。これを行うに
は、プロキシのホスト名およびポートを指定する環境変数 ORACLE_DCM_JVM_ARGSを定義
します。

1. 「システム変数」「システム変数」「システム変数」「システム変数」ダイアログ・ボックスに移動します。

2. 「変数名」「変数名」「変数名」「変数名」に ORACLE_DCM_JVM_ARGSと入力します。

3. 「変数値」「変数値」「変数値」「変数値」に -Dhttp.Proxyhost=www-proxy.hostname.com 
-Dhttp.Proxyport=9999と入力します。

hostnameはホスト名で、9999はポート番号です。

または、次のコマンドを発行して、変数を設定することもできます。

set ORACLE_DCM_JVM_ARGS=-Dhttp.Proxyhost=www-proxy.hostname.com 
-Dhttp.Proxyport=9999

外部ネットワークへの接続にファイアウォールがない場合、このコマンドに -noproxyフラ
グを使用します。たとえば、次に示すとおりです。

<destination_MT_OH>¥dcm¥bin¥dcmctl validateEarFile -f <full path and 
filename for ear file> -noproxy

例例例例 3-2 validateEarFile コマンドとコマンドとコマンドとコマンドと J2EE 準拠アプリケーションの出力準拠アプリケーションの出力準拠アプリケーションの出力準拠アプリケーションの出力

dcmctl validateEarFile -v -f simple.ear
No J2EE XML/DTD validation errors were found

例例例例 3-3 validateEarFile コマンドとコマンドとコマンドとコマンドと J2EE 非準拠アプリケーションの出力非準拠アプリケーションの出力非準拠アプリケーションの出力非準拠アプリケーションの出力

dcmctl validateEarFile -v -f petstore.ear
Warning: J2EE/DTD validation errors were found
ADMN-906001   {0}   Base Exception:   
oracle.ias.sysmgmt.deployment.j2ee.exception.J2eeDeploymentException:Cannot get xml   
document by parsing /var/tmp/jar50152.tmp: Invalid element 'servlet' in content of 
'web-app',   expected elements '[servlet-mapping, session-config, mime-mapping, 
welcome-file-list,   error-page, taglib, resource-ref, security-constraint, 
login-config, security-role, env-entry,   ejb-ref]'.

アプリケーションはデプロイ可能でも、サーバーが予測不能または望ましくない動作になる
可能性があるため、アップグレード前にすべてのアプリケーションが J2EE に全面的に準拠
しているかどうかを確認することをお薦めします。たとえば、各アプリケーションで
application.xmlに一意のコンテキスト・ルートが定義されていることを確認します。
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3.7 OracleAS Upgrade Assistant の再起動の再起動の再起動の再起動
Oracle ホームの処理の一部または全体を終了した OracleAS Upgrade Assistant は再起動でき
ます。手順は、次のとおりです。

1. OracleAS Upgrade Assistant の GUI バージョンを 3-11 ページの 3.5.3 項の説明に従って
起動するか、コマンドライン・バージョンを 3-18 ページの 3.5.4 項の説明に従って起動
します。

前のアップグレードの結果によって、OracleAS Upgrade Assistant が次のメッセージを
表示します。

前のアップグレードが失敗だった場合のメッセージは、次のとおりです。

The OracleAS Upgrade Assistant has already processed this 
destination Oracle home directory, it didn't complete 
successfully.

前のアップグレードが成功だった場合のメッセージは、次のとおりです。

The OracleAS Upgrade Assistant has already successfully processed 
this destination Oracle home directory. 

2. ダイアログを閉じてアップグレードを続行します。

3.8 アップグレードの完了アップグレードの完了アップグレードの完了アップグレードの完了
この項では、OracleAS Upgrade Assistant による処理の終了後に、新たにアップグレードし
た 10g（9.0.4）インスタンスが機能するようにするために必要な手動タスクの実行方法につ
いて説明します。

この項では、次の項目について説明します。

3-29 ページの 3.8.1 項「Oracle HTTP Server のアップグレードの完了」

3-30 ページの 3.8.2 項「Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップグ
レードの完了」

3-39 ページの 3.8.3 項「OracleAS Web Cache クラスタのアップグレード」

3-41 ページの 3.8.4 項「OracleAS Portal 中間層のアップグレードの完了」

3-52 ページの 3.8.5 項「Oracle Application Server Discoverer Viewer のアップグレードの完
了」

3-54 ページの 3.8.6 項「Oracle Application Server Reports Services のアップグレードの完了」

3-55 ページの 3.8.7 項「Oracle Application Server Wireless のアップグレードの完了」

3-59 ページの 3.8.8 項「Oracle Application Server Forms Services のアップグレードの完了」
3-28 Oracle Appllication Server 10g（9.0.4）アップグレード 10g（9.0.4） for Microsoft Windows



アップグレードの完了
3.8.1 Oracle HTTP Server のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
この項では、Oracle HTTP Server のアップグレード後のタスクについて説明します。

3.8.1.1 SSL 構成のアップグレード構成のアップグレード構成のアップグレード構成のアップグレード
httpd.confまたは httpd.confに含まれるその他の構成ファイルでは、Listenまたは
<VirtualHost>ディレクティブが <IfModule mod_ossl.c>コンテナの内部で定義され
ている場合、<IfModule mod_ossl.c>を <IfDefine SSL>で置き換えます。これらを
変更しないと、Oracle Enterprise Manager Application Server Control のユーザー・インタ
フェースを使用して、Listenおよび <VirtualHost>ディレクティブを管理することはで
きません。

3.8.1.2 実行する必要がある手動アップグレード・タスク実行する必要がある手動アップグレード・タスク実行する必要がある手動アップグレード・タスク実行する必要がある手動アップグレード・タスク
OracleAS Upgrade Assistant は、Oracle HTTP Server の標準設定をアップグレードします。
構成ファイルまたはドキュメントが、標準以外の場所にある場合、または標準以外の方法で
参照される場合は、それを手動でアップグレードする必要があります。そのような場合、あ
るいは手動のアップグレードが必要となる他の場合について説明します。

� mod_osso が構成されていた場合が構成されていた場合が構成されていた場合が構成されていた場合 : mod_osso が構成されていた場合、アップグレード後
も osso.conf ファイルは Single Sign-On Server でリリース 2（9.0.2）パートナ・エント
リを使用します。Single Sign-On Server で 10g（9.0.4）パートナ・エントリが使用され
ていないので、アプリケーションがログアウトするとリンクが壊れて無効な URL にな
ります。10g（9.0.4）パートナ・エントリは削除する必要があります。また、使用する
エントリの名前がソース Oracle ホームを表すようになっているために適切でない場合
は、名前を変更できます。

� 構成ファイルがデフォルト以外の場所にある場合構成ファイルがデフォルト以外の場所にある場合構成ファイルがデフォルト以外の場所にある場合構成ファイルがデフォルト以外の場所にある場合 : httpd.conf、mod_oc4j.conf、
mod_osso.confおよび moddav.confの各ファイルがデフォルトの場所にない場合、
ソース Oracle ホームにあるファイルのカスタマイズ内容をアップグレード先 Oracle
ホームのファイルに適用することによって、手動でこれらのファイルをアップグレード
します。

� Oracle HTTP Server 構成ファイルによって参照されるカスタム・ファイルおよびディレ構成ファイルによって参照されるカスタム・ファイルおよびディレ構成ファイルによって参照されるカスタム・ファイルおよびディレ構成ファイルによって参照されるカスタム・ファイルおよびディレ
クトリがある場合クトリがある場合クトリがある場合クトリがある場合 : OracleAS Upgrade Assistant がアップグレードするのは A-7 ページ
の A.1.4.1 項「OHS のアップグレード・アイテム」に示すアイテムのみなので、アップ
グレード後に存在しなくなる、Alias、mod_rewriteなどのディレクティブや
ErrorLogなどのログ・ディレクティブによって参照されるファイルまたはディレク
ティブが存在している可能性があります。これらのアイテムをすべて手動でアップグ
レードして、ディレクティブが参照する所定の場所に存在するようにします。アップグ
レード後にこれらのファイルまたはディレクトリが見つからないと、Oracle HTTP 
Server は起動しません。エラーを特定するには、アップグレード後に Oracle HTTP 
Server を個別に起動し、<destination_MT_OH>¥Apache¥Apache¥logs¥
error_logを調べてこれらのアイテムに関連するエラーを探します。
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� httpd.conf およびおよびおよびおよび mod_oc4j.conf の各ファイルにの各ファイルにの各ファイルにの各ファイルに Dynamic Monitoring Service（（（（DMS））））
構成要素がある場合構成要素がある場合構成要素がある場合構成要素がある場合 : この構成要素は、dms.confファイルに再配置する必要がありま
す。

� Oracle Application Server Web Cache が最初のリスナーである場合が最初のリスナーである場合が最初のリスナーである場合が最初のリスナーである場合 : OracleAS Web 
Cache が最初のリスナーとして構成されている場合、表 3-5 にリストされている Oracle 
HTTP Server ディレクティブの値が、対応する OracleAS Web Cache の要素の値と同じ
である必要があります。特に、Oracle HTTP Server の Port ディレクティブは、フロン
トエンドのロード・バランサまたはリバース・プロキシのポート番号を指定します。し
たがって、Oracle Application Server Web Cache を使用する場合、Oracle HTTP Server
の Port ディレクティブは、OracleAS Web Cache がリスニングするポートの値になりま
す。

� デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの DocumentRoot ディレクトリの静的ドキュメントをアップグレードする場ディレクトリの静的ドキュメントをアップグレードする場ディレクトリの静的ドキュメントをアップグレードする場ディレクトリの静的ドキュメントをアップグレードする場
合合合合 : OracleAS Upgrade Assistant は、DocumentRootディレクティブに指定される場所
で、アップグレードする静的ドキュメント・ファイルおよびディレクトリを検出しま
す。DocumentRootディレクティブは、静的ドキュメントおよび関連ディレクトリの
場所を定義します。ベース・サーバーにはドキュメント・ルートの場所があり、各仮想
ホストにもあります。OracleAS Upgrade Assistant は、これらのディレクトリ下のファ
イルをアップグレード先 Oracle ホームにコピーします。デフォルトの DocumentRoot
ディレクトリ <source_MT_OH>¥Apache¥Apache¥htdocsに含まれているのは、イ
ンストーラによって配置されたデモ・プログラムおよびリリース・ノートであるため、
OracleAS Upgrade Assistant はこのディレクトリをアップグレードしません。このディ
レクトリは、手動でアップグレードする必要があります。

3.8.2 Oracle Application Server Containers for J2EE（（（（OC4J）のアップグレード）のアップグレード）のアップグレード）のアップグレード
の完了の完了の完了の完了

OracleAS Upgrade Assistant は、Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）の
アップグレード・タスクの多くを実行します。ただし、OC4J の一部のコンポーネントでは、
Oracle Application Server 10g（9.0.4）を使用する前に、手動による調整が必要となる場合、
または特性を認識しておく必要がある場合があります。

表表表表 3-5 Oracle HTTP Server とととと Oracle Application Server Web Cache のののの Port 設定設定設定設定

Oracle HTTP Server のディレクティブのディレクティブのディレクティブのディレクティブ Oracle Application Server Web Cache の要素の要素の要素の要素

VirtualHost サイト定義

Listen オリジナル・サーバー・ポート

VirtualHost、Listen サイトからサーバーへのマッピング

Port Listen
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この項では、OC4J の一部のサブコンポーネントについてのアップグレードの考慮事項を説
明します。Oracle JMS、Oracle JDBC、XML Parser for JAXP/XDK または Oracle JSP ページ
を使用する場合は、この項で説明する一部またはすべての項目を参照すると役立ちます。

3.8.2.1 Oracle Application Server Authentication and Authorization サービスサービスサービスサービス
（（（（JAZN）セキュリティ設定のアップグレード）セキュリティ設定のアップグレード）セキュリティ設定のアップグレード）セキュリティ設定のアップグレード
アップグレード時に、OC4J Upgrade Assistant によってアプリケーションが再デプロイされ
ます。このため、アプリケーションの EAR ファイルにパッケージされている
jazn-data.xmlおよび jazn.xmlファイルへの変更は、自動的に移行されます。ただし、
次の場合は手動の手順が必要ですが、これらは一般的ではありません。

� orion-application.xmlでは、アプリケーションで jazn-data.xmlの場所を次の
ように指定できます。

<jazn provider="XML" location="/902oh/j2ee/jazn-data.xml"> 

jazn-data.xmlがアプリケーションの EAR ファイルにパッケージされていない場合
は、新しいインストール環境に手動でコピーする必要があります。これに応じて、ファ
イルの場所を更新する必要があります。

� orion-application.xmlでは、アプリケーションで次の構文を使用して jazn.xml
を指定できます。

<jazn config="/foo/jazn.xml" /> 

jazn.xmlがアプリケーションの EAR ファイルにパッケージされていない場合は、新
しいインストール環境に手動でコピーする必要があります。これに応じて、ファイルの
場所を更新する必要があります。

3.8.2.2 JAZN ライブラリ・パス・エントリのアップグレードライブラリ・パス・エントリのアップグレードライブラリ・パス・エントリのアップグレードライブラリ・パス・エントリのアップグレード
Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、jazn.jarファイルは jazn.jarと
jazncore.jarの 2 つの JAR ファイルに分割されます。そのため、JAZN を使用し、動的
コンパイル（JSP など）を必要とする OC4J アプリケーションのアップグレード後は、両方
の JAR ファイルの名前を application.xmlファイルのライブラリ・パス・エントリに追
加する必要があります。

次のように両方のエントリが application.xmlファイルに含まれていることを確認しま
す。

<library path="904 J2EE HOME¥jazn.jar"/> 

<library path="904 J2EE HOME¥jazncore.jar"/>

この場合、次のようになります。

<904 J2EE HOME> = <destination_MT_OH>¥j2ee¥home
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3.8.2.3 インストーラによって作成されたインストーラによって作成されたインストーラによって作成されたインストーラによって作成された OC4J インスタンスのアップグインスタンスのアップグインスタンスのアップグインスタンスのアップグ
レードレードレードレード
opmn.xml ファイルの OC4J インスタンスに対して行ったカスタマイズは、手動でアップグ
レードする必要があります。これには、インストーラによって作成されたインスタンスなど
があります（ホーム、OC4J_WIRELESS、OC4J_DEMOS、OC4J_PORTAL および
OC4J_BI_FORMS）。OracleAS Upgrade Assistant は、ユーザーによって作成された OC4J イ
ンスタンスに対するカスタマイズをアップグレードします。

3.8.2.4 application.xml のエントリのアップグレードのエントリのアップグレードのエントリのアップグレードのエントリのアップグレード
ライブラリ・パス、Java オプション、OC4J オプションなどの application.xml ファイルのエ
ントリをカスタマイズした場合、それを手動でアップグレードする必要があります。

3.8.2.5 jms.xml ファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレード
jms.xml ファイルは、以前のリリースから自動的にアップグレードされません。ソース
Oracle ホームの jms.xml ファイルに定義されているすべてのキュー、トピックおよびコネク
ション・ファクトリは、アップグレード先 Oracle ホームの jms.xml ファイルに追加する必
要があります。

3.8.2.6 下位互換性のための下位互換性のための下位互換性のための下位互換性のための Compatibility Test Suite（（（（CTS）互換性フラグ）互換性フラグ）互換性フラグ）互換性フラグ
の使用の使用の使用の使用
Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、デフォルトの OC4J は J2EE 1.3 仕様に準拠しま
す。その結果、場合によっては以前の OC4J 実装で見られたのとは異なる動作が発生するこ
とがあります。下位互換性のために OC4J は CTS 準拠フラグをサポートしています。false
に設定すると、次のコンポーネントにおいて以前の OC4J 動作に戻すことができます。

� Oracle JMS

� Oracle JDBC

� Oracle XML Parser for JAXP/XDK

OC4J の互換性動作は、フラグ oracle.cts.useCtsFlags（デフォルト値は true）に
よって決定されます。特定アプリケーションのアップグレードにおいていずれかの点で問題
が発生する場合には、CTS 準拠を無効にして OC4J インスタンスを古い動作に戻すことがで
きます。その場合、OC4J プロパティ・ファイルでフラグの値を false に設定し、プロパ
ティ・ファイルの場所を OC4J に指定します。

たとえば、ファイル <destination_MT_OH>¥j2ee¥home¥config¥oc4j.properties
でフラグを次のように設定します。

oracle.cts.useCtsFlags=false

次の例に示すように、<destination_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xmlファイルの
<oc4j-option>要素によってプロパティ・ファイルの名前および場所を OC4J に指定しま
す。
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例例例例 3-4 opmn.xml ファイルのファイルのファイルのファイルの oc4j-option 要素要素要素要素

<oc4j>
...
 <oc4j-option value="-p <destination_MT_OH>¥j2ee¥home¥config¥oc4j.properties"/>
...
</oc4j>

これは、次のようにスタンドアロン・モードで OC4J を起動するのと同じです（% はシステ
ム・プロンプト）。

例例例例 3-5 スタンドアロン・モードでのスタンドアロン・モードでのスタンドアロン・モードでのスタンドアロン・モードでの OC4J の起動の起動の起動の起動

% java -jar oc4j.jar -p <destination_MT_OH>¥j2ee¥home¥config¥oc4j.properties 

3.8.2.6.1 CTS 互換性と互換性と互換性と互換性と OJMS  J2EE 1.3 に準拠する Oracle JMS（OJMS）の Oracle Application 
Server 10g（9.0.4）実装では、一部の動作が Oracle9iAS リリース 1.0.2.2 の OJMS 動作と異
なります。（Oracle9iAS リリース 9.0.2 および 9.0.3 には、このようなアップグレードの考慮
事項はありません。）相違点は、次のとおりです。

� JMSExpiration—OJMS 10g（9.0.4） J2EE 1.3 準拠の実装では、デキューされたメッセージ
の JMSExpiration ヘッダー値は、メッセージがエンキューされたときの JMS タイムスタ
ンプと TTL の合計です。この値は、1970 年 1 月 1 日午前 0 時から現在のグリニッジ標
準時までをミリ秒単位で表します。メッセージが期限切れにならない場合の値は 0 で
す。

OJMS 1.0.2.2 実装では、デキューされたメッセージの JMSExpiration ヘッダー値は、
メッセージの期限切れまでの時間です（ミリ秒単位）。メッセージが期限切れにならな
い場合の値は -1 です。

� JMSPriority—OJMS リリース 2（9.0.4）1.3 準拠の実装では、優先順位は 9 が最高、0 が
最低、4 がデフォルトです。

OJMS 1.0.2.2 の実装では、優先順位は java.lang.Integer.MIN_VALUEが最高、
Integer.MAX_VALUEが最低、1 がデフォルトです。

� 永続サブスクライバ —OJMS 10g（9.0.4） J2EE 1.3 準拠の実装では、同じ名前の永続ト
ピック・サブスクライバはいずれの環境でも許可されません。

OJMS 1.0.2.2 の実装では、同じ名前の永続トピック・サブスクライバは、異なるトピッ
クにサブスクライブされる場合に許可されます。

� 強い型指定の JMS セレクタ —OJMS 10g（9.0.4）実装は、JMS 1.02b 仕様および J2EE 1.3
準拠の要件に従って、次の義務制限がある SQL92 構文の特定サブセットのみをセレク
タ式構文に使用します。

� セレクタ式には強い型指定があり、算術比較の演算子とオペランドは同じ型である
必要があります。文字列 "1" と整数 1 の変換のように、比較の目的での自動型変換
は禁じられています。
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� 文字列およびブール比較は、"="、"<" および ">" に制限されています。2 つの文字列
は、完全に同じ順序で文字が並んでいる場合にのみ等価です。

� "!=" 演算子は許可されません。

OJMS 1.0.2.2 実装では、セレクタ式構文はこのような制限や SQL92 構文の特定サブセッ
トに従う必要はありません。

3.8.2.6.2 CTS 互換性と互換性と互換性と互換性と JDBC  J2EE 1.3 に準拠する Oracle JDBC の Oracle Application Server 
10g（9.0.4）実装では、一部の動作が Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）以下の JDBC 動作と異
なります。相違点は、次のとおりです。

� NUMBER 列の Java 型 —10g（9.0.4）では、結果セット（java.sql.ResultSetインス
タンス）の getObject()メソッドは、NUMBER 列に対して正確な
java.lang.Double値を返します。または、NUMBER 列に対して不正確な
java.math.BigDecimal値を返します。

リリース 2（9.0.2）以下では、getObject()は NUMBER 列に対して BigDecimal 値を
返します。

� NUMBER列のメタデータ —10g（9.0.4）では、結果セット・メタデータ・オブジェクト
（java.sql.ResultSetMetaDataインスタンス）の getColumnTypeName()メソッ
ドは、NUMBER列に対して正確な "FLOAT"を返します。または、NUMBER列に対して
不正確な "NUMBER"を返します。getColumnType()メソッドは、NUMBER列に対し
て正確な java.sql.Types.FLOATを返します。または、NUMBER列に対して不正確な
Types.NUMBERを返します。

リリース 2（9.0.2）以下では、getColumnTypeName()は NUMBER列に対して
"NUMBER"を返し、getColumnType()は NUMBER列に対して Types.NUMBERを返し
ます。

� DATE および TIMESTAMP 列の Java 型 —10g（9.0.4）では、結果セットの
getObject()メソッドは、DATE列に対して java.sql.Date値を返し、TIMESTAMP
列に対して java.sql.Timestamp値を返します。

リリース 2（9.0.2）以下では、getObject()は DATE列に対して
java.sql.Timestamp値を返します。（TIMESTAMP列はサポートされていませんでし
た。）

� 不適正な SQL 文の例外 —10g（9.0.4）では、SQL 文オブジェクトの executeQuery()
コールに SELECT文以外（INSERT、UPDATE文など）が含まれる場合、JDBC ドライバ
が例外をスローするのが正常な動作です。同様に、executeUpdate()コールに
SELECT文が含まれる場合、ドライバは例外をスローします。（UPDATE、INSERTまた
は DELETE文が必要です。）

リリース 2（9.0.2）以下では、このような場合は例外になりません。
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3.8.2.6.3 CTS 互換性と互換性と互換性と互換性と XML Parser for JAXP/XDK  J2EE 1.3 に準拠する XML Parser for 
JAXP/XDK の Oracle Application Server 10g（9.0.4）実装では、一部の動作が Oracle9iAS リ
リース 2（9.0.2）以下の XML パーサーの動作と異なります。相違点は、次のとおりです。

� getNamespaceURI()の NULL 戻り値 —10g（9.0.4）では、要素または属性にネームス
ペースが定義されていない場合、getNamespaceURI()メソッドは 'null' を返します。

リリース 2（9.0.2）以下では、このような場合、getNamespaceURI()メソッドは
'""'を返します。

� getLocalName()の NULL 戻り値 —10g（9.0.4）では、要素または属性が
createElement()または createAttribute()への DOM レベル 1 API コールを使
用して作成された場合、getLocalName()メソッドは 'null'を返します。

リリース 2（9.0.2）以下では、このような場合、getLocalName()メソッドは
'"Transfer interrupted!"'を返します。

� getPrefix()の NULL 戻り値 —10g（9.0.4）では、要素または属性が
createElement()または createAttribute()への DOM レベル 1 API コールを使
用して作成された場合、getPrefix()メソッドは 'null'を返します。

リリース 2（9.0.2）以下では、このような場合、getPrefix()メソッドは '""'を返
します。

� SAX 例外 —10g（9.0.4）では、登録済みのエラー・ハンドラがエラー条件で
SAXExceptionまたは SAXParseExceptionをスローします。

リリース 2（9.0.2）以下では、エラー・ハンドラはエラー条件で XMLParseException
をスローします。

� I/O 例外 —10g（9.0.4）では、I/O エラー条件の場合のように IOExceptionがスローさ
れます。

リリース 2（9.0.2）以下では、IOExceptionは XMLParseExceptionにラップされま
す。

3.8.2.7 Enterprise JavaBeans に関するアップグレードの考慮事項に関するアップグレードの考慮事項に関するアップグレードの考慮事項に関するアップグレードの考慮事項
Oracle9iAS リリース 2（9.0.3）以上では、Oracle Application Server Containers for J2EE は、
完全に J2EE 1.3 仕様に準拠して Enterprise JavaBeans（EJB）2.0 仕様を実装しています。し
たがって、リリース 2（9.0.2）から 10g（9.0.4）にアップグレードする場合、コンテナ管理
の永続性およびコンテナ管理の関係の領域で EJB 機能を使用するアプリケーションは変更が
必要です。

注意注意注意注意 : getNamespaceURI()、getLocalName()および getPrefix()
メソッドは前述のように変更され、oracle.xml.parser.v2パッケージ
の XMLElementおよび XMLAttrクラスに存在します。
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3.8.2.8 OC4J Java Server Pages（（（（JSP）コンテナに関するアップグレード）コンテナに関するアップグレード）コンテナに関するアップグレード）コンテナに関するアップグレード
の考慮事項の考慮事項の考慮事項の考慮事項
この項では、アップグレードによって影響を受ける JSP 設定について説明します。

3.8.2.8.1 追加インポートの有効化追加インポートの有効化追加インポートの有効化追加インポートの有効化  Oracle9iAS リリース 2（9.0.3）以上では、OC4J JSP コン
テナはデフォルトで、JSP 仕様に従って次にリストするパッケージを JSP ページにインポー
トします。pageディレクティブの import 設定は必要ありません。

javax.servlet.*

javax.servlet.http.*

javax.servlet.jsp.*

以前のリリースでは、次のパッケージもデフォルトでインポートされていました。

java.io.*

java.util.*

java.lang.reflect.*

java.beans.*

下位互換性のための方法として、JSP の extra_imports構成パラメータを使用できます。
あるいは、pageディレクティブによるか、グローバル・インクルードによって必要なイン
ポートを追加できます。詳細は、『Oracle Application Server Containers for J2EE JavaServer 
Pages 開発者ガイド』を参照してください。

3.8.2.8.2 下位互換性のための追加下位互換性のための追加下位互換性のための追加下位互換性のための追加 JSP フラグの設定フラグの設定フラグの設定フラグの設定  Oracle Application Server 10g（9.0.4）
にアップグレードして JSP ページを使用する場合は、次の主要な JSP 構成パラメータの適切
な設定を使用します。

� check_page_scope

� forgive_dup_dir_attr

これらは、global-web-application.xml ファイルまたはアプリケーションの orion-web.xml
ファイルで JSP フロントエンド・サーブレットの初期化パラメータとして設定します。次に
例を示します。

例例例例 3-6 10g（（（（9.0.4）へのアップグレードのための）へのアップグレードのための）へのアップグレードのための）へのアップグレードのための JSP 構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

<servlet>
   <servlet-name>jsp</servlet-name>

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらのアプリケーションの変更方法については、『Oracle 
Application Server Containers for J2EE Enterprise JavaBeans 開発者ガイ
ド』の付録 C を参照してください。
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   <servlet-class>oracle.jsp.runtimev2.JspServlet</servlet-class>
   <init-param>
      <param-name>check_page_scope</param-name>
      <param-value>true</param-value>
   </init-param>
   ...
</servlet>

JSP 構成パラメータの詳細は、『Oracle Application Server Containers for J2EE JavaServer 
Pages 開発者ガイド』を参照してください。

check_page_scope（ブール型、デフォルトは false）: このパラメータは、Oracle9iAS
リリース 2（9.0.3）で導入されました。OC4J 環境の場合、これを trueに設定して、
JspScopeListenerユーティリティによる Oracle 固有の page スコープ・チェックを有効
化します。

このパラメータは、OC4J 以外の環境では関係ありません。JServ の場合、Oracle 固有の
page スコープ・チェックは常に有効です。他の環境の場合、この Oracle 固有の実装は使用
されないので、JspScopeListener ページ・スコープ機能の checkPageScope カスタム・タグ
を使用する必要があります。JspScopeListener の詳細は、『Oracle Application Server 
Containers for J2EE JSP タグ・ライブラリおよびユーティリティ・リファレンス』を参照し
てください。

forgive_dup_dir_attr（ブール型、デフォルトは false）: このパラメータは、
Oracle9iAS リリース 2（9.0.3）で導入されました。これを true に設定して、OC4J などの
JSP 1.2 環境において、単一の JSP 変換単位（JSP ページと JSP ページが includeディレク
ティブによってインクルードしたもの）内の同じディレクティブ属性に重複設定がある場合
に変換エラーを回避します。

JSP 1.2 仕様では、page ディレクティブの import属性を例外として、ディレクティブ属性
が単一の JSP 変換単位内で複数回設定されていないことを JSP コンテナが確認する必要があ
ると規定しています。

JSP 1.1 仕様では、このような制限は指定されていませんでした。OC4J は、下位互換性のた
めに forgive_dup_dir_attrパラメータを提供しています。

3.8.2.9 JDK 1.4 の問題の問題の問題の問題 : パッケージにないクラスをコールできないパッケージにないクラスをコールできないパッケージにないクラスをコールできないパッケージにないクラスをコールできない
Oracle Application Server 10g（9.0.4）に同梱されている Sun 社の JDK 1.4 環境へ移行する場
合の考慮事項の中で、サーブレットおよび JSP の開発者にとって特に重要な問題がありま
す。

Sun 社は、「コンパイラは、名前のないネームスペースから型をインポートする import 文を
拒否するようになりました」と説明しています。（セキュリティ問題および以前のバージョ
ンの JDK での曖昧性に対応することを目的としています。）これは基本的にパッケージ内に
存在しないクラス（クラスのメソッド）をコールできないことを意味します。コールしよう
とすると、コンパイル時にすべて致命的エラーになります。
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この問題は、特に JSP 開発者が JSP ページから JavaBeans をコールする場合に影響します。
このような Bean は通常パッケージ外にあります（ただし、現在 JSP2.0 仕様では新規のコン
パイラの要件を満たすために Bean はパッケージ内にある必要があります）。パッケージ外の
JavaBeans をコールする場合、OC4J 9.0.3 / JDK 1.3.1 以下の環境で作成されて実行されてい
た JSP アプリケーションは、OC4J 9.0.4 / JDK 1.4 環境では動作しません。

アプリケーションを更新してすべての JavaBeans およびコールされるその他のクラスがパッ
ケージに存在するようになるまでは、この問題を回避するために JDK 1.3.1 環境に戻すこと
ができます。

パッケージにないクラスの問題およびその他の JDK 1.4 互換性の問題の詳細は、次の Web サ
イトを参照してください。

http://java.sun.com/j2se/1.4/compatibility.html

特に、「Incompatibilities Between Java 2 Platform, Standard Edition, v1.4.0 and v1.3」を参照
してください。

3.8.2.10 サーブレットのサーブレットのサーブレットのサーブレットの API および動作の変更点および動作の変更点および動作の変更点および動作の変更点
Oracle Application Server 10g（9.0.4）にアップグレードしてサーブレットを使用する場合、
サーブレットの API および動作の次の変更点について注意してください。

� getRequestURI() に関する変更

� ターゲットに転送されるサーブレットまたはターゲットをインクルードするサーブレッ
トのフィルタ処理に関する変更

3.8.2.10.1 getRequestURI() に関する変更に関する変更に関する変更に関する変更  Oracle HTTP Server は、以前の Oracle9iAS リリー
スでは、リクエストを受け取ると常にその URI をデコードしてから OC4J に渡しました。し
たがって、getRequestURI()（リクエスト・オブジェクトのメソッド）の応答に基づいて
計算を行うサーブレットは、一度デコードされた値を暗黙的に受け取っていました。OC4J 

注意注意注意注意 :

javac -sourceコンパイラ・オプションは、JDK 1.3.1 コードを JDK 1.4
コンパイラでシームレスに処理するために使用しますが、パッケージにな
いクラスの問題には対応しません。

OC4J では、JDK 1.3.1 および JDK 1.4 コンパイラのみがサポートおよび動
作保証されています。server.xmlファイルに <java-compiler>要素
を追加することによって他のコンパイラを指定できます。これによって、
パッケージにないクラスの問題を回避できる可能性はありますが、Oracle
では他のコンパイラを OC4J と使用することは保証およびサポートしてい
ません。（また、Oracle9iAS 環境で直接 server.xmlファイルを更新しな
いでください。Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control
を使用してください。）
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9.0.4 実装では、Oracle HTTP Server は OC4J に対して変更されないバージョンの URI を送
信するため、その値は getRequestURI() の戻り値として OC4J によって使用されます。

Oracle HTTP Server と OC4J の通信に mod_rewriteモジュールを mod_oc4jとともに使
用する場合、mod_oc4jに送信される書き換えられた URI は OC4J に送信される URI と同
じであり、getRequestURI()の戻り値では mod_rewriteのルールが適用されます。

mod_rewrite および mod_oc4j モジュールについては、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』
を参照してください。mod_rewrite の詳細は、Apache Server のマニュアルにもあります。

3.8.2.10.2 ターゲットに転送されるサーブレットまたはターゲットをインクルードするサーターゲットに転送されるサーブレットまたはターゲットをインクルードするサーターゲットに転送されるサーブレットまたはターゲットをインクルードするサーターゲットに転送されるサーブレットまたはターゲットをインクルードするサー
ブレットのフィルタ処理ブレットのフィルタ処理ブレットのフィルタ処理ブレットのフィルタ処理  以前の Oracle Application Server リリースでは、フィルタ処理さ
れるサーブレットが別のサーブレットに転送される場合、または別のサーブレットをインク
ルードする場合、そのターゲット・サーブレットもデフォルトでフィルタ処理されました。
Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、この動作はデフォルトではなくなりました。
ターゲット・サーブレットをデフォルトでフィルタ処理しないことにより、サーブレットの
仕様の方向性に従います。

この動作は、次のように構成可能です。OC4J 9.0.4 実装では、oracle.j2ee.filter.on.dispatch
環境フラグ（デフォルトは false）に従います。将来の実装では、サーブレット 2.4 仕様に規
定されているように web.xml 構成に従います。

3.8.3 OracleAS Web Cache クラスタのアップグレードクラスタのアップグレードクラスタのアップグレードクラスタのアップグレード
OracleAS Web Cache クラスタがある場合、キャッシュ・クラスタ・メンバーを一度に 1 つ
ずつアップグレードします。キャッシュは引き続き機能しますが、アップグレードしたメン
バーは他のクラスタ・メンバーの構成とリリースが異なるため、別のリリースで動作する
キャッシュ・クラスタ・メンバーにリクエストを転送しません。

たとえば、Cache_A を現行のリリースにアップグレードし、Cache_B および Cache_C を
アップグレードしていない場合、Cache_A はキャッシュ・クラスタ・メンバー Cache_B お
よび Cache_C にリクエストを転送しません。

この場合、Web Cache Manager の「Operations」ページに「the Operation Needed is 
Incompatible software version」と表示されます。

注意注意注意注意 : キャッシュ・クラスタ・メンバーが同じリリースの OracleAS Web 
Cache を実行していない場合でも、ドキュメントを無効にしてそれを他の
クラスタ・メンバーに伝播できますが、失効リクエストは、OracleAS 
Web Cache の 9.0.2 や 9.0.3 などの以前のリリースで動作しているキャッ
シュから発信される必要があります。
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キャッシュ・クラスタ・メンバーをアップグレードしたら、クラスタのメンバーの構成を同
期化するために次の手順を実行する必要があります。

1. キャッシュが起動されていない場合、アップグレードされたキャッシュごとに、
OracleAS Web Cache および OracleAS Web Cache Manager を起動します。コマンドラ
インで次のように入力します。

opmnctl startproc ias-component=WebCache  

このコマンドにより、OracleAS Web Cache のキャッシュ・サーバー・プロセスおよび
管理サーバー・プロセスが開始されます。

2. ブラウザで、アップグレードされたいずれかのキャッシュの OracleAS Web Cache 
Manager の URL を入力し、プロンプトが表示されたら ias_admin ユーザーまたは管理
者ユーザーのユーザー名とパスワードを入力します。

3. ナビゲータ・フレームで、「「「「Administration」→「」→「」→「」→「Operations」」」」を選択します。 

  「「「「Operations」」」」ページが表示されます。

4. 「Operations」ページで「「「「Retrieve」」」」をクリックします。

Web Cache が、キャッシュ固有の構成情報をリモート・キャッシュ・クラスタ・メン
バーから取得します。その後、Web Cache Manager に「Operation Needed is Propagate 
Configuration」と表示されます。

5. 構成をすべてのキャッシュ・クラスタ・メンバーに伝播するために、「「「「All caches」」」」を選
択し、「「「「Immediate」」」」の「「「「Interval」」」」を選択します。次に、「「「「Propagate」」」」をクリックしま
す。

6. 「「「「All caches」」」」および「Interval」を選択して、キャッシュを再起動します。次に、
「「「「Restart」」」」をクリックします。（この操作は、各キャッシュのアップグレードのたび、ま
たはすべてのキャッシュ・クラスタ・メンバーのアップグレード後に実行できます。） 

3.8.3.1 Web Cache クラスタのリリースクラスタのリリースクラスタのリリースクラスタのリリース 2（（（（9.0.2.x）から）から）から）から 10g（（（（9.0.4））））へのへのへのへの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード
リリース 2（9.0.2.x）のキャッシュは、10g（9.0.4）のキャッシュからの失効メッセージを受
け取れません。リリース 2（9.0.2.x）と 10g（9.0.4）のクラスタ・メンバーの混成の
OracleAS Web Cache クラスタを使用する構成では、ロード・バランサによって失効メッ
セージがリリース 2（9.0.2.x）メンバーに対してのみ送信されるように構成する必要があり
ます。

キャッシュ・クラスタのリリース 2（9.0.2.x）から 10g（9.0.4）へのアップグレードの際に
は、ロード・バランサの失効プールからクラスタ・メンバーを 1 つずつ削除してアップグ
レードしていきます。すべてのクラスタ・メンバーをアップグレードしたら、それらを失効
プールに戻します。例として、リリース 2（9.0.2.x）で実行される 4 つのメンバー

（webche1-host、webche2-host、webche3-host および webche4-host）からなるキャッシュ・
クラスタの前にロード・バランサがある構成の場合を示します。
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このキャッシュ・クラスタをアップグレードする手順は、次のとおりです。

1. ロード・バランサの構成で、失効を担当するプールから webche1-host を削除します。

2. webche1-host をリリース 2（9.0.2.x）から 10g（9.0.4）にアップグレードします。

3. ロード・バランサの構成で、失効を担当するプールから webche2-host を削除します。

4. webche2-host をリリース 2（9.0.2.x）から 10g（9.0.4）にアップグレードします。

5. ロード・バランサの構成で、失効を担当するプールから webche3-host を削除します。

6. webche3-host をリリース 2（9.0.2.x）から 10g（9.0.4）にアップグレードします。

7. webche4-host をリリース 2（9.0.2.x）から 10g（9.0.4）にアップグレードします。これ
はロード・バランサの構成で最後のキャッシュ・メンバーなので、失効プールから削除
する必要がありません。

8. ロード・バランサの構成で、webche1-host、webche2-host および webche3-host を失効
を担当するプールに戻します。

3.8.4 OracleAS Portal 中間層のアップグレードの完了中間層のアップグレードの完了中間層のアップグレードの完了中間層のアップグレードの完了
この項では、OracleAS Upgrade Assistant による処理の終了後に、Portal のアップグレード
の完了に必要な手動による手順の実行方法について説明します。この項では、次の項目につ
いて説明します。

3-41 ページの 3.8.4.1 項「OracleAS Portal での Secure Sockets Layer（SSL）プロトコルの有
効化」

3-42 ページの 3.8.4.2 項「アップグレード後のデータベース・アクセス記述子（DAD）の場
所の確認」

3-42 ページの 3.8.4.3 項「Parallel Page Engine のアップグレード」

3-43 ページの 3.8.4.4 項「Portal Development Kit Services for Java（JPDK）Web プロバイダ
のアップグレード」

3-48 ページの 3.8.4.5 項「mod_plsql のアップグレードの完了」

3-49 ページの 3.8.4.6 項「10g（9.0.4）の Oracle Enterprise Manager 10g Application Server 
Control によるリリース 2（9.0.2）の Portal リポジトリの監視の有効化」

3.8.4.1 OracleAS Portal でのでのでのでの Secure Sockets Layer（（（（SSL）プロトコルの有）プロトコルの有）プロトコルの有）プロトコルの有
効化効化効化効化
 OracleAS Portal で SSL を有効化するには、構成ファイルのプロパティの設定、スクリプト
の実行などの手動による処理が必要です。Portal アプリケーションで SSL を有効化する手順
は、次のとおりです。

1. <destination_MT_OH>¥portal¥conf¥iasconfig.xmlファイルを編集します。
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2. SSL プロパティを次のように変更します。

SSLEnabled="true"

3. <destination_MT_OH>¥portal¥confディレクトリに移動します。

4. 次のコマンドを実行して、OracleAS Portal を構成します。

ptlconfig -dad <DAD name> -site

<DAD name>は、リリース 2（9.0.2）の Oracle ホームが使用する Portal リポジトリを
指し示すデータベース・アクセス記述子（DAD）の名前です。通常は、「portal」です。

スクリプトは iasconfig.xmlファイルを使用して、OracleAS Portal 内の Oracle 
Application Server Web Cache、Oracle Application Server Single Sign-On および Oracle 
Internet Directory の設定を更新します。

3.8.4.2 アップグレード後のデータベース・アクセス記述子（アップグレード後のデータベース・アクセス記述子（アップグレード後のデータベース・アクセス記述子（アップグレード後のデータベース・アクセス記述子（DAD）の場）の場）の場）の場
所の確認所の確認所の確認所の確認
リリース 2（9.0.2）のインスタンスでは、アップグレード先の場所における DAD と同じ場
所の DAD が可能です。この場合、同じインストールの 2 つの DAD が同じ場所であるのは
無効であるため、OracleAS Upgrade Assistant はアップグレード先インスタンスの DAD の
名前を変更します。たとえば、リリース 2（9.0.2）に次の場所の DAD があるとします。

<Location/pls/portal>

10g（9.0.4）インストールに同じ名前があると、10g（9.0.4）の場所は次のように変更されま
す。

例例例例 3-7 名前を変更された名前を変更された名前を変更された名前を変更された DAD

<Location /pls/portal_0>

アップグレード後、すべての DAD が目的のリソースに接続されていることを確認します。

3.8.4.3 Parallel Page Engine のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
ソース Oracle ホームの Portal Parallel Page Engine で初期化引数がカスタマイズされている
場合、OracleAS Upgrade Assistant の処理の終了後、それを手動でアップグレードする必要
があります。

Parallel Page Engine 初期化引数は、次のファイルで定義されています。
<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥portal¥
portal¥WEB-INF¥web.xml

1. ソース Oracle ホームの web.xmlファイルで、カスタマイズされているすべての引数
（ファイルに追加された引数および値を変更されたデフォルト引数）の場所を特定しま
す。
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2. カスタマイズされている引数を <source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥
applications¥portal¥portal¥WEB-INF¥web.xmlから
<destination_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
portal¥portal¥WEB-INF¥web.xmlにコピーします。

3.8.4.3.1 cacheDir パラメータのリセットパラメータのリセットパラメータのリセットパラメータのリセット   web.xmlファイルの cacheDirパラメータによる
デフォルト動作は 10g（9.0.4）の場合と異なるので、アップグレード後にこのパラメータを
手動でリセットする必要があります。10g（9.0.4）では、cacheDirパラメータ値は絶対パ
スです。リリース 2（9.0.2）では、パス値は
<source_MT_OH>¥Apache¥modplsql¥cacheディレクトリに対する相対パスでした。

� cacheDirをデフォルトの場所 <source_MT_OH>¥Apache¥modplsql¥cacheに設定
していた場合、構成を変更しないかぎり 10g（9.0.4）でもこの場所がデフォルトに設定
されるため、cacheDirパラメータ全体を削除できます。

� cacheDirをデフォルト以外の場所に設定していた場合、アップグレード先 Oracle ホー
ムのそのデフォルト以外の場所の絶対パスに手動で設定する必要があります。 

� cacheDirをデフォルトの場所に設定していたが相対パスだった場合、そのパラメータ
を削除してデフォルト（<destination_MT_OH>¥Apache¥modplsql¥cache）を有
効にするか、その相対パスのかわりに絶対パスを指定する必要があります。

3.8.4.4 Portal Development Kit Services for Java（（（（JPDK））））Web プロバイダのプロバイダのプロバイダのプロバイダの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード
ソース Oracle ホームに次の特性のいずれかが当てはまる場合、この項の手順が必要です。

� JPDK Web プロバイダの追加のユーザー・アプリケーションが OC4J_Portal インスタン
スにデプロイされている。

� OracleAS Portal ユーザー・インタフェースを使用してプロバイダ・グループ、プロバイ
ダおよび URL ポートレットが構築されている。

� OC4J_Portal インスタンスの Web プロバイダ・アプリケーションに対して構成変更、カ
スタマイズまたは拡張が行われている。

Portal Development Kit Services for Java（JPDK）Web プロバイダのアップグレード処理に
は、次の手順があります。

1. JPDK Web プロバイダのユーザー・アプリケーションをアップグレード先 Oracle ホーム
にデプロイします。

2. カスタマイズされている設定をソース Oracle ホームで特定します。

注意注意注意注意 : この手順はユーザー・アプリケーションに対してのみ適用されま
す。jpdk、portalToolsなどのアプリケーションは、すでにアップグ
レード先 Oracle ホームにデプロイされています。
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3. カスタマイズをアップグレード先 Oracle ホームに適用します。

4. プロバイダを使用する各 OracleAS Portal インスタンスをプロバイダの新しい URL で更
新します。3-67 ページの 3.12 項の説明に従ってインスタンスを起動した後、3-68 ペー
ジの 3.12.3 項「OracleAS Portal プロバイダ情報の更新」の手順を実行します。

5. イベント / パラメータ受渡しのサンプル・プロバイダを更新します。3-68 ページの 3.12
項の説明に従ってインスタンスを起動した後、3-69 ページの 3.12.4 項「イベント / パラ
メータ受渡しのサンプル・プロバイダの更新」の手順を実行します。

この後の項で、カスタマイズされている領域に関して、各領域のアップグレードの方法およ
びアップグレードされた Web プロバイダの各 Portal への登録の方法を説明します。

3.8.4.4.1 ユーザー作成のプロバイダ、ポートレット、プロバイダ・グループユーザー作成のプロバイダ、ポートレット、プロバイダ・グループユーザー作成のプロバイダ、ポートレット、プロバイダ・グループユーザー作成のプロバイダ、ポートレット、プロバイダ・グループ  追加のプロバ
イダ、ポートレットおよびプロバイダ・グループが、手動または Oracle AS Portal ユー
ザー・インタフェースによって "jpdk" または "portalTools/ providerBuilder" Web アプリ
ケーションに追加されている場合があります。次の手順に従ってこれらのプロバイダおよび
プロバイダ・グループをアップグレードします。

1. アップグレード先 Oracle ホームにはない追加のデプロイ・プロパティ・ファイルのす
べてをソース Oracle ホームで探し、それらをアップグレード先 Oracle ホームにコピー
します。プロパティ・ファイルを見つけるために、次のディレクトリを比較します。

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
jpdk¥jpdk¥WEB-INF¥deployment¥

と

<destination_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
jpdk¥jpdk¥WEB-INF¥deployment¥

および

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥portalTools¥
providerBuilder¥WEB-INF¥deployment¥ 

と

<destination_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
portalTools¥providerBuilder¥WEB-INF¥deployment¥

2. 前述の手順でコピーした各デプロイ・プロパティ・ファイルを開き、定義プロパティを
定義している行を探します。定義プロパティは、XML プロバイダ定義ファイルの場所

（親の WEB-INFディレクトリに対する相対パス）を指定します。このファイルをアップ
グレード先 Oracle ホームの対応する同じ場所にコピーします。

たとえば、次のファイルで

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
jpdk¥jpdk¥WEB-INF¥deployment¥myservice.properties¥ 
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次のように指定されていた場合

definition=providers¥mydir¥provider.xml

次のファイルを

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
jpdk¥jpdk¥WEB-INF¥providers¥mydir¥provider.xml 

次の場所にコピーします。

<destination_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
jpdk¥jpdk¥WEB-INF¥providers¥mydir¥provider.xml

3. URL ポートレットが Portal UI によって追加されている可能性があるポートレット構築
ツール・プロバイダの次の provider.xmlファイルを 

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
jpdk¥jpdk¥WEB-INF¥PORTLETBLDGTOOLS¥provider.xml

次の場所にコピーします。

<destination_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
jpdk¥jpdk¥WEB-INF¥PORTLETBLDGTOOLS¥provider.xml 

4. <source_MT_OH>¥portal¥pdkjava¥providerGroups¥iasProviders.xmlのプ
ロバイダ・グループ・レジストリを開きます。

5. ユーザー作成のすべての providerGroups のエントリ（通常、名前に "oracle" 接頭辞が
ないエントリ）を <destination_MT_OH>¥portal¥pdkjava¥
providerGroups¥iasProviders.xmlに追加します。

たとえば、ユーザー作成のプロバイダ・グループのエントリは次のようになります。

<providerGroup name="my.providergroup" baseLanguage="en">
<displayName language="en" translation="User Provider Group"/>
<provider name="my.providers " baseLanguage="en">
<displayName language="en" translation="User Provider"/>
<timeout>60</timeout>
<timeoutMessage language="en" translation="User Provider Timed Out"/>
<loginFrequency>Once Per Session</loginFrequency>
<httpURL>http://my.machine.com:7777/jpdk/providers</httpURL>
<serviceId>urn:myservice</serviceId>
<httpAppType>PORTAL</httpAppType>
<cookieDomain>my.machine.com:7777</cookieDomain>

</provider>
</providerGroup>
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3.8.4.4.2 デプロイ・プロパティデプロイ・プロパティデプロイ・プロパティデプロイ・プロパティ  デプロイ・プロパティが追加またはデフォルト値から変更
されている場合、それをアップグレード先 Oracle ホームに手動で適用する必要があります。
プロパティの場所は、Web プロバイダ間で異なり、Web プロバイダのサービス識別子に
よって示されます。サービス識別子は、アプリケーション内のプロバイダを識別します。デ
プロイ・プロパティ・ファイルのネーミング規則は、次のとおりです。

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥<application name>¥<web 
application name>¥ WEB-INF¥deployment¥serviceidentifier.properties

たとえば、識別子が sampleである JPDK サンプル Web プロバイダのデプロイ・プロパ
ティは、次のファイルにあります。

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥jpdk¥jpdk 
WEB-INF¥deployment¥sample.properties

1. ソース Oracle ホームで、カスタマイズされているすべてのプロパティ（ファイルに追
加されたプロパティおよび値を変更されたデフォルト・プロパティ）の場所を特定しま
す。

2. カスタマイズされているプロパティをソース Oracle ホームからアップグレード先
Oracle ホームにコピーします。

3.8.4.4.3 JNDI 環境変数環境変数環境変数環境変数  ソース Oracle ホームの JNDI 環境変数が追加またはデフォルト値か
ら変更されている場合、それをアップグレード先 Oracle ホームに手動で適用する必要があ
ります。変数の場所は、Web プロバイダ間で異なります。サンプル JPDK Web プロバイダの
変数は、次のファイルにあります。

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥application-deployments¥
jpdk¥jpdk¥orion-web.xml

1. ソース Oracle ホームで、カスタマイズされているすべての変数（ファイルに追加され
た変数および値を変更されたデフォルト変数）の場所を特定します。

2. カスタマイズされている変数をソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホー
ムにコピーします。

3.8.4.4.4 ファイルベースのポートレット・パーソナライズ・マネージャファイルベースのポートレット・パーソナライズ・マネージャファイルベースのポートレット・パーソナライズ・マネージャファイルベースのポートレット・パーソナライズ・マネージャ  ポートレットを
パーソナライズするために、ファイルベースのパーソナライズ・マネージャがソース Oracle
ホームで使用されている場合があります。ソースとアップグレード先の Oracle ホームで同
じ Portal スキーマを使用する場合のみ、パーソナライズ・データのアップグレードが可能で
す。
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1. パーソナライズ・データをソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに
コピーします。

パーソナライズ・データは、Web プロバイダの定義ファイル provider.xmlと同じ
ディレクトリにトップレベルがあるディレクトリ構造になっています。この場所のすべ
てのサブディレクトリをソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームにコ
ピーします。サンプル JPDK Web プロバイダは、次の場所にあります。

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥jpdk¥jpdk¥ 
WEB-INF¥providers¥sample

3.8.4.4.5 データベース・ベースのポートレット・パーソナライズ・マネージャデータベース・ベースのポートレット・パーソナライズ・マネージャデータベース・ベースのポートレット・パーソナライズ・マネージャデータベース・ベースのポートレット・パーソナライズ・マネージャ  ポートレッ
トをパーソナライズするために、データベース・ベースのパーソナライズ・マネージャが
ソース Oracle ホームで使用されている場合があります。同じ Portal スキーマを使用する場
合のみ、アップグレード後にパーソナライズ・データのアップグレードが可能です。パーソ
ナライズ・データは、Portal スキーマ間でコピーできません。

データベース・ベースのパーソナライズ・マネージャは、パーソナライズ・データを含む
データベース・スキーマに接続するためにデータソースを使用します。このデータソース
は、次のファイルで識別されます。

<source_MT_OH>¥j2ee/OC4J_Portal¥config¥data-sources.xml

1. パーソナライズ・データをソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに
コピーします。

パーソナライズ・データは、次のファイルにあります。

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥config¥data-sources.xml

3.8.4.4.6 oracle.http.configfile プロパティおよびプロパティおよびプロパティおよびプロパティおよび cache.xml のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード  
oracle.http.configfileプロパティがある場合はそれをアップグレードし、次に
cache.xmlファイル（場所は oracle.http.configfileプロパティで指定される）を
アップグレードする必要があります。このプロパティおよびファイルをアップグレードする
手順は、次のとおりです。

1. oracle.http.configfileプロパティをアップグレードします。

プロパティは、次のファイルにあります。

<source_MT_OH>¥j2ee¥properties¥oc4j_portal.properties

または

<source_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xml 

注意注意注意注意 : 格納設定の <rootDirectory>タグを宣言することによって、
パーソナライズ・データの場所を変更できます。パーソナライズ・データ
の場所は、provider.xmlファイルで指定されます。
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� oc4j_portal.propertiesファイルに oracle.http.configfileプロパティ
が含まれている場合、そのファイルをソース Oracle ホームからアップグレード先
Oracle ホームにコピーします。

� opmn.xmlファイルに oracle.http.configfileプロパティが含まれている場
合、その値をソース Oracle ホームの opmn.xmlファイルからアップグレード先
Oracle ホームの opmn.xmlファイルにコピーします。

2. cache.xmlファイルをソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームにコ
ピーします。

3.8.4.4.7 プロバイダプロバイダプロバイダプロバイダ UI セキュリティ設定のアップグレードセキュリティ設定のアップグレードセキュリティ設定のアップグレードセキュリティ設定のアップグレード  セキュリティ設定が追加または
デフォルト値から変更されている場合、それをアップグレード先 Oracle ホームに手動で適
用する必要があります。プロバイダ UI セキュリティ・ファイルは、次の場所にあります。

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥jpdk¥jpdk¥ 
WEB-INF¥deployment_providerui¥provideruiacls.xml 

および

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥portalTools¥
providerBuilder¥WEB-INF¥deployment_providerui¥provideruiacls.xml 

provideruiacls.xmlファイルをアップグレードする手順は、次のとおりです。 

1. ソース Oracle ホームで、変更されているすべてのセキュリティ設定（ファイルに追加
された設定および値を変更されたデフォルト・セキュリティ設定）の場所を特定しま
す。

2. 変更されているセキュリティ設定をソース Oracle ホームのファイルからアップグレー
ド先 Oracle ホームのファイルにコピーします。

3.8.4.5 mod_plsql のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
mod_plsql の構成に関して、<source_MT_OH>¥Apache¥modplsql¥conf¥plsql.conf
でカスタマイズされている設定（デフォルトから変更された値のプロパティ）がある場合、
OracleAS Upgrade Assistant の処理の終了後に、その設定を手動でアップグレードする必要
があります。

1. <source_MT_OH>¥Apache¥modplsql¥conf¥plsql.confでカスタマイズされてい
るすべてのプロパティ値の場所を特定します。

2. カスタマイズされている値を <destination_MT_OH>¥Apache¥modplsql¥
conf¥plsql.confにコピーします。

注意注意注意注意 : 次の手順でアップグレードする cache.xmlファイルの場所は、
oracle.http.configfileプロパティによって指定されます。
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3.8.4.6 10g（（（（9.0.4））））のののの Oracle Enterprise Manager 10g Application Server 
Control によるによるによるによるリリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2））））のののの Portal リポジトリの監視の有効化リポジトリの監視の有効化リポジトリの監視の有効化リポジトリの監視の有効化
Oracle Application Server 中間層がリリース 2（9.0.2）の Oracle9iAS Portal リポジトリを使
用する場合、Application Server Control の監視コンポーネントを使用可能にするためにスク
リプトを実行し、OracleAS Portal のリリースおよび OracleAS Portal Metadata Repository
データベースのリリースと起動時間にアクセスする必要があります。監視コンポーネントが
これらの情報を取得できない場合、パッケージ不明のエラー（WWC_MONITORING）が発生
し、Oracle HTTP Server のログに記録されます。

監視を有効化する手順は、次のとおりです。

1. SQL*Plus で SYSに接続します。

2. スクリプトを次のように実行します。

<destination_MT_OH>¥portal¥admin¥plsql¥wwc¥cfgvr902.sql 
<Oracle9iAS portal schema name> 

スクリプトが成功すると、次のテキストが表示されます。

If there were no errors, run the following grant in SQL*Plus when 
connected to the Portal schema:

grant execute on WWC_MONITORING to PUBLIC

3. SQL*Plus で OracleAS Portal スキーマに接続します。必要な場合は、Oracle Directory 
Manager を使用して、Oracle9iAS Portal スキーマのランダム化されたパスワードを取得
します。次のようにナビゲートします。

a. エントリ管理

b. cn=OracleContext

c. cn=Products

d. cn=IAS

e. cn=Infrastructure Databases

f. OrclReferenceName=Infrastructure Database（例 : iasdb.server.domain.com）

g. OrclResourceName=PORTAL

h. 前述のエントリをクリックします。

i. 右側ペインで orclpasswordattribute 値を探します。これがスキーマのパスワードで
す。

注意注意注意注意 : plsql.confのすべての構成パラメータのデフォルト値は、
『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』の第 8 章に示されています。
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4. 次のコマンドで権限を付与します。

grant execute on WWC_MONITORING to PUBLIC;

3.8.4.7 Portal Tools（（（（OmniPortlet およびおよびおよびおよび Web クリッピング）プロバイダのクリッピング）プロバイダのクリッピング）プロバイダのクリッピング）プロバイダの
リストアリストアリストアリストア
次の 2 つの条件を満たす場合に、この項の手順を実行します。

� Portal Development Kit（PDK）2002 年 11 月（9.0.2.4.0）または PDK 2003 年 7 月
（9.0.2.6.2）の Portal Tools アプリケーションがリリース 2（9.0.2）中間層にインストー
ルされている場合

� Portal Tools アプリケーションを 10g（9.0.4）中間層に移行する場合 

OracleAS Portal 中間層のアップグレード処理によって新しい Portal Tools アプリケーション
がデプロイされるので、古いプロバイダ設定を新しいプロバイダにリストアする必要があり
ます。この項では、そのリストアの方法について説明します。この手順は、使用していたプ
ロバイダがあり、アップグレード処理の前にそれを構成していた場合にのみ必要です。PDK
のリリースを指定しない場合、すべてのリリースに対して手順を実行する必要があります。
OracleAS Portal Tools アプリケーションに含まれるプロバイダは、次のとおりです。

� Web クリッピング・プロバイダ 

� OmniPortlet プロバイダ

3.8.4.7.1 Web クリッピング・プロバイダの設定のリストアクリッピング・プロバイダの設定のリストアクリッピング・プロバイダの設定のリストアクリッピング・プロバイダの設定のリストア  Web クリッピング・プロバイダ
の設定をリストアする手順は、次のとおりです。

1. Web クリッピングでプロキシを使用するように構成されていた場合クリッピングでプロキシを使用するように構成されていた場合クリッピングでプロキシを使用するように構成されていた場合クリッピングでプロキシを使用するように構成されていた場合 : <proxyInfo>タ
グ情報を <source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
portalTools¥webClipping¥WEB-INF¥providers¥webClipping¥
provider.xmlからアップグレード先 Oracle ホームにコピーします。

<proxyInfo>タグは、<provider>タグの子であり、ファイルの
<preferenceStore>...</preferenceStore>タグの後にあります。
<proxyInfo>タグは次の例に示すとおりです。

<proxyInfo class="oracle.portal.provider.v2.ProxyInformation">
<httpProxyHost>www-proxy.mycompany.com</httpProxyHost>
<httpProxyPort>80</httpProxyPort>

</proxyInfo>

2. <repositoryInfo>タグ情報を <source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥
applications¥portalTools¥webClipping¥WEB-INF¥providers¥
webClipping¥provider.xmlからアップグレード先 Oracle ホームにコピーします。
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<repositoryInfo>タグは、<provider>タグの子であり、ファイルの
<preferenceStore>...</preferenceStore>タグの後にあります。
<repositoryInfo>タグは次の例に示すとおりです。

<repositoryInfo class="oracle.portal.wcs.provider.info.DatabaseInformation">
<useRAA>false</useRAA>
<databaseHost>mycompany.dbhost.com</databaseHost>
<databasePort>1521</databasePort>
<databaseSid>iasdb</databaseSid>
<databaseUsername>webclip_user</databaseUsername>
<databasePassword>AX3tR</databasePassword>
<useASO>false</useASO>

</repositoryInfo>

3. PDK 9.0.2.4.0 の場合のみの場合のみの場合のみの場合のみ : 3-67 ページの 3.12 項の説明に従ってインスタンスを起動した
後、3-67 ページの 3.12.1 項「Web クリッピング・プロバイダ・テスト・ページへのアク
セス（PDK 9.0.2.4.0 のみ）」の手順を実行します。

3.8.4.7.2 OmniPortlet プロバイダの設定のリストアプロバイダの設定のリストアプロバイダの設定のリストアプロバイダの設定のリストア  OmniPortlet プロバイダの設定をリストア
する手順は、次のとおりです。

1. PDK 9.0.2.4.0 の場合のみの場合のみの場合のみの場合のみ : <preferenceStore>タグ情報内の <useHashing>タグお
よび値を <source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
portalTools¥omniPortlet¥WEB-INF¥providers¥omniPortlet¥
provider.xmlからアップグレード先 Oracle ホームにコピーします。ソース Oracle
ホームに <useHashing>タグがない場合、アップグレード先 Oracle ホームでも省略し
ます。

<preferenceStore>タグは、<provider>タグの子であり、ファイルの
<session>...</session>タグの後にあります。<preferenceStore>タグは次の
例に示すとおりです。

<preferenceStore 
class="oracle.portal.provider.v2.preference.FilePreferenceStore">

<name>omniPortletprefStore</name>
</preferenceStore>

2. OmniPortlet でプロキシを使用するように構成されていた場合でプロキシを使用するように構成されていた場合でプロキシを使用するように構成されていた場合でプロキシを使用するように構成されていた場合 : <proxyInfo>タグ情
報を <source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥portalTools
¥omniPortlet¥WEB-INF¥providers¥omniPortlet¥provider.xmlからアップグ
レード先 Oracle ホームにコピーします。

<proxyInfo>タグは、<provider>タグの子であり、ファイルの
<preferenceStore>...</preferenceStore>タグの後にあります。
<proxyInfo>タグは次の例に示すとおりです。

<proxyInfo class="oracle.portal.provider.v2.ProxyInformation">
<httpProxyHost>www-proxy.mycompany.com</httpProxyHost>
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<httpProxyPort>80</httpProxyPort>
</proxyInfo>

3. <source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥portalTools¥
omniPortlet¥WEB-INF¥providers¥omniPortlet¥下のすべてのディレクトリを
アップグレード先 Oracle ホームにコピーします。これにより、このプロバイダから
OracleAS Portal で使用しているポートレットに対するカスタマイズがリストアされま
す。

4. アップグレード前に OmniPortlet プロバイダの provider.xmlファイルにポートレッ
ト定義を手動で追加していた場合、それをアップグレード先 Oracle ホームにコピーし
ます。

5. 保護データ・リポジトリを構成します。repositoryInfoタグ情報をソース Web ク
リッピングの provider.xmlファイルからアップグレード先 Web クリッピングの
provider.xmlファイルにコピーしたことを確認します。

6. PDK 9.0.2.4.0 の場合のみの場合のみの場合のみの場合のみ : 3-67 ページの 3.12 項の説明に従ってインスタンスを起動した
後、3-68 ページの 3.12.2 項「OmniPortlet プロバイダ・テスト・ページへのアクセス

（PDK 9.0.2.4.0 のみ）」の手順を実行します。

7. OmniPortlet 保護データ・リポジトリが構成されている保護データ・リポジトリが構成されている保護データ・リポジトリが構成されている保護データ・リポジトリが構成されている PDK 9.0.2.6.2 の場合のみの場合のみの場合のみの場合のみ : 
<vaultId>タグ情報を <source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥
portalTools¥omniPortlet¥WEB-INF¥providers¥omniPortlet¥
provider.xmlからアップグレード先 Oracle ホームにコピーします。

<vaultId>タグは、<provider>タグの子であり、ファイルの <provider>タグの
後にあります。<vaultId>タグは、<vaultId>2</vaultId>のようになります。

3.8.5 Oracle Application Server Discoverer Viewer のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
OracleAS Upgrade Assistant は、Oracle Application Server Discoverer の大部分のアップグ
レード処理を実行します。例外として、Discoverer Viewer の外観をカスタマイズするため
に使用されるスタイル・シートおよび tnsnames.oraファイルのエントリはアップグレー
ドされません。この項では、Oracle Application Server Discoverer のアップグレードを完了
するためのタスクの実行方法について説明します。

3.8.5.1 End User Layer のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Oracle9iAS Discoverer リリース 9.0.2.52 以下からアップグレードする場合、10g（9.0.4）で
Oracle Application Server Discoverer 9.0.4 を使用する前に End User Layer をアップグレー
ドする必要があります。手順については、4-61 ページの 4.6.1 項「Oracle Application Server 
Discoverer End User Layer スキーマのアップグレード」を参照してください。

3.8.5.2 スタイル・シートのアップグレードスタイル・シートのアップグレードスタイル・シートのアップグレードスタイル・シートのアップグレード
リリース 2（9.0.2）インストールでスタイル・シートを変更していて、その変更内容を 10g

（9.0.4）インストールでも有効にする場合、変更内容を 10g（9.0.4）インストールに手動で再
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適用する必要があります。手動でアップグレードする必要があるスタイル・シートは、次の
とおりです。

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_BI_Forms¥ 
applications¥discoverer¥web¥common¥xslにある次のファイル : 

� about.xsl

� add_connection_eul.xsl

� add_connection_main.xsl

� add_connection_responsibility.xsl

� blaf.xsl

� change_password.xsl

� delete_connection.xsl

� discoverer.xsl

� edit_connection_eul.xsl

� edit_connection_main.xsl

� edit_connection_responsibility.xsl

� errors.xsl

� functions.xsl

� gui_components.xsl

� list_of_connections.xsl

� render_table.xsl

� scripts.xsl

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_BI_Forms¥applications¥discoverer¥web¥
viewer_files¥xslにある次のファイル : 

� page_layouts.xsl

� sorting.xsl

� style.xsl

3.8.5.3 tnsnames.ora ファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレード
<source_MT_OH>¥network¥admin¥tnsnames.oraファイルは、Oracle9iAS Discoverer
リリース 2（9.0.2）で作成された Oracle Application Server Discoverer 接続によって参照さ
れるデータベース・インスタンスを定義します。Oracle Application Server Discoverer 10g

（9.0.4）にアップグレードされた接続が機能するためには、同じデータベース・インスタン
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スが <destination_MT_OH>¥network¥admin¥tnsnames.oraファイルにある必要があ
ります。次に示す項を参照してアップグレードしてください。

3.8.6 Oracle Application Server Reports Services のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
OracleAS Upgrade Assistant は、Oracle Application Server Reports Services の大部分のアッ
プグレード処理を実行します。ただし、スクリプト・ファイル <source_MT_OH>¥
bin¥rw*.batおよび構成ファイル <source_MT_OH>¥reports¥ conf¥jdbcpds.conf
は処理されません。これらのファイルをカスタマイズしている場合、そのカスタマイズを
アップグレード先 Oracle ホームの対応するファイルに適用する必要があります。 

さらに、次のオプションの手動での手順も実行します。

� リリース 2（9.0.2）のキャッシュ・ファイルおよびキャッシュ・ディレクトリを保持す
るには、Reports Server キャッシュ・ディレクトリをソース Oracle ホームからアップグ
レード先 Oracle ホームにコピーします。

� 追加の Reports Server インスタンスを Oracle Process Manager and Notification Server
（OPMN）で監視するには、その Reports Server インスタンスを
<destination_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xmlで定義します。

� 追加のReports ServerインスタンスをOracle Enterprise Manager 10g Application Server 
Control で管理するには、その Reports Server インスタンスを
<destination_MT_OH>¥sysman¥emd¥targets.xmlで定義します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、3-61 ページの 3.8.9 項「tnsnames.ora ファイ
ルのアップグレード」を参照してください。

注意注意注意注意 : カスタマイズを適用するには、カスタマイズされたエントリを
ソースのリリース 2（9.0.2）インスタンスからアップグレード先の 10g

（9.0.4）インスタンスにコピーします。これらのファイルは異なるため、
10g（9.0.4）のファイルをリリース 2（9.0.2）のファイルで置き換えない方
が安全です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : インスタンスを定義する方法については、『Oracle 
Application Server Reports Services レポート Web 公開ガイド』の Reports 
Server を Oracle Process Manager and Notification Server および Oracle 
Enterprise Manager で構成する方法に関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : インスタンスを定義する方法については、『Oracle 
Application Server Reports Services レポート Web 公開ガイド』の Reports 
Server を Oracle Process Manager and Notification Server および Oracle 
Enterprise Manager で構成する方法に関する項を参照してください。
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3.8.6.1 Oracle Application Server Reports Services のデプロイを伴うユーのデプロイを伴うユーのデプロイを伴うユーのデプロイを伴うユー
ザー定義のザー定義のザー定義のザー定義の OC4J インスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレード
OracleAS Upgrade Assistant は、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） Business Intelligence and 
Forms 構成を Oracle Application Server 10g（9.0.4） Business Intelligence and Forms 構成に
アップグレードします。デプロイされたレポートが含まれる可能性のある、この構成以外の
OC4J インスタンス、およびそのデプロイされたレポートの実行を有効にするためにインス
タンスに加えられたカスタマイズは検出されません。

したがって、標準の Business Intelligence and Forms OC4J インスタンス以外の OC4J インス
タンスを使用する場合、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）でそれらのインスタンスに対して実
行したデプロイの手順を Oracle Application Server 10g（9.0.4）の同等のインスタンスに適
用する必要があります。

さらに、これらの OC4J インスタンスに対して、
<destination_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xmlの java-options タグに対する次の Java
オプションを追加することによって、Oracle Application Server Reports Services でインスタ
ンスが使用可能になります。

-Xbootclasspath^/p:<destination_MT_OH>¥vbroker4¥lib¥vbjboot.jar

例例例例 3-8 デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの java-options タグタグタグタグ

<data id="java-options" value="-Dhttp.proxyHost=www-proxy.us.oracle.com 
-Dhttp.proxyPort=80"/>

例例例例 3-9 Oracle Application Server Reports Services 用に変更した用に変更した用に変更した用に変更した java-options タグタグタグタグ

<data id="java-options" value="-Dhttp.proxyHost=www-proxy.us.oracle.com 
-Dhttp.proxyPort=80"
-Xbootclasspath^/p:<destination_MT_OH>¥vbroker4¥lib¥vbjboot.jar"/> 

3.8.7 Oracle Application Server Wireless のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
この項では、Oracle Application Server Wireless 中間層のリリース 2（9.0.2）から 10g

（9.0.4）へのアップグレードについて説明します。

3.8.7.1 OracleAS Wireless 通知サービスのアップグレード・スクリプトの通知サービスのアップグレード・スクリプトの通知サービスのアップグレード・スクリプトの通知サービスのアップグレード・スクリプトの
使用使用使用使用
この項では、Application Server Control の Oracle Application Server Wireless 通知エンジン
によって作成された通知をアップグレードする方法について説明します。通知エンジンの
アーキテクチャおよび機能はここでは説明しません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ここで説明する概要、および OracleAS Wireless アプリケー
ションの構成と開発の詳細は、『Oracle Application Server Wireless 開発者
ガイド』を参照してください。
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通知をリリース 2（9.0.2）から 10g（9.0.4）にアップグレードするには、
migrateNotifications.batスクリプトを使用します。スクリプトを実行する手順は、
次のとおりです。

1. <destination_MT_OH>¥wireless¥binに移動します。

2. ORACLE_HOME 環境変数を 10g（9.0.4）の Oracle ホームに設定します。

3. 次のいずれかのコマンドを実行します。

� migrateNotifications.sh -name deprecated master alert name(s) 
-owner owner user name

� migrateNotifications.bat -oid deprecated master alert oid 
-owner owner user name

スクリプトによって次の処理が行われます。

� old master alert name_Newという名前の新規マスター・アラート・サービス
の作成（この処理には、必要に応じてメッセージ・テンプレートの有効なモバイル
XML への変換も含まれます。） 

� フォルダ ¥master¥notificationsの作成（存在しない場合） 

� マスター・サービス old master alert name_MSの作成

� 古いマスター・アラートのメッセージ・テンプレートに基づく新規マスター・ア
ラートと新規マスター・サービスのマッピングの作成

� フォルダ ¥Users Home¥username¥notificationsの作成（存在しない場合）

� すべての関連 9.0.2.x AlertServiceオブジェクトの検出、およびそれらのリンク・
オブジェクトへの変換（この処理で、トップレベル認証がフラット化されてレベル
認証にリンクされる） 

� 変換されたアラート・サービスのすべてのサブスクリプションの変換 

注意注意注意注意 : nameパラメータによって、名前別にアラートをアップグレードで
きます。

oidパラメータによって、オブジェクト ID 別に特定アラートをアップグ
レードできます。

デプリケートされているマスター・アラート名を指定するために、%ワイ
ルドカード文字を使用できます。すべての 9.0.4.x 通知オブジェクト（マス
ター・アラート・サービス、マスター・サービス、リンクなど）は、指定
されたユーザー名によって所有されます。
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次のコマンドは、名前が StockAlert で始まるすべての 9.0.2.x マスター・アラート・サービ
ス（StockAlertNews、StockAlertWarning など）をアップグレードします。すべての新規オ
ブジェクトは、orcladminユーザーによって所有されます。

例例例例 3-10 名前にワイルドカードを使用した名前にワイルドカードを使用した名前にワイルドカードを使用した名前にワイルドカードを使用した Oracle Application Server Wireless Notification 
Service のアップグレード・スクリプトのコマンドのアップグレード・スクリプトのコマンドのアップグレード・スクリプトのコマンドのアップグレード・スクリプトのコマンド

migrateNotifications.bat -name StockAlert% -owner orcladmin

次のコマンドは、StockAlert という名前の 9.0.2.x マスター・アラート・サービスをアップグ
レードし、すべての新規オブジェクトを systemadminユーザーに割り当てます。

例例例例 3-11 特定の名前を指定した特定の名前を指定した特定の名前を指定した特定の名前を指定した Oracle Application Server Wireless Notification Service のアッのアッのアッのアッ
プグレード・スクリプトのコマンドプグレード・スクリプトのコマンドプグレード・スクリプトのコマンドプグレード・スクリプトのコマンド

migrateNotifications.bat -name StockAlert -owner systemadmin

次のコマンドは、オブジェクト ID が 1973 である 9.0.2.x マスター・アラート・サービスを
アップグレードし、すべての新規オブジェクトを systemadminユーザーに割り当てます。

例例例例 3-12 特定のオブジェクト特定のオブジェクト特定のオブジェクト特定のオブジェクト ID を指定したを指定したを指定したを指定した Oracle Application Server Wireless Notification 
Service のアップグレード・スクリプトのコマンドのアップグレード・スクリプトのコマンドのアップグレード・スクリプトのコマンドのアップグレード・スクリプトのコマンド

migrateNotifications.bat -oid 1973 -owner systemadmin

3.8.7.2 Oracle Application Server Wireless リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2））））中間層および中間層および中間層および中間層および
10g（（（（9.0.4））））中間層を組み合せた運用中間層を組み合せた運用中間層を組み合せた運用中間層を組み合せた運用
同じ Infrastructure サービスを使用する Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）中間層およ
び Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）中間層による環境を運用できます。ただ
し、この構成には次に示す制限があります。

� J2ME ダウンロードおよび XHTML/XForms ベース・アプリケーションは、複合環境で
は使用できません。これらの機能は、Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）に
新たに組み込まれていますが、Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）中間層からアク
セスしようとするとエラーが発生します。これらの機能を使用するには、すべての中間
層を Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）にアップグレードする必要があり
ます。

� 通知エンジンは、複合環境では使用できません。かわりにアラート・エンジンを使用し
ます。

� サービス・アクセス・ポイント（サービスレベルのアドレス）は、Oracle Application 
Server Wireless 10g（9.0.4）中間層および Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）中間
層の両方から参照できるように、Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）中間層
で作成する必要があります。
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� Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）では、ユーザー名の大 / 小文字の区別が
サポートされます。ただし、そのためには Oracle Internet Directory を Oracle 
Application Server 10g（9.0.4）にアップグレードする必要があります。

� 10g（9.0.4）の ASK アクセス・ポイントの変更（追加、削除または更新）は、リリース
2（9.0.2）の Enterprise Manager が再起動されるまでリリース 2（9.0.2）の Enterprise 
Manager に反映されません。ASK が変更を取得するために、リリース 2（9.0.2）の
OC4J もバウンスされる必要があります。

� あるリリースのインスタンスでドライバ・アカウント（電子メール・ドライバの電子
メール・アカウントなど）を削除して、異なるリリースのインスタンスに追加した場合

（たとえばリリース 2（9.0.2）から 10g（9.0.4））、メッセージが失われる可能性がありま
す。これを解決するには、アカウントの削除元のインスタンスの OC4J を再起動します。

Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）で導入された通知エンジンによって、
Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）の一部であったアラート・エンジンが置き換えられ
ます。アラート・エンジンは Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）でも使用可能
ですが、将来のリリースの Oracle Application Server Wireless で使用できなくなる可能性が
あるため、すべての中間層を Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）にアップグ
レードした後は、通知エンジンに切り替えることをお薦めします。このタスクを行うのに便
利なアップグレード・スクリプトがあります。詳細は、『Oracle Application Server Wireless
開発者ガイド』を参照してください。Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）のアラート
API は推奨されていないので、かわりに Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）の
API を使用できるようにアプリケーションをアップグレードする必要があります。

3.8.7.3 複合モード環境のサイトレベル・ドライバの構成複合モード環境のサイトレベル・ドライバの構成複合モード環境のサイトレベル・ドライバの構成複合モード環境のサイトレベル・ドライバの構成
複合モード環境では、Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）および Oracle Application 
Server Wireless 10g（9.0.4）に、受信メッセージを受け取るためのトランスポート・ドライ
バが構成されている場合があります。Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）および Oracle 
Application Server Wireless 10g（9.0.4）の 2 つのエントリ・ポイントを、デバイスに対して
同時に使用可能にしないようにする必要があります。ユーザーがリリース 2（9.0.2）インス
タンスにリクエストを発行した場合、その後 3 時間は Oracle Application Server Wireless 
10g（9.0.4）インスタンスのトランスポート・ドライバに定義されているエントリ・ポイン
トに別のリクエストを送信できません。このユーザーは、たとえばこれに違反した場合、後
のエントリ・ポイント宛てのリクエストに対するレスポンスを受信できません。

リリース 2（9.0.2）と 10g（9.0.4）ではドライバ構成が異なるので、Oracle9iAS Wireless リ
リース 2（9.0.2）インスタンスを Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）にアップグ
レードした場合、リクエストが正常に処理されるようにトランスポート・ドライバを管理す
る必要があります。

10g（9.0.4）では、サイトレベル・ドライバを使用可能または使用不可にできます。デフォ
ルトでは使用可能です。使用不可になっているドライバはルーティング・アルゴリズムに
よって認識されないため、メッセージ・システムで使用されません。リリース 2（9.0.2）で
は、すべてのサイトレベル・ドライバがルーティング・アルゴリズムによって認識されま
す。
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リリース 2（9.0.2）インスタンスに 2 つの中間層がある場合、一方の中間層および
Infrastructure を 10g（9.0.4）にアップグレードすると、そのアップグレードされた中間層で
はサイトレベル・ドライバを使用可能または使用不可にできます。ただし、アップグレード
されていない中間層は、すべてのドライバが使用可能であると認識します。そのためこのよ
うな環境では、ドライバを使用不可にするのではなく削除することをお薦めします。

リリース 2（9.0.2）のトランスポート・メカニズムでは、メッセージをルーティングできる
のは 1 つのドライバに対してのみであり、そのドライバに構成されているインスタンスがあ
るかどうかには関係ありません。つまり、インスタンスが構成されていないドライバにメッ
セージがルーティングされた場合、メッセージはどこにも配信されません。そのため、リ
リース 2（9.0.2）および 10g（9.0.4）の複合環境も含め、すべてのリリース 2（9.0.2）環境で
は、インスタンスが構成されていないすべてのドライバを削除することをお薦めします。

3.8.8 Oracle Application Server Forms Services のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
OracleAS Upgrade Assistant は、大部分の Oracle Application Server Forms Services 構成
データをソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに移動します。ただし、
アップグレード後に手動タスクが必要な場合があります。この項では、そのタスクを実行す
る方法について説明します。

3.8.8.1 tnsnames.ora ファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレード
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）がインストールされてから 10g（9.0.4）にアップグレー
ドされるまでの間に、tnsnames.oraファイルに対してエントリの追加または変更が行わ
れている場合があります。その場合、このファイルを手動でアップグレードして、追加また
は変更されているすべてのエントリが 10g（9.0.4）で使用できるようにする必要があります。

アップグレード後にエラーが発生した場合、tnsnames.oraファイルが別のコンポーネン
トのアップグレードによって上書きされた可能性があります。不明または不正なエントリが
ある場合のエラー・メッセージは、次のとおりです。

ORA-12154: TNS: サービス名を解決できませんでした。

注意注意注意注意 : アップグレード後、default.envファイルには、デフォルトの
Oracle Application Server Forms Services 環境変数およびユーザー定義の
環境変数が含まれます。Upgrade Assistant は、すべてのユーザー定義の
環境変数をアップグレード先 Oracle ホームの default.envファイルに
アップグレードします。ソース Oracle ホームの default.envファイル
のデフォルト変数に対するユーザーによるすべての変更が抽出され、イン
ストーラによってアップグレード先 Oracle ホームの default.envファ
イルに設定されたデフォルトの環境変数値に追加されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : このファイルをアップグレードする手順については、3-61
ページの 3.8.9 項「tnsnames.ora ファイルのアップグレード」を参照して
ください。
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3.8.8.2 Forms のののの *.fmx ファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレード
これらのファイルをソース Oracle ホーム内にデプロイしていた場合、それをアップグレー
ド先 Oracle ホームの同じ場所に手動でコピーする必要があります。*.fmxファイルがファ
イル・システム上の Oracle ホームにない場合は何もする必要はありません。
FORMS90_PATHが OracleAS Upgrade Assistant によってアップグレードされ、アップグ
レード後に有効になります。

3.8.8.3 Oracle Application Server Forms Services サーブレットのユーザー定サーブレットのユーザー定サーブレットのユーザー定サーブレットのユーザー定
義の別名のアップグレード義の別名のアップグレード義の別名のアップグレード義の別名のアップグレード
次の場所に OracleAS Forms Services サーブレットの別名を定義した場合、

<source_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_BI_FORMS¥applications¥forms90app
¥forms90web¥WEB-INF¥web.xml

次の場所にそのエントリを手動でコピーする必要があります。

<destination_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_BI_FORMS¥applications¥forms90app
¥forms90web¥WEB-INF¥web.xml 

3.8.8.4 ユーザー定義ユーザー定義ユーザー定義ユーザー定義 OC4J インスタンスにデプロイされたインスタンスにデプロイされたインスタンスにデプロイされたインスタンスにデプロイされた
forms90app.ear のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
forms90app.earファイルは、デフォルトで OC4J_BI_Forms OC4J インスタンスにデプロ
イされます。Upgrade Assistant は、すべてのユーザー定義 OC4J インスタンスおよびそのイ
ンスタンスにデプロイされたアプリケーションをアップグレード先 Oracle ホームにアップ
グレードすることに注意してください。

したがって、ソース Oracle ホームでユーザー定義 OC4J インスタンスのいずれかに
forms90app.earファイルをデプロイしている場合、Upgrade Assistant はこのデプロイを
アップグレード先 Oracle ホームの対応する OC4J インスタンスにアップグレードします。

その結果、ソース Oracle ホームのリリース 2（9.0.2）の forms90app.earファイルがアッ
プグレード先 Oracle ホームにデプロイされます。そのため、正常に機能するためには 10g

（9.0.4）EAR ファイルを必要とする OracleAS Forms Services 10g（9.0.4）の構成は不正にな
ります。

これを回避するには、アップグレード先 Oracle ホームのアップグレードされた OC4J インス
タンスから forms90app.earファイルをアンデプロイし、forms90app.earをアップグ
レード先 Oracle ホームにデプロイしなおす必要があります。

Oracle Application Server Forms Services 10g（9.0.4）の forms90app.earファイルの場所
は、<destination_MT_OH>¥forms90¥j2eeです。
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3.8.8.5 Oracle Application Server Forms Services Oracle Application Server 
Single Sign-On およびおよびおよびおよび Oracle Internet Directory の構成の有効化の構成の有効化の構成の有効化の構成の有効化
Oracle Application Server Forms Services 用の Oracle Application Server Single Sign-On お
よび Oracle Internet Directory の構成は、デフォルトでは無効になります。この構成がリ
リース 2（9.0.2）で有効であっても、OracleAS Upgrade Assistant は 10g（9.0.4）でそれを
自動的に有効にしません。

この構成を有効にするには、次のファイルの ssoModeエントリ値を trueに設定します。

<destination_MT_OH>¥forms90¥server¥formsweb.cfg

リリース 2（9.0.2）では、Single Sign-On を使用して Oracle9iAS Forms Services を実行する
場合に、forms90.confファイルでサーブレット別名を設定できませんでした。10g

（9.0.4）では、formsweb.cfgファイルでアプリケーションごとに Single Sign-On を構成で
きます。すべてのアプリケーションに対して Single Sign-On を構成するには、このファイル
のデフォルト・セクションの ssoMode エントリ値を true に設定します。特定のアプリケー
ションに対して Single Sign-On を構成するには、このファイルの該当するアプリケーション
のセクションでエントリ値を true に設定します。

3.8.9 tnsnames.ora ファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレード
<source_MT_OH>¥network¥admin¥tnsnames.oraファイルには、様々なデータベース
の接続情報が含まれます。このファイルは、Oracle Application Server コンポーネント間で
共有されます。

このファイルを調べて、10g（9.0.4）インストールのコンポーネントの動作に必要になるが、
<destination_MT_OH>¥network¥admin¥tnsnames.oraファイルに存在しないエント
リがあるかどうかを確認する必要があります。たとえば、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）イ
ンストールで、追加データベースにアクセスするためにエントリが追加されている場合や
Infrastructure サービス・リポジトリの一部が変更されている場合などがあります。

新しいエントリまたは変更されたエントリがある場合のアップグレードでは、個々のエント
リを追加するか、ファイル全体をコピーする必要があります。

3.8.9.1 新規エントリおよび変更されたエントリの新規エントリおよび変更されたエントリの新規エントリおよび変更されたエントリの新規エントリおよび変更されたエントリの 10g（（（（9.0.4））））のののの
tnsnames.ora ファイルへの追加ファイルへの追加ファイルへの追加ファイルへの追加
すべての新規エントリおよび変更されたエントリを <destination_MT_OH>¥network¥ 
admin¥tnsnames.oraファイルにコピーします。

3.8.9.2 Oracle9iAS リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2））））のののの tnsnames.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの 10g
（（（（9.0.4））））インストールへのコピーインストールへのコピーインストールへのコピーインストールへのコピー
ファイル全体をコピーしても他のコンポーネントによって追加または変更されたエントリが
削除されないことを確認してから、tnsnames.oraファイル全体をソースからアップグ
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レード先 Oracle ホームにコピーし、10g（9.0.4）で導入された
EXTPROC_CONNECTION_DATA.US.ORACLE.COMエントリをリストアします。

ファイル全体のコピーによってアップグレードする手順は、次のとおりです。

1. <source_MT_OH>¥network¥admin¥tnsnames.oraおよび
<destination_MT_OH>¥network¥admin¥tnsnames.oraのバックアップを作成し
ます。

2. tnsnames.oraファイル全体をソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホー
ムにコピーします。

3. 手順 1 で作成した 10g（9.0.4）のバックアップ・ファイルの
EXTPROC_CONNECTION_DATA.US.ORACLE.COMエントリ（データベースの外部プロ
シージャの実行に使用）を Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）ファイルにコピーします。

3.9 Oracle Application Server InterConnect のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
この項では、Oracle9iAS InterConnect のアップグレードの方法について説明します。

Oracle Application Server InterConnect は Oracle Application Server CD-ROM で配布されな
いため、インストールされていない場合があります。この項では、アップグレードの最初の
手順としてインストールについて説明します。各アダプタのインストール手順は、Oracle 
Application Server ドキュメント・ライブラリの Oracle Application Server InterConnect の
マニュアルを参照してください。

Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）のトポロジでは、Oracle Application Server InterConnect の
各コンポーネントは、Infrastructure または中間層の Oracle ホーム、あるいは別の Oracle
ホームにあります。10g（9.0.4）では、これらコンポーネントは、Infrastructure または中間
層の Oracle ホームにはありません。別の Oracle ホームにインストールする必要があります。

アップグレード処理には、次のタスクがあります。

3-62 ページの 3.9.1 項「Hub コンポーネント、アダプタおよび Development Kit のインス
トールとアップグレード」

3-63 ページの 3.9.2 項「メタデータのアップグレード」

3-63 ページの 3.9.3 項「Management のアップグレード」

3-64 ページの 3.9.4 項「Oracle Workflow のアップグレード」

3.9.1 Hub コンポーネント、アダプタおよびコンポーネント、アダプタおよびコンポーネント、アダプタおよびコンポーネント、アダプタおよび Development Kit のインストールのインストールのインストールのインストール
とアップグレードとアップグレードとアップグレードとアップグレード

Oracle Application Server InterConnect の各コンポーネントのインストール手順に従って、
Hub、Adapters および Development Kit をインストールします。インストール手順で指定
する情報は、リリース 2（9.0.2）のコンポーネントの構成を反映してください。アーキテク
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チャを変更しない場合、10g（9.0.4）インストールに示されるアーキテクチャがリリース 2
（9.0.2）のアーキテクチャと同じであることを確認します。

3.9.2 メタデータのアップグレードメタデータのアップグレードメタデータのアップグレードメタデータのアップグレード
メタデータをアップグレードする手順は、次のとおりです。

1. 最新のリリース 2（9.0.2）の Oracle Application Server InterConnect パッチ・セットを
インストールします。

2. リリース 2（9.0.2）インストールで提供される oaiexportスクリプトを実行します。
次のコマンドで、リポジトリ名、ファイル名、システム・パスワードおよび接続文字列
の値を指定します。

<source_InterConnect_OH>¥oai¥9.0.2¥repository¥oaiexport <file 
name> system¥<system password> <connect string>

カレント・ディレクトリのファイルにメタデータがエクスポートされます。

3. 10g（9.0.4）インストールで提供される oaiimportスクリプトを実行します。次のコ
マンドで、リポジトリ名、ファイル名、インポート元ユーザー（インポートするメタ
データを所有するユーザーのユーザー ID）、システム・パスワード、oaihub904 スキー
マ・パスワードおよび接続文字列の値を指定します。

<destination_InterConnect_OH>¥oai¥9.0.4¥repository¥oaiimport 
<file name> <from user> system¥<system password> <oaihub904 
schema password> <connect string>

10g（9.0.4）の Hub データベースにファイルがインポートされます。

4. Hub スキーマで次のコマンドを実行して、Hub スキーマ・データベースに表を作成し
ます。

CREATE TABLE emdcomments (
  emdid NUMBER(10) CONSTRAINT fk_emdcomments_emdid 
    REFERENCES emd(id) ON DELETE CASCADE 
    CONSTRAINT nn_emdcomments_emdid NOT NULL,
  name VARCHAR2(4000) CONSTRAINT nn_emdcomments_name NOT NULL,
  comments  LONG);

3.9.3 Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
10g（9.0.4）の Oracle Application Server InterConnect のインストール・マニュアルの指示
に従います。Oracle Application Server InterConnect Management のアーキテクチャは、リ
リース 2（9.0.2）から大幅に変更されました。Oracle Application Server InterConnect コン
ポーネントの管理に、アップグレードされた Oracle Enterprise Manager 10g Application 
Server Control は使用できません。詳細は、『Oracle Application Server InterConnect インス
トレーション・ガイド』を参照してください。 
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3.9.4 Oracle Workflow のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
10g（9.0.4）インストールで、スタンドアロンの Workflow スキーマを使用する場合は、

『Oracle Application Server InterConnect インストレーション・ガイド』に示すインストール
手順に従って、10g（9.0.4） InterConnect Hub データベースに Workflow スキーマをインス
トールします。その後、次の手順に従って、Oracle Workflow メタデータを移行します。

1. Oracle Workflow を 10g（9.0.4）でインストールします。インストール前後の手順は
『Oracle Application Server InterConnect インストレーション・ガイド』を参照してくだ
さい。 

インストールによって、データベースの Oracle Workflow サーバーのリリースが更新さ
れます。詳細は、『Oracle Application Server InterConnect インストレーション・ガイ
ド』を参照してください。

2. 『Oracle Workflow 管理者ガイド』の「Oracle Workflow の設定」の説明に従って、10g
（9.0.4）インストールに対して Workflow のすべての設定の手順を実行します。特に、
次の点に注意してください。

� Workflow のグローバル設定を適切に設定します。

� Oracle Workflow のディレクトリ・サービスを設定します。

� Application Server Control の Workflow Manager コンポーネントを使用して、
Workflow Notification Mailer を構成します。

3. カスタマイズされているファイルをソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle
ホームにコピーします。カスタマイズされている可能性のあるファイルは、次のとおり
です。

� Workflow 処理の定義ファイル（<destination_MT_OH>¥wf¥res¥langにある
.wftファイル）

� ビジネス・イベント・システムの定義ファイル
（<destination_MT_OH>¥wf¥res¥langにある .wfxファイル）

� SQL スクリプト（<destination_MT_OH>¥wf¥sqlにある .sqlファイル）

� カスタム・ヘルプ・ファイル（<destination_MT_OH>¥wf¥doc¥lang¥wfcust
にある .htmファイルまたは <destination_MT_OH>¥wf¥res¥langにある
.hlpファイル）

注意注意注意注意 : 10g（9.0.4）インストールで、OracleAS Metadata Repository 
Workflow スキーマを使用する場合は、4.4.9 項「Oracle Workflow スキー
マのアップグレード」に示すインストール手順に従って、ご使用の
Workflow スキーマをアップグレードしてください。
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3.10 アップグレード後のポート値とアップグレード後のポート値とアップグレード後のポート値とアップグレード後のポート値と portlist.ini ファイルファイルファイルファイル
中間層の Oracle Application Server 10g（9.0.4）へのアップグレード後、アップグレードさ
れたインスタンスは、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）インスタンスが使用していたのと同じ
ポートを使用します。そのため、ポートの競合によって、アップグレード後にソースおよび
アップグレード先の中間層インスタンスを同時に起動できません。

<destination_MT_OH>¥install¥portlist.iniファイルは、アップグレードされた
ポート設定を反映せず、アップグレード前にインストーラによって割り当てられたポート値
のままです。表 3-6 に、Oracle HTTP Server、Oracle Enterprise Manager 10g Application 
Server Control および Oracle Application Server Web Cache のアップグレード前後の値を示
します。

3.11 Application Server クラスタのアップグレードクラスタのアップグレードクラスタのアップグレードクラスタのアップグレード
Appliation Server クラスタは、2 段階の処理でアップグレードします。最初に、クラスタの
いずれかのインスタンスの構成を、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホー
ム（新たにインストールされた 10g（9.0.4）中間層）にアップグレードします。次に、新し
いアップグレード先 Oracle ホームで追加インスタンスをインストールおよびクラスタリン
グして、クラスタを再構成します。

Application Server クラスタをアップグレードする手順は、次のとおりです。

1. 次のコマンドを実行して、アップグレードするインスタンスのインスタンス名を決めま
す。

<source_MT_OH>¥dcm¥bin¥dcmctl listinstances

表表表表 3-6 アップグレード前後のポート値アップグレード前後のポート値アップグレード前後のポート値アップグレード前後のポート値

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント
ソースソースソースソース Oracle ホーホーホーホー
ムのポートムのポートムのポートムのポート

インストーラによって割り当てらインストーラによって割り当てらインストーラによって割り当てらインストーラによって割り当てら
れたアップグレード先れたアップグレード先れたアップグレード先れたアップグレード先 Oracle
ホームのポート値、およびホームのポート値、およびホームのポート値、およびホームのポート値、および
portlist.ini ファイルのポート値ファイルのポート値ファイルのポート値ファイルのポート値

アップグレード後アップグレード後アップグレード後アップグレード後
のポート値のポート値のポート値のポート値

Oracle HTTP 
Server

ポート : 7777

リスニング : 7778

ポート : 7783

リスニング : 7784

ポート : 7777

リスニング : 7778

Oracle Enterprise 
Manager 10g 
Application 
Server Control

1810 1812 1812

Oracle 
Application 
Server Web Cache

管理 : 4000

失効 : 4001

統計 : 4002

管理 : 4003

失効 : 4004

統計 : 4005

管理 : 4000

失効 : 4001

統計 : 4002
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2. 次のコマンドで、ソース・インスタンスのすべてのプロセスを停止します。

<source_MT_OH>¥dcm¥bin¥dcmctl shutdown

3. 次のコマンドで、アップグレード先インスタンスのすべてのプロセスを停止します。

<destination_MT_OH>¥dcm¥bin¥dcmctl shutdown

4. 3-9 ページの 3.5 項「OracleAS Upgrade Assistant の使用方法」の指示に従います。

5. 3-28 ページの 3.8 項「アップグレードの完了」を参照して、アップグレードした構成に
当てはまる項の指示に従います。

6. 次のコマンドで Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control を起動しま
す。

<destination_MT_OH>¥bin¥emctl start iasconsole

7. Oracle Application Server インスタンスのホームページが表示されます 

8. 3-67 ページの 3.12 項「アップグレードされた中間層インスタンスの起動」の指示に従っ
て、アップグレードされたインスタンスを起動します。

9. 次のコマンドでクラスタを作成します。

<destination_MT_OH>¥dcm¥bin¥dcmctl createcluster <name of 
cluster>

10. 次のコマンドで、アップグレードされたインスタンスをそのクラスタに参加させます。

<destination_MT_OH>¥dcm¥bin¥dcmctl joincluster -cl <name of 
cluster> 

11. 次のコマンドで、その他の各インスタンスをそのクラスタに参加させます。

<destination_MT_OH>¥dcm¥bin¥dcmctl joincluster -cl <name of 
cluster> 

12. アップグレードされた構成でリクエストのルーティングに mod_oc4j.confを使用する
場合、次のように実行します。

a. インスタンスのいずれかで <destination_MT_OH>¥Apache¥Apache¥conf¥
mod_oc4j.confファイルを表示し、Oc4jMountディレクティブのインスタンス
名およびクラスタ名をメモします。

b. インスタンス名をアップグレードされたインスタンスのインスタンス名に変更しま
す（クラスタ名も必要に応じて変更します）。

c. 新しいクラスタの各インスタンスで、Oc4jMountディレクティブを
mod_oc4.confファイルにコピーします。

d. Oc4jMountディレクティブの URL パターンに一致するリクエストが正しいインス
タンスにルーティングされることを確認します。
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3.12 アップグレードされた中間層インスタンスの起動アップグレードされた中間層インスタンスの起動アップグレードされた中間層インスタンスの起動アップグレードされた中間層インスタンスの起動
OracleAS Upgrade Assistant の処理が終了し、該当するすべての手動アップグレード・タス
クを完了したら、アップグレードされた中間層インスタンスを起動します。中間層インスタ
ンスが Infrastructure を使用する場合、Infrastructure が実行されていることを確認します。

（OracleAS Upgrade Assistant では Infrastructure が実行されている必要があります。すでに
実行されているはずですが、実行されていない場合は 3-11 ページの 3.5.2 項「Infrastructure
の起動」の指示に従ってください。） 

インスタンスを起動する前に、ソース Oracle ホームのすべてのサービスの起動タイプを
「手動」「手動」「手動」「手動」に設定します。詳細およびこの設定が必要な理由については、3.14.1 項「Windows
コンポーネント・サービスの起動タイプの変更」を参照してください。

中間層インスタンスを起動する手順は、次のとおりです。

1. 次のコマンドを実行して、Application Server コンポーネントを起動します。

<destination_MT_OH>¥opmn¥bin¥opmnctl startall

Oracle Process Manager and Notification およびそれが管理するすべてのプロセス
（Distributed Configuration Management、Oracle HTTP Server、OC4J インスタンス、

OracleAS Web Cache、Oracle Application Server Forms Services および Oracle 
Application Server Reports Services）が開始されます。

2. 次のコマンドを実行して、Application Server Control を起動します。

<destination_MT_OH>¥bin¥emctl start iasconsole

3.12.1 Web クリッピング・プロバイダ・テスト・ページへのアクセスクリッピング・プロバイダ・テスト・ページへのアクセスクリッピング・プロバイダ・テスト・ページへのアクセスクリッピング・プロバイダ・テスト・ページへのアクセス
（（（（PDK 9.0.2.4.0 のみ）のみ）のみ）のみ）

3-50 ページの 3.8.4.7 項「Portal Tools（OmniPortlet および Web クリッピング）プロバイダ
のリストア」の説明に従って Web クリッピング・プロバイダをリストアした場合、次の手
順に従って Web クリッピング・プロバイダ・テスト・ページにアクセスします。

1. 次の URL にアクセスします。

http://<host>:<port>/portalTools/webClipping/providers/webClipping

<host>および <port>は、OracleAS Portal 中間層のホスト名およびポートです。

Web クリッピング・プロバイダ・テスト・ページが表示されます。以前 PDK 9.0.2.4.0
インストールで使用していたものと同じデータベースをリポジトリ・ターゲットに指定
した場合、リポジトリのアップグレードも必要です。この場合、Web クリッピング・プ
ロバイダ・テスト・ページに「アップグレード（「アップグレード（「アップグレード（「アップグレード（9.0.2.4.0 から）」から）」から）」から）」リンクが表示され、こ
れをクリックすることによって新しい表のインストールおよび既存のクリッピング定義
の最新リリースへの移行が実行されます。
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2. 「アップグレード（「アップグレード（「アップグレード（「アップグレード（9.0.2.4.0 から）」から）」から）」から）」リンクをクリックします。

Web クリッピング・リポジトリをホスティングするデータベース・スキーマに表が追加
され、すべての定義がアップグレードされます。

3.12.2 OmniPortlet プロバイダ・テスト・ページへのアクセス（プロバイダ・テスト・ページへのアクセス（プロバイダ・テスト・ページへのアクセス（プロバイダ・テスト・ページへのアクセス（PDK 9.0.2.4.0 のみ）のみ）のみ）のみ）
3-51 ページの 3.8.4.7.2 項「OmniPortlet プロバイダの設定のリストア」の説明に従って
OmniPortlet プロバイダをリストアした場合、次の手順に従って OmniPortlet プロバイダ・
テスト・ページにアクセスします。

1. 次の URL にアクセスします。

http://<host>:<port>/portalTools/omniPortlet/providers/omniPortlet

<host>および <port>は、OracleAS Portal 中間層のホスト名およびポートです。

OmniPortlet プロバイダ・テスト・ページが表示されます。

2. 保護データ・リポジトリのステータスの隣の「編集」「編集」「編集」「編集」リンクをクリックします。プロバ
イダの編集 : Web クリッピング・ページの「リポジトリ設定」セクションに、Web ク
リッピング・リポジトリのデータベース接続情報が示されます。

3. 「「「「OK」」」」をクリックして設定を保存します。

OmniPortlet の provider.xmlファイルが、保護データをリポジトリに保存するため
の正しい <vaultId>タグで更新されます。

3.12.3 OracleAS Portal プロバイダ情報の更新プロバイダ情報の更新プロバイダ情報の更新プロバイダ情報の更新
Portal インスタンスは、URL によって Web プロバイダにアクセスします。この URL を指定
する処理は、プロバイダ登録といいます。アップグレード先 Oracle ホームにソース Oracle
ホームと異なるホスト名またはポート番号（あるいはその両方）を使用してアクセスする場
合、または Web プロバイダが異なる URL パスにデプロイされている場合、更新された Web
プロバイダにアクセスするために使用される URL を更新する必要があります。Web プロバ
イダは複数の Portal インスタンスによって参照可能であるため、それらのすべての URL を
更新する必要があります。

Web プロバイダの URL を更新する手順は、次のとおりです。

1. 管理者として OracleAS Portal にログオンします。

注意注意注意注意 : このアップグレードを実行すると、Web クリッピング・リポジト
リに格納されているクリッピング定義は PDK 9.0.2.4.0 で機能しなくなり
ます。
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2. 「ナビゲータ」「ナビゲータ」「ナビゲータ」「ナビゲータ」リンクをクリックします。

「「「「Portal ナビゲータ」ナビゲータ」ナビゲータ」ナビゲータ」ページが表示されます。

3. 「プロバイダ」「プロバイダ」「プロバイダ」「プロバイダ」タブをクリックします。

4. 「登録されたプロバイダ」「登録されたプロバイダ」「登録されたプロバイダ」「登録されたプロバイダ」をクリックします。

登録されたプロバイダのソートされたリストが表示されます。

5. 必要に応じて「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」または「前」「前」「前」「前」リンクを使用して、更新するプロバイダを探しま
す。

6. 更新するプロバイダの「登録の編集」「登録の編集」「登録の編集」「登録の編集」リンクをクリックします。

「プロバイダの編集」「プロバイダの編集」「プロバイダの編集」「プロバイダの編集」ページが表示されます。

7. 「接続」「接続」「接続」「接続」タブをクリックします。

8. URL を更新してプロバイダの新しい場所を反映します。

9. 「「「「OK」」」」または「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックして変更内容を保存します。

3.12.4 イベントイベントイベントイベント / パラメータ受渡しのサンプル・プロバイダの更新パラメータ受渡しのサンプル・プロバイダの更新パラメータ受渡しのサンプル・プロバイダの更新パラメータ受渡しのサンプル・プロバイダの更新
イベント / パラメータ受渡しのサンプル・プロバイダの定義は、リリース 2（9.0.2）以上で
変更されています。したがって、OracleAS Portal リポジトリでプロバイダを更新する必要
があります。プロバイダを参照する OracleAS Portal インスタンスごとに、次の手順を繰り
返します。

Web プロバイダの URL を更新する手順は、次のとおりです。

1. 管理者として OracleAS Portal にログオンします。

2. 「ナビゲータ」「ナビゲータ」「ナビゲータ」「ナビゲータ」リンクをクリックします。

「「「「Portal ナビゲータ」ナビゲータ」ナビゲータ」ナビゲータ」ページが表示されます。

3. 「プロバイダ」「プロバイダ」「プロバイダ」「プロバイダ」タブをクリックします。

4. 「登録されたプロバイダ」「登録されたプロバイダ」「登録されたプロバイダ」「登録されたプロバイダ」をクリックします。

登録されたプロバイダのソートされたリストが表示されます。

5. 必要に応じて「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」または「前」「前」「前」「前」リンクを使用して、該当のイベント / パラメータ受
渡しのプロバイダを探します。

6. 該当のイベント / パラメータ受渡しのプロバイダの「更新」「更新」「更新」「更新」リンクをクリックします。
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3.12.5 Oracle Call Interface のコンポーネント・エラーの解決のコンポーネント・エラーの解決のコンポーネント・エラーの解決のコンポーネント・エラーの解決
アップグレードに成功したが、Oracle Call Interface を使用するコンポーネントが正常に機能
しない場合、tnsnames.oraファイルがアップグレードされていないか、アップグレード
が不適切であった可能性があります。3-51 ページの 3.8.9 項「tnsnames.ora ファイルのアッ
プグレード」の手順およびアップグレード方針を確認し、Oracle Call Interface を使用するコ
ンポーネントに関する必要なエントリがすべてこのファイルに含まれているかどうかを調べ
ます。

3.13 中間層のアップグレードの検証中間層のアップグレードの検証中間層のアップグレードの検証中間層のアップグレードの検証
この項では、中間層のアップグレード後にアップグレードが正常に行われたことを検証する
ために実行するタスクについて説明します。

3.13.1 中間層コンポーネントの動作の確認中間層コンポーネントの動作の確認中間層コンポーネントの動作の確認中間層コンポーネントの動作の確認
次の手順に従って、アップグレードされた中間層コンポーネントが起動することを確認しま
す。

1. ブラウザで、10g（9.0.4）中間層の Oracle ホームの Oracle Enterprise Manager 10g 
Application Server Control の URL を入力してアクセスします。正確なホスト名および
ポート番号を入力してください。たとえば、次に示すとおりです。

http://midtierhost.mycompany.com:1812 

「Oracle Enterprise Manager」ページが表示されます。「スタンドアロン・インスタン「スタンドアロン・インスタン「スタンドアロン・インスタン「スタンドアロン・インスタン
ス」ス」ス」ス」セクションに中間層インスタンスのリンクが表示されます。

2. そのリンクをクリックします。

「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」ページが表示されます。

3. コンポーネントが実行されていることを確認します。

4. 使用しているコンポーネントの構成情報が 10g（9.0.4）の Oracle ホームに反映されてい
ることを確認します。

3.13.2 重要な重要な重要な重要な URL のチェックのチェックのチェックのチェック
次の手順に従って、Oracle HTTP Server およびアプリケーションの URL にアクセスできる
ことを確認します。

1. 前のリリースでアクセスしていた同じホストおよびポートの Oracle HTTP Server にア
クセスできることを URL を入力して確認します。正確なホスト名およびポート番号を
入力してください。たとえば、次に示すとおりです。

http://midtierhost.mycompany.com:7777 
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2. 前のリリースで運用していたアプリケーションの URL にアクセスできることを確認し
ます。さらに、そのアプリケーションが前のリリースと同じように機能することを確認
します。

3.14 アップグレード後のソースアップグレード後のソースアップグレード後のソースアップグレード後のソース Oracle ホームに関する考慮事項ホームに関する考慮事項ホームに関する考慮事項ホームに関する考慮事項
アップグレード処理では、ソース Oracle ホームは変更されずに残されます。現在のインス
トール・タイプおよび将来の必要性に応じて、それぞれの理由でソース Oracle ホームの削
除または保持を選択できます。この項では、ソース Oracle ホームの廃棄、ソース Oracle
ホームを保持する理由、および再利用するためにソース Oracle ホームを元に戻す手順につ
いて説明します。

3.14.1 Windows コンポーネント・サービスの起動タイプの変更コンポーネント・サービスの起動タイプの変更コンポーネント・サービスの起動タイプの変更コンポーネント・サービスの起動タイプの変更
アップグレード後にソース Oracle ホームを使用しない場合、ソース Oracle ホームの各
Windows サービスの「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」を「手動」「手動」「手動」「手動」に設定する必要があります。

この設定は、ソースおよびアップグレード先の Oracle ホーム間でのポート競合を回避する
ために、システムを再起動する前に各サービスで行う必要があります。ポート競合が発生す
ると、一部のサービスは起動されず、一部のコンポーネントが使用できなくなります。

スタートアップの種類を変更する手順は、次のとおりです。

1. 「コンポーネント「コンポーネント「コンポーネント「コンポーネント サービス」サービス」サービス」サービス」ウィンドウに移動します。

2. 左側のペインの「サービス「サービス「サービス「サービス ( ローカルローカルローカルローカル )」」」」をクリックします。

3. 右側のペインで変更するサービスを右クリックします。

メニューが開きます。

4. メニューから「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択します。アプリケーションのプロパティアプリケーションのプロパティアプリケーションのプロパティアプリケーションのプロパティ・ウィンド
ウが開きます。

5. 「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」ドロップダウン・リストから「手動」「手動」「手動」「手動」を選択し、「「「「OK」」」」をク
リックします。

6. 各サービスで手順 3、4 および 5 を繰り返します。

注意注意注意注意 : 特定のコンポーネントにはアップグレード後も同じポート値が設
定されるので、保持した場合のソース Oracle ホームはアップグレード先
Oracle ホームと同時に運用できません。3-65 ページの 3.10 項「アップグ
レード後のポート値と portlist.ini ファイル」を参照してください。
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3.14.2 ソースソースソースソース Oracle ホームの廃棄ホームの廃棄ホームの廃棄ホームの廃棄
アップグレードが成功して必要なバックアップをすべて行い、ソース Oracle ホームに戻す
予定がないことを確認したら、ソース Oracle ホームからファイルを削除できます。インス
タンスの削除には Oracle Universal Installer を使用します。

同じコンピュータに 10g（9.0.4）インスタンスもある場合に、リリース 2（9.0.2）または
（9.0.3）インスタンスを削除するにはパッチが必要です。さらに、この場合の削除は構成に
関する問題に該当することもあります。

3.14.2.1 アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存
アップグレード先 Oracle ホームによって参照または使用されるソース Oracle ホームのアプ
リケーション・ファイルまたはログ・ファイルがある場合、ソース Oracle ホームを廃棄す
る前にそれらを別の場所に移し、アップグレード先 Oracle ホームにおいてファイルへの参
照設定を新しい場所に変更する必要があります。

3.14.3 将来の言語のロードに備えたソース将来の言語のロードに備えたソース将来の言語のロードに備えたソース将来の言語のロードに備えたソース Oracle ホームの保持ホームの保持ホームの保持ホームの保持
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） Portal リポジトリの運用を続ける場合、後で他の言語を
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） Portal リポジトリにロードする可能性があるのであれば、
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）Oracle ホームを廃棄しないでください。Oracle Application 
Server 10g（9.0.4）の言語をロードするためのユーティリティは、リリース 2（9.0.2）の
Oracle9iAS Portal と互換性がありません。

3.14.4 ソースソースソースソース Oracle ホームの回復ホームの回復ホームの回復ホームの回復 : 「「「「Portal サービスの監視」リンクのリサービスの監視」リンクのリサービスの監視」リンクのリサービスの監視」リンクのリ
セットセットセットセット

アップグレード後に Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）中間層を再利用することを決定した場
合、「Portal ビルダー」ページで「サービス」ポートレットの「Portal サービスの監視」リン
クをリセットする必要があります。これを行うために、ソース Oracle ホームに

注意注意注意注意 : Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、以前のリリースと
サービスの数が異なります。リリース間でのコンポーネント・サービスの
相違点については、1.6 項「アップグレード後の Windows コンポーネン
ト・サービスについての注意」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : インスタンスを削除する方法については、『Oracle9i 
Application Server インストレーション・ガイド』を参照してください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : パッチを適用する手順および詳細は、『Oracle Application 
Server 10g インストレーション・ガイド』を参照してください。
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monseed.sqlスクリプトが提供されています。monseed.sqlスクリプトを実行する手順
は、次のとおりです。

1. ORACLE_HOME 環境変数を Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）中間層の Oracle ホームに
設定します。

2. <source_MT_OH>¥portal¥admin¥plsql¥wwc¥ディレクトリに移動します。

3. SQL*Plus を使用して Portal スキーマに接続します。

4. 次のコマンドを実行します。

@monseed.sql <EM host> <EM port> <Portal DAD> <middle tier host> 
<middle tier port> <iAS instance name>

� <EM host>は、リリース 2（9.0.2）の Oracle Enterprise Manager のホスト名です。

� <EM port>は、リリース 2（9.0.2）の Oracle Enterprise Manager のポートです。

� <Portal DAD>は、Portal DAD の名前です（デフォルトは portal）。

� <middle tier host>は、リリース 2（9.0.2）中間層のホスト名です。

� <middle tier port>は、リリース 2（9.0.2）中間層のポートです。

� <iAS instance name>は、インストール時に与えられたリリース 2（9.0.2）中間
層のインスタンス名です。この名前は、
<source_MT_OH>¥sysman¥emd¥targets.xmlファイルの、Oracle9iAS Portal
中間層を実行している HTTP Server ターゲットの Composite Membership セグメ
ントにあります。HTTP Server ターゲットを特定するには、Oracle9iAS Portal 中間
層を実行している HTTP Server のホームと一致する ORACLE_HOME プロパティ
を持つターゲットを探します。
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Metadata Repository のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

この章では、カスタマ・データベースのスキーマや OracleAS Portal リポジトリなどの
Metadata Repository をアップグレードする方法について説明します。この章の主な項は、
次のとおりです。

4-2 ページの 4.1 項「Metadata Repository のアップグレード処理について」

4-3 ページの 4.2 項「Metadata Repository のアップグレードの準備」

4-10 ページの 4.3 項「Metadata Repository のアップグレードの実行」

4-12 ページの 4.4 項「Metadata Repository のアップグレード・スクリプトの実行」

4-30 ページの 4.5 項「OracleAS Portal リポジトリのアップグレード」

4-61 ページの 4.6 項「カスタマ・データベースにおけるスキーマのアップグレード」

4-62 ページの 4.7 項「UDDI アプリケーションの 10g（9.0.4）の機能のアクティブ化」

注意注意注意注意 : この章の説明では、<Infra_OH>はアクティブな Infrastructure
の Oracle ホームを指します。これは、Metadata Repository のアップグ
レードが、Identity Management のアップグレードの実行前に
Infrastructure インスタンスで実行された場合は、リリース 2（9.0.2）の
Oracle ホームに設定されます。Identity Management のアップグレードが
すでに Infrastructure インスタンスで実行されている場合は、10g（9.0.4）
Oracle ホームに設定されます。

 具体的には、<Infra_OH>は、Metadata Repository を保持するデータ
ベース・インストールを含む Oracle ホームを指します。Metadata 
Repository が Identity Management とは別のインストールに存在している
場合、
<Infra_OH>は Metadata Repository を含むインストールを指します。
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Metadata Repository のアップグレード処理について
4.1 Metadata Repository のアップグレード処理についてのアップグレード処理についてのアップグレード処理についてのアップグレード処理について
コンポーネント・スキーマは、Identity Management スキーマとともに Metadata 
Repository に含まれています。ただし、コンポーネント・スキーマのアップグレード処理
は、Identity Management スキーマのアップグレード処理とは異なります。コンポーネン
ト・スキーマは、図 4-1「Metadata Repository のアップグレード」に示すように、個々のス
クリプトによりアップグレードされます。Identity Management スキーマは、Oracle 
Universal Installer によりアップグレードされます。

Metadata Repository のアップグレードには、次の手順があります。

1. Metadata Repository Container のアップグレード・スクリプトを実行します。

2. 1 つ以上のコンポーネント・アップグレード・スクリプトを実行します。実行するコン
ポーネント・アップグレード・スクリプトは、構成するコンポーネントによって決まり
ます。使用するインストール・タイプに推奨される方法は、4-10 ページの 4.3 項

「Metadata Repository のアップグレードの実行」を参照してください。

図図図図 4-1 Metadata Repository のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

注意注意注意注意 : Metadata Repository をアップグレードする前に、9.0.1.5 パッチを
データベースに適用する必要があります。データベースのデフォルトの
バージョンは 9.0.1.3 です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Metadata Repository に関連した Identity Management のアッ
プグレード処理の詳細は、5-4 ページの 5.1.2 項「Identity Management の
アップグレード処理について」を参照してください。

MRC 9.0.2 MRC 9.0.2 MRC 9.0.4 MRC 9.0.4

. . . . . . . . . . . .

MRC =
Metadata
Repository
Container
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4.2 Metadata Repository のアップグレードの準備のアップグレードの準備のアップグレードの準備のアップグレードの準備
Metadata Repository のアップグレードの他のタスクを開始する前に、Infrastructure の
Oracle ホームで次の手順を実行します。

1. すべてのプロセスを停止します。

2. データベースをバックアップします。

3. Infrastructure の Oracle ホームに対して RDBMS 9.0.1.5 パッチ・セットをインストール
します（Identity Management のアップグレード時にインストールされていない場合）。

4. データベースに無効なオブジェクトが存在しないことを確認します。

5. Repository Creation Assistant CD-ROM を入手します。

6. データベース・サーバーおよびリスナーを起動します。

7. DBMS_IAS_UPGRADE パッケージをインストールします。

8. Metadata Repository Container をアップグレードします。

9. データベースに無効なオブジェクトが存在しないことを確認します。

4.2.1 Metadata Repository をアップグレードする環境の設定をアップグレードする環境の設定をアップグレードする環境の設定をアップグレードする環境の設定
Metadata Repository アップグレードでは大部分の手順を実行するために、Infrastructure の
Oracle ホームを指し示すように環境を設定する必要があります。つまり、ORACLE_HOME
環境変数を <Infra_OH>に設定し、ORACLE_SID 環境変数を Infrastructure データベース
のインスタンス名に設定します。たとえば、次に示すとおりです。

set ORACLE_HOME=c:¥oracle¥home1

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、5-59 ページの 5.6.1 項「utlrp.sql ユーティリ
ティの実行」および 5-60 ページの 5.6.2 項「無効なデータベース・オブ
ジェクトのチェック」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、4-4 ページの 4.2.2 項「DBMS_IAS_UPGRADE
パッケージのロード」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、4-4 ページの 4.2.3 項「Metadata Repository 
Container のアップグレード」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、5-59 ページの 5.6.1 項「utlrp.sql ユーティリ
ティの実行」および 5-60 ページの 5.6.2 項「無効なデータベース・オブ
ジェクトのチェック」を参照してください。
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set ORACLE_SID=iasdb1

set PATH=%ORACLE_HOME%¥bin;%PATH%

4.2.2 DBMS_IAS_UPGRADE パッケージのロードパッケージのロードパッケージのロードパッケージのロード
10g（9.0.4）Infrastructure にアップグレードする前に、DBMS_IAS_UPGRADEと呼ばれる
PL/SQL パッケージをロードする必要があります。このパッケージを使用すると、スキー
マ・アップグレード・スクリプトをユーザー SYSとして実行する際に、権限を付与できるよ
うになります。

パッケージをロードする手順は、次のとおりです。

1. データベースおよびリスナーが実行されていることを確認します。

2. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

3. <repCA_CD>¥repCA¥rdbms¥adminディレクトリに移動します。

4. SQL*Plus に、ユーザー SYSとして接続します。

5. 次のコマンドを実行します。

@dbmsiasu.sql

@prvtiasu.plb

次のメッセージが表示されます。

Package created.

Package body created. 

PL/SQL パッケージ SYS.DBMS_IAS_UPGRADEがインストールされます。

4.2.3 Metadata Repository Container のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Metadata Repository Container のアップグレード処理（mrc.plスクリプト）では、次の 2
つの機能が実行されます。

� Metadata Repository に、新しい表領域およびスキーマが作成されます（ias_meta、
wcrsys_ts、ocats、ip_dt、ip_rt、ip_idx、ip_lob OLTS_SVRMGSTORE、
oltsbattrstoreの各表領域、および wcrsys、oca、oraoca_public、ip、
wk_test、internet_appserver_registryの各スキーマ）。
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� リポジトリの Oracle Internet Directory エントリを更新して、10g（9.0.4）のセキュリ
ティ・アーキテクチャに対応します。

Metadata Repository と Oracle Internet Directory が別々のコンピュータに存在して、別々の
アクセス権を必要とする場合があるため、スクリプトはスクリプトの起動時に付与される資
格証明に応じて、一方の機能のみまたは両方の機能を実行できるように設計されています。

Metadata Repository の作成スクリプトは、他のすべてのスキーマ・アップグレード・スク
リプトが実行される前に実行する必要があります。これは、新しいスキーマが、mrc.plに
より加えられる変更の影響を受けるためです。

アップグレードする構成に応じて、次のいずれかの手順を実行します。

� Metadata Repository データベースの DBA 資格証明を持っている場合、4-5 ページの
4.2.3.1 項「新しいスキーマを作成する mrc.pl の実行」の指示に従います。

� Oracle Internet Directory の管理資格証明を持っている場合、4-7 ページの 4.2.3.2 項
「Oracle Internet Directory のエントリを更新する mrc.pl の実行」の指示に従います。

� Metadata Repository データベースの DBA 資格証明と、Oracle Internet Directory の管理
資格証明を持っており、両方のアップグレード機能を実行する場合、4-8 ページの
4.2.3.3 項「新しいスキーマの作成と Oracle Internet Directory のエントリの更新を行う
mrc.pl の実行」の指示に従います。

4.2.3.1 新しいスキーマを作成する新しいスキーマを作成する新しいスキーマを作成する新しいスキーマを作成する mrc.pl の実行の実行の実行の実行
Metadata Repository の新しいスキーマのサポートを作成する手順は、次のとおりです。

1. データベースおよびリスナーが実行されていることを確認します。

注意注意注意注意 : Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） Infrastructure のインストール後に、
次にリストされている項目のいずれかを手動で作成した場合は、Metadata 
Repository Container のアップグレードを実行する前に別の場所に移動す
るか、削除する必要があります。

表領域 : ias_meta、wcrsys_ts、ocats、ip_dt、ip_rt、ip_idx、
ip_lob、OLTS_SVRMGSTORE、olts_battrstore

スキーマ : wcrsys、oca、oraoca_public、ip、wk_test、
internet_appserver_registry

移動または削除を実行しない場合は、Metadata Repository Container の
アップグレードに失敗します。OracleAS RepCA のユーザーにも同様の問
題が発生します。この問題は、『Oracle Application Server 10g インスト
レーション・ガイド』のすでに使用されているスキーマ名に関する項およ
びすでに使用されている表領域名に関する項で詳細に説明されています。
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2. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

3. <repCA_CD>¥repCA¥mrc¥upgradeディレクトリに移動します。

4. 新しい表領域用の新しいデータベース・ファイルを作成する書込み権限が有効になって
いる既存のディレクトリが存在することを確認します。（このディレクトリは、スクリ
プトを起動するコマンドの一部として指定します。）

5. 次のコマンドを実行します。

<Infra_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl mrc.pl d -dbpwd <SYS 
user  password> -connstring <conn string> -dspace <dir>

� <SYS user password>は、dba パスワードです。

� <conn string>は、host:port:SID 形式のデータベース接続文字列です。

� <dir>は、新しい表領域を含む新しいデータベース・ファイルを作成するディレク
トリです。

たとえば、次のようになります。

<Infra_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl mrc.pl d -dbpwd 
"change_on_install" -connstring "mycompany.com:1521:iasdb2" 
-dspace c:¥oracle1¥mydir¥ORA_IAS_902

前述のパラメータをコマンドラインですべて指定する必要はありません。スクリプトに
より、デフォルト値を使用できないパラメータの入力が要求されます。たとえば、パス
ワードをコマンドラインで入力したくない場合に、要求された時点でのみ入力すること
により、パスワードがクリア・テキストで画面に表示されません。

新しいスキーマが正常に作成された場合は、次のメッセージが表示されます。

Creation of new schemas was successful

4.2.3.1.1 新しいスキーマ作成用新しいスキーマ作成用新しいスキーマ作成用新しいスキーマ作成用 mrc.pl が正常に実行されたことの検証が正常に実行されたことの検証が正常に実行されたことの検証が正常に実行されたことの検証  

mrc.pl が正常に実行されたか、または以前に実行されたことがあるかを確認する手順は、次
のとおりです。

1. データベース、リスナーおよび Oracle Internet Directory サーバーが実行されているこ
とを確認します。

2. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

3. <repCA_CD>¥repCA¥mrc¥upgradeディレクトリに移動します。
4-6 Oracle Appllication Server 10g（9.0.4）アップグレード 10g（9.0.4） for Microsoft Windows



Metadata Repository のアップグレードの準備
4. 次のコマンドを実行します。

<Infra_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl mrc.pl dv -dbpwd <SYS 
user  password>  -ousr <oid admin user name> -opwd <oid admin 
user password> -connstring <database connect string>

� <SYS user password>は、dba パスワードです。

� <oid admin user name>は、Oracle Internet Directory の管理ユーザー名です。

� <oid admin password>は、Oracle Internet Directory の管理ユーザーのパス
ワードです。

� <conn string>は、host:port:SID 形式のデータベース接続文字列です。

4.2.3.2 Oracle Internet Directory のエントリを更新するのエントリを更新するのエントリを更新するのエントリを更新する mrc.pl の実行の実行の実行の実行
Oracle Internet Directory のエントリを更新する手順は、次のとおりです。

1. 4-5 ページの 4.2.3.1 項「新しいスキーマを作成する mrc.pl の実行」で説明されていると
おりに、mrc.plを実行して新しいスキーマが作成されたことを確認します。

2. データベース、リスナーおよび Oracle Internet Directory が実行されていることを確認
します。

3. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

4. <repCA_CD>¥repCA¥mrc¥upgradeディレクトリに移動します。

5. 次のコマンドを実行します。

<Infra_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl mrc.pl u -ousr <oid 
admin user name> -opwd <oid admin password> -connstring <conn 
string>

� <oid admin user name>は、Oracle Internet Directory の管理ユーザー名です。

� <oid admin password>は、Oracle Internet Directory の管理ユーザーのパス
ワードです。

� <conn string>は、host:port:SID 形式のデータベース接続文字列です。

たとえば、次のようになります。

 <Infra_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl mrc.pl u -ousr 
"cn=orcladmin" -opwd welcome1 -connstring 
"mycompany.us.oracle.com:1521:iasdb2"  
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OID エントリの作成とランダム化されたパスワードの更新が正常に行われた場合、次の
メッセージが表示されます。

"Update of new OID entries successful"

4.2.3.2.1 Oracle Internet Directory 更新用の更新用の更新用の更新用の mrc.pl が正常に実行されたことの検証が正常に実行されたことの検証が正常に実行されたことの検証が正常に実行されたことの検証  

mrc.pl が正常に実行されたか、または以前に実行されたことがあるかを確認する手順は、次
のとおりです。

1. データベース、リスナーおよび Oracle Internet Directory サーバーが実行されているこ
とを確認します。

2. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

3. <repCA_CD>¥repCA¥mrc¥upgradeディレクトリに移動します。

4. 次のコマンドを実行します。

<Infra_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl mrc.pl uv -dbpwd <SYS 
user  password>  -ousr <oid admin user name> -opwd <oid admin 
user password> -connstring <database connect string>

� <SYS user password>は、dba パスワードです。

� <oid admin user name>は、Oracle Internet Directory の管理ユーザー名です。

� <oid admin password>は、Oracle Internet Directory の管理ユーザーのパス
ワードです。

� <conn string>は、host:port:SID 形式のデータベース接続文字列です。

4.2.3.3 新しいスキーマの作成と新しいスキーマの作成と新しいスキーマの作成と新しいスキーマの作成と Oracle Internet Directory のエントリの更のエントリの更のエントリの更のエントリの更
新を行う新を行う新を行う新を行う mrc.pl の実行の実行の実行の実行
この方法で mrc.plを実行すると、dおよび uオプションを 1 回の手順で実行できます。
mrc.plを、dオプションまたは uオプションのどちらかを使用して実行した場合には、こ
の複合的な処理は実行できません（4-5 ページの 4.2.3.1 項および 4-7 ページの 4.2.3.2 項を参
照）。Metadata Repository で新しいスキーマを作成し、Oracle Internet Directory のエントリ
を更新する手順は、次のとおりです。

1. データベース、リスナーおよび Oracle Internet Directory サーバーが実行されているこ
とを確認します。

2. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。
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3. <repCA_CD>¥repCA¥mrc¥upgradeディレクトリに移動します。

4. 新しい表領域用の新しいデータベース・ファイルを作成する書込み権限が有効になって
いる既存のディレクトリが存在することを確認します。（このディレクトリは、スクリ
プトを起動するコマンドの一部として指定します。）

5. 次のコマンドを実行します。

<Infra_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl mrc.pl du -dbpwd <SYS 
user  password> -dspace <tablespace directory> -ousr <oid admin 
user name> -opwd <oid admin user password> -connstring <database 
connect string>

� <SYS user password>は、dba パスワードです。

� <tablespace directory>は、作成する新しい表領域を含むファイルを置く既存
のディレクトリです。

� <oid admin user name>は、Oracle Internet Directory の管理ユーザー名です。

� <oid admin password>は、Oracle Internet Directory の管理ユーザーのパス
ワードです。

� <conn string>は、host:port:SID 形式のデータベース接続文字列です。

たとえば、次のようになります。

 <Infra_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl mrc.pl du -dbpwd sys 
-dspace c:¥oracle¥infra902¥oradata¥iasb -ousr "cn=orcladmin" 
-opwd welcome1 -connstring "mycompany.us.oracle.com:1521:iasdb2"  

4.2.3.3.1 新しいスキーマ作成用および新しいスキーマ作成用および新しいスキーマ作成用および新しいスキーマ作成用および Oracle Internet Directory 更新用の更新用の更新用の更新用の mrc.pl が正常に実行さが正常に実行さが正常に実行さが正常に実行さ
れたことの検証れたことの検証れたことの検証れたことの検証  

mrc.pl が正常に実行されたか、または以前に実行されたことがあるかを確認する手順は、次
のとおりです。

1. データベース、リスナーおよび Oracle Internet Directory サーバーが実行されているこ
とを確認します。

2. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

3. <repCA_CD>¥repCA¥mrc¥upgradeディレクトリに移動します。

4. 次のコマンドを実行します。

<Infra_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl mrc.pl duv -dbpwd <SYS 
user  password>  -ousr <oid admin user name> -opwd <oid admin 
user password> -connstring <database connect string>
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� <SYS user password>は、dba パスワードです。

� <oid admin user name>は、Oracle Internet Directory の管理ユーザー名です。

� <oid admin password>は、Oracle Internet Directory の管理ユーザーのパス
ワードです。

� <conn string>は、host:port:SID 形式のデータベース接続文字列です。

4.2.3.4 エラーの解決エラーの解決エラーの解決エラーの解決
アップグレード処理中にエラーが発生することがあります。アップグレード・スクリプトが
返す一般的なエラーとその解決方法は、次のとおりです。

java.sql.SQLException: ORA-01034 Oracle は使用できません。は使用できません。は使用できません。は使用できません。

原因原因原因原因 : データベースが実行されていません。

処置処置処置処置 : データベースを起動します。

java.sql.SQLException: IO 例外例外例外例外 : The Network Adapter could not establish the connection.
原因原因原因原因 : リスナーが実行されていません。

処置処置処置処置 : リスナーを起動します。

Invalid OID password
原因原因原因原因 : Oracle Internet Directory のスーパー・ユーザーのパスワードが正しくありませ
ん。

処置処置処置処置 : 正しいパスワードを入力します。

4.3 Metadata Repository のアップグレードの実行のアップグレードの実行のアップグレードの実行のアップグレードの実行
4-3 ページの 4.2 項「Metadata Repository のアップグレードの準備」で説明されている
Metadata Repository のアップグレードの準備手順をすべて実行したら、スクリプトを実行
して、Oracle Application Server 10g（9.0.4）で使用する予定のコンポーネントの Metadata 
Repository にあるスキーマをアップグレードできます。次の点に注意してください。

� コンポーネント・スキーマをアップグレードするたびにアップグレードをテストすると
いう方法でアップグレードを完了させることができます。あるいは、コンポーネント・
スキーマを連続的にアップグレードして、すべてのアップグレードを一度にテストする
という方法も選択できます。

� 必要に応じて、Metadata Repository のすべてのコンポーネントのサブセットをアップ
グレードできますが、Metadata Repository はすべてのコンポーネント・スキーマが
アップグレードされるまでリリース 10g（9.0.4）とはみなされません。
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選択したコンポーネントのアップグレード・スクリプトを実行する手順は、次のとおりで
す。

1. 次の手順に従って、Metadata Repository が存在する Infrastructure を使用する中間層を
すべて停止します。

a. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control を次のコマンドで停止し
ます。

<destination_MT_OH>¥bin¥emctl stop iasconsole

b. OPMN およびそれによって管理されるプロセスを次のコマンドで停止します。

<destination_MT_OH>¥opmn¥bin¥opmnctl stopall

c. アップグレード先中間層の Oracle ホームで実行中のその他のすべてのプロセスを
停止します。

2. 選択したコンポーネント・スキーマをアップグレードするには、次の関連する項の指示
に従います。

� 4-12 ページの 4.4.1 項「ProcessConnect スキーマのアップグレード・スクリプトの
実行」

� 4-14 ページの 4.4.2 項「Oracle Application Server Certificate Authority スキーマの
アップグレード・スクリプトの実行」

� 4-15 ページの 4.4.3 項「Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード・スクリプト
の実行」

� 4-23 ページの 4.4.5 項「Oracle Application Server Syndication Server のアップグ
レード・スクリプトの実行」

� 4-24 ページの 4.4.6 項「Oracle Application Server Web Services UDDI レジストリ・
スキーマのアップグレード・スクリプトの実行」

� 4-24 ページの 4.4.7 項「Web クリッピング・スキーマのアップグレード・スクリプト
の実行」

� 4-30 ページの 4.5 項「OracleAS Portal リポジトリのアップグレード」

3. 次のコマンドを実行して、中間層の Application Server コンポーネントを起動します。

a. OPMN およびそれによって管理されるプロセスを次のコマンドで起動します。

<destination_MT_OH>¥opmn¥bin¥opmnctl startall 

Oracle Process Manager and Notification およびそれが管理するすべてのプロセス
（Distributed Configuration Management、Oracle HTTP Server、OC4J インスタン
ス、OracleAS Web Cache、Oracle Application Server Forms Services および Oracle 
Application Server Reports Services）が開始されます。
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b. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control を次のコマンドで起動し
ます。

<destination_MT_OH>¥bin¥emctl start iasconsole

4.4 Metadata Repository のアップグレード・スクリプトの実行のアップグレード・スクリプトの実行のアップグレード・スクリプトの実行のアップグレード・スクリプトの実行
この項では、Metadata Repository のスキーマをアップグレードする、Repository Creation 
Assistant CD-ROM の各コンポーネントのアップグレード・スクリプトの実行方法について
説明します。これは、Infrastructure データベースを使用する構成において、それらのコン
ポーネントが構成されている場合にのみ適用されます。

4-10 ページの 4.3 項「Metadata Repository のアップグレードの実行」で概要が説明されて
いる手順 2 において、これらの手順（1 つ以上）を実行します。

この項では、次の項目について説明します。

4-10 ページの 4.4.1 項「ProcessConnect スキーマのアップグレード・スクリプトの実行」

4-14 ページの 4.4.2 項「Oracle Application Server Certificate Authority スキーマのアップグ
レード・スクリプトの実行」

4-15 ページの 4.4.3 項「Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード・スクリプトの実行」

4-23 ページの 4.4.5 項「Oracle Application Server Syndication Server のアップグレード・ス
クリプトの実行」

4-24 ページの 4.4.6 項「Oracle Application Server Web Services UDDI レジストリ・スキーマ
のアップグレード・スクリプトの実行」

4-27 ページの 4.4.7 項「Web クリッピング・スキーマのアップグレード・スクリプトの実行」

4.4.1 ProcessConnect スキーマのアップグレード・スクリプトの実行スキーマのアップグレード・スクリプトの実行スキーマのアップグレード・スクリプトの実行スキーマのアップグレード・スクリプトの実行
ProcessConnect スキーマをアップグレードする手順は、次のとおりです。

1. ディレクトリ <Infra_OH>¥ip¥adminを作成します。

2. <repCA_CD>¥repCA¥ip¥adminディレクトリに移動します。

3. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて

注意注意注意注意 : 構成される各コンポーネントには一連の検証手順があり、コン
ポーネントのアップグレードが成功したかどうかを調べることができま
す。10g（9.0.4）にアップグレードする各コンポーネントについて、必ず
すべての検証手順を実行してください。
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いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

4. PATH 環境変数に、<Infra_OH>¥binが含まれていることを確認します。

5. REPCA_ORACLE_HOME 環境変数を、<repCA_CD>¥repCAを指し示すように設定し
ます。これは、Oracle Application Server 10g（9.0.4） Repository Creation Assistant 
CD-ROM へのパスです。

6. 次のコマンドで、アップグレード・スクリプトを起動します。

upgradeInfra.bat 

 パスワードを要求するプロンプトが表示されます。

7. SYSパスワードを入力します。

スクリプトは、すべての出力内容を画面および
<Infra_OH>¥ip¥admin¥ipupgrade.logファイルに書き出します。処理が完了する
までに数分かかります。完了すると、次のメッセージが表示されます。

PL/SQL procedure successfully completed. 

正常に完了した場合は、ログ・ファイルにエラー・メッセージが出力されません。アッ
プグレードに成功しなかった場合は、次のメッセージのうち 1 つ以上がファイルに出力
されます。

ORA-00942: 表またはビューが存在しません。表またはビューが存在しません。表またはビューが存在しません。表またはビューが存在しません。

原因原因原因原因 : 接続するデータベース・ユーザーには、IP スキーマにアクセスする権限がありま
せん。

処置処置処置処置 : SYSユーザー権限でスクリプトを再実行します。

ORA-24010: キューキューキューキュー xxx_QUEUE は存在しませんは存在しませんは存在しませんは存在しません

原因原因原因原因 : キュー xxx_QUEUE がリポジトリに存在しません。

処置処置処置処置 : このエラーは無視します。これは、xxx_QUEUE が作成される前に xxx_QUEUE
が削除されたために発生します。

ORA-24002: QUEUE_TABLE xxx は存在しません。は存在しません。は存在しません。は存在しません。

原因原因原因原因 : QUEUE_TABLE xxx がリポジトリに存在しません。

処置処置処置処置 : このエラーは無視します。これは、xxx_QUEUE が作成される前に xxx_QUEUE
が削除されたために発生します。

4.4.1.1 アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証
アップグレード結果を検証する手順は、次のとおりです。

1. SQL*Plus に sysdbaとしてログインします。
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2. 次のコマンドを実行します。

SET SERVEROUTPUT ON

execute ip.validate_components

次のいずれかのメッセージが表示されます。

SUCCESSFUL upgrade of schema: IP

FAILED upgrade of schema: IP

ORA-20000: VERIFICATION FAILED 

列または表が存在しないことを示す他のメッセージが表示されることもあります。

4.4.2 Oracle Application Server Certificate Authority スキーマのアップグレースキーマのアップグレースキーマのアップグレースキーマのアップグレー
ド・スクリプトの実行ド・スクリプトの実行ド・スクリプトの実行ド・スクリプトの実行

Oracle Application Server Certificate Authority スキーマをアップグレードする手順は、次の
とおりです。スクリプトを起動する前に、
<destination_Infra_OH>¥dbs¥init<sid>.oraの open_cursors設定の値が 300 以
上であることを確認します。

1. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

2. データベースおよびリスナーが実行されていることを確認します。

3. <repCA_CD>¥repCA¥oca¥sql¥ディレクトリに移動します。

4. 次のコマンドで、アップグレード・スクリプトを起動します。

sqlplus "system/<your system password as sysdba>" 
@ug_ocadocat.sql

<your system password as sysdba>は、システム・ユーザーのパスワードです。

4.4.2.1 アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証
アップグレードが成功したかどうかを検証する手順は、次のとおりです。

1. 次のコマンドを実行します。

sqlplus "system/<your system password as sysdba>"

<your system password as sysdba>は、システム・ユーザーのパスワードです。
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2. 次のコマンドを実行します。

select table_name, owner from all_tables where owner='OCA';

アップグレードが成功すると、次の内容が表示されます。

例例例例 4-1 Oracle Application Server Certificate Authority スキーマのアップグレード結果の検証スキーマのアップグレード結果の検証スキーマのアップグレード結果の検証スキーマのアップグレード結果の検証

TABLE_NAME                                           OWNER
------------------------------------------------------------
OCA_CONFIG                                           OCA
OCA_PARAMETER_CONFIG                                 OCA
OCA_TASKS                                            OCA
OCA_TASKS_EXECUTION                                  OCA
OCM_CERTIFICATE                                      OCA
OCM_CERTIFICATE_META                                 OCA
OCM_CERTIFICATE_REQUEST                              OCA
OCM_CERTIFICATE_REQUEST_META                         OCA
OCM_CERTIFICATE_SERIAL                               OCA
OCM_ERROR_LOG                                        OCA
OCM_JAZN                                             OCA
11 rows selected.

このスクリプトにより実行される処理については、A-19 ページの付録 A.2.4「Oracle 
Application Server Certificate Authority のアップグレード処理」で詳細に説明します。

4.4.3 Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード・スクリプトの実行スキーマのアップグレード・スクリプトの実行スキーマのアップグレード・スクリプトの実行スキーマのアップグレード・スクリプトの実行
この項では、Metadata Repository の Oracle Ultra Search スキーマをアップグレードする方
法について説明します。

4.4.3.1 Oracle Ultra Search スキーマのアップグレードの準備スキーマのアップグレードの準備スキーマのアップグレードの準備スキーマのアップグレードの準備
スキーマをアップグレードする前に、次の手順を実行してシステムを準備します。

1. 必要に応じて、4-10 ページの 4.3 項「Metadata Repository のアップグレードの実行」の
手順 3 を実行して中間層を起動します。

2. Oracle Ultra Search のすべての同期スケジュールを使用不可にします。

a. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control にログインします。

b. 「スタンドアロン・インスタンス」「スタンドアロン・インスタンス」「スタンドアロン・インスタンス」「スタンドアロン・インスタンス」セクションで、使用する中間層インスタンスを
選択します。

インスタンスのシステム・コンポーネントが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Ultra Search 管理ツールの使用方法については、
『Oracle Ultra Search ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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c. 「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」セクションで、OC4J_Portal を選択し、「起動」「起動」「起動」「起動」ボタ
ンをクリックして OC4J インスタンスを起動します。

d. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control を使用して、Portal イン
スタンスから Ultra Search インスタンスにナビゲートします。または、次の URL
にアクセスして Oracle Ultra Search 管理ツールにログインすることもできます。

http://<host>:<port>/ultrasearch/admin

e. 「スケジュール」「スケジュール」「スケジュール」「スケジュール」タブで、すべての Oracle Ultra Search インスタンスのすべてのク
ローラ同期スケジュールを停止して使用不可にします。

3. WKSYS の Oracle Ultra Search メタデータおよびユーザー・インタフェース・スキーマ
をバックアップします。アップグレード時にリカバリ不能なエラーが発生した場合、
Oracle Ultra Search を前のリリースにリストアできます。

4. 4-10 ページの 4.3 項「Metadata Repository のアップグレードの実行」の手順 1 を実行し
て、中間層を停止します。

4.4.3.2 Oracle Ultra Search スキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレード
スキーマのアップグレード処理では、次のスクリプトを実行します。

� upgradeInfra.bat: スキーマをアップグレードするスクリプト

� usca.bat: アップグレード後の構成スクリプト

Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード・スクリプトを実行する手順は、次のとおり
です。

1. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

2. PATH 環境変数に、<Infra_OH>¥binが含まれていることを確認します。

3. REPCA_ORACLE_HOME 環境変数を、<repCA_CD>¥repCAを指し示すように設定し
ます。これは、Oracle Application Server 10g（9.0.4） Repository Creation Assistant 
CD-ROM へのパスです。

4. <repCA_CD>¥repCA¥ultrasearch¥setupディレクトリに移動します。

5. upgradeInfra.batスクリプトが実行可能であることを確認します。次のコマンドで
スクリプトを起動します。

upgradeInfra.bat

または

upgradeInfra.bat  -l <log file path>.log
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<log file path>は、スクリプトがログ・エントリを書き込むファイルのパスと名前
です。たとえば、次に示すとおりです。

upgradeInfra.bat -l c:¥tmp¥log¥upgradeInfra.log

絶対パスを指定せずに、ファイル名のみを指定すると（例 : upgradeinfra.bat -l 
upgradeInfra.log）、ログ・ファイル upgradeInfra.logは <Infra_OH>ディレ
クトリに配置されます。

ファイル名を指定しない場合、ログ・ファイルは
<Infra_OH>¥ultrasearch¥setup¥upgrade.logに書き込まれます。

パスワードを要求するプロンプトが表示されます。

6. データベース SYS ユーザーのパスワードを入力し、[Return] を押します。

処理が完了すると、次のメッセージが表示されます。

End of Upgrade - Ultra Search

7. 10g（9.0.4）の中間層コンピュータにログインし、ORACLE_HOME環境変数を
<destination_MT_OH>に設定します。この設定は、usca.batスクリプトに必要で
す。

8. <destination_MT_OH>¥ultrasearch¥setupディレクトリに移動します。

9. usca.batスクリプトが実行可能であることを確認します。次のコマンドでスクリプト
を起動します。

usca.bat backend_upgrade "cn=orcladmin" <password of the OID user 
'orcladmin'> 

たとえば、次に示すとおりです。

usca.bat backend_upgrade "cn=orcladmin" welcome1 

10. プロンプトに対して応答を入力します。

入力した応答が表示され、それぞれの応答内容を確認するように要求されます。

注意注意注意注意 : 複数の中間層が存在する場合、この手順のみを実行して、残りの
手順はいずれか 1 つの中間層で実行します。
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4.4.3.3 Oracle Ultra Search スキーマ・メタデータの構成スキーマ・メタデータの構成スキーマ・メタデータの構成スキーマ・メタデータの構成
スキーマ・メタデータを Oracle Application Server 10g（9.0.4） Infrastructure Oracle ホーム
を使用するように構成するには、Infrastructure のどの部分を最初にアップグレードするか
に応じて、この項のいずれかの手順あるいは両方の手順を実行します。

� Metadata Repository を最初にアップグレードする場合は、4-18 ページの 4.4.3.3.1 項
「Java Runtime Environment（JRE）1.4 のインストールと、JRE1.4 を使用する Oracle 

Ultra Search の構成」の手順のみを実行します。

� Identity Management サービスを最初にアップグレードする場合、Metadata Repository
が Oracle Application Server 10g（9.0.4） Infrastructure Oracle ホームを使用していると
きは、4-19 ページの 4.4.3.3.2 項「スキーマ構成スクリプトの実行」の手順のみを実行し
て、Ultra Search が Oracle Application Server 10g（9.0.4） Infrastructure Oracle ホーム
を使用するように構成します。Metadata Repository が、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） 
Infrastructure Oracle ホームを使用している場合は、4-18 ページの 4.4.3.3.1 項「Java 
Runtime Environment（JRE）1.4 のインストールと、JRE1.4 を使用する Oracle Ultra 
Search の構成」の手順のみを実行します。

4.4.3.3.1 Java Runtime Environment（（（（JRE））））1.4 のインストールと、のインストールと、のインストールと、のインストールと、JRE1.4 を使用するを使用するを使用するを使用する Oracle 
Ultra Search の構成の構成の構成の構成  次の手順に従って、Java Runtime Environment（JRE）1.4 をインストー
ルし、JRE1.4 を使用するように Oracle Ultra Search を構成します。

1.  <repCA_CD>¥repCA¥ultrasearch¥jre_upgradeディレクトリに移動します。

2. 次のコマンドを使用して、Oracle Universal Installer を起動します。

runInstaller

「ようこそ」「ようこそ」「ようこそ」「ようこそ」画面が表示されます。

3. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「ファイルの場所の指定」「ファイルの場所の指定」「ファイルの場所の指定」「ファイルの場所の指定」画面が表示されます。

4. 「名前」「名前」「名前」「名前」フィールドに新しい Oracle ホームの名前を入力し、「パス」「パス」「パス」「パス」フィールドにフル
パスを入力します。（Infrastructure Oracle ホームの場所には、JRE1.4 をインストールで
きません。）

5. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「サマリー」「サマリー」「サマリー」「サマリー」画面が表示されます。

6. 「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」をクリックします。

インストールが開始されます。インストールが完了するとプログレス・バーおよびメッ
セージに示され、インストールの終了インストールの終了インストールの終了インストールの終了画面が表示されます。

7. 「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックします。

8. データベースに SYSDBAとしてログインします。
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9. 次のコマンドを実行します。

alter session set current_schema = wksys;

update wksys.wk$crawler_config_default set ccd_pvalue ='<new java 
execution path>' where ccd_pname = 'CC_JAVA_EXEC_PATH';

exec wk_util.populate_crawler_config;

commit;

� <new java execution path>は、次のようになります。

<JRE 1.4 directory>¥jre¥1.4.1¥bin¥java -ms16m -mx256m 
-Djava.library.path=<source_Infra_OH>¥lib

例例例例 4-2 JRE のインストールとのインストールとのインストールとのインストールと Oracle Ultra Search の構成コマンドの構成コマンドの構成コマンドの構成コマンド

update wksys.wk$crawler_config_default set ccd_pvalue = 'c:¥oracle¥
jre_home¥jre¥1.4.1¥bin¥java -ms16m -mx256m  -Djava.library.path=c:¥oracle¥
infra_home¥lib' where ccd_pname = 'CC_JAVA_EXEC_PATH';

4.4.3.3.2 スキーマ構成スクリプトの実行スキーマ構成スクリプトの実行スキーマ構成スクリプトの実行スキーマ構成スクリプトの実行  次の手順に従って、Oracle Application Server 10g
（9.0.4） Infrastructure Oracle ホームを使用するように Ultra Search を構成します。

1. ORACLE_HOME 環境変数を <destination_Infra_OH>に設定します。

2. ORACLE_SID 環境変数を Oracle Application Server 10g（9.0.4） Infrastructure データ
ベースに設定します。

3. <destination_Infra_OH>¥ultrasearch¥admin>ディレクトリに移動します。

4. 次のコマンドを実行します。

sqlplus "sys/<SYS user password> as sysdba"

5. 次のコマンドを実行します。

wk0config.sql <WKSYSPW> <JDBC_CONNSTR> <LAUNCH_ANYWHERE> 
<NET_SERVICE_NAME>

� <WKSYSPW>は WKSYSスキーマのパスワードです。 パスワードが不明の場合は、次
の手順を実行することによりパスワードを取得できます。 

a. 次のコマンドを使用して、Oracle Directory Manager を起動します。

ORACLE_HOME¥bin¥oidadmin

注意注意注意注意 : この手順を完了すると、クローラ・キャッシュ・ディレクトリと
クローラ・ログ・ディレクトリがデフォルト値にリセットされます。それ
らの値は、Oracle Ultra Search 管理ツールを使用して更新できます。
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b. Oracle Directory Manager に orcladminユーザーとしてログインします。

c. 「システム・オブジェクト」フレームで、「エントリ管理」、
「cn=OracleContext」、「cn=Products」、「cn=IAS」、「cn=IAS Infrastructure 

Databases」、Metadata Repository の「orclReferenceName」の順に展開しま
す。

d. スキーマ WKSYS の「OrclResourceName」エントリを選択します。

e. 「プロパティ」タブの「orclpasswordattribute」フィールドにパスワードが表示
されます。

� <JDBC_CONNSTR> は、JDBC 接続文字列です。データベースが Real Application
Clusters（RAC）環境にない場合は、[ ホスト名 ]:[ ポート ]:[sid] の形式を使用しま
す。たとえば、machine1:1521:iasdb となります。データベースが RAC 環境にある
場合は、システムの任意のノードへの接続が可能になるため、[ ホスト名 ]:[ ポート ]
:[sid] の形式ではなく、TNS キーワード - 値の形式を使用します。たとえば、次のよ
うになります。 

"(DESCRIPTION=(LOAD_BALANCE=yes)(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)
(HOST=cls02a)(PORT=3001))(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=cls02b)
(PORT=3001)))(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))"

TNS エントリの構文の詳細については、『Oracle9i Net Services リファレンス・ガ
イド』を参照してください。

� <LAUNCH_ANYWHERE>は、OracleAS Metadata Repository のモードです。これを
TRUEに設定すると、OracleAS Metadata Repository を RAC モードに指定できま
す。このプロシージャの場合は、FALSEに設定します。

� <NET_SERVICE_NAME>は、wk0config.sql がデータベース接続を確立するために使
用するネットワーク・サービス名です。これが "" ( 空文字列 ) に設定されている場
合は、データベース・ホストから wk0config.sql を実行する際、ネットワーク・
サービス名を指定する必要がないことを意味します。

次は、非 RAC 環境でコマンドを実行する例です。

wk0config.sql welcome1 machine1:1521:iasdb FALSE ""

次は、RAC 環境でコマンドを実行する例です。

wk0config.sql welcome1
"(DESCRIPTION=(LOAD_BALANCE=yes)(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)
(HOST=cls02a)(PORT=3001))(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=cls02b)
(PORT=3001)))(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))" 
FALSE ""

注意注意注意注意 : この手順を完了すると、クローラ・キャッシュ・ディレクトリと
クローラ・ログ・ディレクトリがデフォルト値にリセットされます。それ
らの値は、Oracle Ultra Search 管理ツールを使用して更新できます。
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4.4.3.4 アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証
すべてのエラーは、ログ・ファイル <Infra_OH>¥ultrasearch¥setup¥log file 
name.logに記録されます。エラーがない場合、Oracle Ultra Search を起動してアップグ
レード結果を検証できます。次の手順に従います。

1. 必要な場合は、4-10 ページの 4.3 項「Metadata Repository のアップグレードの実行」の
手順 3 を実行して中間層を起動します。

2. 次の URL にアクセスして、Oracle Ultra Search 管理ソフトウェアを起動します。

http://host:port/ultrasearch/admin/index.jsp

3. 『Ultra Search ユーザーズ・ガイド』で説明されている 10g（9.0.4）の機能を使用しま
す。

4. Oracle Ultra Search の次のサンプル検索アプリケーションを使用します。

http://host:port/ultrasearch/query/search.jsp

5. すべての Oracle Ultra Search インスタンスのクローラ同期スケジュールを使用可能にし
て再開します。

4.4.3.5 エラーの解決エラーの解決エラーの解決エラーの解決
アップグレード処理中にエラーが発生することがあります。アップグレード・スクリプトが
返す一般的なエラーとその解決方法は、次のとおりです。

エラーエラーエラーエラー : Please set the environment variable ORACLE_HOME
原因原因原因原因 : ORACLE_HOME 環境変数が設定されていません。

処置処置処置処置 : ORACLE_HOME 環境変数を設定して、スクリプトを再実行します。

エラーエラーエラーエラー : Please set the environment variable ORACLE_SID
原因原因原因原因 : ORACLE_SID 環境変数が設定されていません。

処置処置処置処置 : ORACLE_SID 環境変数を設定して、スクリプトを再実行します。

エラーエラーエラーエラー : Please set the environment variable REPCA_ORACLE_HOME
原因原因原因原因 : REPCA_ORACLE_HOME 環境変数が設定されていません。

処置処置処置処置 : REPCA_ORACLE_HOME 環境変数を設定して、スクリプトを再実行します。

エラーエラーエラーエラー : ファイルファイルファイルファイル <file name> をオープンできません。をオープンできません。をオープンできません。をオープンできません。

原因原因原因原因 : スクリプトがファイルをオープンできません。

処置処置処置処置 : ORACLE_HOME 環境変数の設定を確認して、ファイルがその場所に存在するこ
とを確認してください。

これらのスクリプトにより実行される処理については、A-19 ページの付録 A.2.5
「Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード処理」で詳細に説明します。
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4.4.4 Oracle Ultra Search のリリースのリリースのリリースのリリース 9.0.1 またはまたはまたはまたは 9.2 データベースからのアッデータベースからのアッデータベースからのアッデータベースからのアッ
プグレードプグレードプグレードプグレード

同じ Oracle ホームに、リリース 9.0.1 または 9.2 の複数のデータベース・インスタンスがあ
り、それらのデータベース・インスタンスの 1 つに Oracle Application Server 10g（9.0.4） 
Metadata Repository をインストールする場合、Repostiory Configuration Assistant により
Oracle ホームが Oracle Application Server 10g（9.0.4）の Oracle Ultra Search ファイルで上
書きされます。他のデータベース・インスタンスが引き続き Oracle Ultra Search リリース
9.0.1 または 9.2 をホスティングする場合、そのデータベース・インスタンスで実行される
Oracle Ultra Search は機能しません。

この問題は、リリース 9.0.1 または 9.2 の Oracle Ultra Search を、Oracle Application Server 
10g（9.0.4）にアップグレードすることにより解決できます。手順は、次のとおりです。

1. データベース・コンピュータで、Repository Creation Assistant CD-ROM をマウントし
ます。

2. <repCA_CD>¥repCA¥ultrasearch¥adminディレクトリに移動します。

3. ORACLE_SID 環境変数を、9.0.1 または 9.2 データベース・インスタンスに設定します
（10g（9.0.4）の Metadata Repository ではありません）。

4. SQL*Plus を使用して、ユーザー SYSDBAとしてデータベースにログインします。

5. 次のコマンドを実行します。

@wkdbmig.sql

6. 「Portal and Wireless」インストール・タイプの Oracle Application Server 10g（9.0.4）
中間層をインストールします。使用する Infrastructure を要求するプロンプトが表示さ
れたら、（9.0.1 または 9.2 インスタンスではなく）Repository Configuration Assistant
により上書きされたインスタンスを選択します。

7. アップグレードされた Oracle Ultra Search をホスティングするデータベース・インスタ
ンスに接続するために、data-sources.xmlおよび ultrasearch.properties
ファイルを更新します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : data-sources.xmlおよび ultrasearch.properties
ファイルの更新方法については、『Oracle Ultra Search ユーザーズ・ガイ
ド』の Oracle Application Server リリースでの中間層のインストールに関
する項を参照してください。

注意注意注意注意 : アップグレードされた Oracle Ultra Search では、Oracle 
Application Server Single Sign-On はサポートされません。Ultra Search 管
理者は、データベース・ユーザーにしかなれません。
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4.4.5 Oracle Application Server Syndication Server のアップグレード・スクリプのアップグレード・スクリプのアップグレード・スクリプのアップグレード・スクリプ
トの実行トの実行トの実行トの実行

Oracle Application Server Syndication Server スキーマをアップグレードする手順は、次のと
おりです。

1. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

2. Oracle Application Server Syndication Server スキーマのアップグレードが必要かどうか
を次のように判断します。

a. <repCA_CD>¥repCA¥syndication¥adminディレクトリに移動します。

b. 次のコマンドを実行します。

sqlplus "sys as sysdba" @ossupg902chk.sql

スキーマのリリースが現行のものである場合、スクリプトは 9.0.2 から 9.0.4 にのみ
アップグレードできることを示すメッセージが表示されます。

3. 中間層の Syndication Services が停止していることを確認します。

4. 次のコマンドで、アップグレード・スクリプトを起動します。

cd <repCA_CD>¥repCA¥syndication¥admin

sqlplus "sys as sysdba" @ossupg902.sql

4.4.5.1 アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証
 正常な処理の場合は、「SUCCESSFUL install/upgrade of schema: DSGATEWAY」と
いうメッセージが画面に表示されます。そうでない場合は、「FAILED install/upgrade 
of schema: DSGATEWAY」というメッセージが表示されます。すべてのエラーについて、
エラー・コード（たとえば、ORA-XXXX）および行番号とともにメッセージが出力されます。

これらのスクリプトにより実行される処理については、A-21 ページの付録 A.2.7「Oracle 
Application Server Syndication Server スキーマのアップグレード処理」で詳細に説明しま
す。
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4.4.6 Oracle Application Server Web Services UDDI レジストリ・スキーマのレジストリ・スキーマのレジストリ・スキーマのレジストリ・スキーマの
アップグレード・スクリプトの実行アップグレード・スクリプトの実行アップグレード・スクリプトの実行アップグレード・スクリプトの実行

この項では、Metadata Repository の Oracle Application Server Web Services UDDI レジス
トリ・スキーマをアップグレードする方法について説明します。

4.4.6.1 アップグレード・シナリオアップグレード・シナリオアップグレード・シナリオアップグレード・シナリオ
UDDI スキーマのアップグレードには、実行可能な 2 つのシナリオがあります。

� Oracle Application Server リリース 2（9.0.2）。このリリースからのアップグレードは、
wuru9020.sqlスクリプトを使用して実行します。

� Oracle Application Server リリース 2（9.0.2）（UDDI 9.0.2.3 パッチ番号 2440287 が適用
されている場合）。このリリースからのアップグレードは、wuru9023.sqlスクリプト
を使用して実行します。

4.4.6.1.1 リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2））））のののの wuru9020.sql を使用したアップグレードを使用したアップグレードを使用したアップグレードを使用したアップグレード  このアップグレー
ド・スクリプトにより、次のタスクが実行されます。

� UDDI スキーマのコンテンツ（表、PL/SQL パッケージなど）が破棄される。

� 10g（9.0.4）のインストール・スクリプトが起動されて、10g（9.0.4）スキーマがインス
トールされる。

4.4.6.1.2 UDDI 9.0.2.3 パッチが適用されたパッチが適用されたパッチが適用されたパッチが適用されたリリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2））））のののの wuru9023.sql を使用したアッを使用したアッを使用したアッを使用したアッ
プグレードプグレードプグレードプグレード  このアップグレード・スクリプトにより、次のタスクが実行されます。

� 表、列、索引の作成や削除など、アップグレードに必要な初期の構造の変更が行われま
す。

� 新しい行の挿入や既存の行の更新など、UDDI サーバーのプロパティおよび関連する構
成表へのアップグレードがすべて実行されます。

これらのスクリプトにより実行される処理については、A-22 ページの付録 A.2.8「Oracle 
Application Server Web Services の UDDI レジストリ・スキーマのアップグレード処理」で
詳細に説明します。

注意注意注意注意 : このアップグレードによりすべての既存データが破棄されます。
既存データを保存するには、UDDI get_<xx> API を使用して既存のエン
トリを取得し、アップグレード後に uddiadmin.jarを使用してそれらの
エントリをインポートします。
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4.4.6.2 UDDI スキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレード
UDDI スキーマをアップグレードする手順は、次のとおりです。

1. UDDI データベースがバックアップされていることを確認します。バックアップ方法は
いくつかあり、1 つの例を次に示します。詳細は、データベース管理者に問い合せるか、
Oracle ドキュメントを参照してください。

例例例例 4-3 エクスポート・ユーティリティを使用したエクスポート・ユーティリティを使用したエクスポート・ユーティリティを使用したエクスポート・ユーティリティを使用した UDDISYS スキーマのバックアップスキーマのバックアップスキーマのバックアップスキーマのバックアップ

exp system FILE=uddisys.dmp OWNER=uddisys GRANTS=y ROWS=y

2. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

3. SRC_HOME 環境変数を、<repCA_CD>を指し示すように設定します。これは、Oracle 
Application Server 10g（9.0.4） Repository Creation Assistant CD-ROM へのパスです。

4. 次のコマンドで、UDDI スキーマのリリースを調べます。

cd <repCA_CD>¥repCA¥uddi¥admin

sqlplus "sys as sysdba" @wurup.sql

� リリースが 9.0.2.1 の場合、手順 6 で wuru9020.sqlスクリプトを使用します。

� リリースが 9.0.2.3 の場合、手順 6 で wuru9023.sqlスクリプトを使用します。

5. 中間層の UDDI が停止していることを確認します。

6. 次のコマンドで、アップグレード・スクリプトを起動します。

cd <repCA_CD>¥repCA¥uddi¥admin

sqlplus "sys/<password> as sysdba"

spool <directory>¥<log file name>.log

（スキーマのリリースが 9.0.2.1 の場合） @wuru9020.sql

（スキーマのリリースが 9.0.2.3 の場合） @wuru9023.sql

quit

スクリプトは、すべての出力内容を <directory>¥<log file name>.logファイル
に書き出します。

注意注意注意注意 : CD-ROM は読取り専用であるため、CD-ROM のカレント・ディ
レクトリではなく、ログ・ファイルのディレクトリを指定する必要があり
ます。
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4.4.6.2.1 リリースリリースリリースリリース 9.0.2.1 のアップグレードの追加手順のアップグレードの追加手順のアップグレードの追加手順のアップグレードの追加手順  スキーマ・リリース 9.0.2.1 からアッ
プグレードした場合、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドで、データベースのキャラクタ・セットを調べます。

sqlplus "sys/<password> as sysdba"

select VALUE from NLS_DATABASE_PARAMETERS where PARAMETER = 
'NLS_CHARACTERSET';

quit 

2. 次のコマンドで、分類データをロードします。

cd <repCA_CD>¥repCA¥uddi¥admin

sqlldr userid=sys control=naics-97.ctl 
log=<directory>¥<naics-logfilename>.log bad=<bad file name>.log

sqlldr userid=sys control=unspsc-73.ctl 
log=<directory>¥<unspsc-logfilename>.log bad=<bad file name>.log

パスワードを要求するプロンプトが表示されます。

3. SYSパスワードを入力し、その後に ' as sysdba'と入力します。

4. 次のいずれかのコマンドを実行します。

キャラクタ・セットが UTF-8 の場合

sqlldr userid=sys control=iso3166-99.ctl 
log=<iso3166-logfilename>.log bad=<bad file name>.log

キャラクタ・セットが UTF-8 以外の場合

sqlldr userid=sys control=iso3166-99-ascii.ctl 
log=<iso3166-logfilename>.log bad=<bad file name>.log

4.4.6.3 アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証
すべてのエラーは、指定したログ・ファイルに記録されます。正常に完了した場合は、ロ
グ・ファイルにエラーが出力されません。次のメッセージがログ・ファイルに出力されま
す。

SUCCESSFUL install/upgrade of schema: UDDISYS

注意注意注意注意 : CD-ROM は読取り専用であるため、CD-ROM のカレント・ディ
レクトリではなく、ログ・ファイルのディレクトリを指定する必要があり
ます。
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4.4.6.4 エラーの解決エラーの解決エラーの解決エラーの解決
ログ・ファイルには、次のエラー・メッセージが記録されることがあります。

ORA-01435: ユーザーが存在しません。ユーザーが存在しません。ユーザーが存在しません。ユーザーが存在しません。

原因原因原因原因 : Oracle UDDI がデータベースを使用していません。

処置処置処置処置 : アップグレードのかわりに、Oracle UDDI の新規インストールを実行します。

ORA-00942: 表またはビューが存在しません。表またはビューが存在しません。表またはビューが存在しません。表またはビューが存在しません。

原因原因原因原因 : 接続するデータベース・ユーザーには、UDDI スキーマにアクセスする権限があ
りません。

処置処置処置処置 : SYSユーザー権限でスクリプトを再実行します。

4.4.6.5 UDDI レジストリ・スキーマのアップグレード後のタスクレジストリ・スキーマのアップグレード後のタスクレジストリ・スキーマのアップグレード後のタスクレジストリ・スキーマのアップグレード後のタスク
アップグレード前に UDDISYS データベース・スキーマの統計を収集していた場合は、オプ
ションでそれらを収集できます。

4.4.6.6 UDDI レジストリ・スキーマのアップグレードの検証レジストリ・スキーマのアップグレードの検証レジストリ・スキーマのアップグレードの検証レジストリ・スキーマのアップグレードの検証
Oracle Application Server Web Services UDDI スキーマが正常にアップグレードされたこと
を検証する手順は、次のとおりです。

1. 4-10 ページの 4.3 項「Metadata Repository のアップグレードの実行」の手順 3 を実行し
て、中間層を起動します。

2. ブラウザで、次の URL の UDDI メイン・ページにアクセスします。

http://<host>:<port>/uddi/

3. ページ内のリンクをクリックして、エンドポイントおよび公開エンドポイントを検証し
ます。

4.4.7 Web クリッピング・スキーマのアップグレード・スクリプトの実行クリッピング・スキーマのアップグレード・スクリプトの実行クリッピング・スキーマのアップグレード・スクリプトの実行クリッピング・スキーマのアップグレード・スクリプトの実行
Web クリッピング・スキーマを実行する手順は、次のとおりです。Web クリッピングは新
しいコンポーネントであるため、アップグレードでは表および必要な機能を追加します。

1. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

2. <repCA_CD>¥repCA¥wcs¥adminディレクトリに移動します。

3. 次のコマンドを使用して、SQL*Plus に接続します。

sqlplus "sys as sysdba"
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4. 次のコマンドで、現行スキーマを WCRSYS に変更します。

ALTER SESSION SET CURRENT_SCHEMA = WCRSYS;

5. 次のコマンドでスクリプトを起動します。

@wcpinst.sql

4.4.7.1 アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証アップグレード結果の検証
SYSDBA権限を持つ SYSとして SQL*Plus に接続し、次のコマンドを実行します。

SELECT * from WCRSYS.WWWCP_OBFUSCATION$;

生成されたキーが存在すれば、スクリプトは正常に完了しました。

このスクリプトにより実行される処理については、A-23 ページの A.2.9 項「Web クリッピン
グのアップグレード処理」で詳細に説明します。

4.4.8 Oracle Application Server Wireless スキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレード
Metadata Repository の Oracle Application Server Wireless スキーマは、最初に Oracle 
Application Server 中間層を「Portal and Wireless」および「Business Intelligence and 
Forms」でインストールしたときに自動的にアップグレードされるため、Oracle Application 
Server Wireless Infrastructure のアップグレード・タスクはありません。

4.4.9 Oracle Workflow スキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレード
OracleAS Metadata Repository 用に Oracle Workflow スキーマをアップグレードする手順
は、次のとおりです。

1. 次のコマンドを使用して、Workflow（OWF_MGR）スキーマのパスワードを確認します。

ldapsearch -h oidhostname -p oidport -D cn=orcladmin -w passwd -b
"orclReferenceName=globalDatabaseName,cn=IAS Infrastructure Databases,
cn=IAS,cn=Products,cn=oraclecontext" "orclresourcename=OWF_MGR"
orclpasswordattribute

このコマンドで次の値を使用します。

� oidhostname: Oracle Internet Directory が実行されているコンピュータの名前。た
とえば、dbmachine.mydomain.comです。

� oidport: Oracle Internet Directory によってリスニングが行われているポート番
号。たとえば、389です。

� passwd: orcladminのパスワード。たとえば、welcome1です。

� globalDatabaseName: Oracle9iAS 9.0.2 Single Sign-On で使用される Oracle9iAS 
Metadata Repository のグローバル・データベース名。この値は、
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%ORACLE_HOME%¥config¥ias.propertiesファイルの
「InfrastructureDBCommonName」フィールドに格納されます。

ORACLE_HOME は、Oracle9iAS Infrastructure 9.0.2 の Oracle ホーム・ディレクト
リです。

2. データベースおよびリスナーが実行されていることを確認します。

3. <repCA_CD>¥repCA¥wf¥installディレクトリに移動します。

4. 次のコマンドを実行します。

<Infra_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl wfwinupg.pl -wfuser <wfuser>
-wfpassword <wfpassword> -syspassword <syspassword> -scripthome <scripthome>
-oraclehome <oraclehome> -connectdescriptor <connectdescriptor> -logdir
<logdir> -timezone <timezone>

次に、このコマンドの各パラメータについて説明します。

� <wfuser>: 有効な Workflow ユーザーの名前。デフォルト値は OWF_MGRです。

� <wfpassword>: Workflow ユーザー・アカウントのパスワード。値が指定されてい
ない場合は、値を要求するプロンプトが表示されます。

� <syspassword>: SYS アカウントのパスワード。値が指定されていない場合は、値
を要求するプロンプトが表示されます。

� <scripthome>: OracleAS RepCA¥Utilities CD の repCA ディレクトリ（<mount 
point>¥repCA）。

� <oraclehome>: Oracle9iAS 9.0.2 Infrastructure の ORACLE_HOME。

� <connectdescriptor>: Oracle9iAS 9.0.2 Infrastructure データベースの Oracle 
Net 接続記述子。このパラメータには、完全なネット記述子、または Infrastructure
データベースを指し示す %ORACLE_HOME%¥network¥admin¥tnsnames.ora
ファイルからの別名のいずれかを指定できます。

� <logdir>: workflow.log ファイルが書き込まれるディレクトリ。

� <timezone>: レジストリからのタイムゾーン文字列。デフォルト値は "Pacific 
Daylight Time" です。

次に例を示します。

D:¥oracle¥infraDB¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl wfwinupg.pl -wfuser owf_mgr
-scripthome e:¥repca -oraclehome d:¥oracle¥infraDB -connectdescriptor
"(DESCRIPTION=(ADDRESS_
LIST=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=IFRADBHOST)(PORT=1521)))(CONNECT_
DATA=(SERVICE_NAME=infradb.us.oracle.com)))" -logdir c:¥temp

前述のパラメータをコマンドラインですべて指定する必要はありません。スクリプトに
より、デフォルト値を使用できないパラメータの入力が要求されます。たとえば、パス
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ワードをコマンドラインで入力したくない場合に、要求された時点でのみ入力すること
により、パスワードがクリア・テキストで画面に表示されません。

4.5 OracleAS Portal リポジトリのアップグレードリポジトリのアップグレードリポジトリのアップグレードリポジトリのアップグレード
この項では、OracleAS Portal リポジトリのアップグレードに必要な手順について説明しま
す。この項では、次の項目について説明します。

4-30 ページの 4.5.1 項「Oracle9iAS Single Sign-On サーバーのアップグレード」

4-30 ページの 4.5.2 項「バックアップの作成」

4-31 ページの 4.5.3 項「OracleAS Portal リポジトリのアップグレード・パッチのダウンロー
ド」

4-31 ページの 4.5.4 項「Oracle Universal Installer を使用した、OracleAS Portal アップグ
レード・スクリプトの中間層 Oracle ホームへのコピー」

4-33 ページの 4.5.5 項「外部アプリケーション ID の再マッピングが必要かどうかの検討」

4-34 ページの 4.5.6 項「OracleAS Portal リポジトリのアップグレード・スクリプトの実行」

4-38 ページの 4.5.7 項「ログ・ファイルの調査」

4-40 ページの 4.5.8 項「OracleAS Portal リポジトリのアップグレードの完了」

4-61 ページの 4.5.9 項「アップグレードされた OracleAS Portal へのアクセス」

4.5.1 Oracle9iAS Single Sign-On サーバーのアップグレードサーバーのアップグレードサーバーのアップグレードサーバーのアップグレード
Oracle Application Server Single Sign-On サーバーがすでに 9.0.2.5 または 9.0.4 のいずれかに
アップグレードされている場合は、次の手順を省略してください。次の手順は、Oracle9iAS 
9.0.2.x とともに OracleAS Portal 10g（9.0.4）を実行する予定で、まだ更新が実行されていな
い場合にのみ実行します。

1. パッチ 2995671 を用意します。パッチは JP Update CD に含まれています。

2. パッチの Readme ファイルと『Oracle9iAS Single Sign-On Migration Guide』
（docs/sso_patch_902.htmlファイル）の指示に従ってください。これらのドキュ
メントはパッチに含まれています。このパッチは、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） 
Infrastructure の Oracle9iAS Single Sign-On サーバーのスキーマに適用されます。

4.5.2 バックアップの作成バックアップの作成バックアップの作成バックアップの作成
アップグレード処理の主な手順を実行する前後に、データベースおよび中間層をバックアッ
プします。アップグレードする Portal をバックアップしたことを確認します。OracleAS 
Portal 固有のスキーマは次のとおりです（インストール方法により異なります）。

� Portal スキーマ（PORTAL など）
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� デモ・スキーマ（PORTAL_DEMO など）

� Portal の Public スキーマ（PORTAL_PUBLIC など）

� Portal JSP アクセス（PORTAL_APP など）

� アプリケーション・コンポーネント（データベース・プロバイダ）は、自身のスキーマ
に生成されます。関係するすべてのデータベースをバックアップしたことを確認しま
す。

バックアップには、いくつかの方法があります。データベースのバックアップおよびリカバ
リ手順の詳細は、経験豊富なデータベース管理者に問い合せるか、Oracle ドキュメントを参
照してください。

4.5.3 OracleAS Portal リポジトリのアップグレード・パッチのダウンロードリポジトリのアップグレード・パッチのダウンロードリポジトリのアップグレード・パッチのダウンロードリポジトリのアップグレード・パッチのダウンロード
1. パッチ 2778342 を用意します。パッチは JP Update CD に含まれています。

2. ZIP ファイルをコンピュータの一時ディレクトリにダウンロードして解凍します。ファ
イルには、次のものが含まれています。

� ディスク 1 - Portalの中間層の更新およびリポジトリのアップグレードを実行するス
クリプトを含むディレクトリ

� readme.html - Readme ファイル

3. 残りの手順に影響する可能性のある変更について、readme.htmlファイルを調べます。

4.5.4 Oracle Universal Installer を使用した、を使用した、を使用した、を使用した、OracleAS Portal アップグレード・アップグレード・アップグレード・アップグレード・
スクリプトの中間層スクリプトの中間層スクリプトの中間層スクリプトの中間層 Oracle ホームへのコピーホームへのコピーホームへのコピーホームへのコピー

1. OracleAS 10g（9.0.4）中間層がインストールされているコンピュータにログインしま
す。

注意注意注意注意 : Oracle9i データベースに付属するエクスポート・ユーティリティ
を使用して、コンテンツをファイルに転送できます。詳細は、『Oracle9i
データベース・ユーティリティ』を参照してください。

注意注意注意注意 : アップグレード時に Portal の「ビルダー」ページの既存の内容が
完全に削除され、新しい内容に置き換えられます。Portal の「ビルダー」
ページがカスタマイズされていた場合、それらのカスタマイズは失われま
す。アップグレード前に「ビルダー」ページに対するカスタマイズをすべ
て識別して記録し、アップグレード後に再適用できるようにしてくださ
い。
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2. ORACLE_HOME 環境変数を <destination_MT_OH>に設定します。これは、第 3 章
「中間層のアップグレード」の手順でアップグレードされた 10g（9.0.4）中間層のホーム
です。

3. 次のとおり選択して、Oracle Universal Installer を実行し、Portal のアップグレード・
スクリプトを中間層の Oracle ホームにコピーします。

「スタート」→「プログラム」→「「スタート」→「プログラム」→「「スタート」→「プログラム」→「「スタート」→「プログラム」→「Oracle Installation Products」→「」→「」→「」→「Universal 
Installer」」」」

以降の手順については、画面の順番に従って説明します。

4. 「ようこそ」「ようこそ」「ようこそ」「ようこそ」画面の「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ファイル位置」「ファイル位置」「ファイル位置」「ファイル位置」画面に進みます。

5. 「ファイル位置」「ファイル位置」「ファイル位置」「ファイル位置」画面のソース・パスのフィールドで、ダウンロードに含めた
products.jarファイルを指定します。たとえば、ダウンロード・ファイルを
c:¥tmp¥upgディレクトリに展開した場合、ファイルとして
c:¥tmp¥upg¥Disk1¥stage¥products.jarを指定します。

図図図図 4-2「ファイルの場所の指定」画面「ファイルの場所の指定」画面「ファイルの場所の指定」画面「ファイルの場所の指定」画面

6. 接続先 Oracle ホームの名前およびパスを確認します。
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7. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「サマリー」「サマリー」「サマリー」「サマリー」画面が表示されます。

8. 「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」をクリックします。

ファイルを Oracle ホームにコピーする処理は、15 分から 30 分かかる場合があります。
最初の数分間は画面に何も表示されませんが、すぐにプログレス・バーがアクティブに
なります。

インストールの終了インストールの終了インストールの終了インストールの終了画面が表示されます。

9. 「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックします。

 ディレクトリ portal¥upg¥plsqlが Oracle ホームに作成されます。そこには、リポ
ジトリのアップグレードに必要なコードが含まれます。

4.5.5 外部アプリケーション外部アプリケーション外部アプリケーション外部アプリケーション ID の再マッピングが必要かどうかの検討の再マッピングが必要かどうかの検討の再マッピングが必要かどうかの検討の再マッピングが必要かどうかの検討
外部アプリケーションを含む、リリース 9.0.2 の Oracle9iAS Single Sign-On サーバーを統合
する場合、外部アプリケーションの識別子を一意にする必要があります。すべての 9.0.2 の
Oracle9iAS Single Sign-On サーバーには、詳細形式の外部アプリケーション識別子を導出す
るために使用される一意な識別子が割り当てられています。Oracle9iAS Portal には、それら
の外部アプリケーション識別子への参照が含まれています。

Oracle9iAS Portal リポジトリの、それらの外部アプリケーション識別子への参照は、
Oracle9iAS Portal 9.0.2 を OracleAS Portal 10g（9.0.4）にアップグレードする際に自動的に
更新されます。Oracle9iAS Single Sign-On サーバーのアップグレード時には、Oracle9iAS 
Portal のリリース固有のパッチを Oracle9iAS Portal スキーマに適用して、外部アプリケー
ション識別子を詳細形式に変更するように要求されます。アップグレード前にスクリプトが
実行された場合、アップグレード・コードはスクリプトが実行されたことを検出し、実行を
繰り返しません。

ただし、例外があります。Oracle9iAS Single Sign-On サーバーのリリース 9.0.2.5 へのアッ
プグレード後に、Oracle9iAS Portal 9.0.2 インスタンスを以前は関連付けられていなかった
サーバーに関連付けると、ポータルは外部アプリケーションのポートレットを使用します。
この場合は、ポータルをアップグレードする際に、識別子の再マッピングを省略する必要が
あります。これは、ポータルがすでにそのカスタマイズ内に詳細な外部アプリケーション識
別子を格納しているためです。
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再マッピングを省略するには、アップグレードを開始する前に、Oracle9iAS Portal スキーマ
のスクリプト
<destination_MT_OH>¥portal¥upg¥plsql¥upg¥9025-9026¥wwc¥upfappno.sql
を実行します。このスクリプトを実行した後に Oracle9iAS Portal スキーマをアップグレー
ドすると、次のテキストがアップグレード・ログ・ファイルに出力されます。

The External Application IDs have already been converted prior to the upgrade. The 
SSO ID used for this purpose was NO_CONVERSION. No conversion will be performed now.

4.5.6 OracleAS Portal リポジトリのアップグレード・スクリプトの実行リポジトリのアップグレード・スクリプトの実行リポジトリのアップグレード・スクリプトの実行リポジトリのアップグレード・スクリプトの実行
Portal リポジトリのアップグレードは、upgrade.plスクリプトを使用して実行します。次
の手順に従って、アップグレードを実行します。

1. 入手可能な最新の OracleAS Portal リポジトリのアップグレード・パッチを用意して、
インストールしたことを確認します。（新しいリリースが定期的にリリースされる可能
性があります。）

a. パッチ 2778342 を用意します。パッチは JP Update CD に含まれています。

b. 4-31 ページの 4.5.3 項「OracleAS Portal リポジトリのアップグレード・パッチのダ
ウンロード」の手順を実行した後にパッチが更新された場合、パッチをダウンロー
ドして、その項の手順を繰り返します。

注意注意注意注意 : 外部アプリケーション・ポートレットのカスタマイズのアップグ
レードを確実に成功させるために、Oracle9iAS Portal スキーマの
secfappno.sqlスクリプトを実行する必要があるかどうかを慎重に検討
します。外部アプリケーション ID の再マッピング・スクリプトとして間
違ったスクリプトを実行した場合や必要なスクリプトが実行されなかった
場合、外部アプリケーションのカスタマイズは、関連付けられた
Oracle9iAS Single Sign-On サーバーで使用される外部アプリケーション
ID に対応しない可能性があります。

このような状況になり、外部アプリケーションにアクセスした際にエラー
が発生した場合は、ユーザーは外部アプリケーション・ポートレットの

「カスタマイズ」リンクをクリックして、アプリケーションのリストを再
度カスタマイズする必要があります。これにより、アプリケーション ID
が、Oracle9iAS Single Sign-On サーバーで使用される ID と同期化されま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : アプリケーション ID の再マッピングの詳細は、『Oracle9iAS 
Single Sign-On Migration Guide』（4-30 ページの 4.5.1 項「Oracle9iAS 
Single Sign-On サーバーのアップグレード」で説明されている Oracle9iAS 
Single Sign-On サーバーのパッチに添付）を参照してください。
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2. 環境変数が、<destination_MT_OH>を参照するように設定されていることを確認し
ます。

3. <destination_MT_OH>のすべての中間層サービスを停止します。

4. Portal ソース・コードのルート・ディレクトリに移動します。これは、
portal¥upg¥plsql下の中間層の Oracle ホームです。

このディレクトリは、インストーラを実行し、アップグレード・パッチの内容を展開し
たときの手順で作成されています。

5. エラーがなくなるまで、アップグレード・スクリプトを事前チェック・モードで実行し
ます。

<destination_MT_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl upgrade.pl 
-precheck [-l <log file>] [-t <tmp directory>] [-ssoid <sso id>]

6. アップグレード・スクリプトを標準モードで実行し、パラメータを指定します。

<destination_MT_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl upgrade.pl 
[-l <log file>] [-t <tmp directory>] [-ssoid <sso id>] 

注意注意注意注意 : ファイル upgrade.plが、中間層の Oracle ホーム下の
portal¥upg¥plsqlディレクトリにない場合、4-31 ページの 4.5.4 項

「Oracle Universal Installer を使用した、OracleAS Portal アップグレード・
スクリプトの中間層 Oracle ホームへのコピー」の Oracle Universal 
Installer を実行する手順を正確に実行したことを確認してください。

表表表表 4-1 upgrade.pl スクリプトのパラメータスクリプトのパラメータスクリプトのパラメータスクリプトのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

-precheck precheck を指定すると、事前チェックのみが実行され、アップグ

レードが停止します。このモードでは、事前チェックに失敗した場
合でもアップグレードはすぐに停止されず、すべての事前チェック
のエラーがアップグレード・ログに集約されます。

失敗したチェックのリストを参照するには、ログを調べます。エ
ラーの解決方法は、『Oracle Application Server Portal エラー・メッ

セージ・ガイド』を参照してください。すべての事前チェックに成
功するまでこのモードを実行します。

このモードでは、スキーマは変更されないため、スクリプトの実行
間でバックアップからリストアする必要はありません。

-l <log file> ログ・ファイルの名前。

デフォルトは、upgrade.logです。
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次の例は、現在のパスからアクセス可能な中間層の Oracle ホームに適切な Perl 実行可
能ファイルが存在することを想定しています。

perl upgrade.pl -precheck -l precheck.log -t prechecktmp
perl upgrade.pl -l myupgrade.log -t upgtmp 
perl upgrade.pl -l myupgrade.log 
perl upgrade.pl -t upgtmp 
perl upgrade.pl
perl upgrade.pl -l myupgrade.log -t upgtmp -ssoid B63875271239654

システム・セットアップ情報を要求するプロンプトが表示されます。スクリプトの最後
に、確認のために入力した応答が表示されます。スクリプトの終了前に、誤った情報が
入力されていることを見つけた場合は、最後の質問に No（n）と応答することによっ
て、変更をコミットしないでスクリプトを終了できます。

スクリプトによる質問内容は、次のとおりです。質問に対するデフォルトの応答は、大
カッコ内に示されています。

 Have you backed up your database (y|n)? [y]:

7. データベースをバックアップしていない場合は No（n）と応答して、データベースを
バックアップしてからスクリプトを再起動します。バックアップしている場合は、Yes

（y）と応答します。

-t <tmp directory> 一時ディレクトリ名。このディレクトリは空にして、書込み可能に
しておく必要があります。このドキュメントでは、<upgrade tmp 
dir>とも呼びます。

デフォルトは、tmpです。

-ssoid <sso id> Portal スキーマがアップグレードされる前に Portal が関連付けられ

ていた Single Sign-On サーバーの識別子。この値は 15 文字で、

Single Sign-On サーバーにパッチを適用する際に使用される識別子

と一致する必要があります。

この値は、Single Sign-On サーバーの識別子を自動的に生成できな

い場合、または Single Sign-On サーバーには以前にパッチが適用さ

れたが、使用していた Single Sign-On サーバーの識別子を変更する

必要がある場合のいずれかの場合にのみ必要になります。この値は
システムにより自動的に生成されるため、通常は値を渡す必要はあ
りません。

パッチの詳細は、4-30 ページの 4.5.1 項「Oracle9iAS Single Sign-On
サーバーのアップグレード」を参照してください。

表表表表 4-1 upgrade.pl スクリプトのパラメータスクリプトのパラメータスクリプトのパラメータスクリプトのパラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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次のプロンプトが表示されます。

Enter the name of the schema you would like to upgrade [portal]: 

8. Oracle9iAS 9.0.2 Infrastructure の標準インストールのスキーマ名 portalと異なる場合
は、スキーマ名を入力します。

次のプロンプトが表示されます。

Enter the password of the schema you would like to upgrade 
[portal]:

9. 必要に応じて、スキーマ名に対して入力されているデフォルト値を変更します。

必要な場合は、Oracle Directory Manager を使用して、Oracle9iAS Portal スキーマのラ
ンダム化されたパスワードを取得します。次のようにナビゲートします。

a. エントリ管理

b. cn=OracleContext

c. cn=Products

d. cn=IAS

e. cn=Infrastructure Databases

f. OrclReferenceName=Infrastructure Database（例 : iasdb.server.domain.com）

g. OrclResourceName=PORTAL

h. 前述のエントリをクリックします。

i. 右側ペインで orclpasswordattribute 値を探します。これがスキーマのパスワードで
す。

次のプロンプトが表示されます。

Enter the password for the SYS user of your database 
[change_on_install]: 

Enter the TNS connect string to connect to the database [orcl]:

10. TNS 接続文字列を入力します（tnsnames.oraファイルにあります）。Portal スキー
マ、スキーマのパスワードおよび接続文字列を使用してデータベースへのアクセスをテ
ストします。

次のメッセージが表示されます。

At this point, no changes have been made to the database. Please review all the details 
displayed above. If you choose to stop the upgrade at this point, you will be able to start 
it again without restoring from a backup. If you continue and a problem occurs, you will 
have to retrieve your backup and start over. Is it OK to continue with the upgrade? (y|n) 
[y]:
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11. 内容が正しいことを確認し、質問に答えます。

� アップグレードを続行するには、「y」と入力します。

� アップグレードを停止するには、「n」と入力します。必要な場合は、アップグレー
ド・スクリプトを再び実行して、必要に応じて内容を修正できます。

4.5.7 ログ・ファイルの調査ログ・ファイルの調査ログ・ファイルの調査ログ・ファイルの調査
アップグレード時に発生したすべてのエラーは、upgrade.logファイルに記録されます。
このファイルを調査して、正常にアップグレードできたことを確認します。

1. ログ・ファイルの場所を特定します。ログのデフォルト名は、upgrade.logです。デ
フォルトの場所は、<destination_MT_OH>¥portal¥upg¥plsql¥upgrade.logで
す。

アップグレードの実行が完了した場合、ログ内のエラーは標準出力に送信され、ログ・
ファイルの終わりにある個別のセクションに追加されます。ファイルの最初の方にある
エラーを検索する場合は、ログ・ファイルの終わりにあるセクションの行番号を使用し
ます。

2. ログをテキスト・エディタで開きます。

3. 『Oracle Application Server Portal エラー・メッセージ・ガイド』で、すべてのエラーお
よび警告について調べます。

4. マニュアルに記載されたすべてのエラーおよび警告を解決します。ほとんどのエラーで
は、バックアップからリポジトリをリストアして問題を解決し、アップグレードを再実
行する必要があります。

5. マニュアルに記載されていないエラーについては、オラクル社カスタマ・サポート・セ
ンターに連絡してください。

重要重要重要重要 : アップグレード中は、他の作業のためにコンピュータを使用しな
いでください。OracleAS Portal リポジトリのアップグレードには、数時
間かかります。アップグレードの長さは、リポジトリのサイズ、コン
ピュータのワークロードおよび他の要因により異なります。

注意注意注意注意 : オラクル社は、正常ではないアップグレード後に使用されたポー
タルをサポートしていません。正常なアップグレードとは、エラーがまっ
たくないか、あっても問題のないエラーのみであったアップグレードのこ
とです。問題のないエラーは、『Oracle Application Server Portal エラー・
メッセージ・ガイド』で示されています。
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6. すべてのエラーが解決されるまで、この処理を継続します。

正常なアップグレード後の、ログ・ファイルの終わりの例を次に示します（Upgrade 
completed successfullyというメッセージがある点と、エラー・メッセージがな
い点に注目してください）。

### PHASE III STEP 18: Show Errors and Warnings 
Upgrade step started at Thu Jun 26 09:05:36 PDT 2003 
... 
### Upgrade completed successfully 
Upgrade Ended at Thu Jun 26 09:05:36 PDT 2003

正常にアップグレードできなかった場合のログ・ファイルの終わりの例を次に示しま
す。

例 1: 途中で終了し、エラー / 警告のセクションがない場合

### ERROR: Patch Failed with status code: 1. 
### 
### Upgrade aborted at Tue Jul 15 15:09:33 EDT 2003.

例 2: 正常に終了したが、少なくとも 1 つのエラーが検出された場合（各エラー行の前に
行番号があることに注目してください）。

### 
### PHASE III STEP 18: Show errors and warnings
###
Upgrade step started at Fri June 6 20:32:02 2003
###
### WARNING: ### Upgrade completed with the following warnings
###               ...
###
### ERROR: ### Upgrade completed with the following errors 
###      2803:エラーエラーエラーエラー: 行行行行1でエラーが発生しました。でエラーが発生しました。でエラーが発生しました。でエラーが発生しました。

###      2804:ORA-01418: 指定した索引は存在しません。指定した索引は存在しません。指定した索引は存在しません。指定した索引は存在しません。

生成される様々なファイルの場所および内容は、次のとおりです。<upgrade_tmp_dir>
は、upgrade.plを実行する際に使用された一時ディレクトリを示します。デフォルトで
は、このディレクトリは tmpという名前で、
<destination_MT_OH>¥portal¥upg¥plsqlのサブディレクトリです。
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4.5.8 OracleAS Portal リポジトリのアップグレードの完了リポジトリのアップグレードの完了リポジトリのアップグレードの完了リポジトリのアップグレードの完了
この項では、OracleAS Portal のアップグレードを完了する手順や、アップグレードされた
製品に導入された変更について説明します。次の項目について説明します。

� 4-41 ページの 4.5.8.1 項「すべてのパッケージのコンパイル」

� 4-41 ページの 4.5.8.2 項「Oracle Internet Directory 用の OracleAS Portal の再構成」

� 4-51 ページの 4.5.8.3 項「OracleAS Portal ファイル・システム・キャッシュのクリーン
アップ」

� 4-52 ページの 4.5.8.4 項「アップグレードされた Portal インスタンスを使用するすべての
中間層の起動」

� 4-52 ページの 4.5.8.5 項「Oracle Text（以前の InterMedia Text）索引の再構築」

� 4-52 ページの 4.5.8.6 項「Oracle9iAS Portal 9.0.2.6 のアップグレードにおけるセッション
格納参照の有効化」

� 4-53 ページの 4.5.8.7 項「OracleAS Portal の使用方法の変更点について」

� 4-57 ページの 4.5.8.8 項「ポートレット・リポジトリの変更について」

表表表表 4-2 生成されるファイル生成されるファイル生成されるファイル生成されるファイル

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所 内容と目的内容と目的内容と目的内容と目的

upgrade.in <upgrade_tmp_
directory>¥ 
upgrade.in

アップグレード・スクリプトへの入力内容が含
まれます（4-34 ページの 4.5.6 項「OracleAS 
Portal リポジトリのアップグレード・スクリプ

トの実行」で説明されている質問への回答）。パ
スワードは、セキュリティ上の理由で記録され
ていません。

このファイルは、次回の実行時に上書きされな
いように別の場所にコピーできます。その場合、
パスワードを含めることができ、その新しい
ファイルを次回以降のすべてのアップグレード
で標準入力として使用できます。

<upgrade_log> <upgrade_
directory>¥ 
upgrade.log

エラー、警告、詳細説明などのすべてのログ情
報が含まれます。エラーは、ログ・ファイルの
終わりに要約されます。

upgrade.err <upgrade_tmp_dir>¥ 
upgrade.err

<upgrade_log>の終わりにあるエラー・メッ

セージのサマリーが含まれます。

upgrade.wrn <upgrade_tmp_dir>¥ 
upgrade.wrn

<upgrade_log>の終わりにある警告メッセー

ジのサマリーが含まれます。
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4.5.8.1 すべてのパッケージのコンパイルすべてのパッケージのコンパイルすべてのパッケージのコンパイルすべてのパッケージのコンパイル
依存性による問題のため、OracleAS Portal リポジトリのアップグレードによってデータ
ベース・オブジェクトが無効になる場合があります。utlrp.sqlスクリプトを実行して、
データベース内のすべての無効なオブジェクトを再コンパイルできます。この手順は、5-59
ページの 5.6.1 項「utlrp.sql ユーティリティの実行」で説明されています。

4.5.8.2 Oracle Internet Directory 用の用の用の用の OracleAS Portal の再構成の再構成の再構成の再構成
アップグレードされた OracleAS Portal 10g（9.0.4）インスタンスは、次の手順に従って
Oracle Internet Directory 用に再構成する必要があります。

1. ORACLE_HOME 環境変数を <destination_MT_OH>、JRE_HOME 環境変数を JRE
ホームに設定します。

2. <destination_MT_OH>下の assistants¥opcaディレクトリに移動します。

3. 次のコマンドを実行して、ptlasstスクリプトを実行します。

ptlasst.bat -mode MIDTIER [-i <install type>] -type DIPUNREG [-s 
<portal schema>] [–sp <schema password>]  [-c <connect string>] 
[-ldap_h <OID server host>] [-ldap_p <OID server port>] [-ldap_d 
<installer DN>] -ldap_w <installer password> [-ldaps]

� -i <install type>は、typicalまたは customに設定できます。

このパラメータが typicalに設定されると、Oracle Internet Directory サーバーお
よび構成されている OracleAS Metadata Repository の OracleAS Portal スキーマの
詳細を取得するために、リポジトリ・アクセス API が使用されます。

customに設定されると、コマンドラインに入力された内容が構成に使用されま
す。このパラメータのデフォルト値は、typicalです。

� -s <portal schema>は、OracleAS Portal スキーマ名です。指定しない場合は、
スキーマ名 "portal" が使用されます。

� -sp <schema password>は、OracleAS Portal スキーマのパスワードです。

� -c <connect string>は、OracleAS Portal データベースへの接続文字列です。
形式は、HostName:PortNumber:ServiceNameです。

� -ldap_h <OID server host>は、Oracle Internet Directory サーバーのホスト名
です。

注意注意注意注意 : -mode MIDTIERおよび –type DIPUNREGパラメータは、関連付
けられた Infrastructure の Oracle Internet Directory サーバーから、
OracleAS Portal の既存のプロビジョニング・プロファイルを削除します。
これにより、作成される新しいプロファイルには、OracleAS Portal 10g

（9.0.4）で必要なすべてのプロビジョニング・イベントが含まれます。
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� -ldap_p <OID server port>は、Oracle Internet Directory サーバーのポート番
号です。

�  -ldap_d <installer DN>は、スクリプトを実行するユーザーの識別名です。
このパラメータを指定しない場合、デフォルト値 cn=orcladminが使用されます。
Oracle Internet Directory サーバーのリリースが 9.0.2 の場合、必要な権限を持って
いるのは cn=orcladminユーザーのみです。Oracle Application Server 10g

（9.0.4）の Oracle Internet Directory では、このユーザーはスーパー・ユーザー
cn=orcladminであるか、次のすべてのグループのメンバーである必要がありま
す。

cn=Trusted Applications Admins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=iASAdmins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=IAS & User Mgmt Application Admins, 
cn=Groups,cn=OracleContext

� -ldap_w <installer password>は、スクリプトを実行するユーザーのパス
ワードです。

� -ldapsは、Oracle Internet Directory で SSL が有効になっていることを示すフラグ
です。このパラメータを指定した場合、–ldap_pパラメータを使用して指定した
Oracle Internet Directory サーバー・ポートでも SSL を有効にする必要があります。

このコマンドの例を次に示します。

ptlasst.bat -mode MIDTIER -i custom -type DIPUNREG -s portal –sp 
password1 -c dbserver.domain.com:1521:iasdb -ldap_h 
oidserver.domain.com -ldap_p 3060 -ldap_d 
"cn=installer,cn=users,dc=mycompany,dc=com" -ldap_w secret1

4. スクリプトが処理を完了した後、カレント・ディレクトリの <portal schema>.log
ファイルを調査します。すべてのエラーは、<portal schema>.logファイルに記録
されます。エラーがない場合は、スクリプトが正常に完了しました。一般的なエラー・
メッセージおよびその解決方法は、4-46 ページの 4.5.8.2.1 項「ptlasst スクリプトで
-type DIPUNREG を使用した場合のエラーの解決」で説明されています。

5. 次のコマンドによって ptlasstスクリプトを実行し、OracleAS Portal インスタンスを
Oracle Internet Directory サーバーに再度関連付けます。

ptlasst.bat -mode MIDTIER [-i <install type>] -type OID [-s 
<portal schema>] [–sp <schema password>]  [-c <connect string>] 
[-ldap_h <OID server host>] [-ldap_p <OID server port>] [-ldap_d 
<installer DN>] -ldap_w <installer password> [-pwd <initial 
password>] [-ldaps]
4-42 Oracle Appllication Server 10g（9.0.4）アップグレード 10g（9.0.4） for Microsoft Windows



OracleAS Portal リポジトリのアップグレード
� -i <install type>は、typicalまたは customに設定できます。

このパラメータが typicalに設定されると、Oracle Internet Directory サーバーお
よび構成されている OracleAS Metadata Repository の OracleAS Portal スキーマの
詳細を取得するために、リポジトリ・アクセス API が使用されます。

customに設定されると、コマンドラインに入力された内容が構成に使用されま
す。このパラメータのデフォルト値は、typicalです。

� -s <portal schema>は、OracleAS Portal スキーマ名です。指定しない場合は、
スキーマ名 "portal" が使用されます。

� -sp <schema password>は、OracleAS Portal スキーマのパスワードです。

� -c <connect string>は、OracleAS Portal データベースへの接続文字列です。
形式は、HostName:PortNumber:ServiceNameです。

� -ldap_h <OID server host>は、Oracle Internet Directory サーバーのホスト名
です。

� -ldap_p <OID server port>は、Oracle Internet Directory サーバーのポート番
号です。

�  -ldap_d <installer DN>は、スクリプトを実行するユーザーの識別名です。
このパラメータを指定しない場合、デフォルト値 cn=orcladminが使用されます。
Oracle Internet Directory サーバーのリリースが 9.0.2 の場合、必要な権限を持って
いるのは cn=orcladminユーザーのみです。Oracle Application Server 10g

（9.0.4）の Oracle Internet Directory では、このユーザーはスーパー・ユーザー
cn=orcladminであるか、次のすべてのグループのメンバーである必要がありま
す。

cn=Trusted Applications Admins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=iASAdmins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=IAS & User Mgmt Application Admins, 
cn=Groups,cn=OracleContext

� -ldap_w <installer password>は、スクリプトを実行するユーザーのパス
ワードです。

� -pwd <initial password>は、Oracle Internet Directory に存在する OracleAS 
Portal で作成されたユーザー（PORTAL および PORTAL_ADMIN）の初期パス
ワードです。このパスワードは、作成されたユーザーのエントリが Oracle Internet 
Directory には存在しない場合に使用されます。ユーザー・エントリがすでに
Oracle Internet Directory サーバーに存在する場合、既存のパスワードは変更されま
せん。

� -ldapsは、Oracle Internet Directory で SSL が有効になっていることを示すフラグ
です。このパラメータを指定した場合、–ldap_pパラメータを使用して指定した
Oracle Internet Directory サーバー・ポートでも SSL を有効にする必要があります。
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このコマンドの例を次に示します。

ptlasst.bat -mode MIDTIER -i custom -type OID -s portal –sp 
password1 -c dbserver.domain.com:1521:iasdb -ldap_h 
oidserver.domain.com -ldap_p 3060 -ldap_d 
"cn=installer,cn=users,dc=mycompany,dc=com" -ldap_w secret1 -pwd 
welcome1

6. スクリプトが処理を完了した後、カレント・ディレクトリの <portal schema>.log
ファイルを調査します。エラーが発生し、Oracle Internet Directory の関連付けに失敗し
た場合、次のエラー・メッセージがログ・ファイルに記録されます。

 ERROR: creating lightweight users and groups in OID ... exiting

一般的なエラー・メッセージおよびその解決方法は、4-47 ページの 4.5.8.2.2 項「ptlasst
スクリプトで -type OID を使用した場合のエラーの解決」で説明されています。

OracleAS Portal が Oracle Application Server 10g（9.0.4） Oracle Internet Directory サー
バーと関連付けられている場合、手順 5 のコマンドにより、グループ "cn=Common 
Group Attributes,cn=Groups,cn=OracleContext"のメンバーとしてアプリ
ケーション・エントリが追加されます。

7. OracleAS Portal が Oracle Application Server 10g（9.0.4） Oracle Internet Directory サー
バーを使用していない場合は、次の手順 a、b および c をスキップして、手順 9 に進み
ます。

a. ptlasstを実行して作成されるログ・ファイルで、アプリケーション名を探しま
す。ファイルは通常 <portal schema>.logという名前で、
<destination_MT_OH>¥assistants¥opcaディレクトリに存在します。アプリ
ケーション名は、ログ・ファイル内の文字列 Portal Application Name:の後
にあります。

b. 次のコマンドを実行して、アプリケーション名の Oracle Internet Directory 権限を
確認します。

ldapsearch –h <OID host> -p <OID port> -D <Privileged user DN> 
-w <Privileged user password> [-U <SSL auth mode>] -b 
"cn=Groups,cn=OracleContext" –s sub 
"uniquemember=orclapplicationcommonname=<application 
name>,cn=Portal,cn=Products,cn=OracleContext” dn

� <OID host>は、OID サーバーのホスト名です。

� <OID port>は、OID サーバーのポート番号です。ポートで SSL が有効化されてい
る場合は、–Uパラメータを指定する必要があります。
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� <Privileged user DN>は、スクリプトを実行するユーザーの識別名です。この
ユーザーは、スーパー・ユーザー cn=orcladminであるか、次のすべてのグルー
プのメンバーである必要があります。

cn=Trusted Applications Admins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=iASAdmins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=IAS & User Mgmt Application Admins, 
cn=Groups,cn=OracleContext

� <Privileged user password>は、スクリプトを実行するユーザーのパスワー
ドです。

� <SSL auth mode>は、SSL 認証モードです。このパラメータは、–p parameter
で指定されているポートで SSL が有効化されている場合にのみ指定します。このパ
ラメータの有効な値は、次のとおりです。1 = 認証不要、2 = サーバー認証、3 = ク
ライアントとサーバーの認証

このコマンドの例を次に示します。

ldapsearch –h oidserver.domain.com -p 3060 -D 
"cn=installer,cn=users,dc=mycompany,dc=com" -w secret1 -b 
"cn=Groups,cn=OracleContext" –s sub 
"uniquemember=orclapplicationcommonname=portal.030908.1810,cn=
Portal,cn=Products,cn=OracleContext" dn

c. 返されるリストにグループ "cn=Common Group 
Attributes,cn=Groups,cn=OracleContext"があることを確認します。

8. ptlasstを実行して作成されるログ・ファイルを調査します。ファイルは通常
<portal schema>.logという名前で、
<destination_MT_OH>¥assistants¥opcaディレクトリに存在します。プロビジョ
ニング・プロファイルが正常に作成されたことを確認し、次のメッセージと同様なメッ
セージを探します。

orclODIPProfileName=C815C7285F9E241CE0340800208A8B00_
C817B7D771034368E0340800208A8B00, cn=Provisioning Profiles, 
cn=Changelog Subscriber, cn=Oracle Internet Directory

.

.

.

The Provisioning Profile for the Application has been created.

Profile Name: 
c815c7285f9e241ce0340800208a8b00_c817b7d771034368e0340800208a8b00
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プロファイルが正常に成功されなかった場合、次のメッセージと同様なメッセージが生
成されます。

ERROR: アプリケーションのプロビジョニング・プロファイルを作成できませんでし
た。 

このエラーは、プロビジョニング・プロファイルがすでに Oracle Internet Directory
サーバーに存在する場合に発生する可能性があります。

9. 次の手順を実行して、プロビジョニング・プロファイルがすでに存在するかどうかを確
認します。

a. PORTAL の PORTAL_ADMINISTRATORS または DBA グループのメンバーである
ユーザー・アカウントで、OracleAS Portal にログインします。

b. 「管理」「管理」「管理」「管理」タブをクリックします。

c. 「サービス」ポートレット「サービス」ポートレット「サービス」ポートレット「サービス」ポートレットの「グローバル設定」「グローバル設定」「グローバル設定」「グローバル設定」リンクをクリックします。

d. 「「「「SSO/OID」」」」タブをクリックします。

e. ページ下部に「ディレクトリ同期」「ディレクトリ同期」「ディレクトリ同期」「ディレクトリ同期」セクションが表示され、「ディレクトリ同期の「ディレクトリ同期の「ディレクトリ同期の「ディレクトリ同期の
有効化」有効化」有効化」有効化」チェックボックスが選択されていることを確認します。チェックボックス
が選択されている場合、それ以上の操作は必要ありません。

f. チェックボックスが選択されていない場合、Oracle Internet Directory サーバーのエ
ラーを診断します。

4.5.8.2.1 ptlasst スクリプトでスクリプトでスクリプトでスクリプトで -type DIPUNREG を使用した場合のエラーの解決を使用した場合のエラーの解決を使用した場合のエラーの解決を使用した場合のエラーの解決  スクリプトの
実行後、ログ・ファイルに次のエラー・メッセージが記録されていることがあります。

エラーエラーエラーエラー : OID に接続できませんでした。に接続できませんでした。に接続できませんでした。に接続できませんでした。ldap_host およびおよびおよびおよび ldap_port パラメータを確認してパラメータを確認してパラメータを確認してパラメータを確認して
ください。ください。ください。ください。

原因原因原因原因 : OID サーバーのホストまたはポートが正しくないか、使用不可です。

処置処置処置処置 : –ldap_hおよび –ldap_pパラメータに正しい値を指定したことを確認します。
さらに、OID サーバーが実行されていて、中間層環境からアクセス可能であることを確
認してください。

エラーエラーエラーエラー : ディレクトリ資格証明が無効です。ディレクトリ資格証明が無効です。ディレクトリ資格証明が無効です。ディレクトリ資格証明が無効です。ldap_user_dn およびおよびおよびおよび ldap_user_password パラパラパラパラ
メータを確認してください。メータを確認してください。メータを確認してください。メータを確認してください。

原因原因原因原因 : ユーザー DN またはパスワードが正しくありません。

処置処置処置処置 : ユーザーが OID サーバーに存在していて、–ldap_dおよび –ldap_wパラメータ
の値が正しいことを確認します。
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エラーエラーエラーエラー : プロビジョニング・プロファイルを削除できませんでした。プロビジョニング・プロファイルを削除できませんでした。プロビジョニング・プロファイルを削除できませんでした。プロビジョニング・プロファイルを削除できませんでした。...[LDAP: エラー・コーエラー・コーエラー・コーエラー・コー
ドドドド 50: 不十分なアクセス権限不十分なアクセス権限不十分なアクセス権限不十分なアクセス権限 ]
原因原因原因原因 :  指定したユーザーには必要な権限がありません。

処置処置処置処置 : Oracle Internet Directory リリース 9.0.2 または Oracle Internet Directory リリー
ス 9.2 の場合 : –ldap_d パラメータに cn=orcladmin が指定されていることを確認しま
す。

Oracle Application Server 10g（9.0.4） Oracle Internet Directory サーバーの場合 : 
–ldap_d パラメータに cn=orcladmin が指定されていること、またはユーザーが OID
サーバー内の次のすべてのグループのメンバーであることを確認します。

cn=Trusted Applications Admins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=iASAdmins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=IAS & User Mgmt Application Admins, cn=Groups,cn=OracleContext

エラーエラーエラーエラー : プロビジョニング・プロファイルを削除できませんでした。プロビジョニング・プロファイルを削除できませんでした。プロビジョニング・プロファイルを削除できませんでした。プロビジョニング・プロファイルを削除できませんでした。...[LDAP: エラー・コーエラー・コーエラー・コーエラー・コー
ドドドド 32: 該当するオブジェクトがありません。該当するオブジェクトがありません。該当するオブジェクトがありません。該当するオブジェクトがありません。]
原因原因原因原因 : プロビジョニング・プロファイルが OID サーバーに存在しません。

処置処置処置処置 : このエラーに問題はありません。操作は必要ありません。

エラーエラーエラーエラー : Unable to get GUID of entry.
原因原因原因原因 : Portal スキーマに格納されているアプリケーション・エントリの識別名が NULL
です。識別名がないと、OID サーバーのアプリケーション・エントリを特定できませ
ん。

処置処置処置処置 : 4-41 ページの 4.5.8.2 項「Oracle Internet Directory 用の OracleAS Portal の再構
成」の手順 5 のとおりに、ptlasstスクリプトを実行して、OracleAS Portal インスタ
ンスの Oracle Internet Directory への再関連付けを行います。この手順により、Portal
スキーマのアプリケーション・エントリの識別名が移入され、プロビジョニング・プロ
ファイルの作成が試みられます。

4.5.8.2.2 ptlasst スクリプトでスクリプトでスクリプトでスクリプトで -type OID を使用した場合のエラーの解決を使用した場合のエラーの解決を使用した場合のエラーの解決を使用した場合のエラーの解決  スクリプトの実行後、
ログ・ファイルに次のエラー・メッセージが記録されていることがあります。

エラーエラーエラーエラー : Error in bind... LDAP エラーエラーエラーエラー : 1024: 不明なエラーが発生しました不明なエラーが発生しました不明なエラーが発生しました不明なエラーが発生しました 
原因原因原因原因 : Oracle Internet Directory サーバーのホストまたはポートが正しくないか、使用不
可です。

処置処置処置処置 : –ldap_hおよび –ldap_pパラメータに正しい値を指定したことを確認します。
さらに、Oracle Internet Directory サーバーが実行されていて、中間層環境からアクセス
可能であることを確認してください。
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エラーエラーエラーエラー : Error in bind... LDAP エラーエラーエラーエラー : 49: 資格証明が無効です。資格証明が無効です。資格証明が無効です。資格証明が無効です。

原因原因原因原因 : ユーザー DN またはパスワードが正しくありません。

処置処置処置処置 : ユーザーが Oracle Internet Directory サーバーに存在しており、–ldap_dおよび
–ldap_wパラメータの値が正しいことを確認します。

エラーエラーエラーエラー : Error in bind... LDAP エラーエラーエラーエラー : 53: ディレクトリ・サービス・エージェントが実行不ディレクトリ・サービス・エージェントが実行不ディレクトリ・サービス・エージェントが実行不ディレクトリ・サービス・エージェントが実行不
可の状態です。可の状態です。可の状態です。可の状態です。

原因原因原因原因 : ユーザーが、Oracle Internet Directory サーバーにバインドできません。このエ
ラーの発生には、多くの原因があります。1 つの原因は、ユーザーのアカウントがグ
ローバルにロックされていることです。

処置処置処置処置 : ユーザー・アカウントをロック解除して、スクリプトを再実行します。問題が解
決されない場合、Oracle Internet Directory サーバーで問題を診断します。

エラーエラーエラーエラー : Error in create_application_entry... LDAP エラーエラーエラーエラー : 50: アクセス権限が不十分です。アクセス権限が不十分です。アクセス権限が不十分です。アクセス権限が不十分です。: 
エラーエラーエラーエラー : creating application entry   
原因原因原因原因 : 指定したユーザーには必要な権限がありません。

処置処置処置処置 : –ldap_dパラメータに cn=orcladmin を指定したことを確認するか、Oracle 
Application Server 10g（9.0.4） Oracle Internet Directory サーバーを使用している場合、
ユーザーが OID サーバーの次のすべてのグループのメンバーであることを確認します。

cn=Trusted Applications Admins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=iASAdmins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=IAS & User Mgmt Application Admins, cn=Groups,cn=OracleContext 

エラーエラーエラーエラー : Error in create_user... LDAP エラーエラーエラーエラー : 53: ディレクトリ・サービス・エージェントがディレクトリ・サービス・エージェントがディレクトリ・サービス・エージェントがディレクトリ・サービス・エージェントが
実行不可の状態です。実行不可の状態です。実行不可の状態です。実行不可の状態です。: creating entry <username> user
原因原因原因原因 :  Oracle Internet Directory サーバーで制約違反があった可能性があります。これ
は、属性値の 1 つが Oracle Internet Directory で定義されている検証規則に準拠してい
ない場合に発生する可能性があります。

処置処置処置処置 : すべてのパラメータに正しい値が指定されていることを確認します。–pwdパラ
メータにより渡されるパスワード値は、Oracle Internet Directory サーバーで定義されて
いるパスワード・ポリシーに準拠している必要があります。

エラーエラーエラーエラー : アプリケーションのプロビジョニング・プロファイルを作成できませんでした。アプリケーションのプロビジョニング・プロファイルを作成できませんでした。アプリケーションのプロビジョニング・プロファイルを作成できませんでした。アプリケーションのプロビジョニング・プロファイルを作成できませんでした。

原因原因原因原因 : 通常、このエラーはプロビジョニング・プロファイルがすでに Oracle Internet 
Directory サーバーに存在することを示しています。

処置処置処置処置 : 4-41 ページの 4.5.8.2 項「Oracle Internet Directory 用の OracleAS Portal の再構
成」の手順 3 で説明されているように、ptlasst -mode MIDTIER -type DIPUNREG
を使用して既存のプロビジョニング・プロファイルを削除し、次に 4-49 ページの
4.5.8.2.3 項「オプション : Oracle Internet Directory における OracleAS Portal プロビ
ジョニング・プロファイルの作成」で説明されている ptlasst -mode MIDTIER 
-type DIPREGを実行します。
4-48 Oracle Appllication Server 10g（9.0.4）アップグレード 10g（9.0.4） for Microsoft Windows



OracleAS Portal リポジトリのアップグレード
4.5.8.2.3 オプションオプションオプションオプション : Oracle Internet Directory におけるにおけるにおけるにおける OracleAS Portal プロビジョニング・ププロビジョニング・ププロビジョニング・ププロビジョニング・プ
ロファイルの作成ロファイルの作成ロファイルの作成ロファイルの作成  4-47 ページの 4.5.8.2.2 項「ptlasst スクリプトで -type OID を使用した場
合のエラーの解決」で説明されているエラーが発生した場合、この手順を実行して、アップ
グレードされた OracleAS Portal 10g（9.0.4）インスタンスのプロビジョニング・プロファイ
ルを作成する必要があります。

1. ORACLE_HOME 環境変数を <destination_MT_OH>に設定します。

2. <destination_MT_OH>下の assistants¥opcaディレクトリに移動します。

3. 次のコマンドを実行して、ptlasstスクリプトを実行します。

ptlasst.bat -mode MIDTIER [-i <install type>] -type DIPREG [-s 
<portal schema>] [–sp <schema password>]  [-c <connect string>] 
[-ldap_h <OID server host>] [-ldap_p <OID server port>] [-ldap_d 
<installer DN>] -ldap_w <installer password> [-ldaps]

� -i <install type>は、typicalまたは customに設定できます。

このパラメータが typicalに設定されると、Oracle Internet Directory サーバーお
よび構成されている OracleAS Metadata Repository の OracleAS Portal スキーマの
詳細を取得するために、リポジトリ・アクセス API が使用されます。

customに設定されると、コマンドラインに入力された内容が構成に使用されま
す。このパラメータのデフォルト値は、typicalです。

� -s <portal schema>は、OracleAS Portal スキーマ名です。指定しない場合は、
スキーマ名 "portal" が使用されます。

� -sp <schema password>は、OracleAS Portal スキーマのパスワードです。

� -c <connect string>は、OracleAS Portal データベースへの接続文字列です。
形式は、HostName:PortNumber:ServiceNameです。

� -ldap_h <OID server host>は、Oracle Internet Directory サーバーのホスト名
です。

� -ldap_p <OID server port>は、Oracle Internet Directory サーバーのポート番
号です。

�  -ldap_d <installer DN>は、スクリプトを実行するユーザーの識別名です。
このパラメータを指定しない場合、デフォルト値 cn=orcladminが使用されます。
Oracle Internet Directory サーバーのリリースが 9.0.2 の場合、必要な権限を持って
いるのは cn=orcladminユーザーのみです。Oracle Application Server 10g

（9.0.4）の Oracle Internet Directory では、このユーザーはスーパー・ユーザー

注意注意注意注意 : -mode MIDTIER –type and DIPREGパラメータは、関連付け
られた Infrastructure の Oracle Internet Directory サーバーに、OracleAS 
Portal のプロビジョニング・プロファイルを作成します。
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cn=orcladminであるか、次のすべてのグループのメンバーである必要がありま
す。

cn=Trusted Applications Admins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=iASAdmins, cn=Groups,cn=OracleContext

cn=IAS & User Mgmt Application Admins, 
cn=Groups,cn=OracleContext

� -ldap_w <installer password>は、スクリプトを実行するユーザーのパス
ワードです。

� -ldapsは、Oracle Internet Directory で SSL が有効になっていることを示すフラグ
です。このパラメータを指定した場合、–ldap_pパラメータを使用して指定した
Oracle Internet Directory サーバー・ポートでも SSL を有効にする必要があります。

このコマンドの例を次に示します。

ptlasst.bat -mode MIDTIER -i custom -type DIPREG -s portal –sp 
password1 -c dbserver.domain.com:1521:iasdb -ldap_h 
oidserver.domain.com -ldap_p 3060 -ldap_d 
"cn=installer,cn=users,dc=mycompany,dc=com" -ldap_w secret1

4. スクリプトが処理を完了した後、カレント・ディレクトリの <portal schema>.log
ファイルを調査します。すべてのエラーは、<portal schema>.logファイルに記録
されます。プロビジョニング・プロファイルが正常に作成されたことを確認し、次の
メッセージと同様なメッセージを探します。

orclODIPProfileName=C815C7285F9E241CE0340800208A8B00_
C817B7D771034368E0340800208A8B00, cn=Provisioning Profiles, 
cn=Changelog Subscriber, cn=Oracle Internet Directory

.

.

.

The Provisioning Profile for the Application has been created.

Profile Name: c815c7285f9e241ce0340800208a8b00_
c817b7d771034368e0340800208a8b00

プロファイルが正常に成功されなかった場合、次のメッセージと同様なメッセージが生
成されます。

ERROR: アプリケーションのプロビジョニング・プロファイルを作成できませんでし
た。 

このエラーは、プロビジョニング・プロファイルがすでに Oracle Internet Directory
サーバーに存在する場合に発生する可能性があります。
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5. 次の手順を実行して、プロビジョニング・プロファイルがすでに存在するかどうかを確
認します。

a. PORTAL の PORTAL_ADMINISTRATORS または DBA グループのメンバーである
ユーザー・アカウントで、OracleAS Portal にログインします。

b. 「管理」タブをクリックします。

c. 「サービス」ポートレットの「グローバル設定」リンクをクリックします。

d. 「SSO/OID」タブをクリックします。

e. ページ下部に「ディレクトリ同期」セクションが表示され、「ディレクトリ同期の
有効化」チェックボックスが選択されていることを確認します。チェックボックス
が選択されている場合、4-41 ページの 4.5.8.2 項「Oracle Internet Directory 用の
OracleAS Portal の再構成」で説明されているように、-type MIDTIERおよび
-mode DIPUNREGを使用して ptlasstを実行します。その後、この項で説明され
ているように -type MIDTIERおよび -mode DIPREGを使用して、ptlasstを
再度実行します。

f. チェックボックスが選択されていない場合、Oracle Internet Directory サーバーのエ
ラーを診断します。

4.5.8.3 OracleAS Portal ファイル・システム・キャッシュのクリーンアップファイル・システム・キャッシュのクリーンアップファイル・システム・キャッシュのクリーンアップファイル・システム・キャッシュのクリーンアップ
次の手順を実行して、OracleAS Portal ファイル・システム・キャッシュをクリーンアップ
します。

1. <destination_MT_OH>¥Apache¥modplqsl¥cacheディレクトリ下のすべてのファ
イルおよびディレクトリを再帰的に削除します。キャッシュ・ディレクトリ自体は削除
しないでください。

2. OracleAS Portal リポジトリにアクセスする複数の中間層が存在する場合は、すべての
中間層に対して前述の手順を繰り返します。

注意注意注意注意 : Apache¥modplqsl¥cacheディレクトリのデフォルトの場所は、
Apache¥modplsql¥conf¥cache.confファイルの PlsqlCacheDirectory
エントリの構成設定で確認できます。この場所がデフォルトから変更され
ている場合は、ディレクトリ下のすべてのファイルをクリーンアップして
ください。
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4.5.8.4 アップグレードされたアップグレードされたアップグレードされたアップグレードされた Portal インスタンスを使用するすべての中インスタンスを使用するすべての中インスタンスを使用するすべての中インスタンスを使用するすべての中
間層の起動間層の起動間層の起動間層の起動
スクリプトが正常に実行された後、次の手順を実行して、アップグレードされた Portal イン
スタンスを使用する各中間層を起動します。

1. OPMN およびそれによって管理されるプロセスを次のコマンドで起動します。

<destination_MT_OH>¥opmn¥bin¥opmnctl startall

Oracle Process Manager and Notification およびそれが管理するすべてのプロセス
（Distributed Configuration Management、Oracle HTTP Server、OC4J インスタンス、

OracleAS Web Cache、Oracle Application Server Forms Services および Oracle 
Application Server Reports Services）が開始されます。

2. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control を次のコマンドで起動しま
す。

<destination_MT_OH>¥bin¥emctl start iasconsole

4.5.8.5 Oracle Text（以前の（以前の（以前の（以前の InterMedia Text）索引の再構築）索引の再構築）索引の再構築）索引の再構築
アップグレード・スクリプトにより Oracle Text 索引が削除され、OracleAS Portal 10g

（9.0.4）用の索引が再作成されないため、この手順の実行が必要になります。アップグレー
ドされたインスタンスで Oracle Text の機能を使用する場合は、用意されているスクリプト
を使用して索引を再作成する必要があります。Portal スキーマから SQL*Plus を使用して、
<destination_MT_OH>¥portal¥upg¥plsql¥wws¥ctxcrind.sqlスクリプトを実行し
ます。このスクリプトは、必要な場合は再実行できます。

この処理は、Portal のビルドにおける Text 索引の作成と同じです。詳細は、『Oracle 
Application Server Portal 構成ガイド』を参照してください。

4.5.8.6 Oracle9iAS Portal 9.0.2.6 のアップグレードにおけるセッション格のアップグレードにおけるセッション格のアップグレードにおけるセッション格のアップグレードにおけるセッション格
納参照の有効化納参照の有効化納参照の有効化納参照の有効化
Oracle9iAS Portal のリリース 9.0.2.6 から、ページ・ポートレットのサブページ・アイテム
非表示のパッチが適用されたリリース（バグ 2904052）にアップグレードする場合、アップ
グレード後にパラメータを TRUEに設定してスクリプトを再実行し、パッチをリストアする
必要があります。

1. SQL*Plus で、OracleAS Portal スキーマにスキーマ所有者として接続します。

2. スクリプトを次のように実行します。

<destination_MT_OH>¥portal¥upg¥plsql¥wws¥ptlinvsw.sql TRUE

注意注意注意注意 : この処理は、リポジトリのサイズやコンピュータの処理速度に
よって数時間かかる場合があります。
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4.5.8.7 OracleAS Portal の使用方法の変更点についての使用方法の変更点についての使用方法の変更点についての使用方法の変更点について
この項では、OracleAS Portal 10g（9.0.4）と Oracle9iAS Portal 9.0.2 の相違点と、アップグ
レード後に発生する可能性のある問題について説明します。

4.5.8.7.1 「ビルダー」ページの再作成「ビルダー」ページの再作成「ビルダー」ページの再作成「ビルダー」ページの再作成  アップグレード時に Portal の「ビルダー」ページの既
存の内容が完全に削除され、新しい内容に置き換えられます。Portal の「ビルダー」ページ
がカスタマイズされていた場合、それらのカスタマイズは失われます。アップグレード前に

「ビルダー」ページに対するカスタマイズをすべて識別して記録し、アップグレード後に再
適用できるようにしてください。

4.5.8.7.2 カテゴリ・テンプレートおよびパースペクティブ・テンプレートカテゴリ・テンプレートおよびパースペクティブ・テンプレートカテゴリ・テンプレートおよびパースペクティブ・テンプレートカテゴリ・テンプレートおよびパースペクティブ・テンプレート  Oracle9iAS 
Portal 9.0.2 では、各カテゴリおよびパースペクティブに、2 つのタブがあるページがありま
した。各タブには自動問合せポートレットがあり、1 つのタブにはそのカテゴリまたはパー
スペクティブに属するアイテムが表示され、他のタブにはそのカテゴリまたはパースペク
ティブに属するページが表示されていました。また、Oracle9iAS Portal 9.0.2 では、ユー
ザーがカテゴリ・ページやパースペクティブ・ページまたはそれらのページ上のポートレッ
トをカスタマイズする場合がありました。

OracleAS Portal 10g（9.0.4）では、それらのページはページ・グループに属するカテゴリ・
テンプレートまたはパースペクティブ・テンプレートに基づきます。そのため、次のように
なります。

� カテゴリまたはパースペクティブのどちらかを含む各ページ・グループには、アップグ
レード時にカテゴリ・テンプレートおよびパースペクティブ・テンプレートの両方が移
入されます。

� アップグレード後にそのページ・グループで作成されるすべてのカテゴリには、カテゴ
リ・テンプレートに基づくカテゴリ・ページが用意されます。同様に、アップグレード
後に作成されるパースペクティブには、パースペクティブ・テンプレートに基づくペー
ジが用意されます。

� Oracle9iAS Portal 9.0.2 ページ・グループにカテゴリおよびパースペクティブのいずれも
存在しない場合は、アップグレード時にページ・グループに対してテンプレートは作成
されません。その後、新しいカテゴリがページ・グループに追加された場合は、カテゴ
リ・テンプレートが作成されて、カテゴリ・ページはそのテンプレートに基づきます。

� アップグレード後に実行可能な、次の処理を行うスクリプトが提供されています。

� Oracle9iAS Portal 9.0.2 のカテゴリ・ページおよびパースペクティブ・ページを削除
する。

� Oracle9iAS Portal 9.0.2 の各カテゴリのテンプレートに基づく新しいカテゴリ・ペー
ジおよびパースペクティブ・ページを作成する。
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�  次のスクリプトは、
<destination_MT_OH>¥portal¥upg¥plsql¥upg¥902-9025¥wwsにあります。

pstdefin.sql

pstpgshw.sql

pstundef.sql

pstpgcre.sql

pstprcpg.sql

1. Oracle9iAS Portal 9.0.2 から OracleAS Portal 10g（9.0.4）にアップグレードした後、既
存のカテゴリ・ページおよびパースペクティブ・ページを削除して、アップグレード時
に作成されたカテゴリ・テンプレートおよびパースペクティブ・テンプレートに基づく
ページを再作成できます。この修正は、OracleAS Portal 10g（9.0.4）にアップグレード
された Oracle9iAS Portal 9.0.2 インスタンスに適用できます。前述のすべてのファイル
を一時ディレクトリにコピーして、そのディレクトリを現在の作業ディレクトリとしま
す。

2. SQL*Plus を使用して、Portal に Portal スキーマ・ユーザーとして接続します。たとえ
ば、次に示すとおりです。sqlplus portal/portal@iasdb 

3. ページ・グループの情報、および再作成するページの情報（カテゴリ・ページのみ、
パースペクティブ・ページのみ、または両方を再作成）を使用して、pstdefin.sql
ファイルを構成します。すべての設定の説明が pstdefin.sqlファイルにあります。

4. 必要な場合は、pstpgshw.sql スクリプトを使用して Portal から情報を取得し、
pstdefin.sqlファイルを構成します。

5. pstpgcre.sqlスクリプトを実行して、変更内容を適用します。たとえば、次に示す
とおりです。

SQL> @pstpgcre.sql 

4.5.8.7.3 Portal コンテンツの検索時に使用される新しい日付書式コンテンツの検索時に使用される新しい日付書式コンテンツの検索時に使用される新しい日付書式コンテンツの検索時に使用される新しい日付書式  OracleAS Portal 10g
（9.0.4）では、Portal コンテンツの検索時に使用される日付書式は、DD-MON-YYYY または
他の言語での同様な日付書式となります。使用している言語の適切な日付書式は、日付を入
力する検索フォームにヒント・テキストとして表示されます。DD-MON-YY などの別の書
式を使用していた「保存された検索」ポートレットをアップグレードする場合、アップグ
レードされたポートレットには検索結果が返されません。保存された検索を正しい日付書式
で再作成する必要があります。

4.5.8.7.4 WebDAV クライアントの表示項目クライアントの表示項目クライアントの表示項目クライアントの表示項目  次の表示項目および特性が、OracleAS Portal 10g
（9.0.4）で変更されました。

� Portal アイテムに関連付けられている主要なファイルのみが表示されます（つまりイ
メージ・ファイルは表示されません）。

� ファイルの現在のリリースのみが表示されます。
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� ファイルおよびフォルダの名前では大文字と小文字が区別され、実際の名前が表示され
ます（Oracle9iAS Portal 9.0.2 のような内部名、または表示名ではありません）。

� SHARED、CORPORATE、およびユーザーが作成したページ・グループのみが表示され
ます。

� OracleAS Portal 10g（9.0.4）ではバージョニングが公開されますが、アップグレードさ
れたチェックアウト・アイテムはロック対象として表示されません（つまり WebDAV
クライアントからチェックアウトされたアイテム）。

4.5.8.7.5 サブページの表示項目サブページの表示項目サブページの表示項目サブページの表示項目  Oracle9iAS Portal 9.0.2 では、「サブページ表示」アイテム
をページに追加することにより、サブページへのリンクがページに表示されました。
OracleAS Portal 10g（9.0.4）では、「サブページ表示」アイテムが「サブページ・リンク」
リージョンに置き換えられました。

9.0.2 のページの独自リージョンに「サブページ表示」アイテムが含まれている場合、そのア
イテムはアップグレード後に「サブページ・リンク」リージョンに置き換えられます。ただ
し、「サブページ表示」アイテムが他のアイテムを含むリージョンに表示されている場合、
他のアイテムはそのリージョン内でアップグレードされますが、「サブページ表示」アイテ
ムは「サブページ・リンク」リージョンにアップグレードされずに削除されます。「サブ
ページ表示」アイテムがアップグレードされなかったことを示す警告メッセージが、アップ
グレード・ログに記録されます。この場合、ページ設計者が手動で「サブページ・リンク」
リージョンをアップグレードされたページに追加する必要があります。

9.0.2 の「サブページ表示」アイテムでは、サブページ・リンクがリストされるソート順序を
指定できました。9.0.2 のページに 1 つの「サブページ表示」アイテムが存在する場合、対応
する「サブページ・リンク」リージョンはアップグレード後に同じ順序を使用します。ただ
し、9.0.2 ページに複数の「サブページ表示」アイテムが含まれ、それらのアイテムが別々の
ソート順序を使用していた場合、使用するソート順序を決定する方法がありません。そのた
め、アップグレードされた「サブページ・リンク」リージョンのリンクは、アルファベット
順にソートされます。

4.5.8.7.6 個人用ページへのリンク個人用ページへのリンク個人用ページへのリンク個人用ページへのリンク  個人用ページの主なリストの場所が移動され、現在は
「共有オブジェクト」ページ・グループのルート・ページとなっています。Oracle9iAS 

Portal 9.0.2 では、このリストは「共有オブジェクト」ページ・グループのサブページでし
た。

その結果、前にこのサブページを指し示していた「ページ・リンク」アイテムは、アップグ
レード後は機能しなくなります。修正するには、アイテムが新しい場所を指し示すように編
集する必要があります。

同様に、「個人用ページ」ページを含むオブジェクトのリストも、新しい場所を指し示すよ
うにすべて編集する必要があります。

4.5.8.7.7 パブリック・ユーザーへのパブリック・ユーザーへのパブリック・ユーザーへのパブリック・ユーザーへの View 権限の付与権限の付与権限の付与権限の付与  Oracle9iAS Portal 9.0.2 では、（推奨は
されていませんでしたが）パブリック・ユーザーに View 権限を付与して、ログオンしてい
ないユーザーがページを参照できました。OracleAS Portal 10g（9.0.4）では、ユーザー・イ
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ンタフェースを使用してこれを行うことができなくなりました。かわりに、パブリック・
ユーザーにページを表示チェックボックスを選択する必要があります。アップグレード後、
この権限は、パブリック・ユーザーに View 権限を割り当てるためのアクセス制御リストを
定義したページにより削除されます。かわりにパブリック・ユーザーにページを表示チェッ
クボックスを選択します。

4.5.8.7.8 SAMPLEPAGEGROUP ページ名ページ名ページ名ページ名  「企業ページ」ページ・グループの内部名は、
SAMPLEPAGEGROUP から CORPORATEPAGES に変更され、その内容をより正確に反映
するようになりました。このページ・グループへのリンクの URL で内部名が使用されてい
る場合、名前の変更が反映されるようにリンクを変更する必要があります。

4.5.8.7.9 トランスポート・セットトランスポート・セットトランスポート・セットトランスポート・セット  アップグレード時にすべてのエクスポート・オブジェク
トおよびインポート・オブジェクト（表、パッケージなど）が削除されて、再作成されま
す。エクスポート表およびインポート表に格納されたすべてのデータが削除されます。その
結果、すべてのトランスポート・セットがアップグレード時に削除されます。

これにより、ユーザーがアップグレード後に誤って以前のリリースからトランスポート・
セットをインポートしてしまうのを防止できます（エクスポートおよびインポートは製品の
複数リリース間で機能しません）。

OracleAS Portal 10g（9.0.4）では、新しいマニフェスト画面がエクスポート画面およびイン
ポート画面に追加されました。マニフェスト画面には、トランスポート・セットのオブジェ
クトのリストが表示され、トランスポート・セットに存在する様々なオブジェクトのイン
ポート・モードを細かく制御できます。さらに、オブジェクトの関連付けも表示されます。

4.5.8.7.10 プロバイダ・ナビゲータプロバイダ・ナビゲータプロバイダ・ナビゲータプロバイダ・ナビゲータ  Oracle9iAS Portal 9.0.2 では、すべてのプロバイダがプ
ロバイダ・ナビゲータの 1 つのリストに存在しました。多くのプロバイダがある場合、この
リスト内で場所を特定することは非常に困難でした。OracleAS Portal 10g（9.0.4）ではプロ
バイダ・ナビゲータは、「ローカルで構築されたプロバイダ」、「登録されたプロバイダ」お
よび「プロバイダ・グループ」の 3 つのリージョンに分割されています。プロバイダを見つ
けるには、まず適切な領域にドリルダウンします。

4.5.8.7.11 ポートレット・リポジトリのプレビュー・リンクポートレット・リポジトリのプレビュー・リンクポートレット・リポジトリのプレビュー・リンクポートレット・リポジトリのプレビュー・リンク  次のような理由から、ポート
レット・リポジトリでは一部のポートレットのプレビュー・リンクが表示されなくなりまし
た。

� Oracle9iAS Portal 9.0.2 では、ポートレットがプレビュー・モードをサポートしない場合
でも、ポートレット・リポジトリではそのポートレットの隣にプレビュー・リンクが表
示されていました。プレビュー・リンクをクリックすると、プレビューを使用できない
ことを示すメッセージが画面に表示されました。OracleAS Portal 10g（9.0.4）では、
ポートレットがプレビュー・モードをサポートしない場合は、ポートレット・リポジト
リではそのポートレットの隣にプレビュー・リンクが表示されません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : トランスポート・セットの詳細は、『Oracle Application 
Server Portal 構成ガイド』を参照してください。
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� Oracle9iAS Portal 9.0.2 では、一部のポートレットでプレビュー・モードがサポートされ
ていましたが、OracleAS Portal 10g（9.0.4）ではそれらのポートレットでプレビュー・
モードがサポートされません。この場合、ポートレット・リポジトリではポートレット
の隣にプレビュー・リンクが表示されなくなります。

プレビュー・リンクのかわりに、ポートレット・タイトルにアンダースコア文字が表示され
ることがあります。これらは、ハイパーテキスト・リンクとよく似ています。これらのアン
ダースコア文字が表示されないようにするには、ページまたはリージョンに適用されるスタ
イルを編集し、「表示名」および「イメージ・リンク」スタイル要素の「フォント飾り」を

「< なし >」に変更する必要があります。

4.5.8.7.12 ヘルプ・システムのヘルプ・システムのヘルプ・システムのヘルプ・システムの URL  ヘルプ・システムの URL が、次のように新しくなりま
した。

http://host:port/portalHelp/en/ 

以前のヘルプの URL を指し示す URL アイテムがある場合、この新しい URL を指し示すよ
うに URL アイテムを更新する必要があります。

4.5.8.7.13 デフォルトで有効なパラメータおよびイベントデフォルトで有効なパラメータおよびイベントデフォルトで有効なパラメータおよびイベントデフォルトで有効なパラメータおよびイベント   OracleAS Portal 10g（9.0.4）で
は、この機能がデフォルトで有効になっています。そのため、アップグレード後に、すべて
のページ・グループでパラメータおよびイベントが有効になります。この機能を無効にする
には、ページ・グループの「プロパティ」リンクをクリックし、次に「構成」タブをクリッ
クします。「パラメータおよびイベント」セクションで、「編集」リンクをクリックし、「パ
ラメータおよびイベントを有効にする」を選択解除します。

4.5.8.7.14 アップグレード済モバイル・ページ表示のエラーアップグレード済モバイル・ページ表示のエラーアップグレード済モバイル・ページ表示のエラーアップグレード済モバイル・ページ表示のエラー   以前はコンポーネントと呼ば
れていたフォーム、レポート、グラフなどの、ポートレット・ビルダーのモバイル対応ポー
トレットがモバイル・ページに追加される際に、次のエラーが表示されることがあります。

エラー : XMLパーサーでエラーが発生したため、ポートレット ID9,41924の変換に失敗
しました。次のメッセージが返されました : （1）

この問題を解決するには、「Portal ナビゲータ」からポートレットにナビゲートし、ポート
レットを編集します。「オプションの表示」タブに移動します。「モバイル表示オプション」
の下の画面下部で、少なくとも 1 つの列が「表示する列」リストで選択されていることを確
認します。「OK」をクリックして、ポートレットの属性を更新します。これで、ポートレッ
トがモバイル・ページで正常に動作します。

4.5.8.8 ポートレット・リポジトリの変更についてポートレット・リポジトリの変更についてポートレット・リポジトリの変更についてポートレット・リポジトリの変更について
OracleAS Portal 10g（9.0.4）では、生成されたポートレット・リポジトリ・ページのいくつ
かのタイトルが、以前のリリースのものと異なっています。

� 「管理」「管理」「管理」「管理」は、「管理ポートレット」「管理ポートレット」「管理ポートレット」「管理ポートレット」に変更されました。

� 「「「「Portal ツール」ツール」ツール」ツール」は、「ポートレット・ビルダー」「ポートレット・ビルダー」「ポートレット・ビルダー」「ポートレット・ビルダー」に変更されました。
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� 共有インスタンス共有インスタンス共有インスタンス共有インスタンスは、「共有ポートレット」「共有ポートレット」「共有ポートレット」「共有ポートレット」に変更されました。

� 「コンテンツ」「コンテンツ」「コンテンツ」「コンテンツ」は、「「「「Portal コンテンツ・ツール」コンテンツ・ツール」コンテンツ・ツール」コンテンツ・ツール」に変更されました。

� Oracle9iAS Portal コミュニティは、「「「「Portal コミュニティ・ニュース」コミュニティ・ニュース」コミュニティ・ニュース」コミュニティ・ニュース」に変更されまし
た。

� ユーザー・コンテンツユーザー・コンテンツユーザー・コンテンツユーザー・コンテンツは、「公開する「公開する「公開する「公開する Portal コンテンツ」コンテンツ」コンテンツ」コンテンツ」に変更されました。

� 「新規」「新規」「新規」「新規」は、「「「「Portlet ステージング領域」ステージング領域」ステージング領域」ステージング領域」に変更されました。

図図図図 4-3 Oracle9iAS リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2）のポートレット・リポジトリ）のポートレット・リポジトリ）のポートレット・リポジトリ）のポートレット・リポジトリ

図図図図 4-4 Oracle Application Server 10g（（（（9.0.4））））のポートレット・リポジトリのポートレット・リポジトリのポートレット・リポジトリのポートレット・リポジトリ
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ただし、ページの名前は Oracle9iAS Portal 9.0.2 からアップグレードする際に自動的に変更
されません。たとえば、ポートレット・リポジトリに共有インスタンスというページがある
場合でも、アップグレード時に「共有ポートレット」という名前には変更されません。新し
いタイトルを使用するには、ポートレット・リポジトリ・ページの表示名を変更する必要が
あります。

特定の状況では、アップグレード時にページが作成される場合もあります。Oracle9iAS 
Portal に「新規」ページがない場合は、「Portlet ステージング領域」が作成されます。
Oracle9iAS Portal にユーザー・コンテンツ・ページがない場合は、「公開する Portal コンテ
ンツ」が作成されます。

アップグレード後、新しいページ・グループを作成した場合、新しいページ・グループを表
すプロバイダ・ページが「公開する Portal コンテンツ」ページの下に作成され、すべての
ユーザーから参照可能になります。

プロバイダを直接作成または登録した場合、プロバイダ・ページが「Portlet ステージング領
域」ページに作成され、Portal 管理者、およびプロバイダを作成または登録したユーザーか
ら参照可能になります。

4.5.8.8.1 ポートレット・リポジトリのポートレット・リポジトリのポートレット・リポジトリのポートレット・リポジトリの OracleAS Portal 10g（（（（9.0.4））））形式への移行形式への移行形式への移行形式への移行  

デフォルトでは、ポートレット・リポジトリは Oracle9iAS Portal 9.0.2 から OracleAS Portal 
10g（9.0.4）にインプレース・アップグレードされます。ポートレット・リポジトリ内の既
存のページ、テンプレート、アイテムなどがアップグレードされ、新しいポートレットがリ
ポジトリに追加されます。リリース 2（9.0.2）の設定が維持されるため、10g（9.0.4）のペー
ジはリリース 2（9.0.2）と非常によく似ています。

リポジトリの外観を OracleAS Portal 10g（9.0.4）インストールの外観にするには、スクリプ
トを使用して、アップグレードされたポートレット・リポジトリを再作成します。スクリプ
トは、アップグレードされた既存のポートレット・リポジトリを削除して、再作成します。
スクリプトは、ポートレット・リポジトリ内のカスタマイズ、設定、スタイル、バナーなど
を保持しない場合にのみ使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 表示名の変更については、『Oracle Application Server Portal
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : リリース 2（9.0.2）でポートレット・リポジトリをプロバイダ名で
グループ化されるようにレンダリングした場合、アップグレード後にリポ
ジトリ内のフォルダはカテゴリでグループ化されます。これは、10g

（9.0.4）ではプロバイダ名ごとにグループ化オプションは推奨されていな
いためです。同様の編成を作成するには、プロバイダ名を表すカテゴリに
ポートレット名を割り当てます。
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リポジトリを再作成する手順は、次のとおりです。

1. スクリプトによってリポジトリが上書きされて元に戻すことができなくなるため、デー
タベースのバックアップを実行します。

2. <destination_MT_OH>¥portal¥upg¥plsql¥upg¥309-903¥wws¥ に移動します。

3. 次のコマンドを実行して、prrplc.plスクリプトを実行します。

<destination_MT_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl prrplc.pl -t 
<portal tns name> [-s <portal schema>] [-w <portal schema 
password>] 

<portal tns name>は、OracleAS Portal リポジトリが存在するデータベースの TNS
接続文字列です。

<portal schema>は、修正する Portal スキーマの名前です。

<portal schema password>は、スキーマのパスワードです。

たとえば、次に示すとおりです。

<destination_MT_OH>¥perl¥5.6.1¥bin¥MSWin32-x86¥perl prrplc.pl -t 
iasdb1 -s  myportal  -w wh7HeT23

4.5.8.9 OmniPortlet プロバイダおよびプロバイダおよびプロバイダおよびプロバイダおよび Web クリッピング・プロバイダのクリッピング・プロバイダのクリッピング・プロバイダのクリッピング・プロバイダの
更新更新更新更新
OmniPortlet プロバイダおよび Web クリッピング・プロバイダは、OracleAS Portal 10g

（9.0.4）で新しくなりました。そのため、中間層を起動した後、それらのプロバイダをリポ
ジトリ内で更新する必要があります。それらのプロバイダを参照する OracleAS Portal イン
スタンスごとに、次の手順を繰り返します。

1. 管理者として OracleAS Portal にログインします。

2. 「ナビゲータ」「ナビゲータ」「ナビゲータ」「ナビゲータ」リンクをクリックします。

「「「「Portal ナビゲータ」ナビゲータ」ナビゲータ」ナビゲータ」ページが表示されます。

3. 「プロバイダ」「プロバイダ」「プロバイダ」「プロバイダ」タブをクリックします。

4. 「ローカルで構築されたプロバイダ」「ローカルで構築されたプロバイダ」「ローカルで構築されたプロバイダ」「ローカルで構築されたプロバイダ」をクリックします。

ローカルで構築されたプロバイダのソートされたリストが表示されます。

5. 必要に応じて「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」または「前」「前」「前」「前」リンクを使用して、OmniPortlet プロバイダを探し
ます。

6. OmniPortlet プロバイダの「更新」「更新」「更新」「更新」リンクをクリックします。

7. 必要に応じて「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」または「前」「前」「前」「前」リンクを使用して、Web クリッピング・プロバイダ
を探します。

8. Web クリッピング・プロバイダの「更新」「更新」「更新」「更新」リンクをクリックします。
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4.5.9 アップグレードされたアップグレードされたアップグレードされたアップグレードされた OracleAS Portal へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
エラーが発生しなかった場合、アップグレードされた Portal にアクセスできます。ブラウザ
を開いて次の URL にアクセスします。

http://<host>:<port>/pls/<dad> 

4.6 カスタマ・データベースにおけるスキーマのアップグレードカスタマ・データベースにおけるスキーマのアップグレードカスタマ・データベースにおけるスキーマのアップグレードカスタマ・データベースにおけるスキーマのアップグレード
通常、スキーマは Metadata Repository に含まれますが、一部のコンポーネント（たとえば
Oracle Application Server Discoverer や OracleAS Portal など）のスキーマは Infrastructure
データベース以外に存在する場合があります。この項では、それらのコンポーネントのス
キーマを、カスタマ・データベースでアップグレードする方法について説明します。

4.6.1 Oracle Application Server Discoverer End User Layer スキーマのアップグスキーマのアップグスキーマのアップグスキーマのアップグ
レードレードレードレード

Oracle Application Server Discoverer のリリース 9.0.2.52 以下を使用している場合、10g
（9.0.4）で Oracle Application Server Discoverer 9.0.4 を使用するには、まず End User Layer
をアップグレードする必要があります。

Oracle Application Server Discoverer End User Layer スキーマをアップグレードするには、
Oracle Developer Suite 10g（9.0.4）に同梱されている Oracle Discoverer Administrator を使
用します。

表表表表 4-3 アクセスアクセスアクセスアクセス URL のパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

<host> OracleAS 10g（9.0.4）HTTP サーバーが実行されているコンピュータ。

<port> Oracle9AS 10g（9.0.4）HTTP サーバーのリスニング・ポート。

<dad> アップグレードされた Portal の Portal DAD 名。これは、アップグレード前

に使用していた DAD 名と同じです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Developer Suite ドキュメント・ライブラリの『Oracle 
Discoverer Administrator 管理ガイド』を参照してください。
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4.6.2 OracleAS Portal スキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレード
カスタマ・データベースの Portal スキーマのアップグレード手順は、アップグレード前のリ
リースが 9.0.2 以上であれば、Infrastructure におけるスキーマのアップグレード手順と同じ
です。手順は、次のとおりです。

1. OracleAS Portal リポジトリ・データベースが、アップグレード処理でサポートされて
いるリリースであることを確認します。

サポートされている 9.0 リリースは、9.0.1.5 以上です。

サポートされている 9.2 リリースは、9.2.0.4 以上です。

2. 4-30 ページの 4.5 項「OracleAS Portal リポジトリのアップグレード」の指示に従いま
す。

OracleAS Portal 10g（9.0.4）へのアップグレードに関する一般的な情報および他のリリース
からのアップグレード手順は、次の URL で説明しています。

http://portalcenter.oracle.com/upgrades

 ページに表示されるアップグレード対象リストから 9.0.4 を選択します。

4.7 UDDI アプリケーションのアプリケーションのアプリケーションのアプリケーションの 10g（（（（9.0.4））））の機能のアクティブ化の機能のアクティブ化の機能のアクティブ化の機能のアクティブ化
Oracle Application Server のアップグレードは、リリース 2（9.0.2）Infrastructure とのコン
ポーネント動作をサポートするように設計されていたため、Oracle Application Server Web 
Services の UDDI サブコンポーネントには各リリースの Infrastructure に対する動作モード
があります。

リポジトリのデータベース・スキーマがアップグレードされなかった場合、アップグレード
後の UDDI サブコンポーネントは、9.0.2.3 互換性モードで実行されます。

10g（9.0.4）モードで実行する手順は、次のとおりです。

1. メタデータ・リポジトリのデータベース・スキーマをアップグレードします。

2. UDDI アプリケーションを再起動します。

注意注意注意注意 : Infrastructure Oracle ホームまたは Infrastructure データベースを
指す手順では、OracleAS Portal スキーマが存在するインスタンスの
Oracle ホームおよびデータベースを使用してください。
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 Identity Management サービスのサービスのサービスのサービスの

アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

この章では、Identity Management サービスのアップグレードの方法について説明します。
この章のタスクを実行する前に、4-3 ページの 4.2 項「Metadata Repository のアップグレー
ドの準備」の手順を実行する必要があります。

この章の項は、次のとおりです。

5-2 ページの 5.1 項「Identity Management のアップグレード」

5-38 ページの 5.2 項「Oracle Internet Directory マルチマスター・レプリケーションのアップ
グレードの実行」

5-43 ページの 5.3 項「Oracle Internet Directory リリース 9.2.0.x の 10g（9.0.4）へのアップグ
レード」

5-46 ページの 5.4 項「Infrastructure のアップグレード後のタスク」

5-58 ページの 5.5 項「リリース 2（9.0.2）の Oracle ホームの廃棄」
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5.1 Identity Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Identity Management は、Oracle Application Server Single Sign-On および Oracle Internet 
Directory から構成されます。この項では、Identity Management の可能な構成、および
Oracle Universal Installer を使用して Identity Management をアップグレードする方法につ
いて説明します。項目は、次のとおりです。

5-2 ページの 5.1.1 項「Identity Management 構成の概要」

5-4 ページの 5.1.2 項「Identity Management のアップグレード処理について」

5-7 ページの 5.1.3 項「Identity Management のアップグレードでの Oracle Universal 
Installer の使用」

5.1.1 Identity Management 構成の概要構成の概要構成の概要構成の概要
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）では、Oracle Application Server Single Sign-On および
Oracle Internet Directory を動作させるためにはデータベース層が必要でした。Metadata 
Repository には、これらのコンポーネントに必要なスキーマが含まれます。

Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）Identity Management は非分散構成が可能であり、この場合、
Oracle Application Server Single Sign-On および Oracle Internet Directory が同じ Metadata 
Repository を共有します。図 5-1 にこの構成を示します。または、Oracle9iAS リリース 2

（9.0.2）Identity Management は分散構成も可能であり、この場合、Oracle Application 
Server Single Sign-On および Oracle Internet Directory がそれぞれ別の Metadata Repository
を使用します。図 5-2 にこの構成を示します。

Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、分散構成はリリース 2（9.0.2）の場合と異な
り、Oracle Application Server Single Sign-On および Oracle Internet Directory が単一の
Metadata Repository を共有し、Oracle Application Server Single Sign-On が別のコンピュー
タから Metadata Repository にアクセスします。図 5-3 にこの構成を示します。

注意注意注意注意 : 図 5-1 に示すように、10g（9.0.4）リリースの非分散構成は、
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の非分散構成と似ています。

Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の 1 つの中間層で Delegated 
Administration Services（DAS）および Directory Integration and 
Provisioning（DIP）を動作させていた場合に、10g（9.0.4）で DAS また
は DIP を設定するには、別の Oracle ホームに DAS のみまたは DIP のみ
のインストールを実行する必要があります。『Oracle Application Server 
10g インストレーション・ガイド』の第 6 章「OracleAS Infrastructure 10g
のインストール」の Identity Management コンポーネントのみのインス
トールに関する項を参照してください。
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図図図図 5-1 リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2））））およびおよびおよびおよび 10g（（（（9.0.4））））の非分散の非分散の非分散の非分散 Identity Management

図図図図 5-2 リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2））））の分散の分散の分散の分散 Identity Management
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図図図図 5-3 10g（（（（9.0.4））））の分散の分散の分散の分散 Identity Management

5.1.2 Identity Management のアップグレード処理についてのアップグレード処理についてのアップグレード処理についてのアップグレード処理について
Identity Management スキーマは、他のコンポーネント・スキーマ（OracleAS Portal、
Oracle Ultra Search などのスキーマ）とともに Metadata Repository に含まれます。ただし、
Identity Management スキーマ（図 5-4 の OID/SSO）のアップグレード処理は、コンポーネ
ント・スキーマ（図 5-4 の MRC）のアップグレード処理と異なります。図 5-4「Identity 
Management のアップグレード」に示すように、Identity Management スキーマは Oracle 
Universal Installer によってアップグレードされます。コンポーネント・スキーマは個々の
スクリプトによってアップグレードされます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Identity Management に関連した Metadata Repository のアッ
プグレードについては、4-2 ページの 4.1 項「Metadata Repository のアッ
プグレード処理について」を参照してください。

Metadata
Repository
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図図図図 5-4 Identity Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

5.1.2.1 Identity Management をアップグレードする前の準備手順をアップグレードする前の準備手順をアップグレードする前の準備手順をアップグレードする前の準備手順
Identity Management のアップグレード処理を開始する前に、次の準備手順を実行します。

� データベースに 9.0.1.5 パッチを適用します。

� Oracle Internet Directoryスーパーユーザーのパスワードが9.0.4 ias_adminユーザーに定
義されている制限と同様の制限に準拠していることを確認します。詳細は、『Oracle 
Application Server 10g インストレーション・ガイド』の「ias_admin ユーザーとそのパ
スワードの制限」を参照してください。

この制限は、アップグレード中に Oracle Internet Directory データベース・スキーマの
パスワードが Oracle Internet Directory スーパーユーザーのパスワードと同じ値に設定
されるため発生します。

� Oracle Internet Directory 環境をアップグレードする場合は、デフォルトのサブスクライ
バに orcladmin ユーザーが存在することを確認します。この確認は、次の LDAP 問合せ
を実行して行うことができます。

MRC 9.0.2

OID / 
SSO
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OH1

MRC 9.0.2

OID / 
SSO
9.0.2

OH1

MRC 9.0.4
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MRC 9.0.4
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SSO
9.0.2
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SSO
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デフォルトのサブスクライバデフォルトのサブスクライバデフォルトのサブスクライバデフォルトのサブスクライバ DN の取得の取得の取得の取得

OH¥bin¥ldapsearch -h <oid host> -p <non-ssl port> -D <OID 
superuser> -w <OID superuser password> -b 
"cn=common,cn=products,cn=oraclecontext" -s base "objectclass=*" 
orcldefaultsubscriber 

ユーザー・ニックネームおよびユーザー検索の基本属性の取得ユーザー・ニックネームおよびユーザー検索の基本属性の取得ユーザー・ニックネームおよびユーザー検索の基本属性の取得ユーザー・ニックネームおよびユーザー検索の基本属性の取得

OH¥bin¥ldapsearch -h <oid host> -p <non-ssl port> -D <OID 
superuser> -w <OID  superuser password> -b "cn=common, 
cn=products, cn=oraclecontext, <default subscriber DN>" -s base 
"objectclass=*" orclcommonnicknameattribute 
orclcommonusersearchbase 

orcladmin ユーザーの検索ユーザーの検索ユーザーの検索ユーザーの検索

OH¥bin¥ldapsearch -h <oid host> -p <non-ssl port> -D <OID 
superuser> -w <OID  superuser password> -b "<user search base 
DN>" -s sub "<user nickname attribute>=orcladmin" 

orcladmin ユーザーが存在しない場合は、orcladmin ユーザーの作成方法について、
Oracle Internet Directory リリース・ノートのバグ 3456425 を参照してください。

5.1.2.2 Identity Management のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Identity Management のアップグレードには、次の手順があります。

1. Metadata Repository Container のアップグレード・スクリプトを実行します。詳細は、
4.2.3 項「Metadata Repository Container のアップグレード」を参照してください。

2. Oracle Universal Installer を起動します。これにより、Oracle Internet Directory および
Oracle Application Server Single Sign-On が新規 Oracle ホームにインストールされ、
Oracle Internet Directory および Oracle Application Server Single Sign-On の Metadata 
Repository 内のスキーマがアップグレードされます。

注意注意注意注意 : Metadata Repository Container のアップグレード・スクリプトは、
アップグレードする Identity Management サービスが使用している
Metadata Repository をアップグレードします。このスクリプトの実行後
は、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）中間層の新規インストールはこの
Metdata Repository を使用しません。ただし、Oracle9iAS リリース 2

（9.0.2）中間層の既存のインストールは機能し続けます。
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3. アップグレードした構成に適用するアップグレード後の手順を、5-46 ページの 5.4 項
「Infrastructure のアップグレード後のタスク」の説明に従ってすべて実行します。

5.1.3 Identity Management のアップグレードでののアップグレードでののアップグレードでののアップグレードでの Oracle Universal Installer の使用の使用の使用の使用
Identity Management のアップグレードは、Oracle Universal Installer によって実行されま
す。Oracle Universal Installer は、Oracle Internet Directory および Oracle Application 
Server Single Sign-On データベース・スキーマをアップグレードする Configuration 
Assistant を起動します。このアップグレードは、SYS資格証明を持つユーザーのみが実行
できます。

Identity Management のアップグレードを開始する前に、次のことを確認してください。

� 4-3 ページの 4.2 項「Metadata Repository のアップグレードの準備」の手順が実行され
ていること。

� データベース・サーバーが実行されていること。

� データベース・リスナーが実行されていること。

� Oracle Internet Directory サーバーが実行されていること。これを確認するには、次のコ
マンドを実行します（それぞれ "bind successful"が返されます）。

<source_Infra_OH>¥bin¥ldapbind -p <Non-SSL port>

<source_Infra_OH>¥bin¥ldapbind -p <SSL port> -U 1

注意注意注意注意 : Identity Management の個々のコンポーネント（Oracle Internet 
Directory、Oracle Application Server Single Sign-On など）のアップグ
レードは、サポートされていません。これらのコンポーネントのアップグ
レードは、Identity Management のアップグレードの一環としてのみ実行
できます。

注意注意注意注意 : Identity Management の Oracle Application Server 10g（9.0.4）へ
のアップグレード後、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）Infrastructure の
Oracle ホーム（図 5-4 の OH1）に残っているデータベース・ファイル

（*.dbf）を手動で削除しないでください。Identity Management のアップ
グレード処理では、*.dbfファイルおよび REDO ログ・ファイルをアッ
プグレード先 Oracle ホームにコピーおよび再配置しません。ソース
Oracle ホームにあった *.dbfファイルは、再配置しないかぎり、アップ
グレード後も同じ場所に残ります。データベース・ファイルのアップグ
レード先 Oracle ホームへの再配置については、5-58 ページの 5.5 項「リ
リース 2（9.0.2）の Oracle ホームの廃棄」を参照してください。
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5.1.3.1 非分散非分散非分散非分散 Identity Management 構成のアップグレード構成のアップグレード構成のアップグレード構成のアップグレード
非分散 Identity Management 構成（図 5-1「リリース 2（9.0.2）および 10g（9.0.4）の非分散
Identity Management」を参照）をアップグレードする手順は、次のとおりです。Oracle 
Universal Installer によって、アップグレード時に特定のコンポーネントを停止および起動
するように要求されます。

1. Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）のインストールを実行した同じオペレーティング・シス
テム・ユーザーとして、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）がインストールされているコン
ピュータにログインします。

2. CD-ROM をマウントします。

3. Installer を起動します。

図 5-5 に示す「ようこそ」画面が表示されます。

図図図図 5-5「ようこそ」画面「ようこそ」画面「ようこそ」画面「ようこそ」画面

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、『Oracle Application Server 10g インスト
レーション・ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、『Oracle Application Server 10g インスト
レーション・ガイド』を参照してください。
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4. 「次へ」をクリックします。

図 5-6 に示す「ファイルの場所の指定」画面が表示されます。

図図図図 5-6「ファイルの場所の指定」画面「ファイルの場所の指定」画面「ファイルの場所の指定」画面「ファイルの場所の指定」画面
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5. 10g（9.0.4）アップグレードの新しい Oracle ホーム名およびパスを入力し、「次へ」を
クリックします。

図 5-7 に示す「インストールする製品の選択」画面が表示されます。

図図図図 5-7「インストールする製品の選択」画面「インストールする製品の選択」画面「インストールする製品の選択」画面「インストールする製品の選択」画面
5-10 Oracle Appllication Server 10g（9.0.4）アップグレード 10g（9.0.4） for Microsoft Windows



Identity Management のアップグレード
6. 「OracleAS Infrastructure 10g」を選択します。Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）
Infrastructure で複数の言語を使用している場合、「製品の言語」をクリックします。英
語のみを Oracle Application Server 10g（9.0.4）にインストールする場合、「次へ」をク
リックして手順 8 に進みます。

図 5-8 に示す「言語の選択」画面が表示されます。

図図図図 5-8「言語の選択」画面「言語の選択」画面「言語の選択」画面「言語の選択」画面

7. インストールする言語を選択して、「OK」をクリックします。

「インストールする製品の選択」画面が再び表示されます。

注意注意注意注意 : Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）に複数の言語がインストールされ
ている場合、それらの言語を選択します。インストールされている言語が
明らかでない場合に英語以外の言語をインストールするには、二重矢印

（>>）をクリックしてすべての言語を選択します。
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8. 「次へ」をクリックします。

図 5-9 に示す「インストール・タイプの選択」画面が表示されます。

図図図図 5-9「インストール・タイプの選択」画面「インストール・タイプの選択」画面「インストール・タイプの選択」画面「インストール・タイプの選択」画面
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9. 「Identity Management」および「OracleAS Metadata Repository」を選択して、「次へ」
をクリックします。

図 5-10 に示す「既存の OracleAS Infrastructure のアップグレード」画面が表示されま
す。

図図図図 5-10「既存の「既存の「既存の「既存の OracleAS Infrastructure のアップグレード」画面のアップグレード」画面のアップグレード」画面のアップグレード」画面

10.「選択した Oracle9iAS 9.0.2 Infrastructure のアップグレード」を選択します。
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11. アップグレードする Infrastructure をドロップダウン・リストから選択し、「次へ」をク
リックします。コンピュータの Infrastructure が 1 つのみの場合、ドロップダウン・リ
ストはアクティブになりません。

図 5-11 に示す「Oracle Internet Directory に対するログインの指定」画面が表示されま
す。

図図図図 5-11「「「「Oracle Internet Directory に対するログインの指定」画面に対するログインの指定」画面に対するログインの指定」画面に対するログインの指定」画面

12.「ユーザー名」フィールドに OID スーパー・ユーザーの DN を入力します。スーパー・
ユーザーの DN の cn=orcladmi は、このフィールドのデフォルトです。OID スーパー・
ユーザーの DN が cn=orcladmin ではない場合、この値を変更します。
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13.「パスワード」フィールドにパスワードを入力し、「次へ」をクリックします。

図 5-26 に示す「Infrastructure データベース接続情報の指定」画面が表示されます。

図図図図 5-12「「「「Infrastructure データベース接続情報の指定」画面データベース接続情報の指定」画面データベース接続情報の指定」画面データベース接続情報の指定」画面
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14.「ユーザー名」フィールドに SYSと入力して、「パスワード」フィールドに SYSユー
ザーのパスワードを入力し、「次へ」をクリックします。

図 5-13 に示す警告ダイアログが表示され、Oracle ホームのプロセスを停止するように
要求されます。

図図図図 5-13 警告ダイアログ警告ダイアログ警告ダイアログ警告ダイアログ

15. 次のコマンドを使用して、Oracle Internet Directory を停止します。

a. oidctl connect=<conStr> server=oidldapd inst=<InstNum> stop 

<conStr>は、host:port:SID 形式のデータベース接続文字列です。

<InstNum>は、Oracle Internet Directory サーバーのインスタンス番号です。
Oracle Internet Directory サーバーで 1 つのみのインスタンスが実行されている場
合、値は 1 になります。

b. sleep 30 

（oidmonで oidldapdを停止するには、30 秒待機する必要があります。） 

c. oidctl connect=<conStr> stop 

d. sleep 20 

（oidmonを停止するには、20 秒待機する必要があります。）  

16.  Metadata Repository データベース・リスナーを停止します。

17. Oracle ホームのすべてのプロセスを停止します。
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18. Metadata Repository データベースが実行されていることを確認し、「OK」をクリック
します。

図 5-14 に示す「インスタンス名と ias_admin パスワードの指定」画面が表示されます。

図図図図 5-14「インスタンス名と「インスタンス名と「インスタンス名と「インスタンス名と ias_admin パスワードの指定」画面パスワードの指定」画面パスワードの指定」画面パスワードの指定」画面
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19.「インスタンス名」、「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」の各フィール
ドを入力し、「次へ」をクリックします。

図 5-15 に示す「サマリー」画面が表示されます。

図図図図 5-15「サマリー」画面「サマリー」画面「サマリー」画面「サマリー」画面
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20.「インストール」をクリックします。

図 5-16 に示す「インストール」画面が表示され、アップグレードが開始されます。処理
時間はそれぞれ異なりますが、次のアクションを求められるまで数分かかります。

図図図図 5-16「インストール」画面「インストール」画面「インストール」画面「インストール」画面
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21. 図 5-17 に示す「Configuration Assistants」画面が表示されます。構成処理には時間がか
かります。

図図図図 5-17「「「「Configuration Assistant」画面」画面」画面」画面
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22.「次へ」をクリックします。

数分後、図 5-18 に示すインストールの終了画面が表示されます。

図図図図 5-18 インストールの終了画面インストールの終了画面インストールの終了画面インストールの終了画面

23. Oracle Internet Directory および Oracle Application Server Single Sign-On が機能してア
クセス可能であることを確認します。

5.1.3.2 分散分散分散分散 Identity Management 構成のアップグレード構成のアップグレード構成のアップグレード構成のアップグレード
分散 Identity Management 構成（図 5-2「リリース 2（9.0.2）の分散 Identity Management」
を参照）をアップグレードする手順は、次のとおりです。このアップグレードには、Oracle 
Internet Directory と OracleAS Single Sign-On に別々の手順が必要です。

5.1.3.2.1 Oracle Internet Directory のアップグレードの実行のアップグレードの実行のアップグレードの実行のアップグレードの実行  5-7 ページの 5.1.3 項「Identity 
Management のアップグレードでの Oracle Universal Installer の使用」および 5-8 ページの
5.1.3.1 項「非分散 Identity Management 構成のアップグレード」の手順を実行します。

アップグレード後、Oracle Internet Directory サーバーは新しい Oracle ホームで実行されま
す。
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5.1.3.2.2 Oracle Application Server Single Sign-On のアップグレードの実行のアップグレードの実行のアップグレードの実行のアップグレードの実行  Oracle Application 
Server Single Sign-On サーバーをアップグレードするには、次の手順を実行します。アップ
グレードを開始する前に、次のことを確認してください。

� Oracle Internet Directory のアップグレードが完了していること。

� Oracle Application Server Single Sign-On データベースに対する資格証明があること。

� Oracle Internet Directory データベースに対する資格証明があること。

� Oracle Internet Directory データベースが実行されていること。

� Oracle Application Server Single Sign-On データベースが実行されていること。

� Oracle Application Server Single Sign-On データベースのリスナーが実行されているこ
と。

1. Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）Oracle Application Server Single Sign-On がインストー
ルされているコンピュータにログインします。

2. CD-ROM をマウントします。

注意注意注意注意 : Oracle Internet Directory のアップグレード後も、Oracle 
Application Server Single Sign-On のリリース 2（9.0.2）のインストールは
機能します。ただし、通常、部分的にアップグレードされた Identity 
Management サービスで実行されるようにインストール、アップグレード
または再構成された中間層の動作はサポートされません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、『Oracle Application Server 10g インスト
レーション・ガイド』を参照してください。
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3. Installer を起動します。

図 5-19 に示す「ようこそ」画面が表示されます。

図図図図 5-19「ようこそ」画面「ようこそ」画面「ようこそ」画面「ようこそ」画面

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、『Oracle Application Server 10g インスト
レーション・ガイド』を参照してください。
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4. 「次へ」をクリックします。

図 5-20 に示す「ファイルの場所の指定」画面が表示されます。

図図図図 5-20「ファイルの場所の指定」画面「ファイルの場所の指定」画面「ファイルの場所の指定」画面「ファイルの場所の指定」画面
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5. 10g（9.0.4）アップグレードの新しいホーム名およびパスを入力し、「次へ」をクリック
します。

図 5-21 に示す「インストールする製品の選択」画面が表示されます。

図図図図 5-21「インストールする製品の選択」画面「インストールする製品の選択」画面「インストールする製品の選択」画面「インストールする製品の選択」画面
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6. 「OracleAS Infrastructure 10g」を選択します。Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）
Infrastructure で複数の言語を使用している場合、「製品の言語」をクリックします。英
語のみを Oracle Application Server 10g（9.0.4）にインストールする場合、「次へ」をク
リックして手順 8 に進みます。

図 5-22 に示す「言語の選択」画面が表示されます。

図図図図 5-22「言語の選択」画面「言語の選択」画面「言語の選択」画面「言語の選択」画面

7. インストールする言語を選択して、「OK」をクリックします。

「インストールする製品の選択」画面が再び表示されます。

注意注意注意注意 : Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）に複数の言語がインストールされ
ている場合、それらの言語を選択します。インストールされている言語が
明らかでない場合に英語以外の言語をインストールするには、二重矢印

（>>）をクリックしてすべての言語を選択します。
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8. 「次へ」をクリックします。

図 5-23 に示す「インストール・タイプの選択」画面が表示されます。

図図図図 5-23「インストール・タイプの選択」画面「インストール・タイプの選択」画面「インストール・タイプの選択」画面「インストール・タイプの選択」画面
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9. 「Identity Management」および「OracleAS Metadata Repository」を選択して、「次へ」
をクリックします。

図 5-24 に示す「既存の OracleAS Infrastructure のアップグレード」画面が表示されま
す。

図図図図 5-24「既存の「既存の「既存の「既存の OracleAS Infrastructure のアップグレード」画面のアップグレード」画面のアップグレード」画面のアップグレード」画面

10. Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）Oracle Application Server Single Sign-On の Oracle ホー
ムのデータベース・リスナーが実行されていることを確認します。

11.「選択した Oracle9iAS 9.0.2 Infrastructure のアップグレード」を選択します。
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12. アップグレードする Infrastructure をドロップダウン・リストから選択し、「次へ」をク
リックします。（Infrastructure が 1 つのみの場合、ドロップダウン・リストはアクティ
ブになりません。） 

図 5-25 に示す「Oracle Internet Directory に対するログインの指定」画面が表示されま
す。

図図図図 5-25「「「「Oracle Internet Directory に対するログインの指定」画面に対するログインの指定」画面に対するログインの指定」画面に対するログインの指定」画面

13.「ユーザー名」フィールドに Oracle Internet Directory スーパー・ユーザーの DN を入力
します。スーパー・ユーザーの DN の cn=orcladmin は、このフィールドのデフォルト
です。DN が cn=orcladmin ではない場合、この値を変更します。
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14.「パスワード」フィールドにパスワードを入力し、「次へ」をクリックします。

図 5-26 に示す「Infrastructure データベース接続情報の指定」画面が表示されます。

図図図図 5-26「「「「Infrastructure データベース接続情報の指定」画面データベース接続情報の指定」画面データベース接続情報の指定」画面データベース接続情報の指定」画面
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15.「ユーザー名」フィールドに Oracle Application Server Single Sign-On SYS ユーザー名を
入力して、「パスワード」フィールドに SYSユーザーのパスワードを入力し、「次へ」を
クリックします。Oracle Application Server Single Sign-On データベースに接続します。

図 5-27 に示す「OID データベース・ログインの指定」画面が表示されます。

図図図図 5-27「「「「OID データベース・ログインの指定」画面データベース・ログインの指定」画面データベース・ログインの指定」画面データベース・ログインの指定」画面

16.「データベース管理者のユーザー名」フィールドに Oracle Internet Directory データベー
ス SYSユーザー名を入力して、「パスワード」フィールドにパスワードを入力し、「次
へ」をクリックします。

警告ダイアログが表示され、Oracle ホームのプロセスを停止するように要求されます。
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17. Oracle HTTP Server を停止して、「OK」をクリックします。

図 5-28 に示す「インスタンス名と ias_admin パスワードの指定」画面が表示されます。

図図図図 5-28「インスタンス名と「インスタンス名と「インスタンス名と「インスタンス名と ias_admin パスワードの指定」画面パスワードの指定」画面パスワードの指定」画面パスワードの指定」画面
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18.「インスタンス名」、「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」の各フィール
ドを入力し、「次へ」をクリックします。

図 5-29 に示す「サマリー」画面が表示されます。

図図図図 5-29「サマリー」画面「サマリー」画面「サマリー」画面「サマリー」画面
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19.「インストール」をクリックします。

図 5-30 に示す「インストール」画面が表示され、アップグレードが開始されます。処理
時間はそれぞれ異なりますが、次のアクションを求められるまで数分かかります。

図図図図 5-30「インストール」画面「インストール」画面「インストール」画面「インストール」画面
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図 5-31 に示す「セットアップ権限」ダイアログが表示されます。

図図図図 5-31「インストール」画面と「セットアップ権限」ダイアログ「インストール」画面と「セットアップ権限」ダイアログ「インストール」画面と「セットアップ権限」ダイアログ「インストール」画面と「セットアップ権限」ダイアログ
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20. ウィンドウを開いてスクリプトを実行し、ダイアログの「OK」をクリックします。

スクリプトを実行するコンピュータの処理速度およびワークロードによって、スクリプ
トの完了まで 1 時間ほどかかる場合があります。スクリプトが完了すると、図 5-32 に示
す「Configuration Assistant」画面が表示されます。構成処理には時間がかかります。

図図図図 5-32「「「「Configuration Assistant」画面」画面」画面」画面
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21.「次へ」をクリックします。

図 5-33 に示すインストールの終了画面が表示されます。

図図図図 5-33 インストールの終了画面インストールの終了画面インストールの終了画面インストールの終了画面

22. Oracle Application Server Single Sign-On が機能してアクセス可能であることを確認し
ます。

注意注意注意注意 : Delegated Administration Services を Oracle9iAS リリース 2
（9.0.2）Oracle Internet Directory または OracleAS Single Sign-On の

Oracle ホームで実行していた場合に、Oracle Application Server 10g
（9.0.4） Oracle Internet Directory または OracleAS Single Sign-On の Oracle
ホームで構成するには、Oracle Enterprise Manager Application Server 
Control を使用できます。手順については『Oracle Internet Directory 管理
者ガイド』の「Oracle Enterprise Manager Application Server Control を
使用した Oracle Delegated Administration Services の構成」を参照してく
ださい。
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5.2 Oracle Internet Directory マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション
のアップグレードの実行のアップグレードの実行のアップグレードの実行のアップグレードの実行

この項では、レプリケートされた環境での Oracle Internet Directory のアップグレード方法
について説明します。一度に 1 台のコンピュータのアップグレード、またはすべてのコン
ピュータのアップグレードが可能です。次の各項でそれぞれの方法について説明します。

5-38 ページの 5.2.1 項「1 つのレプリカでの Oracle Internet Directory のアップグレード」

5-41 ページの 5.2.2 項「複数のレプリカでの Oracle Internet Directory の同時アップグレー
ド」

アップグレード時には競合を回避するために、レプリケートされた環境はシングル・マス
ター（1 つのレプリカのみが読取り / 書込み可能で、他のすべてのレプリカは読取り専用）
にすることをお薦めします。

5.2.1 1 つのレプリカでのつのレプリカでのつのレプリカでのつのレプリカでの Oracle Internet Directory のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
一度に 1 台のコンピュータをアップグレードする場合は、アップグレード時の追加、変更ま
たは検索に Oracle Internet Directory を使用できます。

一度に 1 つのレプリカをアップグレードする手順は、次のとおりです。

1. マスター定義サイト（MDS）を指定してアップグレードします。

2. アップグレードするレプリカのレプリケーション・サーバー、LDAP サーバーおよび
oidmonを停止します。

3. 次のコマンドを実行して、レプリケートされた環境の他のレプリカの Advanced 
Symmetric Replication（ASR）ジョブをすべて削除します。

<source_Infra_OH>¥ldap¥admin¥delasrjobs.sql

MDS に変更を転送する他のマスター・サイトのすべての ASR ジョブが削除されます。
これにより、MDS がレプリケートされた環境から切り離され、他のレプリカが動作を
続けて変更をレプリケートする間にも変更が転送されません。

4. アップグレードするレプリカのデータベースおよびリスナーを停止します。

5. Oracle Universal Installer を起動します。

データベースおよび Oracle Internet Directory がアップグレードされます。

6. データベースおよびリスナーを起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』
の第 25 章「ディレクトリ・レプリケーションの管理」を参照してくださ
い。
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7. 他のレプリカへの接続をテストします。Net8 Migration Assistant によって
listener.oraおよび tnsnames.oraが変更されている場合があり、その場合は接続
が切断されます。接続が切断された場合、それらのファイルで変更されたエントリを探
し、<source_Infra_OH>¥network¥admin¥のファイルから次の該当するファイルに
エントリをリストアします。

<destination_Infra_OH>¥network¥admin¥listener.ora 

<destination_Infra_OH>¥network¥admin¥sqlnet.ora 

tnsnames.oraファイルの変更の手順および注意については、3-53 ページの 3.8.5.3 項
「tnsnames.ora ファイルのアップグレード」を参照してください。

8. アップグレード後に、次のコマンドを実行して各レプリカのジョブを作成します。

<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin¥remtool -asrrectify

手順 3 で削除されたジョブが再作成されます。このジョブによって、他のレプリカにあ
る既存の変更および新しい変更がアップグレードされたレプリカへ転送され始めます。

9. アップグレード後の手順を実行します。

10. Infrastructure を Oracle Application Server 10g（9.0.4）へアップグレードした後、次に
示すように <destination_Infra_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xmlファイルに
ORACLE_SID 環境変数を含めます。

<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?>
<opmn xmlns="http://www.acme.com/ias-instance">

...
</ias-component>
<ias-component id="OID" status="enabled">

<process-type id="OID" module-id="OID">
<environment> 

<variable id="ORACLE_SID" 
value="value_of_oracle_sid"/> 

</environment> 
<stop timeout="1800"/> 
<process-set id="OID" numprocs="1">

<dependencies> 
...
</opmn>

11. ORACLE_SID 環境変数が Oracle Internet Directory レプリカ・データベースに設定され
ていることを確認します。

12. アップグレードされるレプリカの LDAP サーバーおよび oidmonを起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、5-46 ページの 5.4.1 項「Oracle Internet 
Directory のアップグレードの完了」を参照してください。
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13. 次のコマンドを実行して、アップグレードされたレプリカのレプリケーション DN のパ
スワードを変更します。

<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin¥remtool -presetpwd -v -bind 
<host>:<port>

14. レプリケーション・サーバーを起動します。

15. 手順 2 ～ 11 を繰り返して、他のマスター・サイト・レプリカをそれぞれアップグレー
ドします。

16. 次の手順を実行して、データベース・レプリケーション表をアップグレードします。

a. すべてのレプリカでレプリケーション・サーバーを停止します。

b. MDS レプリカで次のコマンドを実行して、レプリケートされた環境を停止します。

<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin¥remtool -suspendasr

c. MDS レプリカで REPADMIN（データベース・レプリケーション管理者）として接
続し、次のコマンドを実行します。

execute DBMS_REPCAT.ALTER_MASTER_REPOBJECT (sname=> ’ODS’, 
oname=> ’ASR_CHG_LOG’, type=> ’TABLE’, ddl_text=> ’alter table 
ods.asr_chg_log modify target_dn varchar2 (1024)')

d. " レコードが選択されませんでした。" メッセージが表示されるまで、次の SQL コ
マンドを繰り返し実行します。

SELECT * from dba_repcatlog WHERE request = 
'ALTER_MASTER_REPOBJECT';

e. 次のコマンドを実行して、ASR_CHG_LOG 表に対してレプリケーション・サポー
トを生成します。

execute DBMS_REPCAT.GENERATE_REPLICATION_SUPPORT (sname=> 
’ODS’, oname=> ’ASR_CHG_LOG’, type=> ’TABLE’);

f. " レコードが選択されませんでした。" メッセージが表示されるまで、次の SQL コ
マンドを繰り返し実行します。

SELECT * from dba_repcatlog WHERE request = 
'ALTER_MASTER_REPOBJECT';

g. 次のコマンドを実行して、データベース・レプリケーションを再開します。

<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin¥remtool -resumeasr

h. すべてのレプリカでレプリケーション・サーバーを起動します。
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5.2.2 複数のレプリカでの複数のレプリカでの複数のレプリカでの複数のレプリカでの Oracle Internet Directory の同時アップグレードの同時アップグレードの同時アップグレードの同時アップグレード
複数のレプリカを同時にアップグレードすると、ネットワーク全体を一時的な段階を経ない
でアップグレードできます。この手順は、一度に 1 つのレプリカをアップグレードする場合
より簡単ですが、ディレクトリ・サービスの停止時間が発生します。

複数のレプリカを同時にアップグレードする手順は、次のとおりです。

1. ディレクトリ・レプリケーション・グループ（DRG）のすべてのレプリカで、レプリ
ケーション・サーバー、LDAP サーバーおよび oidmonを停止します。

2. DRG のすべてのレプリカでデータベースおよびリスナーを停止します。

3. Oracle Universal Installer を起動します。

データベースおよび Oracle Internet Directory がアップグレードされます。

4. すべてのレプリカでデータベースおよびリスナーを起動します。

5. 他のレプリカへの接続をテストします。Net8 Migration Assistant によって
listener.oraおよび tnsnames.oraが変更されている場合があり、その場合は接続
が切断されます。接続が切断された場合、それらのファイルで変更されたエントリを探
し、<source_Infra_OH>¥network¥admin¥のファイルから次の該当するファイルに
エントリをリストアします。

<destination_Infra_OH>¥network¥admin¥listener.ora 

<destination_Infra_OH>¥network¥admin¥sqlnet.ora 

tnsnames.oraファイルの変更の手順および注意については、3-53 ページの 3.8.5.3 項
「tnsnames.ora ファイルのアップグレード」を参照してください。

6. アップグレード後の手順を実行します。

7. 次の手順を実行して、データベース・レプリケーション表をアップグレードします。

a. すべてのレプリカでレプリケーション・サーバーを停止します。

b. MDS レプリカで次のコマンドを実行して、レプリケートされた環境を停止します。

<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin¥remtool -suspendasr

注意注意注意注意 : 10g（9.0.4）レプリカでの変更は、前のリリースのコンシューマ・
レプリカにはレプリケートされない場合があります。レプリケートされな
かった変更は、変更レプリケーション用の管理者操作キューに入れられ、
コンシューマ・レプリカがアップグレードされると正常に適用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、5-46 ページの 5.4.1 項「Oracle Internet 
Directory のアップグレードの完了」を参照してください。
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c. MDS レプリカで REPADMIN（データベース・レプリケーション管理者）として接
続し、次のコマンドを実行します。

execute DBMS_REPCAT.ALTER_MASTER_REPOBJECT (sname=> ’ODS’, 
oname=> ’ASR_CHG_LOG’, type=> ’TABLE’, ddl_text=> ’alter table 
ods.asr_chg_log modify target_dn varchar2 (1024)')

d. " レコードが選択されませんでした。" メッセージが表示されるまで、次の SQL コ
マンドを繰り返し実行します。

SELECT * from dba_repcatlog WHERE request = 
'ALTER_MASTER_REPOBJECT';

e. 次のコマンドを実行して、ASR_CHG_LOG 表に対してレプリケーション・サポー
トを生成します。

execute DBMS_REPCAT.GENERATE_REPLICATION_SUPPORT (sname=> 
’ODS’, oname=> ’ASR_CHG_LOG’, type=> ’TABLE’);

f. " レコードが選択されませんでした。" メッセージが表示されるまで、次の SQL コ
マンドを繰り返し実行します。

SELECT * from dba_repcatlog WHERE request = 
'ALTER_MASTER_REPOBJECT';

g. 次のコマンドを実行して、データベース・レプリケーションを再開します。

<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin¥remtool -resumeasr

h. 次のコマンドを実行して、レプリケートされた環境が正しく設定されていることを
確認します。

<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin¥remtool -asrverify [-v -conn 
@<repadmin>/<password>@<connect string for the mds replica>] 

i. Infrastructure の Oracle Application Server 10g（9.0.4）へのアップグレード後、次
に示すように <destination_Infra_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xmlファイルに
ORACLE_SID 環境変数を含めます。

<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?>
<opmn xmlns="http://www.acme.com/ias-instance">

...
</ias-component>
<ias-component id="OID" status="enabled">

<process-type id="OID" module-id="OID">
<environment> 
<variable id="ORACLE_SID" value="value_of_oracle_sid"/>
</environment> 
<stop timeout="1800"/> 
<process-set id="OID" numprocs="1">
<dependencies> 

...
</opmn>
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j. 各レプリカで次のコマンドを実行して、レプリケーション DN のパスワードを変更
します。

<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin¥remtool -presetpwd -v -bind 
<host>:<port>

k. ORACLE_SID 環境変数が Oracle Internet Directory レプリカ・データベースに設定
されていることを確認します。

l.  すべてのレプリカでレプリケーション・サーバー、LDAP サーバーおよび oidmon
を起動します。

5.3 Oracle Internet Directory リリースリリースリリースリリース 9.2.0.x のののの 10g（（（（9.0.4））））へのへのへのへの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

Oracle9i リリース 2 データベースに同梱の Oracle Internet Directory リリース 9.2.0.x は、
Oracle Internet Directory のスタンドアロン・リリースでした。その Oracle Internet 
Directory データベース・リポジトリに含まれていたのは、Oracle Internet Directory スキー
マのみです。

10g（9.0.4）リリースは、Oracle 9.2 データベース・リポジトリとともにデプロイされたリ
リース 9.2.0.x の Oracle Internet Directory のアップグレードをサポートします。このアップ
グレードを実行する手順は、次のとおりです。

1. Oracle ホームのすべてのプロセスを停止します。

2. データベースをバックアップします。

3. Oracle Internet Directory データベースが「Oracle9i Management and Integration」イン
ストール・タイプで作成されている場合、「Management and Integration」インストー
ル・タイプで作成されたデータベース上の同じ Oracle ホームに、「Oracle9i Database 
9.2.0.1.0 Software Only」インストール・タイプをインストールする必要があります。

「Software Only」インストール・タイプには、Oracle 9.2 データベースをメタデータ・
リポジトリとして使用するために必要なオプションがあります。

4. Repository Creation Assistant を使用して、Oracle 9.2 データベースをメタデータ・リポ
ジトリに変換します。『Oracle Application Server 10g インストレーション・ガイド』の
第 10 章「OracleAS Metadata Repository の既存のデータベースへのインストール」を
参照してください。

メタデータ・リポジトリでは、Oracle Internet Directory を除くすべての OracleAS コン
ポーネントのスキーマが 10g（9.0.4）リリースになります。Oracle Internet Directory ス
キーマはリリース 9.2 のままです。

注意注意注意注意 : Repository Creation Assistant の「「「「Oracle Internet Directory へのへのへのへの
登録」登録」登録」登録」画面で、「後で登録」「後で登録」「後で登録」「後で登録」を選択します。
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5. 次の SQL 文を SYSとして実行して、Oracle Internet Directory の表領域
olts_svrmgstoreおよび olts_battrstoreを 9.2.0.4 の Oracle Internet Directory
データベース・リポジトリに作成します。

a. create tablespace olts_svrmgstore datafile 'svrmg1_oid.dbf' 
size 1M reuse autoextend on MAXSIZE UNLIMITED EXTENT 
MANAGEMENT LOCAL;

b. create tablespace olts_battrstore datafile 'battrs1_oid.dbf' 
size 500K reuse autoextend on EXTENT MANAGEMENT LOCAL 
AUTOALLOCATE;

6. 10g（9.0.4）の「Identity Management」インストールを別の Oracle ホームまたは別の
コンピュータで実行します。（「Oracle Internet Directory」を選択して、Oracle9.2 デー
タベースをメタデータ・リポジトリ・データベースとして指定します。） 

インストール中に Oracle Internet Directory Configuration Assistant が起動されます。
これにより、Oracle Internet Directory スキーマの「バージョン・チェック」が実行され
ます。リリースが 9.2.0.x の場合、Oracle Internet Directory は 10g（9.0.4）にアップグ
レードされます。新規インストール実行の場合は、それに応じて他の構成ツールが機能
します。

インストール後、次の条件が有効になります。

� 10g（9.0.4）インストール処理で決められているとおり、Oracle Internet Directory
サーバーが非 SSL ポートおよび SSL ポートで実行されます。使用される Oracle 
Internet Directory ポートは、
<destination_Infra_OH>¥config¥ias.propertiesの OIDportおよび
OIDsslportプロパティで識別されます。

� Oracle Internet Directory スーパー・ユーザーおよび Oracle Internet Directory デー
タベース・スキーマ（ODS）パスワードが、Identity Management インストール時
に指定される ias_adminパスワードと同じ値に設定されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、『Oracle Application Server 10g インスト
レーション・ガイド』の第 6 章にある「Oracle Internet Directory のみのイ
ンストール」を参照してください。

注意注意注意注意 : リリース 9.2.0.4 メタデータ・リポジトリは、元のリリース 9.2.0.4 
Oracle Internet Directory データベースの Oracle ホームにあります。その
ため、リリース 9.0.4 Oracle Internet Directory の Oracle ホームからは、接
続識別子を使用してのみ接続できます。たとえば、次のようになります。

sqlplus ods/<ods password>@oiddb

ただし、oiddbは接続識別子です。
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7. 次の手順に従って、10g（9.0.4）の DAS および中間層インストールが、アップグレード
された Oracle Internet Directory と動作するために必要となる適切なアクセス制御ポリ
シーを設定します。

a. 次に示すエントリを含む ldif ファイル（upgrade92.ldif）を作成します。太字
で示した orclaci属性の各値は、改行せずに 1 行で記述する必要があります。1
行でない場合、エラーが発生します。

#--- BEGIN LDIF file contents--- 
dn: cn=Attribute Configuration, cn=DAS,cn=Products,cn=OracleContext 
changetype: modify 
add: orclaci 
orclaci: access to entry by group="cn=OracleDASConfiguration, 
cn=Groups,cn=OracleContext" (add,delete,browse) by * (noadd,nodelete) 
orclaci: access to attr=(*) by group="cn=OracleDASConfiguration, cn=Groups, 
cn=OracleContext" (read,write,search,compare) by * (nowrite,nocompare) 

dn: cn=Attribute Configuration, cn=DAS,cn=Products,cn=OracleContext,%rlmDN% 
changetype: modify 
add: orclaci 
orclaci: access to entry by group="cn=OracleDASConfiguration, 
cn=Groups,cn=OracleContext,%rlmDN%" (add,delete,browse) by * 
(noadd,nodelete) 
orclaci: access to attr=(*) by group="cn=OracleDASConfiguration, cn=Groups, 
cn=OracleContext,%rlmDN%" (read,write,search,compare) by * 
(nowrite,nocompare) 

#---END LDIF file contents------ 

b. upgrade92.ldif内のすべての %rlmDN%をデフォルトのレルム DN に置き換え
ます。デフォルトのレルム DN は、次の ldapsearch コマンドで確認できます。

ldapsearch -h <oid host> -p <oid port> -D <OID superuser DN> 
-w <OID superuser password> -b 
"cn=common,cn=products,cn=oraclecontext" -s base 
"objectclass=*" orcldefaultsubscriber

c. 次の ldapmodify コマンドを実行します。

<destination_Infra_OH>¥bin¥ldapmodify -p <oid port> -h <oid 
host> -D <OID superuser name> -w <OID superuser password> -v 
-f  upgrade92.ldif

8. 5-46 ページの 5.4.1 項「Oracle Internet Directory のアップグレードの完了」のタスクを
実行します。
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5.4 Infrastructure のアップグレード後のタスクのアップグレード後のタスクのアップグレード後のタスクのアップグレード後のタスク
この項では、Infrastructure の 10g（9.0.4）へのアップグレードを完了するためのアップグ
レード後の手順について説明します。この章の項は、次のとおりです。

� 5-46 ページの 5.4.1 項「Oracle Internet Directory のアップグレードの完了」

� 5-50 ページの 5.4.2 項「Oracle Application Server Single Sign-On のアップグレードの完
了」

� 5-54 ページの 5.4.3 項「Oracle Application Server Wireless のアップグレードの完了」

5.4.1 Oracle Internet Directory のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
Oracle Internet Directory のアップグレードを完了するには、必要に応じて関連するすべての
OracleAS Portal 10g（9.0.4）インスタンスを再構成します。さらに、Delegated 
Administration Services（DAS）の URL キャッシュを更新します。パフォーマンス拡張スク
リプトの実行も可能であり、場合によって新しい Delegated Administration Services（DAS）
または Directory Integration and Provisioning（DIP）サービスもインストールできます。

5.4.1.1 Identity Management コンポーネントの構成コンポーネントの構成コンポーネントの構成コンポーネントの構成
アップグレード後、Identity Management コンポーネントを構成する必要があります。スク
リプトを使用してコンポーネントを構成する手順については、次の項を参照してください。

『Oracle Application Server 10g インストレーション・ガイド』の「imconfig.bat スクリプト
を使用した 10g（9.0.4）Identity Management の構成」 

手動でコンポーネントを構成する手順については、次の項を参照してください。

『Oracle Application Server 10g インストレーション・ガイド』の「手動による 10g（9.0.4）
の Identity Management の構成」 

5.4.1.2 グループのコンテナに対するアクセス・ポリシーの変更グループのコンテナに対するアクセス・ポリシーの変更グループのコンテナに対するアクセス・ポリシーの変更グループのコンテナに対するアクセス・ポリシーの変更
Oracle Internet Directory のアップグレード処理では、Public グループのコンテナに対する
アクセス制御リスト（ACL）は変更できません。このコンテナに対するデフォルトの ACL
ポリシーは、デプロイ環境のセキュリティ要件に応じて変更されている場合があります。そ
のため、アップグレード後、既存のポリシーを新しい 10g（9.0.4）のデフォルトのポリシー
と組み合せ、Public グループのコンテナに対して適用する必要があります。

必要な ACL ポリシーについては、『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』の第 17 章にあ
る「共通ユーザー属性を読み取るためのデフォルトの権限」を参照してください。このポリ
シーによって、グループ cn=Common Group Attributes, cn=groups, 
Oracle_Context_DNのメンバーに、Private および Public グループ（orclIsVisibleが
設定されていないか、TRUEまたは FALSEに設定されているグループ）に対する参照権限、
検索権限および読取り権限が付与されます。
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5.4.1.3 レプリケーションのレプリケーションのレプリケーションのレプリケーションの Wallet のパスワードの再設定のパスワードの再設定のパスワードの再設定のパスワードの再設定
9.0.x のノードを 10g（9.0.4）にアップグレードした後、このノードのレプリケーションを設
定しようとすると、レプリケーション・サーバーが起動せず、レプリケーションの設定自体
が失敗する場合があります。そのため、レプリケーションを設定する前に、次のコマンドを
使用して、アップグレードした 10g（9.0.4）のノードに対するレプリケーションの Wallet の
パスワードを再設定します。

<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin¥remtool -presetpwd -v -bind 
<host>:<port>

この手順によって、必要な場合は、アップグレードしたノードをレプリケーションに構成で
きます。

5.4.1.4 OracleAS Portal に必要なアップグレード後の手順に必要なアップグレード後の手順に必要なアップグレード後の手順に必要なアップグレード後の手順
次のアップグレード後の手順は、Identity Management に対して OracleAS Portal を構成す
る場合に実行する必要があります。

5.4.1.4.1 Portal 9.0.2.2.14 およびおよびおよびおよび 9.0.2.3 の場合のパッチの適用の場合のパッチの適用の場合のパッチの適用の場合のパッチの適用  Portal のリリースによっては、
次に説明するように Metadata Repository に対してパッチを適用する必要があります。

� Portal リリースリリースリリースリリース 9.0.2.2.14（（（（Oracle9iAS 9.0.2.0.1 の 9.0.2 製品）を運用している場合 : パッ
チ 3238095 を適用します。これにより、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）Identity 
Management 構成におけるユーザーおよびグループの登録に関する問題が修正され、相
互運用性の問題が解決されます。

� Portal リリースリリースリリースリリース 9.0.2.3（（（（Oracle9iAS 9.0.2.3）を運用している場合 : パッチ 2802414 を適用
します。これにより相互運用性の問題が解決されます。

パッチを適用する手順は、次のとおりです。

1. 運用している Portal のリリースに指定されたパッチを用意します。パッチは JP Update 
CD に含まれています。

2. パッチの README ファイルの指示に従います。

5.4.1.4.2 Oracle Internet Directory サーバー用のサーバー用のサーバー用のサーバー用の OracleAS Portal インスタンスの再構成インスタンスの再構成インスタンスの再構成インスタンスの再構成  アップグ
レードされた Oracle Internet Directory サーバーを使用する OracleAS Portal 10g（9.0.4）イ
ンスタンスがある場合、4-41 ページの 4.5.8.2 項「Oracle Internet Directory 用の OracleAS 
Portal の再構成」の説明に従って Oracle Internet Directory サーバー用に再構成する必要が
あります。この手順は、Oracle Internet Directory の OracleAS Portal エントリが適切に更新
され、Oracle Application Server 10g（9.0.4）が必要とする正しいプロビジョニング・イベン
トが Portal に送信されるために必要です。
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5.4.1.4.3 Delegated Administration Services（（（（DAS）の）の）の）の URL キャッシュの更新キャッシュの更新キャッシュの更新キャッシュの更新  Delegated 
Administration Services の URL は、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）Oracle Internet 
Directory サーバーと Oracle Application Server 10g（9.0.4）Oracle Internet Directory サー
バーで異なります。Oracle Internet Directory サーバーをアップグレードすると、URL が正
しい値に更新されます。ただし、OracleAS Portal が維持するその URL のキャッシュはアッ
プグレードされないので、10g（9.0.4）の URL の設定との一貫性がありません。

キャッシュを更新する手順は、リリースによって異なります。キャッシュを更新するには、
次の項のいずれかの手順に従います。

リリース 9.0.2.6 以上の DAS の URL キャッシュの更新

URL キャッシュを更新する手順は、次のとおりです。

1. Portal 管理者として Portal にログインします。

2. 「管理」「管理」「管理」「管理」タブをクリックします。

3. 「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」ポートレットの「グローバル設定」「グローバル設定」「グローバル設定」「グローバル設定」リンクをクリックします。

4. 「「「「SSO/OID」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「OID パラメータのキャッシュ」パラメータのキャッシュ」パラメータのキャッシュ」パラメータのキャッシュ」セクションに表示される値をメモします。

6. 「「「「OID パラメータ用キャッシュの更新」パラメータ用キャッシュの更新」パラメータ用キャッシュの更新」パラメータ用キャッシュの更新」の隣のチェックボックスをクリックします。

7. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

8. 「「「「OID パラメータのキャッシュ」パラメータのキャッシュ」パラメータのキャッシュ」パラメータのキャッシュ」セクションに表示される値が変更されたことを確認し
ます。

9. 「「「「OK」」」」をクリックします。

リリースリリースリリースリリース 9.0.2.6 より前のより前のより前のより前の DAS のののの URL キャッシュの更新キャッシュの更新キャッシュの更新キャッシュの更新

URL キャッシュを更新する手順は、次のとおりです。

1. 個別パッチ 3225970 を適用します。このパッチは JP Update CD に含まれています。 

2. 次の手順を実行して Web Cache を消去します。

a. Portal 管理者として Portal にログインします。

b. 「管理」「管理」「管理」「管理」タブをクリックします。

c. 「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」ポートレットの「グローバル設定」「グローバル設定」「グローバル設定」「グローバル設定」リンクをクリックします。

d. 「キャッシュ」「キャッシュ」「キャッシュ」「キャッシュ」タブをクリックします。

注意注意注意注意 : アップグレードされた Oracle Internet Directory サーバーを使用す
る OracleAS Portal 10g（9.0.4）インスタンスが複数ある場合、各インスタ
ンスに対してこの手順を繰り返す必要があります。
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e. 「「「「Web Cache 全体を消去」全体を消去」全体を消去」全体を消去」の隣のチェックボックスをクリックします。

f. 「「「「OK」」」」をクリックします。

3. 次の手順を実行して中間層のキャッシュを消去します。

a. <destination_MT_OH>¥Apache¥modplsql¥cacheに移動します。

b. このディレクトリ下のすべてのファイルの再帰削除を実行します。

5.4.1.5 推奨されるパフォーマンス拡張タスク推奨されるパフォーマンス拡張タスク推奨されるパフォーマンス拡張タスク推奨されるパフォーマンス拡張タスク
10g（9.0.4）では、Oracle Internet Directory においてオラクル社推奨のパフォーマンス拡張
が可能になり、アップグレード後に実装できます。これを実装するには、次に示すように 2
つのスクリプト（oidpu904.sqlおよび catalog.sh）を実行する必要があります。10g

（9.0.4）の Oracle ホームで、次の手順に従います。

1. ORACLE_HOME 環境変数が <destination_Infra_OH>に設定されていること、お
よび ORACLE_SID 環境変数が Infrastructure データベース SID に設定されていること
を確認します。設定されていない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository を
アップグレードする環境の設定」の指示に従います。

2. 次のコマンドを実行します。

sqlplus ods/<ods password> @<net service name for OID database>
 @<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin¥oidpu904.sql

たとえば、次のようになります。

sqlplus ods/welcome1@iasdb @<destination_Infra_OH>¥ldap¥admin
¥oidpu904.sql

3. catalog.shスクリプトを実行して、orclnormdn属性の索引を再作成します。この
スクリプトによって、orclnormdn属性のカタログが削除されて再作成されます。

a. OID サーバーの動作を読取り専用モードにします。これは Oracle Directory 
Manager で行います。

b. 次のコマンドを実行して、orclnormdn属性の索引を再作成します。

<destination_Infra_OH>¥ldap¥bin¥catalog.sh -connect <net 
service name for OID database> -delete -attr orclnormdn

<destination_Infra_OH>¥ldap¥bin¥catalog.sh -connect <net 
service name for OID database> -add -attr orclnormdn

関連項目関連項目関連項目関連項目 : サーバー動作を読取り専用モードにする方法については、
『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』のシステム操作属性に関する表

C-34 のサーバー・モードの項を参照してください。
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4. OID サーバーの動作を読取り / 書込みモードにリセットします。これは Oracle 
Directory Manager で行います。

5.4.2 Oracle Application Server Single Sign-On のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
Oracle Application Server Single Sign-On のアップグレードを完了するには、アップグレー
ドした構成に応じて、次のタスクの実行が必要な場合があります。

5.4.2.1 Oracle Application Server Single Sign-On 中間層の再構成中間層の再構成中間層の再構成中間層の再構成
Single Sign-On サーバーのリリース 2（9.0.2）中間層にカスタム構成があった場合（Oracle 
HTTP Server の SSL の構成、Oracle Application Server Single Sign-On サーバーのデータ
ベース・アクセス記述子のカスタム構成など）、アップグレードされた 10g（9.0.4）中間層を
同じように再構成する必要があります。

5.4.2.2 サード・パーティ認証の構成サード・パーティ認証の構成サード・パーティ認証の構成サード・パーティ認証の構成
リリース 2（9.0.2）中間層がユーザー証明書または第三者機関の認証メカニズムを使用して
認証するように構成されていた場合、10g（9.0.4）の OracleAS Single Sign-On サーバーを同
じように再構成する必要があります。

5.4.2.3 カスタマイズされたページのアップグレードされたサーバーへカスタマイズされたページのアップグレードされたサーバーへカスタマイズされたページのアップグレードされたサーバーへカスタマイズされたページのアップグレードされたサーバーへ
のインストールのインストールのインストールのインストール
リリース 2（9.0.2）の Single Sign-On サーバーでログイン、パスワードおよびサインオフの
ページをカスタマイズしていた場合、そのページを 10g（9.0.4）の仕様に従って更新する必
要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : サーバー動作を読取り / 書込みモードにする方法については、
『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』のシステム操作属性に関する表

C-34 のサーバー・モードの項を参照してください。

注意注意注意注意 : アップグレードする Oracle Internet Directory を使用する古いリ
リース（9.0.2 または 9.2）の DIP が別の Oracle ホーム（別のコンピュー
タ）で動作している場合、その DIP を継続して使用するには、DIP サー
バーを再登録する必要があります。DIP サーバーを再登録する方法につい
ては、『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 中間層の構成手順については、『Oracle Application Server 
Single Sign-On 管理者ガイド』の第 9 章を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 中間層の構成手順については、『Oracle Application Server 
Single Sign-On 管理者ガイド』の第 13 章を参照してください。
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5.4.2.4 外部アプリケーション外部アプリケーション外部アプリケーション外部アプリケーション ID の変換の変換の変換の変換

複数の OracleAS Single Sign-On サーバー・インスタンス間で外部アプリケーション・デー
タをエクスポートおよびインポートする際の ID 競合を回避するために、外部アプリケー
ション ID は一意である必要があります。リリース 2（9.0.2）では、外部アプリケーション
ID はシーケンシャル値であり、インスタンス間で一意ではありません。リリース 2（9.0.2）
から直接 10g（9.0.4）にアップグレードする場合、既存の短い外部アプリケーション ID を
OracleAS Single Sign-On スキーマの詳細形式に変換する必要があります。ID を変換する手
順は、次のとおりです。

1. OracleAS Single Sign-On スキーマ・ディレクトリから次のコマンドで orassoスクリ
プトを実行します。

sqlplus orasso/<password>

spool extappid.log

@?/sso/admin/plsql/sso/ssoupeid.sql

spool off

アップグレードした OracleAS Single Sign-On サーバーを使用する 9.0.2.6 より前の
OracleAS Portal リリースの場合、次の表に従って各インスタンスにパッチを適用する
必要があります。このパッチは JP Update CD に含まれています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 中間層の構成手順については、『Oracle Application Server 
Single Sign-On 管理者ガイド』の第 12 章を参照してください。

注意注意注意注意 : 9.0.2.5 以上の OracleAS Single Sign-On リリースからアップグレー
ドした場合、このタスクを実行する必要はありません。

注意注意注意注意 : SSO_IDENTIFIER値が OracleAS Portal スキーマで自動的に生成
されない場合、または OracleAS Single Sign-On サーバーがランダムに選
択した値を SSO_IDENTIFIER 値に使用していた場合、パッチを適用する
ために SSO_IDENTIFIER値が必要になることがあります。

表表表表 5-1 詳細形式のアプリケーション詳細形式のアプリケーション詳細形式のアプリケーション詳細形式のアプリケーション ID に変換するためのに変換するためのに変換するためのに変換するための OracleAS Portal パッチパッチパッチパッチ

OracleAS Portal のリリースのリリースのリリースのリリース パッチ番号パッチ番号パッチ番号パッチ番号 

3.0.9.8.4 2769007

3.0.9.8.5 2665597

9.0.2、9.0.2.3 2665607
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5.4.2.5 OracleAS Single Sign-On レプリケーションの設定レプリケーションの設定レプリケーションの設定レプリケーションの設定
Oracle Internet Directory レプリケーションを使用して OracleAS Single Sign-On レプリケー
ションも使用する場合、アップグレードされた 10g（9.0.4）表を 9.0.4 OID とともにレプリ
ケーション・グループに追加します。レプリケーションに OracleAS Single Sign-On 表を追
加する手順は、次のとおりです。

1. ディレクトリ・レプリケーション・グループのすべてのレプリカで Oracle Internet 
Directory レプリケーション・サーバーを停止します。

2. マスター・ディレクトリ・レプリカの %ORACLE_HOME%¥ldap¥adminで、次のコマン
ドを実行します。

sqlplus repadmin/<password>@<mds connect id> @oidrssou.sql

3. ディレクトリ・レプリケーション・グループのすべてのレプリカで Oracle Internet 
Directory レプリケーション・サーバーを起動します。

5.4.2.6 カスタマイズされた中間層のカスタマイズされた中間層のカスタマイズされた中間層のカスタマイズされた中間層の OracleAS Single Sign-On サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード
リリース 2（9.0.2）の OracleAS Single Sign-On サーバーがデフォルトの中間層インストール
以外の中間層を使用していた場合、中間層がアップグレードされた OracleAS Single Sign-On
サーバーを指し示すように構成する必要があります。たとえば、リリース 2（9.0.2）の
OracleAS Single Sign-On サーバー中間層でリバース・プロキシを構成していた場合、10g

（9.0.4）の OracleAS Single Sign-On サーバー中間層でも構成します。

5.4.2.7 Wireless Voice 認証のトラブルシューティング認証のトラブルシューティング認証のトラブルシューティング認証のトラブルシューティング
Wireless Voice 認証を 10g（9.0.4）の OracleAS Single Sign-On サーバーで使用する場合に機
能しないときは、OracleAS Single Sign-On サーバー・エントリが Oracle Internet Directory
でベリファイア・サービス・グループのメンバーであること

（cn=verifierServices,cn=Groups,cn=OracleContext）を確認します。このメン
バーであることが、Wireless Voice 認証の要件です。メンバーであることを確認する手順は、
次のとおりです。

1. 次のコマンドを実行します。

ldapsearch -h <host> -p <port> -D "cn=orcladmin" -w <password> -b 
"cn=verifierServices, cn=Groups, cn=OracleContext" 
"objectclass=*"

例 5-1 に示すように、エントリで uniquememberとして表示されれば、OracleAS 
Single Sign-On サーバーはベリファイア・サービス・グループのメンバーです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』
の第 25 章「ディレクトリ・レプリケーションの管理」を参照してくださ
い。
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例例例例 5-1 OracleAS Single Sign-On サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの uniquemember の表示の表示の表示の表示

cn=verifierServices, cn=Groups,cn=OracleContext
.
.
.
uniquemember=orclApplication
CommonName=ORASSO_SSOSERVER,cn=SSO,cn=Products,cn=OracleContext
.
.
.

5.4.2.8 言語の言語の言語の言語の OracleAS Single Sign-On サーバーへのインストールサーバーへのインストールサーバーへのインストールサーバーへのインストール
OracleAS Single Sign-On のアップグレード時に言語を選択しなかった場合、またはアップグ
レード後に追加の言語をインストールする場合、次の手順に従って必要な言語をインストー
ルできます。

1. 次のコマンドを実行して、Repository Creation Assistant CD-ROM の Oracle ホームから
必要な言語ファイルを OracleAS Single Sign-On サーバーの Oracle ホームにコピーしま
す。

copy <repCA_CD>¥portal¥admin¥plsql¥nlsres¥ctl¥<lang>¥*.* 
<destination_Infra_OH>¥sso¥nlsres¥ctl¥<lang>¥

<lang>は言語コードです。たとえば、日本語の言語コードは jaです。

2. 言語をサーバーにロードします。

5.4.2.9 アップグレードされたアップグレードされたアップグレードされたアップグレードされた OracleAS Single Sign-On サーバーへのサーバーへのサーバーへのサーバーへの
OracleAS Portal の再登録の再登録の再登録の再登録
分散 Identity Management（図 5-2 および図 5-3 を参照）の Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）
から Oracle Application Server 10g（9.0.4）へのアップグレードの実行後、OracleAS Single 
Sign-On スキーマは Oracle Internet Directory データベースに再配置されます。OracleAS 
Portal は、OracleAS Single Sign-On サーバーのパスワード格納スキーマ ORASSO_PSへの
データベース・リンク参照を保持します。このリンク参照を更新する必要があります。これ
を行うには、該当する OracleAS Portal をアップグレードされた OracleAS Single Sign-On
サーバーに再登録します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 言語のロード手順については、『Oracle Application Server 
Single Sign-On 管理者ガイド』の第 2 章のグローバリゼーション・サポー
トの構成に関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 再登録の手順については、『Oracle Application Server Portal
構成ガイド』の付録 B を参照してください。
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5.4.2.10 アップグレードされたアップグレードされたアップグレードされたアップグレードされた OracleAS Single Sign-On サーバーへのサーバーへのサーバーへのサーバーへの
mod_osso の再登録の再登録の再登録の再登録
分散 Identity Management（図 5-2 および図 5-3 を参照）の Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）
から Oracle Application Server 10g（9.0.4）へのアップグレードの実行後、Oracle9iAS リ
リース 2（9.0.2）中間層が、アップグレードされた OracleAS Single Sign-On サーバーと動作
するためには、mod_ossoの再登録が必要な場合があります。mod_osso の Oracle HTTP 
Server ホストおよびポート情報が変更された場合に再登録が必要です。mod_ossoの再登録
の前に、<source_MT_OH>¥config¥ias.propertiesファイルの
ColocatedDBCommonName属性の値を、Oracle Internet Directory と共有する新しい
OracleAS Single Sign-On サーバー・データベースのグローバル・データベース名

（iasdb.host.mydomainなど）に設定する必要があります。

5.4.2.11 Oracle9iAS Discoverer リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2）とともに使用するアッ）とともに使用するアッ）とともに使用するアッ）とともに使用するアッ
プグレードされたプグレードされたプグレードされたプグレードされた Identity Management 構成構成構成構成 
Oracle9iAS Discoverer リリース 2（9.0.2）が使用していた Identity Management 構成をアッ
プグレードした場合に、Oracle9iAS Discoverer リリース 2（9.0.2）をアップグレードされた
Identity Management とともに引き続き動作させるには、
<source_MT_OH>¥config¥ias.propertiesファイルの ColocatedDBCommonName属
性の値を変更する必要があります。値は、アップグレードされた Oracle Internet Directory
によって使用されるデータベースのグローバル・データベース名

（iasdb.oid_host_name.domainなど）に変更します。

5.4.3 Oracle Application Server Wireless のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
この項では、Oracle Application Server Wireless のアップグレードを完了するために実行す
る必要があるタスクについて説明します。

5.4.3.1 Oracle Internet Directory のののの Wireless ユーザー・アカウントのアップユーザー・アカウントのアップユーザー・アカウントのアップユーザー・アカウントのアップ
グレードグレードグレードグレード
Oracle Application Server Wireless リリース 2（9.0.2）では、Wireless Voice 認証のユー
ザー・アカウント番号および PIN が Wireless リポジトリに格納されていました。

Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）では、Oracle Internet Directory の
orcluserV2オブジェクト・クラスのオブジェクト定義に新しい属性が追加され、アカウン
ト番号および PIN が格納されます。リリース 2（9.0.2）から 10g（9.0.4）への Oracle 
Application Server Wireless のアップグレードの一部として、ユーザー・アカウント番号お
よび PIN を Wireless リポジトリから Oracle Internet Directory に移す必要があります。

このアップグレードの手順は、Oracle Application Server Infrastructure およびすべての中間
層を 10g（9.0.4）にアップグレードした後でのみ実行が可能です。アップグレードしない場
合、Oracle Application Server Wireless サーバーは、音声デバイスの認証を Oracle 
Application Server Single Sign-On を使用せずにローカルのままで行います。
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アカウント番号および PIN をアップグレードする手順は、次のとおりです。

1. 次のコマンドを実行します。

<destination_MT_OH>¥wireless¥bin¥migrate902VoiceAttrsToOID.bat 
<destination_MT_OH> <ldapmodify location> <userdn> <password> 
<ldif file location> <log file>

� <ldapmodify location>は、ldapmodifyユーティリティの場所です（通常は
<destination_MT_OH>¥bin）。

� <user dn>は、Oracle Internet Directory 管理者ユーザーの DN です。

� <password>は、Oracle Internet Directory 管理者ユーザーのパスワードです。

� <ldif file location>は、LDIF（Lightweight Directory Interchange Format）
ファイルの絶対パスです。このファイルには、ユーザー・アカウント番号および
PIN が含まれ、ldapmodifyユーティリティによって Oracle Internet Directory に
アップロードされます。ユーザーのアップグレード手順が正常に完了したら、この
一時ファイルは削除できます。

� <log file>は、ログ・ファイルの絶対パスです。

例 : 

migrate902VoiceAttrsToOID.bat c:¥oracle¥ias904¥ 
c:¥oracle¥ias904¥bin¥ldapmodify "cn=orcladmin" welcome1 
c:¥oracle¥ias904¥users.ldif c:¥oracle¥ias904¥users.log

5.4.3.2 Oracle Internet Directory でのでのでのでの orclWirelessAccountNumber 属性に対す属性に対す属性に対す属性に対す
る一意性制約の追加る一意性制約の追加る一意性制約の追加る一意性制約の追加
10g（9.0.4）では、Oracle Internet Directory は、ユーザー属性に対する一意性制約を自動的
に設定しません。orclUserV2オブジェクト・クラスの orclWirelessAccountNumber
属性に対して一意性制約が設定されていない場合、Wireless Voice 認証は正しく機能しませ
ん。

中間層および Infrastructure のアップグレードの完了後、次の手順を実行して一意性制約を
設定します。

1. <destination_MT_OH>¥wireless¥binにあるスクリプト
addAccountNumberUniqueConstraint.batを実行します。このスクリプトには、1
つの引数（Oracle ホームのフルパス）を指定します。たとえば、次に示すとおりです。

addAccountNumberUniqueConstraint.bat <destination_MT_OH>

2. Oracle Internet Directory サーバーを再起動します。
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5.4.3.3 Infrastructure リポジトリでのリポジトリでのリポジトリでのリポジトリでの Oracle Application Server Wireless のののの
アップグレード・トリガーの無効化アップグレード・トリガーの無効化アップグレード・トリガーの無効化アップグレード・トリガーの無効化
Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）を Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）
Infrastructure に対してインストールすると、複数のトリガーが自動的にインストールされ、
これによって Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）および Oracle Application Server 
Wireless 10g（9.0.4）中間層が正常に機能できるようになります。Oracle9iAS Wireless リ
リース 2（9.0.2）のすべての中間層および Infrastructure 層が Oracle Application Server 
Wireless 10g（9.0.4）にアップグレードされたら、次のスクリプトを実行してアップグレー
ド関連のトリガーを無効にする必要があります。

disable902-904_trg.bat

このスクリプトは、<destination_MT_OH>¥wireless¥binディレクトリにあります。
スクリプトを実行する前に、ORACLE_HOME 環境変数を設定する必要があります。

5.4.3.4 Oracle Application Server Wireless 10g（（（（9.0.4））））のすべての機能のアのすべての機能のアのすべての機能のアのすべての機能のア
クティブ化クティブ化クティブ化クティブ化
Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）を Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）
Infrastructure に対してインストールすると、複数の機能がデフォルトで無効になり、同じ
Infrastructure に対してインストールされる既存の Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）
中間層とそれらの機能の互換性がなくなります。Oracle9iAS Wireless リリース 2（9.0.2）の
すべての中間層が Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）にアップグレードされた
ら、それらの機能を手動で有効にできます。これらの機能を有効にすると、Oracle9iAS 
Wireless リリース 2（9.0.2）中間層は正常に機能しなくなります。

Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）の機能を有効にするには、Oracle 
Application Server Wireless 10g（9.0.4）のいずれかの中間層から次のコマンドでスクリプト
を実行します。このスクリプトは、<destination_MT_OH>¥wireless¥binディレクト
リにあります。

upload.bat  ..¥repository¥xml¥activate-9040.xml -l <wireless user 
name>/<password>

� <wireless user name>は、Oracle Application Server Wireless ユーザーの名前です。

� <password>は、Oracle Internet 管理者のパスワードです。

たとえば、次に示すとおりです。

upload.bat  ..¥repository¥xml¥activate-9040.xml -l 
orcladmin/welcome1
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5.4.3.5 OracleAS Wireless に対するパスワード変更権限の割当てに対するパスワード変更権限の割当てに対するパスワード変更権限の割当てに対するパスワード変更権限の割当て
Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、OracleAS Wireless アプリケーション・エン
ティティは、デフォルトではユーザー・パスワードを変更できる権限を持っていません。そ
のため、ユーザーはインストール直後に OracleAS Wireless サーバーに対するパスワードを
変更できません。ただし、UserSecurityAdmins権限を OracleAS Wireless アプリケー
ション・エンティティに割り当てることによって、パスワードを変更する機能を有効にでき
ます。

これを行うには、<destination_MT_OH>wireless¥binにあるスクリプト
assignUserSecurityAdminsPrivilege.batを実行します。

構文は次のとおりです。

assignUserSecurityAdminsPrivilege.bat <oid super user dn> <user 
password>

� <oid super user dn>は、Oracle Internet Directory スーパー・ユーザーの識別名で
す。このユーザーには、UserSecurityAdmins 権限をアプリケーション・エンティティ
に付与する権限があります。

� <user password>は、Oracle Internet Directory スーパー・ユーザーのパスワードで
す。

たとえば、次に示すとおりです。

assignUserSecurityAdminsPrivilege.bat "cn=orcladmin" welcome1

5.4.3.6 HTTP アダプタを使用するアダプタを使用するアダプタを使用するアダプタを使用する Wireless サービスの場合のサービスの場合のサービスの場合のサービスの場合の URL 問合せ問合せ問合せ問合せ
パラメータの指定パラメータの指定パラメータの指定パラメータの指定
HTTP アダプタを使用して Wireless サービスを構築する場合、指定する必要があるサービ
ス・パラメータの 1 つにバックエンド・アプリケーションに対する URL があります。場合
によって、問合せパラメータをバックエンド・アプリケーションに送信することがありま
す。OracleAS Wireless からこれを行うには、例 5-2 および例 5-3 に示すように 2 つの方法が
あります。例 5-2 のパラメータ名は fn、値は Joeです。

例例例例 5-2 問合せパラメータを使用する問合せパラメータを使用する問合せパラメータを使用する問合せパラメータを使用する URL

http://localhost:7777/myapp/home.jsp?fn=Joe

問合せパラメータは、サービスの最初のページに対するリクエストにおいてのみ送信されま
す。最初のページから他のページへのリンクがある場合でも、そのページに対するリクエス
トにはパラメータが追加されません。

例例例例 5-3 追加サービス・パラメータを使用する追加サービス・パラメータを使用する追加サービス・パラメータを使用する追加サービス・パラメータを使用する URL

http://localhost:7777/myapp/home.jsp 
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URL を変更するかわりに、パラメータ名が fnおよび値 Joeである追加サービス・パラメー
タを追加します。パラメータは最初のページだけでなくすべてのページに送信されます。さ
らに、そのパラメータはすべての HTTP リダイレクト・リクエストでも送信されます。ただ
し、この方法では追加 URL パラメータが OracleAS Single Sign-On サーバーにも送信される
ので、その場合にはサーバーからエラーが返されます。

エラーが発生するのは、バックエンド・アプリケーションが mod_osso によって保護されて
いる場合です。この場合、アプリケーションに対するリクエストは捕捉され、ユーザー認証
のために Oracle SSO サーバーにリダイレクトされます。OracleAS Single Sign-On サーバー
には、送信されてくる問合せパラメータを制限するルールがあります。そのため、
mod_osso によって保護されているバックエンド・アプリケーションの場合、Wireless サー
ビスを変更し、例 5-2 のように問合せパラメータを URL に追加する必要があります。

5.5 リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2））））のののの Oracle ホームの廃棄ホームの廃棄ホームの廃棄ホームの廃棄
Identity Management のアップグレード完了後、データベース・ファイルをソース Oracle
ホーム以外の場所に再配置することを検討してください。データベース・ファイルは、
Identity Management のアップグレードを完了した後にもソース Oracle ホームに残っていま
す。ソース Oracle ホームを削除した場合でも、データベース・ファイルを再配置する手順
を実行しないかぎりデータベース・ファイルは元の場所に残されたままになります。ソース
Oracle ホームのディレクトリ・ツリー全体を削除するなどして、誤ってデータベース・ファ
イルを削除してしまうことを防止するために、ファイルの再配置をお薦めします。また、
データベース・ファイルをソース Oracle ホーム以外に移すことによってパフォーマンスが
向上する場合もあります。

データベース・ファイルを再配置してソース Oracle ホームのソフトウェアを削除した後は、
ソース Oracle ホームのディレクトリ・ツリー全体を削除しても問題ありません。

この手順はデータベース管理者が実行します。詳細は、『Oracle9i データベース管理者ガイ
ド』を参照してください。

5.5.1 Oracle9iAS リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2））））およびソースおよびソースおよびソースおよびソース Oracle ホームの削除ホームの削除ホームの削除ホームの削除
リリース 2（9.0.2）のファイルを再配置した場合、古い Oracle ホームを削除できます。これ
を行うには、インストールに使用したのと同じリリースまたはそれ以上のリリースの Oracle 
Universal Installer を使用して、ソース Oracle ホームのリリース 2（9.0.2）Infrastructure の
インスタンスを削除し、次に <source_Infra_OH>からすべてのファイルを削除します。

同じコンピュータに OracleAS 10g（9.0.4）インスタンスもある場合に、Oracle9iAS リリー
ス 2（9.0.2）または（9.0.3）インスタンスを削除するにはパッチが必要です。このようなイ
ンスタンスを削除する前に、削除にともなって構成に影響する可能性がある問題も確認して
ください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 同じコンピュータに 10g（9.0.4）インスタンスもある場合のリ
リース 2（9.0.2）または（9.0.3）インスタンスの削除については、『Oracle 
Application Server 10g インストレーション・ガイド』を参照してください。
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5.5.2 データファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルの再配置データファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルの再配置データファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルの再配置データファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルの再配置
データファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルを再配置する手順は、次のとおりで
す。

1. 再配置するファイルのためのディレクトリを、ソース Infrastructure のホームとは別の
場所に作成します。

2. すべてのデータファイルを手順 1 で作成したディレクトリにコピーします。

3. すべてのログ・ファイルを手順 1 で作成したディレクトリにコピーします。

4. すべての制御ファイルを手順 1 で作成したディレクトリに再配置します。

5.6 Identity Management のアップグレードの検証のアップグレードの検証のアップグレードの検証のアップグレードの検証
この項では、Identity Management のアップグレード後にアップグレードが正常に行われた
ことを確認するために実行する手順について説明します。

5.6.1 utlrp.sql ユーティリティの実行ユーティリティの実行ユーティリティの実行ユーティリティの実行
インストール後の手順として、utlrp.sqlユーティリティを実行する必要があります。こ
の PL/SQL プロシージャは、アップグレードによって無効になった可能性のあるすべての
PL/SQL パッケージを 10g（9.0.4）に再コンパイルします。このユーティリティを実行する
手順は、次のとおりです。

1. アップグレードされた Metadata Repository データベースが実行されていることを確認
します。

2. ORACLE_HOME 環境変数が <Infra_OH>に設定されており、ORACLE_SID 環境変数
が Infrastructure データベースの SID に設定されていることを確認します。設定されて
いない場合、4-3 ページの 4.2.1 項「Metadata Repository をアップグレードする環境の
設定」の指示に従います。

3. シングル・ユーザー・モードで SYSDBA 権限を持つ SYS としてアップグレード先
Infrastructure Oracle ホームのデータベースに接続します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、『Oracle9i データベース管理者ガイド』の
「データ・ファイルの名前変更および再配置」の項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、『Oracle9i データベース管理者ガイド』の
「データ・ファイルの名前変更および再配置」の項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順については、『Oracle9i データベース管理者ガイド』の
「制御ファイルの追加コピーの作成、名前変更および再配置」の項を参照
してください。
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4. SQL*Plus プロンプトで次のコマンドを実行します。

@?/rdbms/admin/utlrp.sql

5.6.2 無効なデータベース・オブジェクトのチェック無効なデータベース・オブジェクトのチェック無効なデータベース・オブジェクトのチェック無効なデータベース・オブジェクトのチェック
Oracle Application Server が必要とするデータベース・オブジェクトで無効になっているも
のがないことを確認する手順は、次のとおりです。

1. SYSDBA としてアップグレード先 Infrastructure Oracle ホームのデータベースに接続し
ます。

2. 次のコマンドを実行します。

SELECT owner, object_type, object_name

FROM all_objects

WHERE status='INVALID';

 問合せに対して、Oracle Application Server コンポーネント・スキーマ（PORTAL、
WIRELESS など）を持つデータベース・オブジェクトが 'owner' 列に返されないことを確認
します。

5.6.3 Oracle Application Server Single Sign-On の接続性のテストの接続性のテストの接続性のテストの接続性のテスト
Identity Management のアップグレード完了後、ユーザー ORCLADMIN として Oracle 
Application Server Single Sign-On にログインします。ログインが正常に行われた場合は、
Identity Management のアップグレード後に Oracle Application Server Single Sign-On およ
び Oracle Internet Directory が機能していることを意味します。

1. ブラウザで、アップグレード先 Infrastructure Oracle ホームの Oracle Enterprise 
Manager の URL を入力してアクセスします。正確なホスト名およびポート番号を入力
してください。たとえば、次に示すとおりです。

http://infrahost.mycompany.com:1812 

「Oracle Enterprise Manager」ページが表示され、「スタンドアロン・インスタンス」「スタンドアロン・インスタンス」「スタンドアロン・インスタンス」「スタンドアロン・インスタンス」セ
クションに Oracle Application Server 10g（9.0.4） Identity Management インスタンスが
示されます。

2. Identity Management インスタンスのリンクをクリックします。

「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」ページが表示されます。

3. Oracle HTTP Server、Oracle Internet Directory および Oracle Application Server Single 
Sign-On のコンポーネントのステータスが「稼働中」「稼働中」「稼働中」「稼働中」であることを確認します。
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4. ブラウザで、ORASSO ページの URL を入力してアクセスします。アップグレードされ
た Oracle HTTP Server の正確なホスト名およびポート番号を入力してください。たと
えば、次に示すとおりです。

http://infrahost.mycompany.com:7777/pls/orasso/ORASSO.home

ORASSO ページが表示されます。

5. ページの右上にある「ログイン」「ログイン」「ログイン」「ログイン」リンクをクリックします。

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」および「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィールドのあるページが表示されます。

6. 「ユーザー名」フィールドに ORCLADMIN と入力して、ORCLADMIN に対して選択し
たパスワードを「パスワード」フィールドに入力します。

7. 「ログイン」「ログイン」「ログイン」「ログイン」をクリックします。

表示される Oracle Application Server Single Sign-On Server の「管理」「管理」「管理」「管理」ページで、アッ
プグレードされた Identity Management コンポーネント（Oracle Application Server 
Single Sign-On および Oracle Internet Directory）の基本動作を確認します。
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A

コンポーネントのアップグレード処理コンポーネントのアップグレード処理コンポーネントのアップグレード処理コンポーネントのアップグレード処理

リファレンスリファレンスリファレンスリファレンス

この付録では、中間層の各コンポーネントおよび Infrastructure インストールのアップグ
レード処理について詳細に説明します。OracleAS Upgrade Assistant では、中間層のアップ
グレード処理のみを実行します。Infrastructure のアップグレード処理は、アップグレード
が必要なコンポーネントの個々のスクリプトによって実行します。この付録の主な項は、次
のとおりです。

A-2 ページの A.1 項「中間層のアップグレード処理」

A-17 ページの A.2 項「Infrastructure のアップグレード処理」
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A.1 中間層のアップグレード処理中間層のアップグレード処理中間層のアップグレード処理中間層のアップグレード処理
この項では、各コンポーネントをアップグレードする際の OracleAS Upgrade Assistant の処
理動作について説明します。説明する動作の順番は、必ずしも実際に実行される順番ではあ
りません。順番が既知の場合、あるいは重要となる場合は、処理の順序が数字付きの手順と
して示されます。インストール・タイプ（つまり含まれるコンポーネント）によっては、実
行されない処理があります。

1. A-3 ページの A.1.1 項「Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）の
アップグレード処理」

2. A-4 ページの A.1.2 項「インスタンス構成データのアップグレード処理」

3. A-4 ページの A.1.3 項「Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップ
グレード処理」

4. A-5 ページの A.1.4 項「Oracle HTTP Server のアップグレード処理」

5. A-8 ページの A.1.5 項「Oracle Application Server Web Cache のアップグレード処理」

6. A-9 ページの A.1.6 項「mod_plsql のアップグレード処理」

7. A-10 ページの A.1.7 項「Oracle Enterprise Manager のアップグレード処理」

8. A-10 ページの A.1.8 項「Oracle Application Server Web Services の UDDI レジストリの
アップグレード処理」

9. A-11 ページの A.1.9 項「Oracle Ultra Search のアップグレード処理」

10. A-11 ページの A.1.10 項「OracleAS Portal 中間層のアップグレード処理」

11. A-12 ページの A.1.11 項「Oracle Application Server Wireless のアップグレード処理」

12. A-15 ページの A.1.12 項「Oracle Application Server Forms Services のアップグレード処
理」

13. A-15 ページの A.1.13 項「Oracle Application Server Discoverer のアップグレード処理」

14. A-16 ページの A.1.14 項「Oracle Application Server Reports Services のアップグレード
処理」

注意注意注意注意 : リリース 2（9.0.2）のインストール・タイプが「Unified 
Messaging」（現在は使用できないインストール・タイプ）の場合、
OracleAS Upgrade Assistant は「Business Intelligence and Forms」アップ
グレードとして処理し、すべてのコンポーネントのアップグレードが実行
されます。

Oracle9iAS Clickstream Intelligence は、10g（9.0.4）に含まれていないた
め、このコンポーネントのアップグレード処理はありません。
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A.1.1 Oracle Process Manager and Notification Server（（（（OPMN）のアップグレー）のアップグレー）のアップグレー）のアップグレー
ド処理ド処理ド処理ド処理

Oracle Process Manager and Notification Server をアップグレードする際に OracleAS 
Upgrade Assistant が実行する手順は、次のとおりです。

1. <source_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xmlファイルが 10g（9.0.4）形式に変換されま
す。

2. 変換された <source_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xmlファイルが、
<destination_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xmlファイルとマージされます。
gid="dcm-daemon"を含むノードを除き、すべてのカスタム・ノードが
<destination_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xmlに挿入されます。

A.1.1.1 Oracle Process Manager and Notification Server（（（（OPMN）のアップグ）のアップグ）のアップグ）のアップグ
レード・アイテムレード・アイテムレード・アイテムレード・アイテム
OPMN のアップグレード処理では、次のファイルが変更またはコピーされます。

� <destination_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xml 

� opmn.xmlで定義されたカスタム・プロセス・バイナリ

� Oracle Wallet

注意注意注意注意 : OPMN のポート値は、通知サーバーのポート（ローカル、リモー
ト、リクエスト）および OC4J のポート（ajp、rmi、jms）である点に注意
してください。

OPMN のアップグレード処理では、opmn.xmlの Oracle Application 
Server Containers for J2EE インスタンスに対して行った変更内容はいずれ
もアップグレードされません。そのようなインスタンスには、インストー
ラによって作成されたインスタンス（ホーム、OC4J_WIRELESS、
OC4J_DEMOS、OC4J_PORTAL、OC4J_BI_FORMS）、ユーザーによって
作成されたインスタンスなどがあります。OC4J のアップグレード処理で
は、ホーム・インスタンスおよびすべてのユーザー定義インスタンスが
ソース Oracle ホームにデプロイされたアプリケーションとともにアップ
グレードされます。インストーラが作成した他の OC4J インスタンスでは、
opmn.xmlの Oracle Application Server 10g（9.0.4）の設定が採用されま
す。Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の設定を保持する場合は、手動で作成
する必要があります。

3-32 ページの 3.8.2.3 項「インストーラによって作成された OC4J インスタ
ンスのアップグレード」を参照してください。
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A.1.2 インスタンス構成データのアップグレード処理インスタンス構成データのアップグレード処理インスタンス構成データのアップグレード処理インスタンス構成データのアップグレード処理
インスタンス構成データをアップグレードする際に OracleAS Upgrade Assistant が実行する
手順は、次のとおりです。

1. <source_MT_OH>¥config¥iasschema.xmlファイルが、ソース Oracle ホームから
ロードされます。

2. <source_MT_OH>¥config¥iasschema.xmlファイルが、
<destination_MT_OH>¥config¥iasschema.xmlファイルと比較されます。

3. ソース Oracle ホームファイルで見つかった差分が、アップグレード先 Oracle ホーム
ファイルに書き込まれます。

A.1.2.1 インスタンス構成のアップグレード・アイテムインスタンス構成のアップグレード・アイテムインスタンス構成のアップグレード・アイテムインスタンス構成のアップグレード・アイテム
次のファイルは、インスタンス構成データのアップグレード処理で変更されます。

� <destination_MT_OH>¥config¥iasschema.xml

A.1.3 Oracle Application Server Containers for J2EE（（（（OC4J）のアップグレード）のアップグレード）のアップグレード）のアップグレード
処理処理処理処理

Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップグレード処理には、次の手
順があります。

1. OracleAS Upgrade Assistant により、ソース Oracle ホームに接続する別のプロセスが作
成されます。

2. そのプロセスは、Distributed Configuration Management リリースを使用して、アップ
グレード対象のインスタンスを調べます。

3. Distributed Configuration Management により、ソース Oracle ホームにあるアプリケー
ションをデプロイするインスタンスのリストが作成されます。ここでは、
<source_MT_OH>¥j2ee¥deploy.ini*ファイルで定義された、OC4J_Portal などの
Oracle 固有の OC4J インスタンスは無視されます。それらのインスタンスは、OC4J
アップグレードの候補となります。

4. Distributed Configuration Management により、リストされたアプリケーションの EAR
ファイルのリストが作成されます。

5. OracleAS Upgrade Assistant により、アップグレードするファイルのバックアップが作
成され、接尾辞 preUpgradeが付加されます。必要に応じて、一意のファイル名を作
成するために整数が付加されます。たとえば、<ファイル名 >.preUpgrade.1となり
ます。

6. OracleAS Upgrade Assistant により、principals.xml、data-sources.xml、
jazn-data.xmlおよび jazn.xmlがアップグレード先 Oracle ホームにコピーされま
す。
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7. oc4j.propertiesファイルで定義されたプロパティが、SMI API を使用して
opmn.xmlファイルに追加されます。

8. OracleAS Upgrade Assistant により EAR ファイルが再作成され、アップグレード先
Oracle ホームに再デプロイされます。この手順で、OracleAS Upgrade Assistant は、ア
プリケーションの application-deploymentsディレクトリにある orion 固有のファ
イルをすべて検索します。さらに、principals.xmlや jazn-data.xmlなどの、ア
プリケーション固有の構成ファイルも検索します。

9. Distributed Configuration Management により、mod_oc4j.confが、デプロイされた
各アプリケーションに関連するマウント・ポイントで更新されます。

A.1.3.1 OC4J のアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテム
OC4J のアップグレード処理では、次のファイルが変更されます。

� <destination_MT_OH>¥j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥ 
principals.xml

� <destination_MT_OH>¥j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
data-sources.xml

� <destination_MT_OH>¥Apache¥Apache¥conf¥mod_oc4j.conf

� <source_MT_OH> OC4J インスタンスで検出されたアプリケーションの EAR ファイル 

� <destination_MT_OH>¥j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
jazn-data.xml

� <destination_MT_OH>¥j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥jazn.xml

� <destination_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xml （<source_MT_OH>内の
oc4j.propertiesファイルのプロパティがこのファイルに追加されます）

A.1.4 Oracle HTTP Server のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Oracle HTTP Server（OHS）をアップグレードする際に OracleAS Upgrade Assistant が実行
する手順は、次のとおりです。

� httpd.confファイルが、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに
コピーされます。このとき、<source_MT_OH>のパスが <destination_MT_OH>に
置き換えられ、10g（9.0.4）のファイルの変更内容およびリリース 2（9.0.2）以降に行わ

注意注意注意注意 : Oracle Application Server Containers for J2EE のアップグレードを
完了するには、手動による手順が必要な場合があります。3-30 ページの
3.8.2 項「Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップ
グレードの完了」を参照してください。
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れたカスタマイズの内容が、アップグレード先 Oracle ホームの対応するファイルに適
用されます。

� <source_MT_OH>のmod_oc4j.confファイルでOc4jMountディレクティブが検索さ
れ、文字列 ajp13://、cluster://または instance://を含む Oc4jMountディレ
クティブが <destination_MT_OH>の mod_oc4j.confファイルにコピーされます。

� mod_osso.confファイルが、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホーム
にコピーされます。このとき、ソース Oracle ホームのパスがアップグレード先 Oracle
ホームのパスに置き換えられます。OssoConfigFile ディレクティブが参照している
osso.confファイルがコピーされ、10g（9.0.4）の不明瞭化されたファイルに変換され
ます。

� moddav.confファイルが、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに
コピーされます。このとき、ソース Oracle ホームのパスがアップグレード先 Oracle
ホームのパスに置き換えられます。

� httpd.confファイルで Includeディレクティブを再帰的に検索して、ユーザー定義
の構成ファイルを検出します。それらのファイルがソース Oracle ホームからアップグ
レード先 Oracleホームにコピーされます。ソース Oracle ホームでファイルが見つ
かった場合、OracleAS Upgrade Assistant によりソース Oracle ホームのパスがアップグ
レード先 Oracle ホームのパスに置き換えられます。ファイルがソース Oracleホーム
以外の場所で見つかった場合、OracleAS Upgrade Assistant により元のファイルのコ
ピーが .preUpgrade拡張子を付けてアップグレード先 Oracle ホームに保存され、
ソース Oracle ホームのファイルがその新しいファイルに置き換えられます。

� LoadModuleディレクティブを再帰的に検索して、関連するモジュールの動的ライブラ
リを検出します。それらのライブラリがソース Oracle ホームからアップグレード先
Oracle ホームにコピーされます。

� SSLWalletディレクティブを再帰的に検索して、Oracle Wallet を検出します。それら
の Wallet がソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームにコピーされま
す。

� すべての構成ファイルで、ScriptAliasまたは ScriptAliasMatchディレクティブ、
および Optionsディレクティブ（Directoryまたは Fileコンテナで定義）の
ExecCGIオプションで指定されたディレクトリおよびファイルを検索して、CGI およ
び fastcgi スクリプトを検出します。ディレクトリおよびファイルがソース Oracle ホー
ムからアップグレード先 Oracle ホームにコピーされます。

� DocumentRootディレクティブで指定された（デフォルト以外の）場所に存在する静的
ドキュメントのディレクトリが、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle
ホームにコピーされます。DocumentRootディレクティブがデフォルトの場合、静的
ドキュメントはアップグレードされません。
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A.1.4.1 OHS のアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテム
OHS のアップグレード処理では、次のファイルが変更またはコピーされます。

� <destination_MT_OH>¥Apache¥Apache¥conf¥httpd.conf

� <destination_MT_OH>¥Apache¥Apache¥conf¥mod_oc4j.conf

� <destination_MT_OH>¥Apache¥Apache¥conf¥mod_osso.conf

� <destination_MT_OH>¥Apache¥Apache¥oradav¥conf¥moddav.conf

� <destination_MT_OH>¥Apache¥Apache¥conf¥osso¥osso.conf

� Includeディレクティブで指定されているユーザー定義の構成ファイル（httpd.conf
で始まるすべての構成ファイルを再帰的に検索して検出されたファイル）

� すべての構成ファイルの LoadModuleディレクティブで指定されている .dllファイル
（モジュールの動的ライブラリ）

� すべての構成ファイルの SSLWalletディレクティブで指定されている Oracle Wallet

� すべての構成ファイルの ScriptAlias、ScriptAliasMatchまたは Options 
(ExecCGI)ディレクティブで指定されている CGI および fastcgi プログラム

� 静的ドキュメントおよびディレクトリ

注意注意注意注意 : 通常 Web サイトでは第 1 のリスナーとして Web Cache が設定さ
れています。その場合、Oracle HTTP Server のリスニング・ポートは、
アップグレード後に Web Cache の同じポート値と同期化する必要があり
ます。設定は、3-30 ページの表 3-5「Oracle HTTP Server と Oracle 
Application Server Web Cache の Port 設定」で説明されています。

oracle_apache.confおよび mod_plsql.confファイルは、OracleAS 
Upgrade Assistant によりアップグレードされません。

Aliasまたは mod_rewriteディレクティブが参照する静的なファイル
は、アップグレードされません。Oracle ホームにある、それらのファイル
はすべて手動でアップグレードする必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle HTTP Server のアップグレードを完了するには、手動によ
る手順が必要な場合があります。3-29 ページの 3.8.1 項「Oracle HTTP 
Server のアップグレードの完了」を参照してください。
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A.1.5 Oracle Application Server Web Cache のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Oracle Application Server Web Cache のアップグレード時に OracleAS Upgrade Assistant が
実行する手順は、次のとおりです。

1. ソース Oracle ホームで、webcache.xmlおよび internal.xmlが検出されます。

2. 構成データが、<source_MT_OH>¥webcache¥ webcache.xmlから
<destination_MT_OH>¥webcache¥webcache.xmlに移動されます。

3. エラー・ページおよび Wallet ファイルが、ソース Oracle ホームからアップグレード先
Oracle ホームにコピーされます。

A.1.5.1 Oracle Application Server Web Cache のアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテム
Oracle Application Server Web Cache のアップグレード処理には、次のファイルが含まれま
す。

� <destination_MT_OH>¥webcache¥webcache.xml

� <destination_MT_OH>¥webcache¥docs¥*（ソース Oracleホームからアップグ
レード先 Oracle ホームにコピーされるエラー・ページ・ファイル）

� Wallet ファイル（<source_MT_OH>¥webcache¥walletsから
<destination_MT_OH>¥webcache¥walletsにコピーされるファイル。次の説明を
参照。）

A.1.5.1.1 Wallet ファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレード  OracleAS Upgrade Assistant により、Wallet が
ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームにコピーされることにより、
Wallet がアップグレードされます。ソース Oracle ホーム以外の場所にある Wallet は、コ
ピーする必要がありません。

Oracle Application Server Web Cache では複数のリスニング・ポートを設定でき、各ポート
に異なる Wallet を設定できます。オリジナル・サーバーに接続する際は、他の Wallet（次の
例の（OSWALLET）を使用できます。

例例例例 A-1 アップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後の Oracle Application Server Web Cache のののの Wallet の構成の構成の構成の構成

<LISTEN IPADDR="ANY" PORT="4445" PORTTYPE="NORM" SSLENABLED="SSLV3_V2H">
      <WALLET><destination_MT_OH>¥webcache¥wallets¥subdir1</WALLET>
</LISTEN>
 <LISTEN IPADDR="ANY" PORT="4447" PORTTYPE="NORM" SSLENABLED="SSLV3_V2H">
        <WALLET>¥some¥other¥path¥wallets¥default</WALLET>

注意注意注意注意 : Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）で、イベント・ログのディレクト
リの場所をカスタマイズした（webcache.xmlファイルの ACCESSLOG 
LOGDIRプロパティで指定）場合、このカスタマイズ内容はアップグレー
ドされない点に注意してください。
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 </LISTEN>
    ......
    ......
        <OSWALLET><destination_MT_OH>¥webcache¥wallets¥default</OSWALLET>

この例では、Oracle Application Server Web Cache は 3 つの Wallet を使用しています。最初
および 3 番目の Wallet は、ソース Oracle ホームにあります。最初の Wallet は、
<destination_MT_OH>¥webcache¥wallets¥subdir1にコピーされます。3 番目の
Wallet は、<destination_MT_OH>¥webcache¥wallets¥defaultにコピーされます。2
番目の Wallet は、Oracle ホームに存在していないためコピーされません。アップグレード
後、webcache.xmlの Wallet は元のディレクトリを指し示します。

A.1.6 mod_plsql のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
mod_plsql をアップグレードする際に OracleAS Upgrade Assistant が実行する手順は、次の
とおりです。

1. ソース Oracle ホームで dads.confおよび cache.confが検出されます。

2. 各ソース・アイテムが解析されて、結果がメモリーに保持されます。

3. 解析結果がアップグレード先 Oracle ホームに適用されます。

4. 必要に応じて cache.confファイルの PlsqlCacheDirectoryプロパティのデフォル
ト値（<destination_MT_OH>¥Apache¥ modplsql¥cache¥）が使用されます。

5. oradav.confファイルがソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに
コピーされます。

A.1.6.1 mod_plsql のアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテム
mod_plsql のアップグレード処理には、次のファイルが含まれます。

� <destination_MT_OH>¥Apache¥modplsql¥conf¥dads.conf

� <destination_MT_OH>¥Apache¥modplsql¥conf¥cache.conf

� <destination_MT_OH>¥Apache¥oradav¥conf¥oradav.conf

注意注意注意注意 : 通常 Web サイトでは第 1 のリスナーとして Web Cache が設定さ
れています。その場合、Oracle HTTP Server のリスニング・ポートは、
アップグレード後に Web Cache の同じポート値と同期化する必要があり
ます。3-29 ページの 3.8.1 項「Oracle HTTP Server のアップグレードの完
了」を参照してください。
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A.1.7 Oracle Enterprise Manager のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Oracle Enterprise Manager のアップグレード時に OracleAS Upgrade Assistant が実行する
手順は、次のとおりです。

1. <source_MT_OH>sysman¥emd¥targets.xmlファイルで、ファイル内のターゲット
に関連するポート・エントリが調査されます。

2. <destination_MT_OH>sysman¥emd¥targets.xmlファイルの対応するポート・エ
ントリが置き換えられます。

A.1.7.1 Oracle Enterprise Manager のアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテム
Oracle Enterprise Manager のアップグレード処理では、次のファイルが変更されます。

� <destination_MT_OH>¥sysman¥emd¥targets.xml

A.1.8 Oracle Application Server Web Services のののの UDDI レジストリのアップグレジストリのアップグレジストリのアップグレジストリのアップグ
レード処理レード処理レード処理レード処理

「Portal and Wireless」インストール・タイプのインストールでは、Oracle Universal 
Installer および OracleAS Upgrade Assistant により次の手順が実行されます。

1. OracleAS Upgrade Assistant により、後で使用するために
<source_MT_OH>¥ds¥uddi¥config¥uddiserver.configファイルが抽出されま
す。

2. OracleAS Upgrade Assistant により、
<source_MT_OH>¥ds¥uddi¥config¥uddiserver.configファイルのプロパティ
が抽出され、<destination_MT_OH>¥uddi¥config¥uddiserver.configファイ
ルに適用されます。

A.1.8.1 Oracle Application Server Web Services のののの UDDI レジストリのアップレジストリのアップレジストリのアップレジストリのアップ
グレード・アイテムグレード・アイテムグレード・アイテムグレード・アイテム
Oracle Application Server Web Services レジストリのアップグレード処理では、次のファイ
ルが変更されます。

� <destination_MT_OH>¥uddi¥config¥uddiserver.config
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A.1.9 Oracle Ultra Search のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Oracle Ultra Search のアップグレード時に OracleAS Upgrade Assistant が実行する手順は、
次のとおりです。

1. ソース Oracle ホームで、data-sources.xmlファイルが検出されます。

2. data-sources.xmlファイルが、<source_MT_OH>から <destination_MT_OH>に
コピーされます。

A.1.9.1 Oracle Ultra Search のアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテム
Oracle Ultra Search のアップグレード処理では、次のファイルが変更されます。

� <destination_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_Portal¥config¥data-sources.xml

A.1.10 OracleAS Portal 中間層のアップグレード処理中間層のアップグレード処理中間層のアップグレード処理中間層のアップグレード処理
OracleAS Portal 中間層をアップグレードする際に OracleAS Upgrade Assistant が実行する
手順は、次のとおりです。

1. ソース Oracle ホームの Web Cache リスナー、管理用ポートおよび失効化ポートを取得
します。

2. それらのポートがアップグレード先 Oracle ホームに適用されます。

3. ソース Oracle ホームから Oracle Enterprise Manager ターゲット・データを取得します。

4. それらの詳細が、アップグレード先 Oracle ホームに適用されます。

注意注意注意注意 : Oracle Application Server Web Services のアップグレード前に、リ
ポジトリ・データベース・スキーマがアップグレードされなかった場合、
Oracle Application Server Web Services の UDDI レジストリは 9.0.2.3 互換
性モードで実行されます。

新しい構成を有効にするには、アップグレード後に UDDI アプリケーショ
ンを再起動する必要があります。

10g（9.0.4）の uddiserver.configファイルのパスは、Oracle9iAS リ
リース 2（9.0.2）のパスとは異なります。

Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）では、次のパスが使用されていました。

<Oracle home>¥ds¥uddi¥config¥uddiserver.config

Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、次のパスになります。

<Oracle home>¥uddi¥config¥uddiserver.config
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A.1.10.1 OracleAS Portal のアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテム
OracleAS Portal のアップグレード処理では、次のファイルが変更されます。

� <destination_MT_OH>¥portal¥conf¥iasconfig.xml

� <destination_MT_OH>¥sysman¥emd¥targets.xml

A.1.11 Oracle Application Server Wireless のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Oracle Application Server Wireless のアップグレード処理で実行される手順は、次のとおり
です。

1. Oracle Application Server Wireless Configuration Assistant により、最初の Oracle 
Application Server Wireless 中間層をインストールする際に、Oracle Application Server 
Metadata Repository の Oracle Application Server Wireless スキーマがアップグレード
されます。（A-14 ページの A.1.11.2 項「Oracle Application Server Wireless のアップグ
レード・アイテム（リスト A）」を参照してください。） 

2. OracleAS Upgrade Assistant により、リスナー・フックやカスタマイズされたフォル
ダ・レンダラなどのランタイム・カスタマイズ・クラスが、ソース Oracle ホームから
アップグレード先 Oracle ホームにコピーされます。（A-14 ページの A.1.11.2 項「Oracle 
Application Server Wireless のアップグレード・アイテム（リスト A）」を参照してくだ
さい。） 

3. OracleAS Upgrade Assistant により、Oracle Application Server Wireless スタンドアロ
ン・プロセスのプロセス構成情報が Oracle Application Server Wireless リリース 2

（9.0.2）中間層から Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）中間層にコピーさ
れ、それに従って 10g（9.0.4）中間層が構成されます。（A-14 ページの A.1.11.3 項

「Oracle Application Server Wireless のアップグレード・アイテム（リスト B）」を参照
してください。） 

Oracle Application Server Wireless の Java プロセスの構成情報が、Metadata Repository
の Oracle Application Server Wireless スキーマに格納されます。リリース 2（9.0.2）か
ら 10g（9.0.4）へのアップグレード中、OracleAS Upgrade Assistant が Oracle 
Application Server Wireless スキーマに追加エントリを作成することにより、プロセス
構成情報がリリース 2（9.0.2）中間層から 10g（9.0.4）中間層にコピーされます。それ
らのプロセスは 10g（9.0.4）の Oracle Process Manager and Notification により管理さ
れるため、Oracle Application Server Wireless 中間層の Oracle Process Manager and 
Notification 構成もアップグレードされます。

注意注意注意注意 : Portal のアップグレードを完了するには、手動による手順が必要
です。3-41 ページの 3.8.4 項「OracleAS Portal 中間層のアップグレードの
完了」を参照してください。
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A.1.11.1 Oracle Application Server Wireless 中間層および中間層および中間層および中間層および Wireless スキーマスキーマスキーマスキーマ
のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
複数の Oracle Application Server Wireless 中間層および Oracle Application Server Wireless
スキーマのアップグレード処理の手順は、次のとおりです。

1. ファーム内の Oracle Application Server Wireless 中間層がすべて停止されます。これに
は、Oracle Application Server Wireless を実行するように構成されているすべての
Oracle Collaboration Suite 中間層が含まれます。

2. 最初の Oracle Application Server Wireless 中間層が、アップグレード対象として選択さ
れます。

3. 最初の 10g（9.0.4） Oracle Application Server Wireless 中間層が、手順 2 で示した Oracle 
Application Server Wireless 中間層と同じコンピュータにインストールされます。イン
ストール時に、Oracle Application Server リポジトリ内の Oracle Application Server 
Wireless スキーマがアップグレードされます。

4. OracleAS Upgrade Assistant が起動されます。

この時点で、リリース 2（9.0.2） Oracle Application Server Wireless 中間層をすべて再起
動して、停止時間を減らすことができます。

注意注意注意注意 : Oracle Application Server Wireless の Java プロセスのアップグ
レードについて、次の点に注意してください。

リリース 2（9.0.2）では、プロセス情報はノードごとに固有です。10g
（9.0.4）では、Oracle ホーム固有になります。そのため、1 つのノードに
複数のリリース 2（9.0.2）中間層がある場合はアップグレード処理によっ
て、すべてのリリース 2（9.0.2）の情報がアップグレードされる 10g

（9.0.4）のインスタンスにコピーされます。

Web サイト内のインスタンス名は、一意にする必要があります。アップグ
レード時には、コピーされるプロセスの名前に数字を付加することによっ
て一意になります。

リリース 2（9.0.2）のプロセスに加えて、アップグレードされた 10g
（9.0.4）には 10g（9.0.4）で導入された新しいプロセス・タイプが含まれま
す。

プロセス・タイプ「アラート・エンジン」は、「通知エンジン」という名
前に変更されました。「インダストリアル・デバイス・ポータル」（リリー
ス 2（9.0.2））および「PIM 通知ディスパッチャ」（Oracle Collaboration 
Suite バージョン 1）の各プロセスは古いタイプであるため、アップグレー
ドされません。
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A.1.11.2 Oracle Application Server Wireless のアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテム
（リスト（リスト（リスト（リスト A））））

Oracle Application Server Wireless のアップグレード処理の第 1 フェーズでは、次のファイ
ルが変更されます。

� <destination_MT_OH>¥wireless¥server¥classes¥*.class

� <destination_MT_OH>¥wireless¥server¥classes¥*.properties

A.1.11.3 Oracle Application Server Wireless のアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテム
（リスト（リスト（リスト（リスト B））））

Oracle Application Server Wireless のアップグレード処理の第 2 フェーズでは、次のファイ
ルが変更されます。

� <destination_MT_OH>¥opmn¥conf¥opmn.xml 

A.1.12 Oracle Application Server Forms Services のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Oracle Application Server Forms Services のアップグレード時に OracleAS Upgrade 
Assistant が実行する手順は、次のとおりです。

1. 次の Oracle Application Server Forms Services のアップグレード・アイテム（リスト
A、リスト B およびリスト C）で説明されているファイルが検出されます。

2. A-14 ページの A.1.12.1 項「Oracle Application Server Forms Services のアップグレー
ド・アイテム（リスト A）」で説明されているファイルのバックアップが、接尾辞
preUpgradeを付けて作成され、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle
ホームに変更されずにコピーされます。

3. A-15 ページの A.1.12.2 項「Oracle Application Server Forms Services のアップグレー
ド・アイテム（リスト B）」で説明されているファイルが、接尾辞 902を付けて作成さ
れ、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームにコピーされます。

4. A-15 ページの A.1.12.3 項「Oracle Application Server Forms Services のアップグレー
ド・アイテム（リスト C）」で説明されているファイルのバックアップが、接尾辞
preUpgradeを付けて作成されます。そして、ソース Oracle ホームにあるそれらの
ファイルからカスタマイズ内容が抽出され、アップグレード先 Oracle ホームにある
ファイルにマージされます。

アップグレード処理では、次のファイルが変更されます。

A.1.12.1 Oracle Application Server Forms Services のアップグレード・アイのアップグレード・アイのアップグレード・アイのアップグレード・アイ
テム（リストテム（リストテム（リストテム（リスト A））））
� <destination_MT_OH>¥forms90¥ftrace.cfg
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� <destination_MT_OH>¥forms90¥java¥oracle¥forms¥ 
registry¥Registry.dat

� formsweb.cfgが使用する、ユーザー定義の Oracle Application Server Forms Services
の *.htmファイル

A.1.12.2 Oracle Application Server Forms Services のアップグレード・アイのアップグレード・アイのアップグレード・アイのアップグレード・アイ
テム（リストテム（リストテム（リストテム（リスト B））））
� <destination_MT_OH>¥forms90¥search_replace.properties

� <destination_MT_OH>¥forms90¥converter.properties

A.1.12.3 Oracle Application Server Forms Services のアップグレード・アイのアップグレード・アイのアップグレード・アイのアップグレード・アイ
テム（リストテム（リストテム（リストテム（リスト C））））
� <destination_MT_OH>¥forms90¥server¥formsweb.cfg

� <destination_MT_OH>¥forms90¥server¥default.env 

� <destination_MT_OH>¥forms90¥server¥forms90.conf 

� <destination_MT_OH>¥j2ee¥properties¥oc4j_bi_forms.properties
（Oracle Application Server Forms Services のデプロイ・エントリ）

� formsweb.cfgおよび default.envと同じ、ユーザー定義の Oracle Application 
Server Forms Services 構成ファイル 

A.1.13 Oracle Application Server Discoverer のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Oracle Application Server Discoverer のアップグレード時に OracleAS Upgrade Assistant が
実行する手順は、次のとおりです。

� リリース 2（9.0.2）インスタンスの Pref.txtおよび .reg_key.dcファイルに加えら
れた変更内容が、10g（9.0.4）インスタンスの同じファイルにマージされます。

� リリース 2（9.0.2）インスタンスの *.xmlファイルに加えられた変更内容が、10g
（9.0.4）インスタンスの同じファイルにマージされます。

� 各構成ファイルのバックアップ・コピーが作成され、次の形式で名前が付けられます。

<ファイル名 >_upgrade_backup.<ファイル接尾辞 >

A.1.13.1 Oracle Application Server Discoverer のアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテムのアップグレード・アイテム
Oracle Application Server Discoverer のアップグレード処理では、次のファイルが変更され
ます。

� <destination_MT_OH>¥util¥Pref.txt
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� <destination_MT_OH>¥discoverer¥.reg_key.dc

� <destination_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_BI_Forms¥applications¥discoverer
¥web¥WEB-INF¥configuration.xml

� <destination_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_BI_Forms¥applications¥discoverer
¥web¥common¥xsl¥ui_config.xml

� <destination_MT_OH>¥j2ee¥OC4J_BI_Forms¥applications¥discoverer
¥web¥plus_files¥xsl¥plus_config.xml

A.1.14 Oracle Application Server Reports Services のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Oracle Application Server Reports Services のアップグレード時に OracleAS Upgrade 
Assistant が実行する手順は、次のとおりです。

� jdbcpds.confを除くすべての構成ファイルが、ソース Oracle ホームからアップグ
レード先 Oracle ホームにコピーされます。

� すべてのリソース・ファイルが、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle
ホームにコピーされます。

� <source_MT_OH>¥bin¥reports.batがアップグレード先 Oracle ホームにコピーさ
れ、NLS_LANG環境変数が、スクリプトに含まれていない場合は追加されます。

� Reports Server の永続ファイルが、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle
ホームにコピーされます。

A.1.14.1 Oracle Application Server Reports Services のアップグレード・アのアップグレード・アのアップグレード・アのアップグレード・ア
イテムイテムイテムイテム
Oracle Application Server Reports Services のアップグレード処理では、次のファイルが変更
されます。

� <destination_MT_OH>¥reports¥conf¥*.conf（jdbcpds.confを除く）

� <destination_MT_OH>¥reports¥conf¥*.xml

� <destination_MT_OH>¥reports¥plugins¥resource¥*.*

� <destination_MT_OH>¥reports¥conf¥cgicmd.dat

注意注意注意注意 : *.xsl（スタイル・シート）ファイルは、OracleAS Upgrade 
Assistant によりアップグレードされません。リリース 2（9.0.2）インス
トールでそれらのいずれかをカスタマイズし、それらのカスタマイズを
10g（9.0.4）インストールで使用する場合、カスタマイズを手動で再適用
する必要があります。スタイル・シート・ファイルは、3-52 ページの 3.8.5
項「Oracle Application Server Discoverer Viewer のアップグレードの完
了」にリストされています。
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� <destination_MT_OH>¥reports¥server¥*.dat

� <destination_MT_OH>¥bin¥reports.bat

� <destination_MT_OH>¥reports¥conf¥rwservlet.properties

A.2 Infrastructure のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
この項では、Infrastructure のアップグレード処理について説明します。Infrastructure のコ
ンポーネントと機能については、第 4 章「Metadata Repository のアップグレード」および
第 5 章「Identity Management サービスのアップグレード」で説明されています。

この項では、次の項目について説明します。

A-18 ページの A.2.2 項「Metadata Repository Container スキーマのアップグレード処理」

A-19 ページの A.2.3 項「ProcessConnect のアップグレード処理」

A-19 ページの A.2.4 項「Oracle Application Server Certificate Authority のアップグレード処
理」

A-19 ページの A.2.5 項「Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード処理」

A-20 ページの A.2.6 項「OracleAS Portal スキーマのアップグレード処理」

A-21 ページの A.2.7 項「Oracle Application Server Syndication Server スキーマのアップグ
レード処理」

A-22 ページの A.2.8 項「Oracle Application Server Web Services の UDDI レジストリ・ス
キーマのアップグレード処理」

A-23 ページの A.2.9 項「Web クリッピングのアップグレード処理」

A-23 ページの A.2.10 項「Oracle Application Server Wireless スキーマのアップグレード処
理」

A.2.1 Identity Management のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Identity Management のコンポーネントである Oracle Application Server Single Sign-On お
よび Oracle Internet Directory は、Oracle Universal Installer によりアップグレードされま
す。アップグレード可能な構成は 2 つあります。1 つは「分散」で、Oracle Application 
Server Single Sign-On および Oracle Internet Directory が別々のコンピュータに存在し、そ
れぞれに独自のメタデータ・リポジトリが含まれる場合です。もう 1 つは「非分散」で、

注意注意注意注意 : デフォルト環境変数に非デフォルト値を使用した場合、アップグ
レード後にそれらを手動で再設定する必要があります。3-54 ページの 3.8.6
項「Oracle Application Server Reports Services のアップグレードの完了」
を参照してください。
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Oracle Application Server Single Sign-On および Oracle Internet Directory が 1 つのコン
ピュータ上のメタデータを共有する場合です。

アップグレード処理は、それぞれのシナリオで Oracle Universal Installer によって対話的に
実行されます。Oracle Universal Installer はアップグレードする構成を検出し、必要な情報
を表示して適切な構成ツールを起動します。

ソースおよびアップグレード先の構成は、次の図で示されています。

�  5-3 ページの図 5-1「リリース 2（9.0.2）および 10g（9.0.4）の非分散 Identity 
Management」

� 5-3 ページの図 5-2「リリース 2（9.0.2）の分散 Identity Management」

� 5-4 ページの図 5-3「10g（9.0.4）の分散 Identity Management」

A.2.2 Metadata Repository Container スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理
Metadata Repository Container スキーマのアップグレードでは、Metadata Repository の新
しいスキーマに対するサポートが追加され、Oracle Internet Directory エントリが更新されま
す。スクリプトは、実行される際の資格証明に応じて 1 つまたは両方の機能を実行します。

Metadata Repository Container スキーマの作成およびアップグレード処理（mrc.plスクリ
プト）で実行される手順は、次のとおりです。

1. ORACLE_HOME環境変数が設定されているかどうかが確認されます。設定されていない
場合、プロセスがエラーを報告して終了します。

2. Oracle ホームが、リリース 2（9.0.2）Infrastructure であるかどうかが確認されます。そ
うでない場合、プロセスはエラーを報告して終了します。

3. Metadata Repository データベースに接続します。接続できない場合、プロセスは終了
します。

4. データベース・リリースが 9.0.1.5 であるかどうかが確認されます。そうでない場合、プ
ロセスはエラーを報告して終了します。

5. スキーマ wcrsys、oca、oraoca_public、ip、wk_testおよび
internet_appserver_registry（ユーザー名および対応する表領域と同じパスワー
ドが設定される）、および表領域 ias_meta、wcrsys_ts、ocats、ip_dt、ip_rt、
ip_idx、ip_lob OLTS_SVRMGSTORE、oltsbattrstoreが作成されます。表領域ま
たはユーザーの作成に失敗した場合、プロセスはエラーを報告して継続します。

6. すべてのスキーマが正常に作成された場合、"Creation of new schemas successful" とい
うメッセージが標準出力に書き込まれます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 4-5 ページの 4.2.3.1 項「新しいスキーマを作成する mrc.pl の
実行」および 4-7 ページの 4.2.3.2 項「Oracle Internet Directory のエント
リを更新する mrc.pl の実行」を参照してください。
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Metadata Repository Container の Oracle Internet Directory エントリのアップグレード処理
（mrc.plスクリプト）で実行される手順は、次のとおりです。

1. ORACLE_HOME環境変数が設定されているかどうかが確認されます。設定されていない
場合、プロセスがエラーを報告して終了します。

2. Oracle ホームが、リリース 2（9.0.2）Infrastructure であるかどうかが確認されます。そ
うでない場合、プロセスはエラーを報告して終了します。

3. oca/oca、oraoca_publicおよび wcrsys/wcrsysという組合せのユーザー名およ
びパスワードを使用して、Metadata Repository データベースに接続します（これらは、
Oracle Internet Directory エントリを更新する前に mrc.plスキーマ作成処理により作
成されています）。それらのすべてのユーザーに接続できなかった場合、プロセスはエ
ラーを報告して終了します。

4. ユーザーのパスワードがランダム化されます。

5. ランダム化されたパスワードを使用して、Oracle Internet Directory および新しいスキー
マのエントリに必要なセキュリティ・エントリがすべて作成されます。

6. Metadata Repository ユーザーのパスワードが変更されます。

7. OID エントリの作成とランダム化されたパスワードの更新が正常に行われた場合、
"Update of new OID entries successful" というメッセージが標準出力に書き込まれます。

A.2.3 ProcessConnect のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
ProcessConnect のアップグレード処理では、ProcessConnect スキーマが作成されます。

A.2.4 Oracle Application Server Certificate Authority のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
Oracle Application Server Certificate Authority スキーマのアップグレード処理で実行される
手順は、次のとおりです。

� OCAおよび ORAOCA_PUBLICデータベース・ユーザーの作成

� 表およびビュー

A.2.5 Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理
Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード処理で実行される手順は、次のとおりです。

� Oracle Ultra Search 10g（9.0.4）のバイナリが、Infrastructure のデータベース・ディレ
クトリにコピーされます。

� リポジトリ・データベースに SYSとして接続します。

� WKSYSスキーマの存在確認が実行されます。スキーマに格納されているリリース番号が
取得されます。リリース番号が 9.0.2（またはそのパッチのリリース番号）ではない場
合、エラーが発生してプロセスは停止します。
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� SQL*Plus スクリプト wkdbmig.sqlが実行され、スキーマおよび WKSYSのデータが
アップグレードされます。

� loadjavaコマンドが実行されて、Java ストアド・パッケージが WKSYSスキーマにロー
ドされます。

� SQL*Plus スクリプトが実行されて、デモ・スキーマが作成され、デモ・スキーマに基
づく Ultra Search インスタンスが作成されます。

� コンポーネント・レジストリのリリース番号が更新されます。

� Oracle Internet Directory に格納されている Oracle Ultra Search スキーマ情報が構成され
ます。

A.2.5.1 Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード・アイテムスキーマのアップグレード・アイテムスキーマのアップグレード・アイテムスキーマのアップグレード・アイテム
Oracle Ultra Search スキーマのアップグレード処理では、次のものが変更されます。

� WKSYSスキーマ

A.2.6 OracleAS Portal スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理
OracleAS Portal スキーマのアップグレード処理（upgrade.plスクリプト）で実行される
手順は、次のとおりです。

1. Oracle9iAS Portal 9.0.2 の表のサブセットが、ダンプ・ファイルにエクスポートされま
す。

2. 必要に応じて、Oracle9iAS パッチが既存のスキーマに適用されます。

3. アップグレードが開始される前に、すべての無効なオブジェクトが表示されます（この
段階ですべての Oracle9iAS Portal パッケージが有効になっている必要があります）。

4. Oracle9iAS Portal スキーマの DBMS ジョブが使用不可になります。これらのジョブは、
アップグレードの最後に再び使用可能になります。

5. Oracle9iAS Portal スキーマのすべての表で収集された統計が削除されます。Oracle9iAS 
Portal でサポートされる統計は、アップグレードの最後の方で収集されます。

6. 必要に応じて、OWA パッケージがインストールされます。

注意注意注意注意 : この手順は、OWA パッケージの現行リリースが、最新のリリース
ではない場合にのみ実行されます。この手順により、OWA パッケージに依
存するインスタンスのすべてのパッケージが無効化されます。特に、そのイ
ンスタンスのすべての Oracle9iAS Portal スキーマにある、ほとんどの
Oracle9iAS Portal パッケージが無効化されます。このため、場合によって
はアップグレード後に、関係する他のスキーマのパッケージを再コンパイル
する必要があります。アップグレード・スクリプトでは、アップグレードさ
れる Portal スキーマのパッケージのみが再コンパイルされます。
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7. すべての既存の Java オブジェクトが、Portal スキーマから削除されます。

8. すべての言語のすべての製品メッセージが削除されます。

9. 以前にインストールしたすべての言語の、最新の製品メッセージがすべてロードされま
す。

10. スキーマが変更され、すべての OracleAS Portal パッケージがコンパイルされます。

11. アップグレード時に作成された一時表がエクスポートされます。

12. 無効な非 Oracle9iAS Portal オブジェクトが再コンパイルされます。この手順以降で、
無効な非 Oracle9iAS Portal オブジェクトが残っている場合は、警告が発行されます。

13. 致命的コンパイル・エラーがない場合、OracleAS Portal のリリースが更新されます。

14. アップグレード・ログ・ファイルでエラーおよび警告が検索され、見つかった内容が表
示されます。エラーがない場合は、成功メッセージが表示されます。

A.2.6.1 OracleAS Portal スキーマのアップグレード・アイテムスキーマのアップグレード・アイテムスキーマのアップグレード・アイテムスキーマのアップグレード・アイテム
OracleAS Portal スキーマのアップグレード処理では、次のスキーマが変更されます。

� PORTAL（Portal スキーマ） 

� PORTAL_DEMO（Portal デモ・スキーマ）

� PORTAL_PUBLIC（Portal の Public スキーマ）

� PORTAL_APP（Portal JSP Access）

A.2.7 Oracle Application Server Syndication Server スキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレードスキーマのアップグレード
処理処理処理処理

Oracle Application Server Syndication Server のアップグレード・スクリプト
ossupg902.sqlにより、次の手順が実行されます。

� データベースに SYSDBAとして接続します。

注意注意注意注意 : Oracle9iAS Portal に属していない Portal スキーマの Java オブジェ
クトが存在する場合、アップグレード後にそれらを手動で再インストール
する必要があります。

注意注意注意注意 : アップグレード前に製品メッセージが変更された場合、変更内容
を手動で再適用する必要があります。
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� アップグレード前の検証（適切な DSGATEWAYリリースであるかどうかなど）が実行さ
れ、アップグレードが続行可能かどうかが判断されます。いずれかの確認に失敗した場
合、アップグレードは停止します。

� 表、PL/SQL パッケージなど、DSGATEWAYスキーマのすべてのスキーマ・コンテンツ
が破棄されます。

� 10g（9.0.4）インストール・スクリプトが起動されて、10g（9.0.4）データベース・ス
キーマがインストールされます。

A.2.7.1 Oracle Application Server Syndication Server スキーマのアップグスキーマのアップグスキーマのアップグスキーマのアップグ
レード・アイテムレード・アイテムレード・アイテムレード・アイテム
Oracle Application Server Syndication Server スキーマのアップグレード処理では、次のス
キーマが変更されます。

� DSGATEWAY 

A.2.8 Oracle Application Server Web Services のののの UDDI レジストリ・スキーマのレジストリ・スキーマのレジストリ・スキーマのレジストリ・スキーマの
アップグレード処理アップグレード処理アップグレード処理アップグレード処理

Oracle Application Server Web Services スキーマのアップグレード・スクリプト
wuru9023.sql（UDDI 9.0.2.3 パッチが適用された Oracle Application Server リリース 2

（9.0.2）で使用）により、次の手順が実行されます。

� リポジトリ・データベースに接続します。

� アップグレード前の検証（適切な UDDI リリースであるかどうかなど）が実行され、
アップグレードが続行可能かどうかが判断されます。いずれかの確認に失敗した場合、
アップグレードは停止します。

� 表、列、索引の作成や削除など、初期の構造の変更が行われます。

� UDDI サーバーのプロパティおよび構成のアップグレードが実行されます。このとき、
構成表に新しい行が挿入されて、既存の行が更新されます。

Oracle Application Server Web Services スキーマのアップグレード・スクリプト
wuru9023.sql（Oracle Application Server リリース 2（9.0.2）で使用）により、次の手順
が実行されます。

� アップグレード前の検証（適切な UDDI リリースであるかどうかなど）が実行され、
アップグレードが続行可能かどうかが判断されます。いずれかの確認に失敗した場合、
アップグレードは停止します。

� 表、PL/SQL パッケージなど、UDDI データベース・スキーマのすべてのスキーマ・コ
ンテンツが破棄されます。

� 9.0.4 のインストール・スクリプトが起動されて、10g（9.0.4）データベース・スキーマ
がインストールされます。
A-22 Oracle Appllication Server 10g（9.0.4）アップグレード 10g（9.0.4） for Microsoft Windows



Infrastructure のアップグレード処理
A.2.8.1 Oracle Application Server Web Services スキーマのアップグレード・スキーマのアップグレード・スキーマのアップグレード・スキーマのアップグレード・
アイテムアイテムアイテムアイテム
Oracle Application Server Web Services スキーマのアップグレード処理では、次のものが変
更されます。

� UDDISYSスキーマ

A.2.9 Web クリッピングのアップグレード処理クリッピングのアップグレード処理クリッピングのアップグレード処理クリッピングのアップグレード処理
Web クリッピングは新しいコンポーネントであるため、中間層または Infrastructure におけ
る他のアップグレード処理に依存しません。アップグレード処理により、新しい表および制
約の作成、ファンクションおよびプロシージャを使用したパッケージの定義、ランダム化さ
れたデータによる表の生成が行われます。

A.2.9.1 Web クリッピング・スキーマのアップグレード・アイテムクリッピング・スキーマのアップグレード・アイテムクリッピング・スキーマのアップグレード・アイテムクリッピング・スキーマのアップグレード・アイテム
Web クリッピング・スキーマのアップグレード処理では、WCRSYSスキーマが作成されま
す。

A.2.10 Oracle Application Server Wireless スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理スキーマのアップグレード処理
Oracle9iAS Metadata Repository の Oracle Application Server Wireless スキーマは、最初の
Oracle Application Server Wireless 10g（9.0.4）中間層のインストール時に自動的にアップグ
レードされます。Oracle9iAS Infrastructure で、アップグレード手順をさらに実行する必要
はありません。詳細は、A-13 ページの A.1.11.1 項「Oracle Application Server Wireless 中間
層および Wireless スキーマのアップグレード」を参照してください。

注意注意注意注意 : UDDI スキーマのアップグレードの前に、UDDI の中間層のアッ
プグレードを行う必要があります。
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ファイル・リファレンスファイル・リファレンスファイル・リファレンスファイル・リファレンス

この付録では、アップグレード時にソース Oracle ホームからターゲットの Oracle ホームに
移される、設定および構成データを含むファイルの一覧を示し、その説明を行います。

「アップグレード・タイプ」列は、ファイルのアップグレード方法を示しています。場合に
よっては、OracleAS Upgrade Assistant によりファイルが処理され、ファイルに加えられた
カスタマイズのすべてではありませんが、大部分が 10g（9.0.4）の Oracle Application 
Server インスタンスにコピーされます。（ポート番号、マウント・ポイント、アップグレー
ド後に調整が必要な他の構成設定などの例外が、このガイドで示されています。それらにつ
いては、アップグレード後にファイルを変更する必要がある場合があります。） 

「手動」アップグレード・タイプのファイルは、OracleAS Upgrade Assistant により処理さ
れません。ソース・インスタンスのこれらのファイルに対して行われたカスタマイズは、
アップグレード先のインスタンスの同じファイルに手動で移動させる必要があります。

表の後に、各ファイルの説明が記載されています。

表 B-1「アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）」

表 B-2「アップグレード・データを含むファイル（パス順）」

アップグレードおよび作成されたスキーマは、表 B-3「Infrastructure のアップグレード（ス
キーマ）処理」にリストされています。
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表表表表 B-1 アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ

*.* reports¥plugins¥resource OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.* webcache¥wallets OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.class wireless¥server¥classes OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.conf（jdbcpds.conf を除く） reports¥conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.dat reports¥server OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.htm forms90¥server OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.properties wireless¥server¥classes OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.xml reports¥conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

.reg_key.dc discoverer902¥bin¥.reg_key.dc（discoverer¥.reg_key.dc
にアップグレード）

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

application-client.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
application-client.xml

手動

application.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
application.xml

j2ee¥home¥applications¥<OC4Jアプリケーションの名前 >
¥META-INF¥application.xml

手動

cache.conf Apache¥modplsql¥conf¥cache.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant
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cgimd.dat reports¥conf¥cgimd.dat OracleAS 
Upgrade 
Assistant

configuration.xml j2ee¥OC4J_BI_Forms¥applications¥discoverer¥web¥
WEB-INF¥configuration.xml

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

converter.properties forms90¥converter.properties OracleAS 
Upgrade 
Assistant

dads.conf Apache¥modplsql¥conf¥dads.conf（ORASSO DAD アップグ

レード）

手動

dads.conf Apache¥modplsql¥conf¥dads.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

data-sources.xml j2ee¥OC4J_Portal¥config¥data-sources.xmlおよび

j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
data-sources.xml

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

default-web-site.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
default-web-site.xml

手動

default.env（またはユーザー

定義の環境ファイル）

forms90¥server¥default.env OracleAS 
Upgrade 
Assistant

dms.conf Apache¥Apache¥conf¥dms.conf 手動

ソース・インスタンスの
server.xml ファイルで定義さ

れているアプリケーションの
EAR ファイル

j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥applications¥*.ear OracleAS 
Upgrade 
Assistant

forms90.conf forms90¥server¥forms90.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

formsweb.cfg（またはユー

ザー定義のサーブレット構成
ファイル）

forms90¥server¥formsweb.cfg OracleAS 
Upgrade 
Assistant

ftrace.cfg forms90¥trace¥ftrace.cfg OracleAS 
Upgrade 
Assistant

表表表表 B-1 アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）（続き）（続き）（続き）（続き）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ
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global-web-application.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
global-web-application.xml 

手動

http-web-site.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
http-web-site.xml

手動

httpd.conf Apache¥Apache¥conf¥httpd.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

ias.properties config¥ias.properties 手動

iasschema.xml config¥iaschema.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

index.html Apache¥Apache¥htdocs¥index.html 手動

internal.xml webcache¥internal.xml 手動

jazn-data.xml j2ee¥home¥config¥jazn-data.xmlおよび

j2ee¥home¥application-deployments¥
<アプリケーションの名前 >¥jazn-data.xml

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

jazn-data.xml sysman¥j2ee¥config¥jazn-data.xml 手動

jazn.xml j2ee¥home¥config¥jazn.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

jdbcpds.conf reports¥conf¥jdbcpds.conf 手動

jms.xml j2ee¥home¥config¥jms.xml 手動

mod_oc4j.conf Apache¥Apache¥conf¥mod_oc4j.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

mod_osso.conf Apache¥Apache¥conf¥mod_osso.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

moddav.conf Apache¥Apache¥oradav¥conf¥moddav.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

oc4j.properties j2ee¥oc4j.properties OracleAS 
Upgrade 
Assistant

表表表表 B-1 アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）（続き）（続き）（続き）（続き）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ
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oc4j_bi_forms.properties j2ee¥properties¥oc4j_bi_forms.properties OracleAS 
Upgrade 
Assistant

opmn.xml opmn¥conf¥opmn.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

oracle_apache.conf Apache¥Apache¥conf¥oracle_apache.conf 手動

oradav.conf Apache¥oradav¥conf¥oradav.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

orion-application.xml j2ee¥home¥application-deployments¥
<アプリケーションの名前 >¥orion-application.xml

手動

orion-web.xml j2ee¥home¥application-deployments¥
<アプリケーションの名前 >¥orion-web.xml

手動

plsql.conf Apache¥Apache¥conf¥osso¥osso.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

plsql.conf Apache¥modplsql¥conf¥plsql.conf 手動

plus_config.xml j2ee¥OC4J_BI_Forms¥applications¥discoverer¥web¥
plus_files¥xsl¥plus_config.xml

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

Pref.txt discoverer902¥util¥Pref.txt（discoverer¥util¥Pref.txt
にアップグレード）

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

principals.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥
config¥principals.xml

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

provideruiacls.xml j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥jpdk¥jpdk¥ 
WEB-INF¥deployment_providerui¥provideruiacls.xmlおよ

び 
j2ee¥OC4J_
Portal¥applications¥portalTools¥providerBuilder¥WEB-
INF¥deployment_providerui¥provideruiacls.xml

手動

proxyinfo.xml reports¥conf¥proxyinfo.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

表表表表 B-1 アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）（続き）（続き）（続き）（続き）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ
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Registry.dat forms90¥java¥oracle¥forms¥registry¥Registry.dat OracleAS 
Upgrade 
Assistant

reports.bat bin¥reports.bat OracleAS 
Upgrade 
Assistant

rmi.xml j2ee¥home¥config¥rmi.xml 手動

rwcgi.bat bin¥rwcgi.bat 手動

rwclient.bat bin¥rwclient.bat 手動

rwconverter.bat bin¥rwconverter.bat 手動

rwengine.bat bin¥rwengine.bat 手動

rwgenkey.bat bin¥rwgenkey.bat 手動

rwproxy.bat bin¥rwproxy.bat 手動

rwrqv.bat bin¥rwrgv.bat 手動

rwrun.bat bin¥rwrun.bat 手動

rwserver.bat bin¥rwserver.bat 手動

rwservlet.properties reports¥conf¥rwservlet.properties OracleAS 
Upgrade 
Assistant

search_replace.properties forms90¥search_replace.properties OracleAS 
Upgrade 
Assistant 

server.xml j2ee¥home¥config¥server.xml 手動

targets.xml sysman¥emd¥targets.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

textpds.conf reports¥conf¥textpds.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

tnsnames.ora network¥admin¥tnsnames.ora 手動

uddiserver.config ds¥uddi¥config¥uddiserver.config
（uddi¥config¥uddiserver.configにアップグレード）

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

表表表表 B-1 アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）（続き）（続き）（続き）（続き）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ
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ui_config.xml j2ee¥OC4J_BI_Forms¥applications¥
discoverer¥web¥common¥xsl

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

web.xml j2ee¥home¥default-web-app¥WEB-INF¥web.xml 手動

web.xml j2ee¥OC4J_Portal¥
applications¥portal¥portal¥WEB-INF¥web.xml

手動

webcache.xml webcache¥webcache.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

xmlpds.conf reports¥conf¥xmlpds.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

表表表表 B-2 アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ

dms.conf Apache¥Apache¥conf¥dms.conf 手動

httpd.conf Apache¥Apache¥conf¥httpd.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

mod_oc4j.conf Apache¥Apache¥conf¥mod_oc4j.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

mod_osso.conf Apache¥Apache¥conf¥mod_osso.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

oracle_apache.conf Apache¥Apache¥conf¥oracle_apache.conf 手動

plsql.conf Apache¥Apache¥conf¥osso¥osso.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

index.html Apache¥Apache¥htdocs¥index.html 手動

moddav.conf Apache¥Apache¥oradav¥conf¥moddav.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

表表表表 B-1 アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）アップグレード・データを含むファイル（ファイル順）（続き）（続き）（続き）（続き）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ
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cache.conf Apache¥modplsql¥conf¥cache.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

dads.conf Apache¥modplsql¥conf¥dads.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

dads.conf Apache¥modplsql¥conf¥dads.conf
（ORASSO DAD アップグレード）

手動

plsql.conf Apache¥modplsql¥conf¥plsql.conf 手動

oradav.conf Apache¥oradav¥conf¥oradav.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

reports.bat bin¥reports.bat OracleAS 
Upgrade 
Assistant

rwcgi.bat bin¥rwcgi.bat 手動

rwclient.bat bin¥rwclient.bat 手動

rwconverter.bat bin¥rwconverter.bat 手動

rwengine.bat bin¥rwengine.bat 手動

rwgenkey.bat bin¥rwgenkey.bat 手動

rwproxy.bat bin¥rwproxy.bat 手動

rwrqv.bat bin¥rwrgv.bat 手動

rwrun.bat bin¥rwrun.bat 手動

rwserver.bat bin¥rwserver.bat 手動

ias.properties config¥ias.properties 手動

iasschema.xml config¥iaschema.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

.reg_key.dc discoverer902¥bin¥.reg_key.dc
（discoverer¥.reg_key.dcにアップグレード）

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

Pref.txt discoverer902¥util¥Pref.txt
（discoverer¥util¥Pref.txtにアップグレード）

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

表表表表 B-2 アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）（続き）（続き）（続き）（続き）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ
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uddiserver.config ds¥uddi¥config¥uddiserver.config
（uddi¥config¥uddiserver.configにアップグレード）

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

converter.properties forms90¥converter.properties OracleAS 
Upgrade 
Assistant

Registry.dat forms90¥java¥oracle¥forms¥registry¥Registry.dat OracleAS 
Upgrade 
Assistant

search_replace.properties forms90¥search_replace.properties OracleAS 
Upgrade 
Assistant 

*.htm forms90¥server OracleAS 
Upgrade 
Assistant

default.env（またはユー

ザー定義の環境ファイル）

forms90¥server¥default.env OracleAS 
Upgrade 
Assistant

forms90.conf forms90¥server¥forms90.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

formsweb.cfg（またはユー

ザー定義のサーブレット構
成ファイル）

forms90¥server¥formsweb.cfg OracleAS 
Upgrade 
Assistant

ftrace.cfg forms90¥trace¥ftrace.cfg OracleAS 
Upgrade 
Assistant

ソース・インスタンスの
server.xml ファイルで定義

されているアプリケーショ
ンの EAR ファイル

j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥applications¥*.ear OracleAS 
Upgrade 
Assistant

application-client.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
application-client.xml

手動

default-web-site.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
default-web-site.xml

手動

global-web-application.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
global-web-application.xml 

手動

表表表表 B-2 アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）（続き）（続き）（続き）（続き）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ
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http-web-site.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
http-web-site.xml

手動

principals.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥
config¥principals.xml

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

orion-application.xml j2ee¥home¥application-deployments¥
<アプリケーションの名前 >¥orion-application.xml

手動

orion-web.xml j2ee¥home¥application-deployments¥
<アプリケーションの名前 >¥orion-web.xml

手動

rmi.xml j2ee¥home¥config¥rmi.xml 手動

jazn-data.xml j2ee¥home¥config¥jazn-data.xmlおよび

j2ee¥home¥application-deployments¥
<アプリケーションの名前 >¥jazn-data.xml

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

jazn.xml j2ee¥home¥config¥jazn.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

jms.xml j2ee¥home¥config¥jms.xml 手動

server.xml j2ee¥home¥config¥server.xml 手動

web.xml j2ee¥home¥default-web-app¥WEB-INF¥web.xml 手動

oc4j.properties j2ee¥oc4j.properties OracleAS 
Upgrade 
Assistant

ui_config.xml j2ee¥OC4J_BI_Forms¥applications¥discoverer¥web¥
common¥xsl

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

plus_config.xml j2ee¥OC4J_BI_Forms¥applications¥discoverer¥web¥
plus_files¥xsl¥plus_config.xml

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

configuration.xml j2ee¥OC4J_BI_Forms¥applications¥discoverer¥web¥
WEB-INF¥configuration.xml

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

provideruiacls.xml j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥jpdk¥jpdk¥ 
WEB-INF¥deployment_providerui¥provideruiacls.xmlおよび 
j2ee¥OC4J_Portal¥applications¥portalTools¥
providerBuilder¥WEB-INF¥
deployment_providerui¥provideruiacls.xml

手動

表表表表 B-2 アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）（続き）（続き）（続き）（続き）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ
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web.xml j2ee¥OC4J_Portal¥
applications¥portal¥portal¥WEB-INF¥web.xml

手動

data-sources.xml j2ee¥OC4J_Portal¥config¥data-sources.xmlおよび

j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
data-sources.xml

OracleAS 
Upgrade 
Assistant

oc4j_bi_forms.properties j2ee¥properties¥oc4j_bi_forms.properties OracleAS 
Upgrade 
Assistant

application.xml j2ee¥<OC4Jインスタンスの名前 >¥config¥
application.xml

j2ee¥home¥applications¥<OC4Jアプリケーションの名前 >
¥META-INF¥application.xml

手動

tnsnames.ora network¥admin¥tnsnames.ora 手動

opmn.xml opmn¥conf¥opmn.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.conf（jdbcpds.conf を除

く）

reports¥conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.xml reports¥conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

cgimd.dat reports¥conf¥cgimd.dat OracleAS 
Upgrade 
Assistant

jdbcpds.conf reports¥conf¥jdbcpds.conf 手動

proxyinfo.xml reports¥conf¥proxyinfo.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

rwservlet.properties reports¥conf¥rwservlet.properties OracleAS 
Upgrade 
Assistant

textpds.conf reports¥conf¥textpds.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

表表表表 B-2 アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）（続き）（続き）（続き）（続き）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ
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*.*
reports¥plugins¥resource ディレクトリの内容。Oracle Application Server Reports Services
の構成ファイルです。

*.*
webcache¥wallets ディレクトリの内容。Oracle Application Server Web Cache の Wallet
ファイルです。

*.class
Oracle Application Server Wireless アプリケーションのクラス・ファイルです。

xmlpds.conf reports¥conf¥xmlpds.conf OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.* reports¥plugins¥resource OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.dat reports¥server OracleAS 
Upgrade 
Assistant

targets.xml sysman¥emd¥targets.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

jazn-data.xml sysman¥j2ee¥config¥jazn-data.xml 手動

internal.xml webcache¥internal.xml 手動

*.* webcache¥wallets OracleAS 
Upgrade 
Assistant

webcache.xml webcache¥webcache.xml OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.class wireless¥server¥classes OracleAS 
Upgrade 
Assistant

*.properties wireless¥server¥classes OracleAS 
Upgrade 
Assistant

表表表表 B-2 アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）アップグレード・データを含むファイル（パス順）（続き）（続き）（続き）（続き）

ファイルファイルファイルファイル Oracle ホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパスホーム内のパス

アップグアップグアップグアップグ
レード・タレード・タレード・タレード・タ
イプイプイプイプ
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*.conf
Oracle Application Server Reports Services のユーザー定義ファイルです。

*.dat
Oracle Application Server Reports Services のユーザー定義ファイルです。

*.htm
Forms アプレット・クライアントをデプロイするユーザー定義ファイルです。

*.properties
Oracle Application Server Wireless アプリケーションのプロパティ・ファイルです。

*.xml
Oracle Application Server Reports Services のユーザー定義ファイルです。

.reg_key.dc
Oracle Application Server Discoverer のデフォルト・ユーザー設定およびシステム設定を格
納する内部レジストリです。Pref.txt に格納された設定がこのレジストリに適用されます。

application-client.xml
すべての J2EE サーバー間で使用される構成情報を含みます。

application.xml
エンタープライズ・アプリケーション・アーカイブのデプロイメント・ディスクリプタで
す。

cache.conf
mod_plsql キャッシュ・システムの特性を指定します。使用されるキャッシュには、次の 2
つのタイプがあります。

PLSQL キャッシュ : 頻繁には変更されず、動的に生成されるコンテンツをキャッシュしま
す。OracleAS Portal など、OWA_CACHE パッケージを使用するアプリケーションでは、こ
の機能を使用してパフォーマンスを向上させ、データベース・リクエストに関連するオー
バーヘッドを削減します。

セッション Cookie キャッシュ : 特定のセッションで Oracle Application Server Single 
Sign-On サーバーが生成する Cookie 値をキャッシュします。その結果、ユーザーの資格証
明を取得するためのデータベースへのラウンドトリップが回避され、パフォーマンスが向上
します。Oracle Application Server Single Sign-On を使用するアプリケーションは、この機
能を活用できます。
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cgimd.dat
Oracle Application Server Forms Services の構成ファイルです。

configuration.xml
Oracle Application Server Discoverer Viewer サーブレットおよび Portlet Provider サーブ
レットの構成情報を含みます。

converter.properties
ログ・ファイル名、Reports サーブレット・ディレクトリ、Reports Server ホストなどのオ
プションを定義する Forms 構成ファイルです。

dads.conf
データベース・アクセス記述子（DAD）のエントリを含む mod_plsql 構成ファイルです。

data-sources.xml
OC4J アプリケーションが使用するデータベースのデータソース構成情報を含みます。

dms.conf
Dynamic Monitoring Service の構成ファイルです。

default-web-site.xml
Oracle Application Server のデフォルト OC4J Web サイトの構成を含みます。

default.env
Oracle Application Server Forms Services ランタイム・プロセスが使用する環境変数を含み
ます。default.env のかわりに、ユーザー定義の環境ファイルを使用することもできます。

forms90.conf
Oracle HTTP Server の Oracle Application Server Forms Services の構成設定を含みます。

formsweb.cfg
Oracle Application Server Forms Services サーブレットのデフォルト構成ファイルです。
サーブレットが使用するパラメータ値を定義します。formsweb.cfg のかわりに、ユーザー定
義のサーブレット構成ファイルを使用することもできます。

ftrace.cfg
Oracle Application Server Forms Services で Forms のトレース機能とともに使用するイベン
ト・グループを指定します。
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global-web-application.xml
Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のメイン・デプロイメント・ファイ
ルです。Web アプリケーションのグローバル構成ファイルで、他のデプロイメントが継承し
た設定を含みます。

http-web-site.xml
Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のデフォルト Web サイト構成ファイ
ルです。

httpd.conf
Oracle HTTP Server のメイン構成ファイルです。

ias.properties
Oracle Application Server インスタンスの設定を含みます。コンポーネント構成セクション
には、コンポーネントとそれらの起動成功の値がリストされます。インストール・データ・
セクションには、リリース、インストール・タイプ、インストールに含まれるコンポーネン
ト、インスタンス名および Infrastructure ホストとポート情報がリストされます。
Infrastructure データベース・セクションには、データベース名がリストされます。

iasschema.xml
各 Oracle Application Server コンポーネントのスキーマ構成エントリを含みます。エントリ
には、コンポーネント名、スキーマ名およびデータベース接続情報が含まれます。

index.html
Oracle Application Server のデフォルト・ホームページです。ドキュメント、デモンスト
レーションおよび新機能のサマリーへのリンクが提供されます。

internal.xml
Oracle Application Server Web Cache の内部構成設定を含みます。

internal_admin.xml
Oracle Application Server Web Cache の内部構成設定を含みます。

jazn-data.xml
Java Authentication and Authorization Service（JAAS）の構成ファイルです。ユーザー、
ロール、ポリシーおよびログイン・モジュールに関する JAAS データを含みます。XML プ
ロバイダ・タイプが指定された場合のみ使用されます。

jazn.xml
Java Authentication and Authorization Service（JAAS）の構成ファイルです。LDAP/OID
または XML のプロバイダ・タイプが指定された場合に使用されます。
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jdbcpds.conf
JDBC ドライバの Oracle Application Server Reports Services 構成ファイルです。インストー
ルで提供されるドライバの事前構成済みファイルです。ただし、他のドライバを使用する場
合は、エントリを追加できます。

jms.xml
ホスト名（または IP アドレス）、JMS サーバーをバインドするポート、JNDI ツリーでバイ
ンドされるキュー、トピック、ログ設定などの Java Messaging Service サブシステムの構成
を含みます。

moddav.conf
Web ドキュメントの分散オーサリングおよびバージョニングを可能にする mod_oradav モ
ジュールを構成し、ロードします。

mod_oc4j.conf
Oracle HTTP Server から OC4J インスタンスへのリクエストをルーティングするマウント・
ポイントを含みます。

mod_osso.conf
Oracle Application Server Single Sign-On の構成ファイルです。

oc4j_bi_forms.properties
「Business Intelligence and Forms」インストール・タイプの Oracle Application Server 

Containers for J2EE デプロイメント・ファイルです。

oc4j.properties
OC4J インスタンスのアプリケーション固有のプロパティを含みます。

opmn.xml
Oracle Process Manager and Notification Service（OPMN）の構成ファイルです。OPMN が
起動して管理する Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）および Oracle 
HTTP Server（OHS）のプロセスを識別します。

oracle_apache.conf
Oracle HTTP Server のカスタム構成設定を含みます。

oradav.conf
Portal アクセスの OraDAV 構成パラメータを含みます。httpd.conf ファイルに、oradav.conf
ファイルの Include ディレクティブが含まれています。
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orion-application.xml
Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアプリケーション・デプロイメン
ト・ファイルです。デプロイ時に生成され、コンテナ管理の永続性（CMP）を持つ Bean の
表、CMP を持つ Bean のデフォルト・データソース、セキュリティ・ロール・マッピング、
ユーザー・マネージャ、Java Naming and Directory Interface（JNDI）ネームスペース・ア
クセスを自動的に作成および削除するかどうかを指定します。

orion-web.xml
Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）の Web アプリケーション・デプロイ
メント・ファイルです。デプロイ時に生成され、バッファリング、キャラクタ・セット、ド
キュメント・ルート、ロケール、セッション・トラッキング、Java Naming and Directory 
Interface（JNDI）マッピングなどの設定を含みます。

osso.conf
Oracle Application Server Single Sign-On サーバーの構成ファイルです。

plsql.conf
Oracle HTTP Server モジュールの mod_plsql の構成ファイルです。

plus_config.xml
アプレットと RMI サーバー間の通信のトランスポートなど、Oracle Application Server 
Discoverer Plus クライアントのユーザー・インタフェース・カスタマイズ情報を含みます。

Pref.txt
Oracle Application Server Discoverer のデフォルト・ユーザー設定およびシステム設定を含
みます。

principals.xml
ユーザー、グループの権限および証明書のセットを含みます。

provideruiacls.xml
Portal Development Kit Services for Java（JPDK）Web プロバイダのセキュリティ設定を含
みます。

proxyinfo.xml
プロキシ・サーバーが使用されている場合、プロキシ・サーバーについての情報を含む
Oracle Application Server Reports Services ファイルです。このファイルは、Oracle 
Application Server Reports Services メイン構成ファイルの destination要素で指定されま
す。
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Registry.dat
Oracle Application Server Forms Services のフォント・マッピングおよびアイコン・イメー
ジ・パスのカスタマイズを含みます。

reports.bat
Oracle Application Server Reports Services のスクリプトです。

rmi.xml
Remote Method Invocation（RMI）を許可する構成を含みます。RMI により、他のサーバー
はそのサーバーにアクセスして RMI リクエストを送信できます。

rwcgi.bat
Oracle Application Server Reports Services のスクリプトです。

rwclient.bat
Oracle Application Server Reports Services のスクリプトです。

rwconverter.bat
Oracle Application Server Reports Services のスクリプトです。

rwengine.bat
Oracle Application Server Reports Services のスクリプトです。

rwgenkey.bat
Oracle Application Server Reports Services のスクリプトです。

rwproxy.bat
Oracle Application Server Reports Services のスクリプトです。

rwrqv.bat
Oracle Application Server Reports Services のスクリプトです。

rwrun.bat
Oracle Application Server Reports Services のスクリプトです。

rwserver.bat
Oracle Application Server Reports Services のスクリプトです。
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rwservlet.properties
Oracle Application Server Reports Services のプロパティを含みます。

search_replace.properties
検索、置換文字列、および Oracle Application Server Forms Services Migration Assistant の
組込みクラスを含みます。

server.xml
Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）インスタンスの構成を含みます。

targets.xml
Oracle Application Server Single Sign-On や OracleAS Portal など、Oracle Enterprise 
Manager Web Site からアクセスされるリソースの表現を含みます。

textpds.conf
テキスト・プラッガブル・データ・ソースの構成情報を含む Oracle Application Server 
Reports Services ファイルです。レポートのデータソースとして使用されるテキスト・ファ
イルの形式（デリミタ、列、データ型）を構成するために使用されます。

tnsnames.ora
Oracle データベース、Application Server コンポーネントの場所を示すエントリを含みます。
他の Oracle 製品は、このファイルのエントリを使用してデータベースに接続します。

uddiserver.config
Web Services のレジストリ構成を含みます。

ui_config.xml
Oracle Application Server Discoverer Viewer のユーザー・インタフェースのカスタマイズ情
報を含みます。

web.xml
Web アプリケーションの J2EE デプロイメント・ディスクリプタです。

webcache.xml
Web Cache の構成ファイルです。

xmlpds.conf
XML プラッガブル・データ・ソースの構成情報を含む Oracle Application Server Reports 
Services ファイルです。
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表表表表 B-3 Infrastructure のアップグレード（スキーマ）処理のアップグレード（スキーマ）処理のアップグレード（スキーマ）処理のアップグレード（スキーマ）処理

アップグレード処理アップグレード処理アップグレード処理アップグレード処理 アップグレード・アイテムアップグレード・アイテムアップグレード・アイテムアップグレード・アイテム

A.2.2 項「Metadata Repository Container スキーマの

アップグレード処理」

� OCA（作成）

� ORAOCA_PUBLIC（作成）

� WCRSYS（作成）

� IP（作成）

� WK_TEST（作成） 

� INTERNET_APPSERVER_REGISTRY

A.2.6 項「OracleAS Portal スキーマのアップグレード

処理」

� PORTAL（OracleAS Portal スキーマ）

� PORTAL_DEMO（OracleAS Portal デモ・スキーマ）

� PORTAL_PUBLIC（OracleAS Portal Public スキーマ）

� PORTAL_APP（Portal JSP Access） 

A.2.5 項「Oracle Ultra Search スキーマのアップグレー

ド処理」

� WKSYSスキーマ

A.2.8 項「Oracle Application Server Web Services の
UDDI レジストリ・スキーマのアップグレード処理」

� UDDISYSスキーマ

A.2.7 項「Oracle Application Server Syndication 
Server スキーマのアップグレード処理」

� DSGATEWAYスキーマ
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"!=" 演算子，3-34
*.dbf ファイル，5-7

数字数字数字数字

9.0.1.5 データベース・パッチ、Metadata Repository の

アップグレード，4-2
9.0.2.3 互換性モード、UDDI レジストリ，A-11

A
Adapters、OracleAS InterConnect，3-63
Alias ディレクティブ、Oracle HTTP Server のアップグ

レード，3-29
Application Server クラスタ、アップグレード，3-65
application.xml ファイル，3-31，3-32
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cacheDir パラメータ，3-43
cache.xml ファイル，3-47
CGI プログラム、アップグレード，A-7
check_page_scope，3-37
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Compatibility Test Suite、OC4J，3-32
ctxcrind.sql，4-52

D
data-sources.xml ファイル，3-26，4-22
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default.env ファイル，3-59
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F
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I
ias.properties ファイル，5-54
iasschema.xml ファイル，3-23
iasua.log ファイル，3-22
Identity Management

構成，5-2
スキーマのアップグレード処理，5-4
定義済，1-4
分散構成と非分散構成，5-2

Infrastructure
Oracle ホームのバックアップ、必要な時間，2-11
アップグレード後のタスク、必要な時間，2-12
構成要素，1-2
定義済，1-1，1-4

J
J2EE

1.3 仕様、OC4J，3-32
準拠、OC4J デプロイ，3-26
準拠エラー，3-23

Java Runtime Environment（JRE）1.4、Oracle Ultra 
Search，4-18

java-options タグ、OracleAS Reports Services，3-55
Java オプション、アップグレード，3-32
Java プロセス、OracleAS Wireless，A-13
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JServ、アップグレード，1-8

L
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内容，5-55
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Management、OracleAS InterConnect，3-63
Metadata Repository

9.2 データベースの使用，5-43
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アップグレード処理，4-2
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レード，4-5

mod_oc4j.conf ファイル，3-29，3-66
mod_osso

OracleAS Single Sign-On サーバーの再登録，5-54
問合せパラメータと（OracleAS Wireless），5-58
パートナ・エントリ、Single Sign-On Server，3-29

mod_osso.conf ファイル，3-29
mod_plsql、アップグレード、完了，3-48
mod_rewrite ディレクティブ、Oracle HTTP Server の

アップグレード，3-29
moddav.conf ファイル，3-29

N
Net8 Migration Assistant、ネットワーク接続，5-39，

5-41

O
OC4J
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アプリケーション、スタンドアロンのアップグレー

ド，1-7
アプリケーション、スタンドアロンの起動，3-33
オプション、アップグレード，3-32

oc4j_bi_forms.properties ファイル，3-24
oc4j_portal.properties ファイル，3-47
oc4j-option 要素，3-32
OmniPortlet

プロキシ構成，3-51
プロバイダ，3-50
プロバイダ、テスト・ページへのアクセス，3-68
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ORA-12154 エラー，3-59
ORA-24002 エラー，4-13
ORA-24010 エラー，4-13
Oracle Call Interface、コンポーネントの障害，3-70
Oracle Collaboration Suite、Unified Messaging のアッ

プグレード，1-7
Oracle Directory Manager、Oracle9iAS Portal スキーマ

のパスワード，4-37
Oracle Enterprise Manager Application Server Control、

OracleAS InterConnect，3-63
Oracle HTTP Server、アップグレード後の起動の失敗，

3-29
Oracle Internet Directory

OracleAS Forms Services，3-61
サーバーの読取り専用モード，5-49
リリース 9.2.0.x、アップグレード，5-43

Oracle JDBC
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スキーマ・パスワード，4-37
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mod_oc4j.conf，3-29，3-66
mod_osso.conf，3-29
moddav.conf，3-29
oc4j_bi_forms.properties，3-24
oc4j_portal.properties，3-47
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